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一佛 敎大觀 i 發 行 の辭 

惟 ふ' 卜、 佛敎 がわから なくて は、 CZ 本の 歷史 も解釋 が出來 ない、 C： 本の 文學も 味 ふこと' か出來 ない、 n 
.本文 明の 由來 マる ところ も 知？， と •か 出來 ない。 然るに、 その 怫敎 とい ふ もの か 知りたい とい ふ 人々 の、 
いつで i 當惑 する のは、 唯識 三年 俱舍八 年な ど、 言つて、 兎角、 面倒臭い 研究 1: 、長い 月 g がか、 つて、 
手つ取り早く、 怫敎の 大系 4* 飲み込 まぜて 吳れる 人の ない こと T わる。 從つ て、  ' 

. 一、 怫敎 11 、. どうい ふ 風 1: 硏究 •し r: ら A いか。 

, 佛敎 11 、 大體 、どうい ふこと ^ 說いて 來 て .« る もの か。 

一、 佛敎 が、 印度に 興リ 、支那を 經て 、日本へ 傳 つれ 道筋 以 、ど， つい ふ 風に なつて 狀 るか。 

一 n 本 に ■.して 店る、 佛 敎の證 の狀態 や、. その 敎義の 大要を 知る には、 どう すれ. はふい か。 
i  n 本の 國 家と 佛敎 との 關係 は-古 來 、どうい ふ 風 1: なつて 來て 屈る か。 

一 西洋の 學 者が、 盛に、 怫敎な 研究. して 居る とい ふこと だが、 その 狀況 を、 詳に 知る 方 去 1 ないか。、 
一佛敎 の綷典 11 * その 數甚だ 多い* か、 その 一々 の綷 典の 内容 4* -解訧 •した i のはない か。 

一禪學 とい ふむ のが、 非常に 流行 〇 て f が、 一體 、それは. ど、 つい ふこと も敎 へる もの か。 

一、 印度 1: は# 殊の論 理學が 發達 〇-佛 敎 |1 >常 |: 巧 |: 、それ|川.して的る'といふことだが、一哼： 
んな論 法 /： らう か。 

一 窠佛像 法 器 僧 具 等、 佛敎美 術硏究 の、 基 礎材 S 說明 •しれものは ないか。  . 

など、 い .ふ 質問が、 絕 ♦繰り f れる のでめ る。 t; の r 佛敎 大觀』 は-確に、 .. 是等の 人々，， 、滿 S 與 
へ f^ o もので ^ る こと ^ 植々 -C する。 
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佛 敎に對 する 研究の 近代的 傾向は、 先づ 主、、」 して 言語 學に 
基礎を ねいた 漢 •梵 •巴 •藏 等の 古典 硏究ご 、次には 主 ごして 考古 
學の 基礎に 立てる 多方面の 史的 碗 究ごが 、最も 優勝の 地位を 
占め、 各 相當の 成績を 擧げつ A ある。 此 にも 一つ 盛に 行 はれな 
ければ ならない ものが ある。 それは 歐米 思想を 參考  >し た佛敎 
の 哲學的 班究で ある。 これ も 必ず 一般の 注意す る ごころ ごな 
り、 次第に 相當の .成績を 擧 ぐるに 至る であらぅ。 此く 、して、 哲哩 
ご史證 ごの 兩面 から、 原始 佛敎ご 發展怫 敎 V) を 通 貫 L たる # 
敎全體 の渾然 整然たる 思想： g 體 系# 明に され、 古今 南北に 不 


斷 なり L 文化的 勳績も 明 ごな り、 近き 將來に 於て 宗敎 ご， して 
の 祟 高 雄大なる 實 相# 開顯 せられ、 その 個人的 及社會 的體驗 
が、 永遠に 普遍に、 人類の 生命，、」 L て 力 ご L て、 必然の もの、、」 承 
認 されざる を 得ない 時# 來るご 確信す る。 

肖れに する も、 吾々 は 怫敎の 研究に 向つ て 急がねば ならな 
い。 吾々 が 像 敎徒で ぁるから ^ か、 東洋人で ぁるから ご 云 ふ理 
由 計りで なく、 人類が 過去に 產み出  >し た 諸 有の 思想 中、 最も 偉 
大なる もの ユー，、」 L て 公認され て 居る に 拘らず 、唯 これの み 
.、- ^ ^ されずに 殘つて 居る"、」 云 ふ 不自然なる 學術 的闕陷 を 
除く ために も、 更に 徹底的には、 人類の 爲に、 永遠に 普遍に 妥當 
2 る、/ き 根本 生命に 對 する 體 認の爲 にも、 怫敎の 研究は 必然 


であ ぃノ急 要で ある。 この 意味に 於て 佛敎の 研究は f; 界 人類 全 
般 に ® りて 獎勵 せらるべき 意義 ご價値 ごを 有する もので あ 
る。 小 ノく ごも 予は此 く 信ずる。 佛敎々 學の學 的內容 それ 自體が 
此の 如き 自員ご 使命 V」 を 有する もの、、」 認めて 十分な 實 質を 
具へ たもので あるから である。 

違き に 行かむ ごする ものは 一歩ょり 始める。 この 理想を 實 
莊ノ する # には 先 以て # 敎を正  > しく 理解 しなければ ならない。 
その 最良の 方法は 諸 有 硏究の 礎材た る 怫敎的 文獻を 正しく 
^ 解す るに ある 此に 於て か # 典の 研究 法が 何ょり 先に 吾人 
の爲に 必要 ごなる。 

吾 友 深 浦 正文 君は、 京都 龍 谷大學 敎授ご  >し て 知られた る 新 


,  0 

進の怫敎學者で |> '君嘗て東都遊學の次 || 觀予が丙午出版 
社の 爲に錄 せる 怫敎 研究 法の こごに 及び S に その 必要 ご 方 
法 ごに 關  >し て 相 論じた こごが あつた。 君は 龍 谷 大學に 就職 後 
當時 互に 談る ごころ を實 現せむ# 爲に 、その 該博なる #; 蓄を 
傾注 L て、 遂に 克く怫 典 研究 法 一巻を 完成せられ、 嚮日 丙午 出 
版 社の 需に應 じ、 新に 佛敎 研究 法、、」 題 L てこれ を 上梓せ らる 
る こ ^ A なり、 此に 序を 予に徵 せらる . A の 機緣に 遭遇  >し た。 予 
は 諸 有意 味に 於て、 この 好 著の 公に せらる A に 至つ たこ，、」 を 
慶ぶ ものである。 特に 此 著述は、 嘗て 互に 語った 予の )3i 案を 參 
考 玟 られた ご 云 ふこ ごで あり、 殊に 怫敎 研究 法 ご 改題 し、 丙午 
m ls ih から 出版せ ら るムに 至つ た"、」 云 ふこ ごは、 予が同 社ぐ 一 


約 L て久 ，しく 果 、し 得ざる ごころ を、 この 著に 依て 果  >し 得た 成 3 
が あり、 勝手ながら、 幸に 悖 信の 縛 著から 解脫 .し 得た 喜に 就て 
は、 著者 及 丙午 出版社 主の 善 巧 方便に 對 L 感謝せ ざるを 得な 
い。 江湖の 君子 淑女、 希く ば この 好 著に 依て 相 兵に 怫敎 の硏究 
に 進み、 一面 深廣に  >し て 涯 底を 存せ ざる 無量の 法 門 藏を鑽 仰 
>し つ' 他面には 人間 生活の 第一義 的 體認に 於て 萬 劫の 悔な 
力ら むこ、、」 を 期’、 し /: レ ものである。 


大正 壬 戌の 秋 九月 


洳南 函嶺の 客舍に 在りて 


島 地 大等識 す 


例  一一 1  一口 

一、 近年 書 史學が 唱遨 されてから、 各種の 學術 討究に、 旺ん にこの 方法が 採 
用 さる、 やぅに なり、 ために、 學 徒の 享 くる 便益の 多き こ vj は、 齊 しく 識者の gs 
めつ、 ある >/J ころで ある。 而 して 本書は、 も VJ ょり 完全に、 這 箇書史 の 性質を 
帶び てゐる わけでは ない が、 た V いさ、 か、 その 形式に 則つ て 記述せ む (£: 試み 
たもので ある。 

1、 惟 ふに、 方今 佛敎 の硏究 は、 日々 に 旺んに 赴ける 狀態 にあつ て、 初 學の 徒、 
孜 々 ど して 適 書の 尋求に 努めて ゐれ ど、 奈何せ む、 廣汎 なる 佛敎 典籍に 向つ て、 
何れが その 好適なる かを 知る に 苦しむ もの、 比々 みな 然るべき 有樣で ある。 
本書が、 這 箇書史 の 形式を 以て その 指針に 擬へむ vj 試みし 所以は、 こゞに 多く 
K する^^ で^ p ^ からぅ。 

一、 蓋し、 書 史の 形式を 以て 佛 典の 解題を 試みた る もの、 曩に は、 東京 帝大講 
師島 地大等 氏の 「佛 敎硏究 法」 が ある。 借む らくは、 未完の ま、 に杜絕 されて、 事 
旣に久 しど 雖 、泡に 佛學 入門の 指針 <£: して、 極めて 恰好の 適 書た るに 反かない。 

例  言  一 
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予、 往年 * 都 遊 學の際 、藏 經國譯 C7> こ より 氏に 知られ、 會- M 該稿 におよ ぶ や ¥ 
は その 未完なる を惜ん で、 氏に、 これが 終結を 全ぅされむ こ，、」 を 慫慂努 むる ぐ」 
ころが あつた" さ b ながら、 居常 多忙なる 氏に あつて は， 到底 その * 現を 期待 
し 難き 事情 あり、 ために、 却つ て 氏より、 その 起草を 予に 勸吿 して 止まれな かつ 

た。 これ 予が 、淺學 自らを 測ら t' して、 放て 本書を 敍說 する に 至つ た 所以で あ 

る 0 

r 本書の 一部は、 最初 b が 11 谷大學 佛敎學 講座の 特铢 講義 vj して 講述を 
試みた どころ であるが、 其 後、 いさ、 かこれ を 平易に 加減して、 『 11 谷大學 通信 講 
義』 誌上に 揭 載し、 一昨 大正 + 年 一月よ b ーヶ 年に 亙つ て'  一往の 完結を 吿げ た。 
本書は どれが 一纏めに した ものである。 かく、 定期 講義の 分載に 成れる もの 
VJ て、 忙しき 學 務の餘 暇 ® 時に 綴 b しもので あ はこの 種の 性質 上 •著しく 
紙數が 限定され し窘東 等よ b 結果して、 前後の 不調、 繁簡の 不整 等隨 所に 滿 ち、 
甚だ 慊ら ざる ものた るは、 も vj より 自認せ る vj ころで ある。 さ b ながら、 ベ r 簡 
單 にこれ が 改版を 期し 得られぬ 以上、 それ 等の 不備は、 悉く 讀 者の 寬恕を 請は 
ねばなる まい。 殊に、 「敎 理篇」 の 如き 佛敎 研究の 主要部 分に 於て、 極めて 路筆 {:. 


止む るの やむな きに 至れる in きは、 最も a 慽ビ する ^ ころで ある。 さるに て 
も、 今 これを 刊行す るに 方つ て、 かの 講義の 舊 稿に 幾分の 小訂を 施し、 更に 末 段 
に 一章の 增補を 行うて、 稍' その 面目を 整へ、 特に 卷尾に 書名 人名の 索引を 附し 
て、 本書の 使命を 多少に て も 全から しめむ V」 期し 得た 點は 、なほせ めても の 幸 
甚 V」 して 滿 足すべき ころで あらう。 

一、 終りに 臨み、 わが 島 地 講蹄が 、上述の 事情ょり して、 目下 宿痫 の靜養 中に 
も か、 はらす、 特に 序詞を 草して 寄せられた るは、 淘に予 の 感謝に 龢へぬ VJ こ 
ろで ある。 こ、 に 記して、 いさ、 かその 恩顧に 應へ ょう VJ おも ふ，. 

大正 十二 年 一月 

龍谷大 學佛敎 學硏究 室に て 
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今や 世界の 文化は 一轉 し、 時代の 精神は 更生した。 人間 思想の 趣く  VJ ころ、 かくて、 物質的 
浮薄の夢ょり醒めて、漸く心靈上の糧を覓めむどする傾向を呈するに至つたのである。洵に機 
運 どいはねばならぬ、時勢ビ見傚さねばならぬ。而してこの風潮が、わ*か怫敎を眞面目に硏鑌 
し、 これを 識 味體驗 せう VJ 努む る學究 者を 續 々輩出せ しむる やうに なつた のは、 極めて 自然の 
數ど謂 つべき であらう。 然り 、わが 佛敎は 、今や 最も 意義 ある 學究 者を 得ょう ビ しつ、 ある 


ので ある 


0 


さりながら、 一口に 佛敎ど いふ も、 いは ゆる 八 萬の 法 門、 廣漢 VJ して 容易に 捕捉す る どころ 
を知らす。從つて、これが門內に入るこどすら甚だ困難なるに、 まして その 堂奥に 迪るこ VJ 

の 如何に 難事た るべき かは、 もどょり いふを 俟たぬ 。則ち 多くの 學究 者は、 折角 この 大 堂を 憬 

序  論 


れて蜻 集し 來れ るに、 た >徒に その 門前に さ迷 ふの みで、 如何にして これに 分け入らむ かに 躊 
躍逡 巡せ るが、 渠等 目下の 狀態 である。 これ 等 初學の 入門に If して、 佛敎 硏究の 方法を 說 くこ 
ビの 緊要なる は、 今更い ふを 俟たぬ どころ であらう。 特に 古來の 硏究が 、單に 文字 訓話の 末に 
滯つ て、 更に 秩序を 立て、 敎義の 核心を 摑む こビを 努めす、 あたら 註 釋硏究 に陷 つて、 思想 
の中樞 に觸 迫す るの 態度を 缺ける わが 怫敎 にあつ ては、 これが 硏究の 方法を 講じて、 不 當の努 
力 VJ 意義な き手數 VJ を 避け、 眞 に佛敎 そのもの、 眞 髓に體 達せし むべ く 導く こビが 、斯 學學界 
に 於け る 現 時の 急務 どい はねば ならぬ。 これ 吾人が 本講に 於て、 敢て その 要求の 一端に 應 じよ 
う yj する 所以 である。 

但し、 こ、 に 佛敎 硏究の 方法を 叙す る VJ いふ も、 も V」 よりこれ 、たぃ 初 學の楷 ¥ たらしむ る 
に 過ぎす して、 由つ て 以て、 學術的 理論を 高調せ う VJ する のでは ない。 從つて 、その 硏究法 S 
いふ も、 かの 論理 學にい は ゆる 方法論 (Methodology) の やうな、 一般 硏究 上に 於け る 科學的 原 
理を 論究す る もの (£ 撰を 異にし、 唯々 怫 敎硏究 上の 實際的 方法を 叙して、 これが 參考 資料を 提 
供せ うビ する に 過ぎぬ。 されば、 怫敎の 分科 形式を 論じ、 その 淺深 次序を あげつら ふが 如き 
は、 も VJ よ b 本講の 期せざる VJ ころ、 讀者請 ふ、 その 皮相の 解說を 咎め ざれ。 

然るに、 凡そ 廣く 佛敎 を硏究 する に當 つては、 その 主要なる 資料を、 先づ以 て 文獻ざ 藝術ミ 


の兩 面に 仰がねば ならぬ。 も cf ょり怫 敎その もの、 內 容の豐 富なる に 順 じて、 これが 硏究 資料 
も 各種 多樣な るべき 筈で、 そは 論を 俟たな いどころで あるが、 併し もし この 二種を 措いて a 、 
佛敎の 硏究は 、到底 望む こビが 不可能で ある 〇いは ゆる 文獻 V」 は、 一切の 佛敎的 文書で あつて、 
藏經 その他の 怫敎關 係 書籍を 該攝 してい ふ。 いは ゆる 藝術ビ は、 一切の 佛敎 的繪書 •彫刻 •建築 
及び 儀禮 等の 諸種を 總括 せる 稱であ る。 これ 等は、 何れも 直接 間接、 最も 須要なる 資料で あつ 
て、 就中、 文獻 は藝 術を 明かに し、 藝術は 文獻を 確實 ならしめ、 相扶相 成、 以て 硏究 上の 効果 
を 有力なら しめる。 而 して、 特に その 中 幹を なす ものは、 卽 ち文獻 に あり ビい はねば ならぬ。 
今怫敎 研究の 方法を 論す るに 當つ て、 別して その 文獻 資料た る佛 典の 解說 調理の 方法を 究 むる 
所以、 卽ち こ、 にある。 されば 本講 は、 旣 にこれ 佛敎 硏究法 中の « 典硏究 法で ある、 文獻 資料 
を 以て 佛敎 硏究に 入らむ どす る 實際的 方法を 指示す るを 以て、 その 本務 ど する。 從 つて その 叙 
說の樣式たる、佛典硏究の主要項目ど見傚すべき藏經.佛傳.敎史.敎理等の各種 (: 虿つて、先づ 
その 槪念を 明瞭に せむ ために、 それ 等の 略解を 施し、 而 して 次に、 その 硏究 上に 於け る 比較的 關 
係 深き 參考 文書を 紹介して、 某 項 •某 題を 究めむ には、 如何なる 文 獻記錄 に 依るべき かを 指示せ 
ぅごす るに 他なら ない。 要は、 旣述の 如く、 專 門の 學理ょ b. も、 初 學の實 際 上の 便宜に 充 つる 
を 目的 (£ する からで ある。 されば これ、 いは ゆる 月を 指す 指、 門を 敲く S の 類、 學者 、由つ て 
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四 

以て 佛 敎の大 堂の 門內に 進み 入る こどを 得 ば、 乃ち 本講の 目的は 足りる ので 5 る。 もし それ、 
藝術 資料を 以て 佛 敎硏究 に 入らむ こビ を敎說 する が 如きは、 吾人の 分野に あらす して、 須く專 
門の 學士 に俟つ べき どころ、 請 ふ、 斯道の 先達の 出づる あつて、 これが 南 針を 與 へられむ こぐ し 
を 望む や 切で ある。 

さらば、 以下、 直に 本論に 入つ て、 叙 說の步 を 進めょぅ。 


本  論 

第 I 懿  藏經篇 

第 〖章  藏經の 意義 

さて、 佛 敎硏究 に 於け る文獻 資料 卽ち佛 典 中に 於て、 その 根本 文書を 覓むれ ば、 須く 藏經を 
第一に 擧げ ねばならぬ 〇實に 藏經は 、佛敎 聖典の 集大成 ビ して、 文獻 資料 中の 首位を 占めゐ る 
こビは 、今更い ふを 俟たぬ ビ ころで ある。 自餘 の、 古來 よりの 怫敎學 者の 手に よつ て 成れる 記 
錄 典籍の 如きは、 た > こ の藏經 を 基調 どして、 それより 流出 派生せ る 枝 末 文書た るに 過ぎぬ。 
これ 本講の 最初に 藏經篇 の 一部を 設けて、 初學 の諸士 をして、 藏 經に關 する 一般 槪念を 扶植せ 
しめ、 由つ て 以て 佛典 硏究の 起點を 的確なら しめよぅ どす る 所以で ある。 

いは ゆる 藏經ビ は 何ぞ や。 日く、 これ 支那に あつて、 佛敎 々說の 叢書 又は 集成を 意味され た 
る稱 呼で あつて、 また 大藏經 ど いひ、 一切 經 VJ 呼び、 三 藏經ビ 稱 へられて ゐ る。 藏 VJ は、 梵語 
の F 4 aka の譯 名で あつて、 まさしくは 籠の 義に當 り、 攝藏を あらは す 言葉で ある。 卽ち 籠は、 
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種々 の 花奔を 人れ、 果實を 滿た し、 その他 雜 多の ものを 包容す る やぅに、 多くの 怫敎 典籍 •か 
攝藏 包容され たる 叢書 集成 そのものを、 喻を 以て 籠の 名を 附 したので ある。 これ も (f 印度に 
あつて、«說の一代敎を、經，律 4 1に收束せるいはゆる三藏3‘ |* ^. 耳巴——更に嚴密にいへ 
ば 三籠—— より 得た る 名目で あつて、 經の 集成は 經籠 (藏) 、律の 集成は 律 籠 (藏) 、論の 集成は 
論 籠 (藏) VJ の 如く、 集成を 意味す る ものに 與 へられた る 籠の 名目が、 支那に 翻譯 さる、 に當つ 
て、 同一の 意義を 有する 藏の 字を 以て あらは され、 これより して、 更に 藏經 の稱 呼が 起つ て來 
たわけで ある。 次に 經 <£ は、. 梵語の sotra の譯 名で あつて、 まさしくは 線の 義に當 り、 貫 穿 ま 
たは 攝 持を 意味す る 言葉で ある Q 卽ち 、線を 以て 花 東を 貫 穿して、 花環を 作る が 如く、 佛說の 
眞理 を、 經を以 て 貫 穿 整 通して、 よく その 體 系を 詮 表する に 名く る (攝 持ビ は、 經， かよく 所 化 
の 有情を 擁謎攝 持す るよ，-. して、 しかい ふ 〇 普通、 佛陀の 所 說を詮 表せる もの. を經 cf 稱する 
は、 卽 ち三藏 中の 經の こどで あつて、 これ その 原意で あるが、 今の いは ゆる 藏 經の經 は、 更に 
その 意義が 擴張 されて、 普く 佛敎 義理を 詮 表せる 典藉を 指示せ る ものである。 よつ て藏 經の稱 
たる、 卽 ち佛敎 々說の 叢書 集成を あらは す こ なる。 而 して、 上に 擧げし 三 藏經の 名は、 
藏經の 主部が 三 藏を以 て 成れる よ h 稱 する cf ころで あつて、 また 一切 經 •大 藏經の 目は、 藏經 
の浩# を あらは す 形容語 知るべき である。 但し この 稱た る、 支那に あつて、 旣に六 朝の 頃よ 


り 用ゐ られ たるを 案ずれば (『 If 祖統 紀』 第册三 •第三 十八)、 その 由來 するど ころ、 甚だ 遠し ど 
いはねば ならぬ。 もし それ わが 國に あつて は、 中古 主 VJ して 一切 經 VJ 稱 せられて ゐた ものが、 
鎌倉時代 以後に 及んで、 大藏經 の 名が 多く 用ゐら る、 に 至つ たやぅ である。 

第二 章  藏經の 原本 

抑々 か、 る 佛說の 叢書た る 藏經が 編纂 さる、 に 至つ た 由來は 、遠く、 かの 怫滅 後程な く 摩訶 
迦葉 (Malyapa) 等に よつ て 行 はれし 結集 (sal€ti) に 起因す ビ いはねば ならぬ。 巴 利 律 
藏の 『小品』 卽ち 『チ ュ丨 ラヴ、 ソガ』 (5H 竞％) 第 十一の 所 明に よるに、 怫 涅槃の 時に當 って、 
癡人善 賢 (subhadra) これを 幸 VJ して、 佛制戒 の 拘束より 自由を 得た るを 喜んだ のを 見て、 迦 
m よ、 速に 合議 結集の 必要 あるを 認め、 非 法* 非 律の 流行を 未 前に 防がむ (£ して、 乃ち 王舍城 
(R p' jagviha) 附近に 於て、 五 百の 大德を 集めて、 怫說の 編纂を 行つ たどい ふ。 これいは ゆる 第 
一囘の 結集で あつて、 その後 また 數囘に 亙り" 重ねて これが 行 はれた。 但し その 初めに あつて 
は、 いは ゆる 傯說の 編纂 ビいふ も、 た V これを 合議 組織 するどい ふ 意味に 止つ て、 未だ、 これ 
を書寫 して 傳弘 される までには 至らす、 從つ て、 た V 口誦を 以て 相承され るビ いふに 過ぎな か 
つた。 その 書寫 記録を 見る に 至つ たのは、 遐か 後代に 屬する どころ である。 さりながら、 旣に 
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をの 記錄 原本が 成つ たどしても、 これが 形式は、 決して 一樣で はなく して、 その 記述の 言語 上 
に 著しき 栢違 あるを 知らねば ならぬ。 その 相違 どは 何ぞ VJ いふに、 日く、 巴 利 語 (sli) にて 記 
された るビ 、梵語 (salilslq'it) にて 記された る (f *> 卽ち それで ある 3 

.'由 來怫敎 は、 その 傳播の 地理 上より 區分 して、 南北 兩 方面に 劃され る。 もビ よりかく 地理 的 
に區 分す る こ VJ は、 淡して 正鵠を 得た 所談ご はいふ こどが 出來な いが、 而も 一面に 於て は、 こ 
の區分 法を 用ゐる こどの、 至便なる を 覺ゆ るを 以て、 今 また、 姑く これに 則つ て、 この 兩方面 
を 眺めむ に、 そのいは ゆる 南方佛 敎 VJ は、 現今の 錫 蘭 島 0 €71011)を中心ビして、緬甸(】一|). 
暹羅 (Siam). 安 南 等の 諸 地方に 流布せ る佛敎 の總稱 であつ て、 いは ゆる 北方怫 敎ど は、 現今の 
尼波羅 (Nepal) 以北、 西藏 •支那を 中心 V」 して、 蒙古 •滿洲 •朝鮮 •日本 等の 諸 地方に 傳播 せる 佛 
敎の 總稱で ある。 而 して、 この 兩方怫 敎を對 照して、 その 特殊の 異點 を檢出 せ ば、 決して 一二 
にして 止まるべき ではない が、 如上 記した 言語 上の 栢違は 、その 最も 著しき もので あつて、 卽 
ち 南方に あつて は、 巴 利 語を 以て 記され、 北方に あつて は、 主ビ して 梵語 ——特 に* 敎 梵語 VJ 
いつた 方が 適 當で ある- — ^ 及び これが 翻譯諸 語を 以て 記されて ゐ るので ある。 而 して 大體に 於 
て、 巴 利 語に て 書かれた ものは 小乘敎 であつ て、 梵語に て 書かれた ものは 大乘敎 である。 

さて、 いは ゆる 巴 利 語 聖典は、 ぎ％  (『錫 蘭 島史』 ) の 記す どころ によるに、 紀元前 


八 八 年に 卽 位せる 佛法 興隆の 英主 アブ ハャ、 ブ クタ ガ I マー ー王 (> 2: 运7?く晷 -^ ^, 1§ 5. ) の 時、 

マ ハ ーグィ ハ ーラ 寺院 (Malisra) に 於て、 從來 口誦を 以て 相傳 されて ゐた 土語の 三藏が 、始 
めて 記 錄書寫 された どい ふこ どで ある。 その後、 紀元 第五 世紀の 初め、 摩 揭陀國 (Magadha) の 
碩學覺 音 三藏 (Buddhagh .§ a) 渡 島して、 始めて 巴 利 語を 以て 土語の 三藏 を復譯 し、 かつこれ 
に 註疏 (A s lakats) を附 して、 こ、 に 巴 利 語 聖典の 大成を 見る に 至つ た。 現今 この 聖典は、 
錫 蘭 •緬 旬* 暹羅 等に 存在して、 その 部數 •卷數 等、 明かに 磘定し 得らる、。 その 中 暹羅所 藏の藏 
經は、一八九三年、皇帝チュラロングコルン五世(9111 ^ § ^ 03く.)登極二十五年を紀念せむた 
めに、 暹羅 文字を 以て 刊行され たど ころで あつて、 普く これが、 諸外國 の大學 •學會 等 (: 寄贈 
された こどは、 今な ほ 世人の 耳朵に 新なる ビこ ろで ある。 

次に、 いは ゆる 梵語 聖典は、 原始の 怫敎 語より して 梵語 ——佛敎 梵語 —— に復譯 された もの 
、やうで ある。 但し、 こゞに 原始の 怫敎語 VJ いふ も、 釋 尊は、 かの 錫 蘭 敎徒が 確信せ る やうに、 
果して 摩揭陪 の 俗語の みを 以てして、 少しも 梵語を 使用され なかつ たか V」 うかは、 輕々 に 判す 
る こ ど が 出來ぬ どころ であつ て、 恐く 對 機の 別なる によつ て、 梵語の 雅調に も 依られた ビ 推察 
されぬ でもない 。こ、 を 以て、 現 時の 梵語 聖典 そのものが、 もビよ $、 佛陀 金 n の 速記で ある 
どは 考 へる こどが 出來ぬ けれ r も、 由つ て 以て、 梵語 聖典が 巴 利 語 聖典よ b も 新しき ものビ は 
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決して 速斷 する こビが 出來 )0 ので ある。 

然るに、 この 梵語 聖典の 普く 世に 紹介され たのは、 なほ、 極めて 近代の こどに 屬す る。 その 
紹介の 功 勞者ビ しては、 先づ以 て 英人ホ デ ソン 氏 (w.  H.  Hodgson) を擧げ ねばならぬ。 一八 
ニニ 年、 氏 一度 官途を 以て 尼 波羅に 入る や、 豐富な る 梵語 聖典の、 この 國 に收藏 された るを 知 
ぅ、 乃ち 公職の 傍孜々 VJ して 力を これが 蒐集に 注ぎ、 その 結果 實に 三百 八十 部に 餘る新 古の 寫 
本 聖典を 收 得して、 これを 歐洲 學界に 提供した。 從 來怫敎 S しいへ ば、 巴 利 語 聖典の み ^ 考へ 
られ てゐ た歐洲 學界が 、こ、 に 俄然 どして、 尨大なる 梵語 聖典 あるを 敎 へられて、 如何に 驚嘆 
の 眼を そば だてし こ VJ であらぅ。 かの 有名なる フランスの 碩學ビ ュ ル ヌ—フ 氏 (E.  Burnouf) の 
傑作：/ ミ r 之 笑/へ § レ を を ^ 義、 s- ^. p こ Paris,  184 5  ( 『印度 佛敎史 序論』) 並に 

『法 筆經』 の佛， N a ^ を ^ // i/、 / s. ^ paris,  I CO 52 •) の 如き、 みなこれ に 刺戟され て 出 
でし 反響で あつて、 洵に渠 の 偉績 や 不朽に 存す •£ 謂つべき である。 而も これ 等の 梵 本の 紹介に 
際して、 渠の發 表せる 幾多の 論文は、 實に斯 學硏究 に 於け る 重要なる もので あつて、 特に 一八 七 

㈣  WC 1: 出 レ ^ f  Essavs  on  the  Lslp-uag s^ Literatuye  and p^ ellglon  of ^ epal  and  Tibet. ゴ 

London  (『尼 波 羅西藏 之 言語 文 學宗敎 論』) の 如きは、 それ 等 諸 硏究の 集大成され たもので ある。 
ホデッン氏に次いで、第二囘尼波羅聖典蒐集者は、該地公使館付の醫官ラィト氏 0 .ミ异 5: ) 


であつ て、 氏は、 一八 七三 年より 同 七 六 年に 亙り、 苦心 努力して 三百 二十 餘 部の 多數怫 典を 蒐 
集し、 なほ その上、 婆羅門 敎 (Brahmanism) に關 する 夥多し き 古本 類 等を も 獲得し、 その 効績 
實に初囘に優るものがあつた。ケムブソ、ソデ大學敎授べンドク,氏 0 .132匕巴一)、 これが 總目 
0 r ^々 < ，ccb ^ oseoft ^ BuddhistsanskritManiiscriptsintheunivcrsu^ 

PI 3. 嘗、 I 00 S3  ( 『ケム ブ リク デ 大學圖 書 館 怫敎梵 莢 目録』) VJ いふ。 これによ つて、 佛 典の 
硏究 には も VJ より、 また 尼波羅 年代の 推定、 古代 梵字の 硏究 等に も 資する ビこ ろ、 實に 勘 くは 
ない ので ある Q 

以上は、 尼 波羅に 於いて 佛敎の 梵語 聖典を 發 見せる 代表者を 擧げ たので ある •か、 然ら ば、 何 
故 この 國には 、かく 多くの 梵語 聖典が 收藏 されて ゐたか どい ふに、 印度に 於て、 佛敎の 末葉た 
る 紀元 第 九 世紀の 前後よ b して、 囘敎徒 (Mohammedan) の 侵入 あり、 いは ゆる 「コー ラン •貢 
献 •刀 劍」 つ Koran'Tribute  or  5ミ01‘ 5 の精銳を以て、異敎を迫害蹂躪するこビ極めて辛練、到 
るマ」ころ、寺塔を破壤し、佛像-經卷を毀損した。これがために佛敎徒は、難を他國に避けねば 
ならぬ こ ビ、 なり、 乃ち 中 印の 僧徒の 一部は、 梵 莢の 幾分を 擁して 近隣に 安全の 地を 覓め た。 
ヒマラャ (Hilya) 山中の 邊陬尼 波羅が 、卽 ちその 避難所の 隨一で あつたので ある。 元來こ 
の 地は、 印度 •西藏 間の 通路に 當 り、 國內に は 蚤に 佛敎 々化の 普き あ ぅ、 加 ふるに" その 氣候 
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寒冷に して、 この種の 典籍を 保存す るには 最も 適して ゐた どい ふ。 かくして こ、 に移藏 された 
聖典、 並に その 轉寫 本が 永く 傳持さ れて "以て ホ デ ソン 氏 等の 發 見に 逮んだ ので ある。 

尼 波羅に 於け る 蒐集 事業は、 その後に あつても、 なほ 小規模ながら、 數囘の 遠征を 續け られ 
てゐた が、 その他に、 最近に 及んで、 西域* 中亞 方面に 於け る 探險 踏査が 續 々ぐ」 して 試みられる 
やぅに なつた 〇卽 ち、 英人ス タィン 氏 (客 • > • ^ 0 5* ) によつ て、 先には ( vs o? ノ > .ド).) 于闐 
(Khots) より、 後には (1906 し SA M ).) 燉 煌よ  >9 多大の 發掘 あり、 また 獨人 グリュン ゥ ヱ- 
デル氏( > .0 3: 国6匕€1)によつて高昌 ^ 民§)よ文19〇41 0; > . 0 .)、佛人ぺリォ氏( ^ 21101:) 

によつ て燉 煌より (1909  Ab.)、 何れも 數 多の 蒐集を 遂げられた。 b が 本願 寺 また 橘瑞超 氏を 
遺して、 龜茲 (Kucha) 及び その 附近より 珍 貴なる 發 掘を 收 得した こどは (I9S し 1 3 > b.)、 
普く 世人の 知れる ビこ ろで ある 〇而 して、 これ 等の 發掘 蒐集に か、 る 獲物は、 何れも 現に、 各自々 
國の 公私の 學庠 •文庫 等に 襲 藏され てゐ るので ある。 凡そ、 かくの 如き 頻々 たる 中 亞探險 によつ 
て發 見され た學 界の收 獲は、 實に 偉大な b ビい ふべ く、 一 啻に 佛敎經 典の 研究の みならす、 廣く 
東洋 學硏究 の 上に 於て 著しき 進？ 來 し、 特に 佛敎學 にあっ ては、 霞の 硏究 は、 言 羣 的、 
歷史學 的、 考古學 的 硏究よ b 進んで、 漸く 敎理 の內 面の 硏究に 入らむ ビ する の槪が ある" こ r 
淘に 、如上 新 資料 發 見の 結果 ど 見做さねば ならぬ。 豈學界 の 至慶で はない か。 


以上、 藏經の 原本た る 巴梵兩 語の 聖典に 就いての 一端を 槪說 した。 も <£ より 眞に 一端た るに 
過ぎぬ 。もし それ、 その 現存 聖典の 內容 組織 等に 就いては、 各々 專 門の 分野に 亙るべき もので 
あつて、 到底 今の 盡す "へきどころではないから、こ、にはこれを省略するこど、せぅ。而して 
梵語 聖典の 原本より して、 更に 漢譯 藏經を 出し、 西 藏 々經を 出し (西藏 は、 一部分、 漢藏 より 
重譯 された ものが ある)、 また、 西藏 •漢藏 より 重譯 せる 蒙古 藏經あ り、 滿 洲藏經 あり。 最近 ま 
た 泰西 諸 語に 譯出さ れ 、或は 現に 進行の 途に ある もの も ある。 わが 國に 於ても、 梵本國 譯の事 
業、 今や 漸く その 緖に 就かむ V」 して ゐ る。 而 して、 これ 等は みな 北方 梵語佛 敎の 系統で あるが、 
更に 南方 系統た る 巴 利 語佛敎 の翻譯 にあつ て も、 學界 また 漸次 これに 着手せ む (f する 機運に 向 
つてゐ る。 かくして 佛敎學 界の箭 途は 、正に これ 百花 繚亂の 趣 あり、 匕 謂つべき である。 

然るに こ、 に 注意すべき は、 これ 等 各種 各 語の 藏經 甚だ 多樣な れ V」、 就中、 その 量に 於て 最 
も 完備せ る ものは、 實に 漢譯藏 經たる こ V」 を 忘れて はならぬ。 これ その 譯 業の、 最も 早くより 
して、 幾多 長年 月に 亙つ て 行は れしが 爲 であつ て、 漢譯 のみに 存 して 他に 見る を 得ざる 經典が 
實に 多々 ある。 管に 量の みならす、 その 質に あつても、 譯業を 最も 主要 どせ る 國民性 表現の 結 
果 ど して、 漢譯經 典は、 決して 他 譯の それに 對 して、 遜色を 取らない わけで ある。 されば 佛典 
硏究 資料の 第一位に 數ふべ きは、 須く漢 譯藏經 にあり どい はねば ならぬ。 この 意味に 於て、 漢 
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一四 

字ビ最 も緣 近く、 最も 親しみ 深き 吾等 邦人は、 全然 その 言語 系統を 異にせる 歐米 人士に 比して 
佛 典硏究 上" 先天的 刹 便を 有す どい ひ 得られよぅ。 世人 多くは 這般の 旨を 辨 へ ^ 、 か、 る 貴重 
なる 幾多の 資料を ば、 自ら 進んで 調理 剖檢 せむ ビは 努めす、 徒に 泰西 諸家の 所說 に附隨 して そ 
の 糟粕を 甞め 、更に 何等 省る ビこ ろな からむ ^ する の 傾向が 甚だ 尠く はない。 その 無定見、 そ 
の 無節操、 洵に 思は ざるの 甚だしき ものである。 もどより 歐米學 者の 硏究 にあつ て も、 その 方 
法の、 科學的 論理の 下に 明確なる 結論を 導いて、 宋 開の 原野を 艾除 しもて 行く どころ、 吾の 大 
に範 (£ して學ばねばならぬ點ではあるが、さりどて、その結果の悉くが眞であるどは、ざぅし 
ていへ よぅ 〇近 くは、 如上の 言語 系統の 相違より して、 意外の 謬見に 結果す る こどな ざ が、 
決して 尠く はない ので ある。 一例を 擧 ぐれば、 有名なる フランスの 支那 學者 レミ ューザ ー氏 
(A.  R6musat) が 法顯の 『怫國 記』 を怫譯 し ^ /^/ へ I  5 0 、 これが 一八 三 六 年に 刊行され て 
ゐるが 、その 中に、 拘 薩羅國 (Kosala) の條 下に ある 原文 「刻 一一 牛 頭栴檀 一作 一一 佛像 一」 ビ いふを 「牛 頭 
を 刻む に 栴檀を もつ てして、 佛像 V」 作す」 V」 誤解して、 その 意に 譯述 してゐ る。 英國の 古物 學 
者 して 有名なる フ」 7 ガ-ソ ソン 氏 (J.  Fergusson)、 この 誤譯の 文意を 據處 <f して、 自著の 
s  §ん 5$/—  を > ■ )  London,  I oo 6 oo f『 樹木 及 龍蛇崇 拜』) の 中に、 得々 然 ど、 佛敎 
が 牛 頭を 拜す るより して、 動物 崇拜の 低級 宗敎な る こどを 述べて ゐる 。その 謬 根は レミ ュ—ザ 


r 氏に あれ V」、 何れにしても、 漢語 ビ 全然 その 系統を 異にせる 言語を 自國 語 (f せる よりして、 

か、 る 滑稽に 類す る 過誤を 招いた わけで ある。 尤も これな ざ は、 特に 極端な 例證 では あるが、 
ビに かく 歐米學 者の 佛典 、殊に 漢譯 •漢語の 怫 典の 硏究が 、五 口 等 邦人よりも、 如何に 不便 困難を 
感す べき か いふ こ V」 は、 この 一事に よつ て も 了解され よぅ (f 思 ふ。 さりながら、 かくいへ ば 
ど て、 渠 等の 硏究 結果を、 悉く 無價 値の もの ビ して 顧みるな ビい ふので は 無論ない 。もどより 
渠等 に學ば ねばならぬ 點の 多々 ある こ VJ は" 上に いぅた VJ ほりで あるが、 徒に それに 盲 從附隨 
して、 何等の 省 慮を 迤らさ V るが 如きは、 洵に 自他に 對 しての 最大 耻 辱た るこビ を警覺 せむ ビ 
する ので ある。 學者 幸に 這般の 趣旨を 會 得して、 吾等 邦人が 斯 學の硏 究に當 つての 至便を 亨受 
せる こビを 自覺せ ば、 希く は 勇猛 精進、 以て その 硏鑽の 前途に いそしみ 專らな れ〇 

第三 章  藏經 の漢譯 

吾人は、 前章 旣 に、 漢譯 藏經が 各種 藏涇 中に 於て、 最秀最 優た るこビ を 一言した。 もビ より 
各 純 藏經を 比較して、 これが 言語 學的 討究を 試みる に 當つ ては、 それ 等 あらゆる 藏經を 硏究資 
料 VJ して 重ん すべきは 論を 俟たな いどころで あるが、 しかし 何れの 場合に あつても、 漢譯 藏經が 
その 主たり 本た る價値 ある こどは、 傲 どして 動かすべからざる ビ ころで ある。 されば この 藏經 
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篇に あつても、 須 く漢藏 の 内容 組織を 明瞭に し、 學者 をして、 これ •か 取材 運用の 資に 供す る ご 
ころがなければ ならぬ。 よつ て 本章 以下 藏經の 語を、 特に 漢藏を 中心に 取 意して、 その 內容組 
織の 槪要を 叙 說 する こ VJ ゞ せぅ。 

それ 支那 佛敎 にあつ て、 その 最も 著しき 特徵 を擧 ぐれば、 先づ 第一に 譯經の 事業に 指を 屈せ 
ねばならぬ。 これ 洵に 、その他の 諸國 に、 同 例を 見ざる ころで あつて、 漢譯 藏經が 自 餘の藏 
經に 比し、 复に 優れて 完備して ゐ るの も、 實に その 結果 VJ いはねば ならぬ。 この 漢藏の 翻譯は 
遠く 後 漢の明 帝 永 平 十 年 (3) に 始まり、 元の 初期まで、 凡そ 一千 二百 年間に 亙つて 行 はれた。 
元の 世 祖至元 二十 二 年 (一 2 00 5) に慶 吉祥 等に よつ て 集成され た 『至 元錄』 の 統計に よるに、 この 期 
間に 於け る 翻 譯者一 百 九十 四 名、 譯出 の佛典 一千 四百 四十 部 •五 千 五 百 八十 六卷ど 數 へられて 
ゐ る。 而 して、 この 長 時期に 亙る 翻譯に 於て、 いは ゆ. る 新舊の 二期を 劃すべき こ VJ は、 普く 世 
人の 知れる どころ であつ て、 今 その 各 時期 中に 於け る 代表的 譯家 を擧 ぐれば、 先 づ舊譯 時代に 
あつて は、 第一に 姚秦の 鳩 摩羅 什 (Kulrajiva) を數 ふべ く、 次いで 後漢の 安世 高 •支 婁迦讖 
(Lokarak t )、 吳 Q 支 謙、 西 晋の竺 法 護、 (Dharmara r a)、 東晋の 佛陀 跋陀羅 ( w uddhabhadra) " 
北凉の 曇無讖 c harlra /T al、 北魏の 菩提 流 支 (Bodhiruci}、 陳 の眞諦 (parlha) 等、 これ 等 
はみ な その 時代の 鏘 々たる 偉人で 1) つて、 何れも、 月 支 H ukli)  •安息 (parthia)  •康居 (k;rgiz)  • 


屙賓 (Ka 心 mir r 于圏 •龜茲 等、 いは ゆる 印度 •西域 地方より 來朝 した 沙門で ある 〇次に 新, § 
代に あつて は、 唐の 玄羿獨 り その 盛名を 擅に してゐ る 〇渠は 在天 十七 年間、 親しく 五竺の 言語を 
究め、 深く 敎義の 蘊奥を 叩き、 歸來 、新制の 翻譯 法を 以て 原意の 移植に 努め、 遂に 譯經 史上の 一 
大 時期を 劃すべき 偉績を 擧げ 得た ので ある。 その後、 義淨 •金剛 智 (vajrabodhi)  •不空 (Am§ha- 
<どョ) 等" 各自 特殊の 方面に 發揮す る (f ころ あぅ。 かくして、 新舊 の兩 譯雙々 相俟つて、 大 h 
の 三 藏殆ん r 具備す るに 至つ た〕 

1 ら 、かくの 如 I 時期 1? 幾多の 翻譯 出で、 時 SI に漸 f の 數を加 

墦 せる こ て、 これが 散逸 亂 離を 防がむ が た め、 當初以 來の 翻！！ 經典を 組織 統一すべき 目錄 

の 必要を 生じた こ V」 は、 極めて 當然の 次第で ある。 但し これ、 支那の 國 民性ビ して、 文字 己 ii 

を 尊べる よりして この 成果に 趣け るこビ は、 も cf より 爭はれ ぬビ ころで あつて、 印度の 如き、 

喈 々音聲 を 尊び 記憶を 主ビ せる がた め、 會々 かの 結集の 如き 擧に 於ても、 單に 合議 誦出 の範圍 

に 止’ り、 少しも 記錄 文字の 成果な き 等に 比べて、 大に 逕庭の 存 せる ^ ころ VJ いはねば ならぬ。 

乃ち この 賢 性の 趨向 V」 して、 歷 代の 學者 、これが 作成に 大に 力を 注ぎ、 暮の 代に、 かの 有 

名なる 彌 天の 道 安が、 『嫠 一禮 目錄』 を 編して より 以來 、大小 謹の 輯 成、 CV の數實 に 六十に 

垂むど する の 夥多 あつた <f いふ こ VJ である。 就中 現今 存在せ る經錄 は、 二 十餘種 ある。 而 して 
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これ 等 多數の 經錄は 、何れも 長短 得失 * > あつて 一 準では ない が、 中に あつて、 比較的 精密に 組 
織され、 殆ん V」 完備に 近， いもの ビ しては、 實に 『開 元釋 敎錄』 にあり ビい はねば ならぬ。 この 書 
は、 唐の 開 元 十八 年 (730) 智昇の 撰に か、 う、 洵に藏 經硏究 の 中樞 指針ビ して、 普く 學 者に 重用 
されて ゐる V」 ころで ある。 この 經錄 にあつ ては、 當時 現存の 經典 、總 じて 一千 七十 六部* 五 千 四 
十八 卷 V」 數 へられて ゐる 。乃ち 一時は これを 以て、 藏經の 定數ビ して 一般に M めら れた 。世に 
いは ゆる 藏經 五千卷 V」 通 稱され るのは、 實 にこの 經錄 所揭の 計數に 由來 するど ころで ある。 但 
し、 も wt これを 以て 不 S 定數專 ■る 事は 出來 ぬ。 f 上に もい うたやう に、 時代の 推移 
に 伴 ひ、 譯 出の 經 典も隨 つて 漸次 加 增し 、且 また 一方、 支 都に 於て 撰述され た史傅 •音 義 •目錄 
等の 類の 入藏 される V」 いふ やうな 事情 も あり (この 支那 撰述の 入藏に 就いては. L つも 必す帝 
王の 勅命に ょつ て 欽定され るこビ になつ てゐ た)、 藏經 の範圍 は、 かくして 後代に 至る r- 隨 つて 
次第に 擴 張され、 ために その 部 數 •卷數 には 常に 異動を 來し "さて こそ 終 1: は 著しき 相違を 呈す 
るに至つたのである。凡そこれ等に闊聯する須知の要項は、以下章を重ねて順 ^ に叙說を試 
i ょう vj 思 ふ Q 


第 四 章  藏經の 開 雛 

かくの 如く 經錄旣 に 成 5、 それによ つて、 藏經の 範圍が 略々 一定され る やぅに なつた が、 然 
らば 次に、 これが 印刻を 見る に 至つ たのは、 何れの 時代で あるか ビい ふに、 宋 代の 開 版を 以て 
その 嚆矢— ねばならぬ。 も V」 より 唐 代に あ？、 旣に 多少の 印刻の 成つ S を 文献に 徵し得 
られな いでは ない ♦か、 全藏刻 成の 大業 VJ しては、 實に 北宋の 太祖が、 開 寶四年 (31) に 勅して 
企圖 せしめた るに 始まる どい ふべき である 〇世 にいは ゆる 『蜀 本』 ど 稱 する 藏經 は、 卽ち この 時 
の麗を 指す もので あつて、 これが 完成には、 次の 太宗 Q 太平 興 國八年 1) まで、 實に 十二 
年の 享を 費した Q で あ る。 かくて、 | 度 その 刻 成を 見る や、 ゎが 東大寺の 窟然 直に 入宋し 
てこれ を請來 し、 次いで 高麗の 韓彦恭 また 入宋 して、 かの 地に これを 請來 した。 爾來 この 隱の 
蠢は頻 々ビ して 續 起し、 啻に 官 公の 事業 どしての みならす、 私版の 企圖も その都度 著しく、 
かくて最近刻成されし『頻伽本』に至るまで、大小官私の開 ]1 、實に十數囘の夥多しきに及んで 
ゐる 。就中、 南宋の 紹興二 年 (一一 32) の 頃、 湖州の 王永從 | 族の 發願 によつ て 始められた 『思溪 
本』- 『湖 # 本』 または 『浙 本』 ど もい ふ)、 及び 元の 至 元 十五 年 (一 278 ) の 頃、 杭 州 普 寧 寺に 於て、 

道 安 •如 一等の 蠢 によつ て 始められた 『杭 州 本』 は、 ゎが 『縮刷 藏經』 校 刻に 際し、 S どして 
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用ゐ られた もので あつて、 『縮 藏』 にいは ゆる、 前者は 『宋 本』、 後者は 『元本』 なる ものである。 
矣 明の 萬歷 十七 年 (8)) の 頃、 密藏 •幻 佘 等の 霊に ょつ て 始められた 『萬歷 本』 i 嚴 本』 ま 
たは 『明 本』 VJ もい ふ) は、 從來 の摺帖 (折 本) の 型を 破つ て" 始めて 方 册の形 式を 取り、 普く 流 
布の 功を 奏した も？ して 名高く  (嚴密 にいへ ば、 方册の 形式は、 これ t 先、 浙の武 林に 於 
て 刻 成された ものを 以て 最初 譽る 。但し、 今は 傳 はつて § いから、 その 如何なる ものなる 
かを 知る に 由がない)、 且ま た、 わが 『黃蘖 本』 の 覆刻の 臺本 どなつ たこ (£ も、 普く 人の 知れる 
どころ である。 後、 人 あり、 この 『萬 歷 本』 に 次いで、 更に 『續 藏』。 『又 續藏』 を輯 成して これに 附 
加した 。『明 續藏』 •同 『 又 續藏， ? 稱 せらる、 もの、 卽ち これで ある。 更に 淸の雍 正 十三 年 (自 
S) に、 勅を 以て 始められた 『寵 藏』 は" 再び 摺帖の 形式を 採り" 製本 印刻 實に贅 を 極めた もので、 
わが 國に あつて は、 獨り わが 佛敎 大學 にの み襲藏 されて f 珍藉で ある。 更に 美 最近 淸の末 
葉 (一 91 1)、 上海 頻伽 精舍に 於て 刊行され たいは ゆる 『頻伽 本』 は、 わが 『縮 藏』 を 翻刻せ る もので 
ある 0 

以 t は、 支那 本土に 於け る麗開 雛の 一端で ある •か、 このほか、 更に 隣國 たる 高麗 ど 契 丹 ど 
•に 於て、 また 刻 藏の擧 の あつた こビを 逸して はならぬ。 卽ち 、支那に 於て 『蜀 本』 の 大成を 見し 
繁 V」 して、 本土  Li 於け る讓 事業の 驚は H、 更に 延 いて 高麗に 影響して、 顯宗の 二 


年 (一 01 1)、 勅命に よつ て藏經 印刻の 擧あ り。 また 契 丹に あつても  >  道 宗の咸 雍四年 (一 og v 新 
規 の刻藏 事業が 企てられた。 而 して 高麗に あつて は、 その後、 旣雕 の藏經 兵火に 罹つ て燒 失し 
たから、 高宗の 二十 三年 (一 236)、 更に 規模を 犬に して 再雕の 企圖を 起され、 かの 『蜀 本』 •『丹 
本』 及び 初雕の 『國 本』 を 比較 對 校して、 十五 年餘の 日子を 費し、 實に 空前の 良 本を 刻 成す るに 
至つ た。 有名なる 『高麗 藏經』 V」 て 珍重され てゐ るのは、 卽ち この 再雕に か、 れる ものを いふ。 
わが 『縮 藏』 は、 これを 以て 底本 VJ して 刊行され たので ある。 されば、 如上の 『頻伽 本』 が 『縮 藏』 
を 翻刻せ るより して 推說せ ば、 『頻伽 本』 の 刊行は、 やがて これ 支那に 於け る 『麗 藏』 の 復活 どい 
つて 然るべきで あらぅ。 何 VJ なれば、 從來 支那に 於て 刊行され た 諸藏 にあつ ては、 未だ 曾て 
『麗 藏』 を 底本ビ する ものが なかつ たからで ある。 

次に わが 國刻藏 の 史實を 討 ぬれば、 始めて 藏經 全部の 印刻され たのは、 近世 德川 時代の 初期 
にあつ たどい ふべき である。 但し、 そのこ、 に 至れる 過程には、 幾多 印刻の 變遷 歷史を 有せる 
こ ど は、 も VJ より 論を 俟たな い ビ ころで ある 〇今 遠く溺 つて その 史迹を 案す るに、 かの 法隆寺 
の 百 萬 塔 內に收 めら れたる 四 種 陀羅尼 (DhAral s が、 奈良朝 時代 卽ち神 護 慶雲四 年 (770) に 刻 
成され、 これが 卽ち 現存せ る わが 國 最古の 印刻 V」 して、 多大の 價値あ る こビは 、普く 世人の 知 
れる どころ であるが" 旣にこ の 頃より して、 た V」 ひ 一部分に もせよ、 經 典の 印刻を 見た る こ S 
第一 部藏 經篇  一二 


は、 洵に 注目すべき ^ ころで ある 。凡そ 何れの 國土 にあつ て も" 印刻の 始めて 行は れた のは、 悉 
く 宗敎關 係の 文書に ある。 これ ひビ へに、 宗敎 情操の 充上が 、やがて その 宗敎 をして、 廣く流 
布し 奉持せ しめむ がた めに、 乃ち 文書の 印刻を 行 ふに 至つ たもの ど 解せ ねばならぬ。 百 萬^ H： 
の 陀羅尼 印刻の 如きは、 その 最も 著しき 例證ビ いふべき である。 さて、 爾來 平安朝 以後に 至つ 
ては、 印刻の 術 漸く 開け、 經 典の 開 雕轉た その 數を增 し、 鎌倉時代 •室町 時代に 及んで は、 未 
完なが らも 藏經開 雕の擧 の あつた 迸を 窺 ひ 得べ く、 なほ また 木製の 活字を 以て 印刻す る 方法を 
創められる やうに なり、 啻に 佛敎 の典藉 のみなら す、 その他の 文書 •記 錄の 印刻 も、 かくして 
甚だ 旺んに 趣いた。 朝 倉龜三 氏の 『日本 古 刻 書史』 (明治 四十 二 年刊) は、 這般の 消息を 傳 へて 詳 
細を 極めて ゐ る。 専攻の 學士 の、 必す 一讀を 要する ^ ころで あらう。 

然るに、 以上の 印刻の 如きは、 僅に 一部分 づ 、の 小事 業た るに 止つ てゐ たが、 こ、 に 藏經全 
部の 開 雕を 企て、 b が 國 藏經完 刻の 先驅 をな した ものは、 實に德 川 初期に 於け る 天 海の 木活藏 
經である。但し、近時、京都大藏會委員の手にょつて、この天海の事業に先つこビニ十餘年、 
伊勢の 宗存て ふ 僧が、 『一 麗藏』 を 模倣して 摺 刷を 試み、 これ ♦か 全部 完成の 企圖を 起した 事實 を發 
見した 。乃ち これに ょれば、 天 海の 事業は、 必ずしも 獨創 的で なかつ たどい はねば ならぬ。 さ 
'うながら、 そのょく これを 完成せ しめたのは、 やはり 天 海の 事業に 俟 たねば ならぬ から、 今 ま 


たこれ を 以て、 その 第一 者ビ して 數 へる 次第で ある。 天 海は、 人 も 知る、 日光を 開き、 東 叙を 
興し、 比 R を旺ん にした 偉 僧で あつて、 德川 初期 三代の 歷遇 甚だ 厚く、 乃ち この 精カ ビ この 外 護 
ビを以 て、 寬永 十四 年 (S 3 7) ょり 始めて 十二 年に 亘 り、 藏經 全部の 完 刻を 成就した。 但し 渠 は、 
その 完成を 見る に 至らす して 残し、 その後 五 年を 經て 、漸く 全部が 成し遂げられ たので ある。 
この 坂は、 木 活を以 てせ る 鮮明なる 摺帖 であつ て、 宋の 『思溪 本』、 元の 『杭 州 本』 を 相承し (？) 、 
而も その 會が將 軍 家 光 指 命の 下に 成つ たもので あ念ら、 紙質 優良、 最も 贅を盡 し S る。 
世に 『天 海 本』 または 『寬永 寺 本』 等 cf 呼び、 一に また 『倭 藏』 の稱が ある。 但し この 版は、 その 摺 
刷 極めて 少數 なる に 加へ て、 その 內容 成績 も、 餘り 良好では なかつ たから、 これ ♦か 流布す る こ 
ど 殆ん V」 なく、 乃ち 次に 鐵眼 をして、 更に この種の 事業に 起たし むる に 至つ たので ある。 

鐵眼は 、有名なる 黃蘖の 隱元禪 ® の 弟子で あつて、 平素、 ゎが 國未だ 藏經の 刻 板の なきを 患 
へ、 乃ち 『刻 大藏緣 起疏』 を 草して" 普く 天下の 有志に 訴へ 、寬文 九 年 (一塞) ょり 開雕の 事業を 
始めて 十三 年の 日子を 費し、 漸く 完成す る こビを 得た。 いは ゆる 『黃蘖 本』 ビ稱 せらる、 もの、 
卽ち これで ある。 旣に 一言した やぅに、 この 版は、 明の 『萬 歷 本』 の 覆刻で あつて、 『明 本』 の缺 
點 短所は、 その ま、 悉く 繼 承され てゐ るが、 方 册本ビ して、 入手 敢に 携帶の 便が あつたた めに、 
廣く 國內に 普及し、 ゎが 國 各地に 現存せ る藏經 中の 大部分は 何れも これで ある。 これ 卽 ち、 『明 
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本』 かかの 坡に 普及の 効の あつたの VJ、 その 授を 一にして ゐる VJ いはねば ならぬ o [f ふこ、 『月 
本』 を 刻せ る密藏 •幻 佘の兩 者は、 何れも 禪 家の 出で ある、 而 して 今 『蘖 本』 を雕 せる 鐵眼 、また 
同じく 禪 家の 資 である。 敎外別 傳 •不立 文字を 標榜せ る禪 門より して、 文字 敎說 の藏經 の開雕 
事業に 與 れる學 僧を 出した こどは、 泡に 奇異の 感が ある (£ いはねば ならぬ 0 

因みに 附言すべき は、 上述の 鐵 眼の 刻 議起 や、 又は 上籌 豪に よるに、 何れも、 ゎが 國 
* 來 矛 た 曾 L 藏經の 開 雕のな かつ f: こ ^ を 述べて ゐる 。これによ つて、 人 或は 渠を 目し て、 天 
海の If * 爭業を 知らな かつた ビ ころ ビ早計すれゲ」、そは單なる皮相の見であつて、董々二十餘 
年 以前 (鐵眼 刻藏 着手の 寬文九 年より 溯つ て、 天 海 刻藏完 成の 慶安 元年まで) の 天 海の 事業を、 

V」 ぅして 知らぬ 筈が あらぅ 〇知つ て 而も、 一言の これに 言及す る こどな きもの、 これ 恐く、 そ 

の 眼中に 『天 海 本』 がな かつた ためでは あるまい か 〇蓋 しこれ、 『天 海 本』 の 不良を 痛切に 反顯せ 
るものビ見るべきであらぅ〇 

さて、 鐵 眼の 『蘖本 1 は、 由來そ の 普及の 目的に 急なる の餘 り、 原本を 選 擇す るの 餘裕な く、 
ために 『明 本』 の 錯誤を その ま、 踏襲せ る 結果、 爾後、 學者中 これを 遺憾 どす る もの 尠なか らす、 
かくして 終に 忍澂 •順藝 等の 篤學を して、 これが 對校 事業を 起さし むる に 至つ たので ある 〇忍澂 

は 京都 鹿ヶ 谷の 住僧で あつて、 『蘖 本』 の 誤 脫の 多き を 知る や、 早く 良 本を 得て これを 對交 し、 以 


て 完全なる 模本を 作らむ こ V」 を 念願し、 乃ち 建 仁 寺 所藏の 3 藏』 V 以て 『蘖 本』 に對 校し、 寶永 
二 年 (1706) より 始め、 五 年の 日子を 費して これを 成就した 〇順藝 は 丹 山の 號を以 て 知られ、 越 
前の 眞宗學 僧で あつて、 また 夙に 藏經對 校の 念願を 懷き 、具に 辛酸を 甞 めて 而も 3 せす、 同じ 
く 建 仁 寺の 『魔 藏』 を 以て 『蘖 本』 に對 校し、 文政 九 年 (一 00 2 00 ) より 始めて 十一 年間の 長 時日を 經、 
孜 々VJ してよ くその 初 念を 貫徹し、 遍く對 校を 終了して、 更に 『蘖 本』 に缺 如せ る 五 百 有 餘卷の 
騰寫を も克 成した。 かく 兩 者の 對 校を 經た 結果、 『明 本』 の缺點 誤謬は 悉く 除かれ、 か く^ ^ てこ 
、に 完全なる 模本を 見る やうに なつた 。これ 等の 事業は、 必す しも 刻 藏ビは 同一視の 出來ぬ ご 
ころで あるが、 併し その 努力 や 苦心 等に 至つ ては、 敢て その 是非を あげつら ふこビ が 出來 まい 
ど思ふ。丹山成功の翌天保八年(1 00 37)、建仁寺出火して、その所藏の『麗藏』殆んざ烏有に歸し 
た。 され V」 幸に これ 等對 校本の 存 せる あり、 かくして 校 者の 功績、 また 愈々 著しき ものが あ 之 
どい はねば ならぬ 0 

明治時代に 至る や、 泰西 文明の 惠澤 により、 印刷 上に 活版の 術が 傳 へらる、 やうに なり、 う 
ち これを 藏經開 1¢ の 上に 應用 せむ ど して、 島 田蕃极 氏 等 東京に 弘敎 書院を 興して、 明治 十三 年 
(一 8 ; o ) より 同 十七 年に 至り、 いは ゆる 『縮刷 藏經』 なる ものが 刊行 さる、 に 至つ た 〇本藏 は 『麗 
藏』 を 以て 底本 VJ なし、 『宋』 •『元』 •『明』 の 三藏を これに 對 校して、 その 異同を 欄外に 表示し、 
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且 彼此の 缺 本を 補 入して、 その 所 收の數 は 著しく 加 增され 、かくして 最も 學術 的の 特色を 有 
して ゐ る。 加 ふるに、 菊 版 形の 方册 本で あつて、 取扱の 便、 購入の 易 等、 到底 『蘖 本』 の 比では 
ない。 これ 實に 、旣刊 藏經中 第一の 價値を 有する もの 5 いふべ く、 爾後の 學界が 、これが ため 
に 利便を 禀け しビ ころ、 如何 ばか b か 測り 知られぬ 次第で ある。 

その後、 明治 三十 五 年 (一 §2) に 至つ て、 京都 藏經 書院ょり して、 いは ゆる 『卍 藏經』 なる もの 
が 刊行され た。 こは 一麗 明對 校 ^ 稱 する 如く、 かの 忍 徵の對 校本を 底本 どした ものであるから、 
その 內容は 『麗 藏』 VJ 同一に なつて ゐるが 、形式は 全く 『明 本』 卽ち 『蘗 本』 その ま、 の 襲用で ある。 
從 つて、 その 所收の 次第 •卷數 等、 大抵 『明 本』 ご 變らな い。 前の 『縮 藏』 に比べて、 その 學術 的價 
値は、 ft に 劣る VJ いはねば ならぬ。 本藏 は、 明治 三十 八 年を 以て 完成し、 その後、 同處に 於て 
は、 更に 引續 いて、 『 ffi 藏 』 に 洩れた る 主 どして 支那 選述 の章疏 を收容 して、 『大日 本續 藏經』 の 
名の 下に これを 刊行し、 大正 元年 091 2) を 以て 完成した。 こは 旣に藏 外の 範 圍に屬 する もので、 
かの 『明 續藏』 や 『又 續藏』 <£ 同じく、 如上 諸種の 正 藏經ど 稍々 その 性質を 異にせる ものでは ある 
が、 また これ、 藏經 開 « の附帶 事業ビ して 特筆すべき もので、 而も その 所 收內容 の浩漭 なるこ ど 
は、 實に 古今 叢書 中に その 比を 見ざる どころ であろ。 

以上 述べし b が 國 の藏經 は、 『天 海 本』 を 除く の a か、 その他は 何れも 現に 各地の 寺院 •學庠 


等に 收藏 されて、 容易に 吾人の 手に せらるべき どころ であるから、 これが 開雕 に關 しては、 多 
少 その 記事に 詳細を 期した わけでは ある •か、 限り ある 紙面に、 十分の 意を 盡す 事が 出 來ぬ から、 
これにて 止める こビ 、する。 なほ 次章の 叙 說ど對 照せば、 遺漏の 多少は 補 はれよう ビ思 ふ。 

第五 章  藏經の 組織 

如上 述べし どころ の藏經 各種の 版本は、 何れも 一長一短の 特色を 有し、 夫々 各自 固有の 面目 
を 持して ゐる〇 よつ て それ 等 一々 の 特色を 列擧 して、 これを 比較 對照 する こどは、 必ずしも 無 
用の 沙汰 VJ はいへ ぬが、 旣に 前に も 一言した やうに、 現今 廣く 流布して、 容易に 手に せられ 得 
る 版本ビ しては、 僅に 『 蘖本』 •『 * 藏』 及び 『縮 藏』 の 三種に 過ぎず、 而も その 中 『蘖 本』 ど 『 Ftf 藏』 
ビは 、同一 『明 本』 系統の ものビ すれば、 畢竟 これ ど 『縮 藏』 ごの 對 照に 結歸 する わけで あるから、 
今は 各 本 一々 の 特色を 擧 ぐる こどは 姑く 擱き 、主 c£ して 『へ / vn 藏』 を 中心 ^ して、 その 內容 組織の 
一 班を 叙說 する こ ビ、 せう。 由來 『縮 藏』 は、 旣述の 如く、 かの 優秀の 稱高き 『麗 藏』 を 底本 どし 
て、 更に これに 三本の 對校を 加へ、 その 學術的 完備せ る こ V」、 餘他に 全く 類例を 見ざる 良 本な 
れば 、學 者の 依 用す るビ ころも 一に これを 以てし、 從來は もビ より* 向後に 於ても、 これ 以上 
の 良 本の 刊行され ぬ 限りは、 永へ に 不朽の 生命を 有する ものであるから、 乃ち 藏經ビ しいへ ば、 
第一 部 蔵經篇  一一 七 


この 版本を 中心 ^ して 語つ て 然るべきで ある <f 思 ふ。 

然らば 『縮 藏』 は、 如何なる 次第に 組織され、 如何なる 內容を 具備して ゐるか ごい ふに、 從來の 
諸 本ビは 著しく その 趣きを 異にして、 特に 而 目の 新たなる ものが ある。 由 來藏經 の 組織た る從 
來の諸 本に あつて は" 何れも 『開 元錄』 の 分類に 則つ て、 先 づ經 •律. 論藏 等の 大別を 初めに 置き、 
更に その 一々 に 大小の 二乘を 分ち、 而 して 特に その 大乘經 中に あつて は、 いは ゆる 五大 部の 樣 
式に 從つ て、 般若 •寶積 9 大集 •華 嚴 •涅槃の 順列に 配 せらる、 のが 通例で あつた。 その 般若の 最 
初に 置かる、 所以は、 般若 (Frajg) は 卽ち 諸怫の 母た るが ためで ある。 然るに 明 代に 智旭が 
『閱藏 知 律』 を 著し、 『開 元錄』 の 次序を 改めて 天台の 五 時に 則り、 華嚴 •方 等 •般若 •法 華 •涅槃 ど 
順列し、 かの 五大 部の 寶積 VJ 大集ビ を 併せて 方 等 中に收 め、 更に 法 華を 涅槃の 前に 置いて 以て 
五 時の 次序に 應じ 、その 組織 大に學 術 的 色彩を 帶ぶ るに 至つ た。 而も こはた > 經藏 のみに 就い 
ての 所談 であるが、 律藏 •論 藏及び その他に あつても、 『知 律』 の 新 創 ど 見做すべき 點が 甚だ 多い。 
而 して わが 『縮 藏』 は、 主ビ して この 『知 律』 の 次序に 則つ て 組織され たもので あつて、 これ 卽ち 
從來の 諸 本 VJ 全く その 形式を 異にせる どころ、 泡に 學術上 著しき 進展の 價 値を 認めざる を 得な 
いので ある ◦今 便宜上、 その 內容 組織を 表示して、 これが 了解の 一助 どせ ぅ。 學 者、 須く領 得 
すべきで ある 〇 
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これにょ つて 見る に、 その 組織、 經 •律 •論。 秘密の 四藏 に、 西土卽 ち 印度 撰述の 總てを 包容 
し、 雜藏に 支那 撰述の 主要を 網羅し" 更に 附録して、 日本 撰述に ゎが 國各宗 の 開 M の 述作を 收 
攝 して ゐる 。その 中、 小乘律 中に 附屬 V」 して 疑僞 を收 めた るは、 卽ち 疑似 雜僞 たる 『目 連問戒 
律 中 五 百輕重 事』 をい ふので ある。 また 大乘論 中に 宗經論 等の 三種を 分つ たのは、 卽ち 『知 津』 の 
分類 U 依つ たので ある。 その 中 初めに 宗經論 ど は、 佛敎總 部に 亘れる 槪括的 通 申 論を いふので、 
例へ ば、 『瑜伽 論』 VJ か 『唯識 論』 (『三十 論頌』 ) ど か、 または 『起 信 論』 ビか  >  卽ち これに 屬 す る。 
次に 釋經 論ビは 、特に ある 一部 經 典に 就いての 註 釋的別 申 論を 指す ので、 例へ ば 『十 住 毘婆沙 
論』 (『華 嚴經』 十 地 品 ^ 釋 せる) どか 『十 地經 論』 (『十 住經』 を釋 せる) ビか 、または 『智度 論』 (『大 
品 般若』 を釋せ る) ビか  >卽 ち これに 屬す る。 更に 諸 論 釋ビは 、いは ゆる 論 典の 註釋で あつて、 
『瑜伽 論釋』 ごか 『攝 大乘 論釋』 VJ か、 または 『成％ 識論』 どか  >卽 ち これに 屬 する。 また 小 乘論中 
に附屬 どして 收め たる 雜部 等の 三種の 中、 初の 雜部ビ は、 『四十 二 章經』 ごか 『法 句經』 どかの 如 
き、 その 義大 小に 通じ、 または 抄出 節 略された る もの、 または 『馬 鳴』 •『龍 樹』 一世 親』 等の 各傳 
の 種類を 指し、 次の 外道 ビは 、『勝 宗十 句義 論』 •『金 七十 論』 の 如き 外道 書を 指し、 更に 疑僞ど 
は 『大明 仁 孝 皇后 夢 感佛說 第一 希有 大功 德經』 の 如き 僞 作を 指す ので ある。 また 支那 選述 中の 分 
類は、 同じく 『知 律』 を 襲用せ る こ S いふまで もない 〇而 して その 各々 名目の 如きは、 容易に 了 


解され 得よう VJ 思 ふ。 乃ち 顧みて、 これを 要するに、 その 組織、 槪 して 學術的 統一を 有せる こ 
ビを認 むる に 難く はない。 その 五 時の 次序に 則れる 如きは、 もし 論じ もて 行か ば、 もビ より 批 
難の 存す る ^ ころも あらう が、 かの 佛母 たるの 故を 以て、 般若を 最初に、 餘他を 漫然 これに 羅 
列せ しむる 五大 部の 次序に 比べて、 ^ にかく 配列の 形式の 极抵を 有せる だけにても、 幾分 學術 
的の 價値が ある ビい ふべき ではない か。 かつまた 秘密 部を 整理し、 並に 日本 撰述の 如き 從來の 
諸 本に 絕え てな かつた ものを 加へ、 更に 『麗 藏』 に 漏れた る宋以 後の 撰述を ば、 他 本に 覚めて 補 
入し、 その 所 收內容 の 著しく 增加 された る も、 また 餘他の 諸 本に 優れて ゐる どころ である。 卽 
ち 本 藏所收 の總數 一千 九 百 四十 五部 •八 千 五 & 六十 二卷の 多き に 上り、 かの 『開 元 錄』 當 時の 一 
千 七十 六部 •五 千 四十 八卷を 襲うた ど考 へらる、 『蜀 本』 な V」 に比べて、 洵に天 淵の 差が あり、 近 
くその 包容 部卷の 著しく 加增さ れ たる 『龍 藏』 の 一千 六 百 七十 八 部 •七 千 四百 八十 八卷 たるに 比 
ベて、 なほ fl に 多數を 示して ゐ るので ある。 況むや 諸 本の 對 校を 表示して、 その 異同を 瞭然た 
らしめ たる 如きは、 特に 珍重すべき 長所 v いはねば ならぬ。 かく 彼此の 長を 採 b 粹を聚 めて こ 
れを輯 成す るが 如きは、 かの 中 國てふ 自我 的觀 念の 强き 支那な V」 にて は、 到底 望み 得 ざろ ビこ 
ろで あつて、 畢覚 か、 る 偏見な き 邦人に よつ てな れば こそ、 克 成される こどが 出來 たわけで あ 
る 0 見よ、 かれに あつて は、 かの 無比の 良 本 (£ いはる、 『麗 藏』 を すら、 自國 の所產 にあらざる 
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の 故を 以て、 爾後の 開雕に 於て、 少しも 依 用し なかつ たでは ないか 。かれを 思 ひこれ を 稽 へ" 

泡に 由な き 偏見の、 學術 上の 進步 にまで 阻害 影響を 釀 する こ VJ の ® なからざる を 認め 難く はな 
いので ある 0 

但し、 嚴密に 藏經の 組織を 論す れば 、これを 以て、 決して 完全の もの して 滿足を 表する こ 
(1 は 出來な いので ある。 五 時の 次序が、 必す しも 千古 不易の 合理的 判 斷にあ らざる 限り、 V」 う 
して これが 絕對の 依 憑 (£ せられよう。 その 形式に 就いては、 更に 部類を 以て 分つ 方法 も あるべ 
く、 譯者 •著者を 以て 纒むる 手段 も あるべ し。 その他、 發音 順* 字書 順 等の 配列 もまた 一種の 考 
案た るべ く、 洵に 藏經の 組織に 就いては、 猶 考究の 餘地 多々 あり ビ いはねば ならぬ。 而 して 藏 
經 の 組織の 根抵を なす ものは、 實に 經錄な るを 以て" もし 經錄の 上に、 新機軸を 出せる 學術的 
組織を 提出され る こどが あら ば、 向後の 藏經 刊行に 資する どころ、 極めて 多大なる もの ある 
は、 まさに 當然の 至りで ある。 かの 『開 元錄』 •『閱 藏知 律』 な ざ の、 如何に 各 本 刊行に 就いて 益 
する ビ ころの 多 かつた かを 思は > 、這般 の 消息は 容易に 了知され よう 〇蕾に 刊行 上の みに 止ら 
す、 特に 學者に 取つ て、 また 至便を 與 ふるこ VJ の ® なからざる も、 も VJ より 論な き VJ ころで あ 
る。 後の 「藏經 の 目録」 の 章 下に 於て、 更に その 旨を 盡すべ し 0 


第 六 章  藏 外の 叢書 

こ、 1: いは ゆる 藏 外の 叢書 VJ は、 上來 述べし 藏經各 本に 收攝 せられざる 群 書の 集成を 措す の 
であつ て、 かれが 正藏經 たるに 對 して、 これは 續藏經 又は 准藏經 たるの 地 泣に ある ものである。 

旣に いへ るが 如く、 支那に あつて は、 入藏 の因緣 は、 偏に 帝 勅の 欽定に あら ざれば 得られぬ 
ビいふ 事情で あつたから、 支那 撰述の ものにして 入藏の 許可 如何 ビい ふこ ビは 、實に 重要 問題 
に 馬し、 これによ つて その 書の 價値が 左右され るく らゐ であつ た o( 稀には、 印度 撰述の ものす 
ら人藏 を 許可され なかつ たもの も ある)。 尤も かくいへ ば ビて 、そは たぃ 世間 的の 價値 標準に 
過ぎず して、 入藏さ れた ものが 悉く 優秀で、 然らざ る もの •か 何れも 劣等に 止る VJ いふには 限ら 
す、 隨 分入藏 中に も 如何が はしき ものが 尠く なく、 藏外 中に も 立派なる ものが 夥多 ある。 よつ 
て藏 外の 群 書 も、 早晚 これを 彙輯 して 綜合 統一すべき 必要は、 もビ より 認められて ゐた ので あ 
る。 かの 『明 本』 間羅 後 その 『 續藏』 •『又 續藏』 の 編纂 刊行され たの も 二に 這般の 事情に 起因して 
ゐる 。但し その 採集 範圍の 廣汎な らざ りし VJ、 その 弘布 流行の 周 遍せ ざり しどは、 洵に 遺® の 
至りで あつた。 もし それ、 これ 等の 點に 於て 第一に 推すべく、 眞に藏 外 叢書 中の 巨 II ざ稱 すべ 
きは、 須く 明治時代に 大成され た 『大日 本續藏 經』 r_ 指を 屈せねば ならぬ 0 
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本書は" 略して！？ re: 續藏』 ビも 或は 單に 『續藏 J ども 稱 せられ (『明 續藏』 は 流布 極めて 稀なる た 
め、 單稱 『續 藏』 の 名は、 專ら 本書に 與 へられて ゐ るので ある)、 旣述の 如く、 明治 三十 八 年よ 
り京鄱 に 於て 刊行され た ビころ であつ て、 その 採集の 範圍 は、 印度 •支那 撰述に あれ ざ、 その 
主眼は 特に 支那 撰述を 網羅す るに あつて、 これが その 大部分を 占めて ゐ る。 從 つて、 かの 『明 
續藏』 •『又 續藏』 中の もの、 如きは、 殆んざ この 中に 收容 されて ゐる ゎけで ある。 編者の 計畫に 
ては、 これを 以て 第一輯 ビ し、 更に 第二 輯 V」 して、 日本 撰述を 繼續 刊行す ろ豫定 であっ たが" 
何分 その 事業の 容易なら ざるた め、 これが 實現を 見る に 至らす、 第一輯す らも 豫定 より 甚だし 
く 省略され て、 辛ぅじて 完成を 吿 ぐる こ V」 が 出來 たので ある。 實に 一千 七 百 五十六 部， 七 千！ 白 
四十四卷、全容尨然どして古今に絕せる一大叢書どいはねばならぬ。而して編者は、更にこれ 
に 次いで、 大正 三年より 東京に 於て 『日本犬 藏經』 の 刊行を 企圖 し、 その 形式は 異 って ゐる ♦か、 
事實上 『續 藏』 の 第二 輯 VJ 見 傚す V き H 本 撰述を 刊行し、 昨 九 年に 至って、 全部 因 十八 卷を 完成 
する こ V」 を 得た。 一方、 この 刊行に 稍々 先つ て、 明治 四十 五 年より 同じく 東京に 於て 『大日 本* 
敎 全書』 の 刊行が 計晝さ れ、 て 昨 八 年に 至り、 圖譜十 軸 i 日册百 三十 六卷の 多數の 出版を 見る 
U 至っ た。 この 雨 者、 その 所 收の內 容に於 て、 各々 多少の 長短 得失は あれ ざ、 相 依り 相俟っ 
て、 共に學 界に 資する どころ 甚だ 多大なる ものが ある。 その他、 この 兩 者の 刊行 ど ¢1 後して、 


r 淨土宗 全書』. 『H 蓮 宗 全書』。 f 眞宗 全書』. 『眞宗 大系』 等の 刊行 さる、 あり。 これ 等は" その 名 
の 示す が 如く、 特に 一宗 內 部の 要 典の 刊行で あつて、 夫々 專門の 學士を 益す る こどの 大な るは 
いふまで もな く、 なほ そ、 の 他に もまた、 これ 等 VJ 同種類の 刊行が 夥多し く ある 〇も し， V れ 『怫 
敎 大系』 の 如きに 至つ ては、 藏內 •藏 外の 本末 論 釋章疏 を會今 對照せ る もので あつて、 主 VJ して 
敎理 の硏鑽 上、 至便 盡き せぬ もの ビ いはねば ならぬ。 更に また 一面" 近年 漢文 佛 典の 和 譯せら 
る、 傾向 旺ん にして、 『國 譯大 藏經』 •『國 譯禪宗 叢書 0 r 『國譯 密敎』 等續 々刊行され、 今 現に 進行 
の途 にある もの も ある。 これ 等は 何れも 藏經の 漢文 和譯 であつ て、 必す しも 藏 外の 叢書 V」 して 
叙すべき 性質の ものでは ない が、 かの 難解なる 佛 典を 通俗化. して、 これが 弘 布の 企 圖に出 でし 
點は 、大に 意義 あり <f いはねば ならぬ。 惟 ふに これ、 世界 動亂の 結果、 人間 思想の 歸趨 するど 
ころ、 宗敎 信仰の 情念ょり 要求され たる 反映 -VJ 見做すべき であらぅ テ 而し てこれ 等の 和 譯諸書 
♦か、 その 解題に 註釋 に、 犬に 本文の 意義を 明瞭なら しめたる 點は 、優に 一種の 佛典 註疏 ビ して、 
乃ち 本章に 語る に恰當 して ゐ る。 學者 、特に 初 學の士 、先づ 以て これ 等の 和譯 の閱讀 ょりして 
佛典 咀嚼の 逕 路を迪 らば、 その 進涉 極めて 容易なる ものが あらぅ。 附記して 以て、 入門の 弄 引 
に擬 する 次第で ある。 
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第 セ 章  藏經 の目錄 

旣に 一言せ る やうに、 藏經 の目錄 は、 實に 藏經を 組織す る 根抵を なす もので あつて、 經錄の 
解說 は、 纏て これ 藏經の 內容を 明瞭に する こど、 なる。 今 本章の 題 下 (: 於て は、 這般の 叙述を 
試みる がその 本旨な れ ざ、 旣に 「藏經 の 組織」 の 一章を 別揭 して、 その 輪廓を 描出し たれば、 乃 
ち こ、 には、 單 に經錄 の 解題を 記して、 以て 藏經 運用の 方 規に擬 したい (f 思 ふ。 

それ 支那に あつて 編成され し 經錄に 於て、 現存 二十 餘種 、就中 その 最も 古 成の ものビ して 擧 
ぐべき は、 梁の 僧祐 等の 撰せ る 『出 三 藏記 集』 十五 卷で あらう。 本書は 何時の 撰 出に か、 る や、 
その 年 時明暸 ではない が、 書中 (: 「天監 九 年」 ( ot s) て ふ 文字が 見えて ゐる から、 同年ょり 以後 
數 年間の 成立 ど 見做して 然るべきで あらう。 而 して その 特色 ビも いふべき は、 元 來 本書は、 か 
の 道 安の 經錄 (一七 頁參 照) を增 益した ものであるから、 一面 かの 錄の一 班を 傳ふる もの ビ して 
價値を 存す るので ある。 これに 續い て、 隋 の開皇 十四 年 (g hu )、 法經 等の 撰せ る 『衆經 目録』 
七卷が ある。 本書は、 西土 •此 土の 賢聖の 撰述を 載錄 する 上に 於て、 周到なる 用意を 拂 つて ゐ 
るのを その 長所 ご 認められる。 『開 元錄』 の 著者は、 本書に 對し四 誤を 數 へて 批難して ゐるが 、 
大體に 於て 正確なる 經錄ビ して、 信を 置く に 足るビ 思 ふ。 (こゎビ同名の經錄で、隋の翻經沙 


門 等の 撰に か ゞる五 卷本も ある。 『一 麗藏』 に 收むる VJ ころは、 更に 唐の 靜泰の 重 修せる もので あ 
る。) 更に 本書より 三年 後卽 ち開皇 十七 年に、 費 長 房に よって 撰され し 『歷代 三 寶紀』 十五 卷、 
唐の 麟德 元年 1 に、 道宣 によつ て 出されし 『大 唐內 典錄』 十卷 等、 この種の 續出多 M ある 0 
さりながら それ 等の 總 てに 擢ん で、、 幾多 經錄 中の 白眉 做さるべき は、 實に 兀釋敎 錄』 
な b s> J いはねば ならぬ 。本書は 旣述の 如く、 唐の 開 元 十八 年 (730)、 智昇の 撰に か、 る どころ 
で、 實に從 前の 經錄の 歸着點 ど なり、 向後の それの 出發點 ビ なり、 藏經研 究 の中樞 たる 價値を 
有する もの どして、 これに 匹敵すべき ものがない 〇 本書 總 じて 二十 卷 、就中 前 十八 卷ど 後二卷 
VJ に 大別され" 前 因 後 果たる の 趣きを 具へ てゐ る。 前 十八 卷中 、更に 總 (前 十卷) •別 (後 八卷) 
に 劃され" 初め 總錄 には、 主 VJ して 漢 代より 唐 代に 至る譯 經 者を 年代順 !; 排し 、その 各々 に 就 
いて、 所譯の 書目 •卷數 を揭げ 、而 して それには 現在 存缺の 次序を 一定し" 更に その 一々 に 註し 
て、その書の初載の經錄*撰者％譯出の順序(こは、もしその書に異譯のある場合には、その書が 
第何囘 目の 譯出な るか V」 の 次第で ある ' T 譯 出の 年 時 •譯場 •參加 者 等の 各項を 記し、 最後に 譯者 
の傳 記を 錄し てゐ る。 如何に 各方 面を 網羅して ゐる こど だら ぅ。 なほ 續い て" 古今 四十 餘 M の 
經錄を 採り、 別して その 現存の ものには" 是非の 短評を 施して ゐる〇 次に 別錄 は、 これを 七條 
に 分ち、 譯 本の 有無を 討ね 1 支 派の 別行 (ある 經論 .中、 特に 一篇 * 章が 別 出 流行され たる 如き 
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をい ふ) を 明かに し、 或は 遺漏を 補缺 し、 疑惑を 質詳 する 等、 前の 總 錄の歷 史的た るに 對 して、 
これは 組織的た るの 趣きを 具へ、 內容の 整理 大に備 はる。 (かの 大乘經 五大 部の 次序な V」 も、 こ 
の 中に 試みられて あるので ある)。 かくて 最後の 二卷 は、 前 來所述 の 綜合 結果 どして、 現存せ 
る 經典五 千 四十 八 卷を收 列し、 卽ち 藏經の 定數を 示して ゐる 。この 定數が 、一時 藏經數 量の 標準 
ビなつたこどは、旣に述べしどころである。これを要するに"本書の如きは、實に藏經に對す 
る 百 面觀ビ 見る V  く、 をの 配慮の 綿密、 用意の 周到、 唯々 驚嘆す るの 他は ない。 『四 庫 全書 提 
要』 の 撰者 日く  T 佛氏舊 文茲爲 ^ 大備一 」ビ 。その 局抖 の褒揚 すらな ほかくの 如し、 以て 如何に 完 
備 優秀なる かを 想 ふべき ではない か。 

さて 本書に 收錄 せる 五 千 四十 八 卷は "これを 四百 八十 凾に合 集され てゐた が、 智昇は その後 
更に 『開 元 釋敎錄 略 出』 四卷を 撰して、 その 凾數に 一々 千 字 文の 次第によ つて 番號 を附し t 以て 
その 混雜を 防いだ。 藏經の 凾帙千 字 文の 番號 に. て 記載 さる ゞこど 、實 にこれ に 始まる ので あ 
る 0 

『開 元錄』 後、 貞元 十五 年 (S 9 )、 圓照 によつ て 『貞元 新定釋 敎 目録』 三十 卷が 撰され たが、 こは 
畢竟 『開 元錄』 以後の 翻譯 にか、 つた ものを 增補 せる に過ぎない。 爾後、 元の 至 元 二十 二 年 (12 
00 5)に 慶 吉祥 等 i: よつ て 出された 『至 元 法 寶勘同 總錄』 十卷は 、稍々 注目すべき ものである。 本 


書は 經錄 中の 最後を なす もので、 支那に あつて は、 譯經 事業は 元 代を 以て 終末を 吿げ てゐ るか 
ら 、これより 以後 (: 經錄の 岀づる ものがない 。本書の 特色 ビも いふべき は、 梵 名の 明かなる 書 
目 (: は、 對 配して これを 擧げ てゐる こど、 西藏 (蕃 本) 目錄を 參 照して その 具缺を 記せる こビ、 
及び、 大乘經 中、 始めて 顯密 兩敎を 區分 せる こビ 等で あつて、 何れも 重要なる 記事た るを 失は 
ない a 

以上 經錄の 主要なる ものに 就いて、 ほ  >  その槪 要を 解說 した。 よつ て、 これに 續い て、 眞の經 
錄では ない が 准經錄 V」 も 見 傚すべき 『閱藏 知津』 の 紹介を 加へ よぅ。 本書は、 明の 智旭 ( ii 益) が 
崇減八 年 (一 S 5 ) より 永 歷八年 (S 54 ) に 至る 實 に 二十 年の 日子を 費して 大成せ る 雄篇で あつて、 
主 VJ して 寂曉の 『釋敎 a 門標 目』 1: 基いて 纂輯 せる もの、 その 卷帙 四十 八、 藏經 解題の 書ビ して 
至便 比ぶべきな きもので ある。 その 特色の 主なる 點を擧 ぐれば、 先 づ各經 論に 就いて その 內容 
の 要旨を 摘記せ る こ W  (大部の ものには、 稍々 詳， 細に 解說 してゐ る)、 次に 異譯の 多種 ある もの 
には、 特に 符號を 以て その 主 伴を 分ち、 何れが その 中に て 最も 優秀なる かを 指示せ る こど、 ま 
た その 組織を 改新して" かの 大乘經 の 順序の 如き も、 『開 元錄』 の 五大 部の 次赁に 代 ふるに、 天 
台の 五 時の 次第を 以てし" 又 方 等 中に 於て" 顯說 部に 對 して 密呪部 を 立て (先 (: 『至 元錄』 にて 
顯密雨 敎の區 分は つけられた が、 本書は 更に これを 整頓した ので ある)、 また 三藏以 外に 別し 
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四 〇 

て 雜藏を 開立せ る 等で あつて、 獨創の 新設 大に 見るべき ものが ある。 その 經論 解題の 至要な 
るは もどより、 異譯 中に 主 俘を 指示せ る 如き、 如何に 初學 をして 多大の 利便を 與 ふるこ だ. ら 
う。 而も それだけ、 その 苦心 努力の 程は 推察す るに 餘り ある どい へよう。 後世 かの 『縮 藏』 の 編 
纂 さる、 に當 り、 如何程 本書が その 模範 (£ なつた かは、 彼此の 組織を 對 照して、 容易に 首肯 さ 
る、 (£ ころで ある。 た  >  それ、 智姐 自らは 台 家の 資な るが ため、 所見 多少 自宗に 偏し、 かの 僧 
肇 •南 岳 及び 智 顗 の 述作を、 印度の 馬 鳴 •龍樹 等の それ 當 (: 視て 、同列に 攝入 せる 如き 擧あ 
るは、 多少 P1 題 V」 して 論す る餘跑 が あらう が、 由つ て 以て 本書の 眞 價に關 する こどでは 無論 あ 
るまい 〇 

なほ 因に 附記すべき は、 如上 諸種 經錄以 外に、 なほ 藏經の 各 版に 添附され たる 目錄に 就いて 
である。 これ 等は た  > 各 1E の 目録で あつて、 いは ゆる 經錄ビ しての 性質を 帶 びて ゐる ものでは 
無論ない が、 これ また 各 版の 組織を 指示せ る もの どして、 その 披閱に 際して は 是非 ども 重要な 
る ものである Q 

然るに 旣に いへ る ♦か 如く、 藏經の 各 版 中、 『蘖本 』 •『縮 藏』 及び 『 fc 藏』 の 三本は、 現に 學 徒の 
容易に手にし得るビころであるから、從つてそれ等三本の目錄も、それに應じて必要なるはい 
ふ 迄 もない。 特に 『縮 藏』 は、 その 內容 の豐 富なる 點 より、 その 目 錄も餘 他に 優れて 重要で あら 


ぅ〇但 しそれ ょ トノ も、 實用上 更に 利便を 與 ふろは、 藤 井宣正 氏の 『現存 日本 大藏經 冠 字 目 錄』 で 
ある。 本書は、 現存の 藏經の 書名を、 冠 字を 以て 五十音順に 排列して、 これに その 撰者 •譯者 
及び 卷數を 記し、 略稱 •異稱 ある ものは、 更に その 具 略 •本異 の 一々 を擧げ 、而 して 『縮 藏』 所 1J 
の 各部、 及び 『縮 藏 』•『 蘖本』 •『明 續』 •『又 續』 の帙册 を 示せる もので あつて、 主ビ して 書名 及び 
撰者 •譯者 •卷數 等を 容易に 知り 得る點 に 於て J 種の 書名 辭 書の 性質を 有し、 檢 索の 便 鱼 (: 植錄 
に 群を 抜いて ゐる 。かつまた 『縮 藏』 •『 蘖 本』 等の 披閱に 於ても" 本書に 依ら ば" 極めて 容易に 
所要を 尋 求され 得る。 (本書は 明治 三十 一年の 刊行で あつたから、 爾後の 『 ffi 藏』 •『 續藏』 等の 採 
收に 及んで ゐな いこ VJ は、 もどょぅ である)。 なほ 撰者の 志願に ては" 本書 ど 相俟つて、 部類 
目錄 及び 著者 目錄を 33 さむ ビ し、 旣に 本書に も 部類 番號 を附 して、 これが 對 照の 計畫を 立て、 
ゐれ V」、 惜しい かな、 それを 果し 得すして 夭逝され たので ある。 

『冠 字 目錄』 ど 共に、 學 者の 是非 座右に 備 へねば ならぬ のは、 南條 博士の 大作 英文 『大明 三藏聖 
參  _0\で 办 るり 承' 參  0r > n 三 ^ 0 ミ the  Chinese  Translation  of  the  Buddhist  Tripipxka  5 

ビい ひ、 普通 『南 條 目錄』 ビ稱 され、 明治 十六 年 a co GO 3) 同師 の滯英 中、 ォタク スフ ォ—ル ドに 於 
て 刊行され た VJ ころで あつて、 實に 世界的の 一大 名著で ある。 本書は、 『明藏 目 錄』 (『明 藏』 に 
添附せる『大明重刊三藏聖敎目錄』をいふ)の英譯であるが、その特色の要點は、かの『至元錄』 
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所載の 梵 名に 基き、 傍ら 泰西の 言語 學的 硏究に 照して、 經 論の 梵 名を 精定 し、 これを 漢譯の 題 
名 ど 並擧 せる こど、 かつ その 各經 論の 一々 (: 翻譯 年代を 明示し、 同 本 異譯の ものは、 彼此 その 
旨を 附記せ る こど、 及び 『至 元錄』 の 所載を 襲うて 西藏 卽ち蕃 本の 有無を 指示せ るこビ 、並に 附 
錄 して、 譯 者の 略傳を 年代を 逐 うて 順列 摘記せ る 等に ぁる。 もし それ 現 時の 佛敎 學界の 進步ょ 
り 顧み ば、 多少 修正を 要すべき 點もな きに ぁらね V」、 苟 くも 歐米 人士 1: して 漢譯經 典の 硏究に 
與らむには、唯一不可缺の指南たる權威を有せるものでぁる。これょり先、明治八年(1 0〇 75)、 
かの 『蘖 本』' が 岩 倉 具視 公に ょつ て 英國に 寄贈 さる、 や、 有名なる ビール 氏 (s. cri eal)、 この 資 
料に 力を 得て、 幾多の 硏究を 公に せる 中、 『蘖 本』 を 解題して"  7 ^ ^ |を.た7>/»$ ' - 
London, 1876  ( 『佛敎 三 藏』) ど いふを 出した が、 誤謬 缺點 多くして、 到底 學 者の 要求を 充すこ 
ビが 出來な かつた。 然るに 本書 一度 出づる や、 かの 太陽の 群 星を 壓す るが 如く、 學界 また 餘他 
を顧みるなき有樣ビなつた。洵に尤もの至りビいはねばならぬ。 

かく 本書は 有益なる 良 本 なれ ざ、 惜ひ らくは 現 時 その 品數 極めて 稀で、 容易に 獲ら る、 どこ 
ろでは ない。 ょつ てこれ に 代 ふるに、 英國の 支那 學者 アィ-グル 氏 (E.  J.  Eitel) の 二// ミ ^ — ^ も 
^ <^vsn b3 2 ^ 、//s.i ご (『支那 佛敎 必携』) を 一言 紹介して 置かう。 本書は 普通 『アィ ー グルの 梵漢 
辭典』 ビ して 知られ、 藏經の 書名* 撰譯者 名、 その他 佛敎 術語 等を 梵漢 並擧 し、 これ C 簡單な る 


解 說を附 した もので、 小册+ では ある •か、 比鞔的 便利な 書物で ある Q 明治 三年 03 0) 番 港で 初 
版が 出で、 程經 て、 更に 幾多の 增補を 以て 再版され た。 また わが 高 桑駒吉 氏は、 これに 便利な 
索引を 加へ て、 邦 版の 複刊を 試みられた から、 學徒た め r: 獲 易く、 その 利益 甚だ 多い どい はね 
ばなら ぬ〇 先の 『南 條目錄 』 にも、 必す 本書を 對照 指示して ある。 但し 本書 1: も、 錯誤が 尠くは 
ないから、 學 者の 注意を 拂ふべ き 要が あらぅ。 

第 八 章  參考の 書目 

それ 本講の 目的は" 佛典 硏究に 就いての 文献 資料を 提示して、 某 項 •某 題を 知らむ には、 如 
何なる 參考 書籍に 依るべき かを 了知せ しめょぅ ビ する に 5 る。 然らば 今本篇 にあつ て も、 上來 
藏 經に關 する 一般 槪 念を 叙 說し たからして、 更に 進んで は、 か、 る 調査を 試みむ には、 如何な 
る 文書の 對讀を 要すべき かを 指示すべき 順序 ビな る。 これ 實に 本講の 眼目で あつて、 本章の 標 
題は まさしく 這般の 意味に 他なら ない。 但し、 從來 この種 藏經の 討究に 與 りし 學者 極めて 尠 く、 
その 會 i これ ある も、 如何せ む 何等の 發表 もな きため に、 依然 この種の 參考 記錄を 紹介す る こ 
どは、 殆ん >r 不可能なる わけで ある。 か、 る 理由ょり、 上來 本篇に 於て" その 缺を補 ふために 
幾分の 詳叙を 期して 置いた 積り であるが、 初學の 入門に 資する 本講た る 以上、 これ また その 槪 
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說た るに 過ぎざる は洵に 止む を 得ぬ 次第で ある。 今强 いて これが 參考 文書を 擧ぐ れ ば、 

一 大藏經 雛印考  常盤& 定稿 (大正 二 年 稿) 

一一 一切 經の由 來一卷 村 上 專精著 (大正 四 年刊) 

の 二種 以外に 覓むる こ が 出來ぬ 。後者は、 曾て 著者の 主幹 さる、 雜誌 『人道 講話』 に 「大日 本 
藏 經史」 ビ 題して 揭 載され しもの、 修正 單行 であつ て、 『一切 經の 由來』 VJ いふ も、 旣に舊 文の 
標題に あらは せる 如く、 主 して わが 國に 於け る 藏經の 略史を 叙した もので、 支那 開 雕 の諸藏 
の 記事 .^ ざ、 極めて 簡單に 通過せ る慽み が あり、 かくて、 專門 硏究に たづ さはる ものには、 も 
どより 物 足らぬ わけでは あるが、 叙說 極めて 平易に、 よく 藏經の 槪史を 語つ てゐ るから、 初學 
に對 しては 恰好の 手引た る價 値が あらぅ。 前者は" 『哲學 雜誌』 第三 百 十三以 號 下に 數囘に 亙つ 
て 連載され しもので あつて、 考確 精細なる 一大 論文で ある。 その 內容は 、題名の VJ ほり、 支那 
及び わが 國の 藏經各 腹の 開雕研 究 であつ て、 所 說微に 入り 細に 亙り、 同を 稽へ異 を 質し、 實 に 
藏 經硏究 唯一の 參考 たる 價値が ある ど 思 ふ 。吾人は これを 讀んで 未だ 何人に よ つても 試みられ 
なかつ た 斯學の 荒野に、 困難なる 艾 除の 第一 着手を 敢 てされ た 稿 者の 努力を 欽 仰せざる を 得な 
いので ある 〇なほ 稿 者は、 これに 關聯 して、 また 雜誌 『新 怫敎』 (第 十五 卷 •第 十二 號) にも その 
略說を 試みて ゐる 。これ また 對讀 して 得る どころ が. あらぅ。 


右の 他、 松 本 (文) 博士 及び その他の 先覺に ょつて、 二 三の 雜誌に 這 般の關 係 論文の 揭栽さ れ 
たのが あれ ざ、その他にこれが參考に供するものどしては、遺慽ながら極めて寥々たる次第で 
ある。 もし それ 三省堂の 『日本 百科 大辭 典』、 及び b が 佛敎 大學の 『佛 敎大辭 « 』 等の 記事 中に 
は、 比較的 參考に 資せら る、 解說を 認め 得らる/* 〇 『大 辭典』 には 「大 藏經」 の 項 下に 常 盤 氏 之を 
記し、 かつまた 寺 本婉雅 氏に ょつ て、 西藏 々經の 解說を も 加 へられて ゐ る。 『大辭 籤』 i: もまた 
「大 藏經」 その他 關 係の 項 下に 詳說 され、 重要なる 記事が 尠く はない。 {II しその 「大藏 經」 の 項目の 
卷は 、未だ 刊行され てゐな いが、 不日 出阪の 運びに 至る こ (£ であるから、 こ、 に 附記す る 次第で 
ある。 その他 同文 館の 『哲 學大辭 書』 にあ つても、 同じく 「大 藏經」 の 項 下に、 鷲 尾 順 敬 氏が 解說 
の 筆を 執つ てゐ る。 また 一 讀の 必要が ある ビ思 ふ。 なほ 藏經の 硏究に 關 して、 前章 所述 の經錄 
類を 取材 運用すべき 要 ある こビは 、改めてい ふまで もなから う。 

藏經 硏究の 成果は、 かくの 如き 寥 々たる ものに 過ぎぬ 。わが 國に 於て 旣に か、 る狀 態な れば" 
これに 緣 遠き 餘他の 諸國に あつて は、 到底 覚め 得られぬ わけで ある。 五 2 人は 向後の 學者が 、更 
に 犬に 努力 勉強して、 速に 欺 學の 荒野を 啓拓開 成せむ こ V」 を 望んで 止まぬ 次第で ある。 
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鑲 I |籙  佛  傳  篇 

第 〖章  佛傳 の硏究 

それ 佛敎 は、 いふまで もな く" 怫陀 (Buddha) たる 釋 尊の 敎說が 基調 VJ なつて 立てられた も 
ので ある。 中には、 释尊 以前の 思想 も 混入され、 殊に 後代 (7) 發達怫 敎に あつて は、 その 包含 內 
容洵に 各種 多樣で あつて、 決して 釋尊 一個の 敎說 VJ する こ VJ は 出來 難い ビこ ろで あるが、 併し 
それが 根本の 基調 VJ なつて、 漸次 流出 開 麗した て ふこ VJ は、 暸 して 爭はれ ぬ 事實 である。 然 
らば 釋 尊の 研究は、 苟 くも佛 敎の學 習に たづ さはる もの、、 應に 最初に 試みねば ならぬ VJ ころ 
ビい ふべき であらぅ。 これ 卽ち こ、 に 佛傳篇 の 一部を 設けて、 聊か 這 般の南 針を 示さぅ どす る 
所以で ある 0 

但し、 こ、 に 注意すべき は、 釋 尊は、 通途 一 樣の單 なる 人類 VJ 異 つて、 宇宙の 眞相を 證致せ 
る 生身の 佛陀な れば 、その 硏究 に當 つては、 これを 歷 史上ょり 眺め、 單なる 人類 VJ して 取扱 ふ 
場合 VJ、 また これを 信仰 上ょり 崇め、 超人的 ® 陀 V」 して 鑽仰 する 場合 VJ の 二 面の 存在せ るこビ 
を 知らねば ならぬ。 蓋し 釋尊ビ て、 その外 面は、 やは b 人類の 通 規に從 つて、 世間 的 生存 裡にそ 


の 一生を 始終され しどは いへ、 その 內 面に 至つ ては、 貪に 人類に 超越せ る佛陀 VJ しての 正覺の 
靈格な れば 、その 儔 ひなき 眞智 VJ 限りなき 慈愛 ビは、 遍く 世人の 崇敬の 念を 愈ぶ 高めし むる やう 
になり、 かくして 人格 的の 聖者ょり 理想的の 佛陀 VJ して" 卽ち 如上の 二 面を 生す るに 至つ たので 
ある。 普、 地 釋尊傳 どして 討究す る VJ ころは、 前者 卽ち歷 史上 1: 現 はれた る 人格 的釋 尊を その 對 
象 VJ し、 また 怫陀論 (Buddhology)  VJ して 檢尋 する VJ ころは、 後者 卽ち 歷史を 超越せ る 理想的 
佛陀を その 對象 VJ せる やうで ある。 さりながら、 この 二 面は、 果して 然く 截然 ご 區劃さ れ得べ 
き や 否やは、 大に 考究を 要する ビころ であつ て、 決して 輕 々に 下斷 さるべき ものでは ない 。何 
VJ なれば、 释尊傳 の硏究 は、 やがて 理想的 佛陀の 思想にまで 立ち 到つ て、 始めて 全うさるべき 
もので あり、 また 佛陀 論の 考察は、 歷 史的 釋 尊に その 起點を 討ぬ るに 於て、 眞に 閬 備を 期せら る 
べき ものであるからで ある。 されば これ、 いは ゆる 一法の 二義ど して 見るべき もの、 その 間に 
何等 特殊の 峻別を 施し 得べき ものでは なから う。 但し、 かくいへ ば ビ て、 佛陀 論の 考察を 以て 
直ちに 信仰 上の 莊厳ど 早計し、 これを ば歷 史上の 事實に 混入せ しむる こビを 許容す るの 意味 •し 
誤解して はならぬ。 今更い ふまで もな きこ ^ ながら、 歷史は ざこまで も事實 たるを 要すべ く、 
莊嚴は 非實の 理想た るに 他なら ないから、 史實ビ 修飾 どの 混入は、 絕對に 甄別さ れねば ならぬ 
S ころで あつて、 これ 實 に、 學術 討究に 從事す る もの、 面目で あり 本務で ある。 されば 釋尊傳 
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の硏究 には" 飽くまで 詩 話 的莊嚴 を脫 して" 眞に歷 史的 實傳を 明かに する を 緊要 ^ する。 而し 
て佛陀 論の 如き は、 もどよ. り宗敎 上の 面目で ある ビは いへ ' 」 れを 以て 直に 信仰 上の 莊嚴 どは、 
決してい はれない ので ある 〇旣に 然る 以上は、 所謂 一法の 二義ビ いふを 以て、 直に 史實 •修飾 
の 混合を 許容す るの 意味に 早計すべき ではない。 而 して、 今 この 歷史 的ビ 理想的 どの 二 面の 連關 
を 特に 論 叙せ る 所以は、 學者動 もせば 截然 V」 これを 區 劃して、 その 一方に のみ 偏頗し、 爲に圓 
滿なる 討究を 期し 得られぬ 慽の尠 なからざる 事を 警覺 して、 眞個 佛傳の 綜合 的 討究は、 廣 くこ 
の 二 面を 考察して、 乃ち その 始終を 盡し 得べき こ (£ を 提言す るに 他なら ない ので ある 0 

第二 章  佛傳 の槪要 

かくの 如く佛 傳の 硏究は 、單な る M 史上の 釋尊を 討ぬ るを 以て 足れり ビせ す、 更に 理想 上の 
佛陀に まで 亙つ て究む る 必要が ある。 さりながら 儡 陀の傳 記 ビ して これ か 草す る 時は、 も ど よ 
-り歷 史上の 釋尊 のみに 止まつ て、 理想的の 佛陀を ものすべく も あらねば、 乃ち こ、 には、 その 
史傳の槪要を叙說して*以て初學の便に供するこビ、する。 

釋尊 、具には 驛迦牟 尼 (sakyalmuni) S> J いふ。 釋迴 (§akya) は 種族の 名に して、 勇 强を意 
味し、 牟尼 (Muni) は 寂默を あらは す褒揚 の稱な れば 、釋 迴牟尼 ビ は、 卽ち 释迦褪 族より 出で 


たる 聖者 ビ の 謂で ある。 紀元前 第 六 世紀の 中葉、 中 印度 劫 比羅 伐堵 (Kapilavastu) の 城主 首 
圖駄那 (sue 一 dhodaua) 卽ち淨 飯を 聖父 VJ し、® 母摩耶 (M£Lya)VJ の 長子 V」 して 誕生され た。 
初め 摩 郡 夫人は、 その 產期の 漸く 近づく や、 印度 古代の 慣習に ょり、 鄕里 提婆陀 訶城 (じ evadaha) 
に歸つ て 分娩せ む ビ し、 途上、 劫 比羅の 東方 程遠から ぬ 臘伐尼 園 abB cr g) を 過ぎられた。 
會々 園 中の 樹華繚 IL VJ して 滿開 の妍を 競へ る 際 ビ て、 乃ち 夫人は 姑し これに 憩ぅて、 その美 觀 
を 愛 賞され た 〇挤 しも 俄に 產氣を 催して、 太子を 分娩され たので、 これ ぞ卽ち 後の世 間 眼た る 
釋迦牟 尼に して、 時に 因 月 八日、 旭光 正に 出で 初めし 早曉 であつ た ビい ふ。 臘伐尼 園の 地は、 
現今の ル ム ミン、 デ ーィ (RU 33 indei) に當 り、 一八 九 七 年、 獨人 フュー ラー氏 > •  Fiihrer)、 こ 
の 地に 於て 阿育 王 (A r r この 建設せ る 石柱の 一部を 發 掘し、 それに 刻せ る 銘文に ょつ て、 卽 
ち臘伐 尼の 舊趾 たる こ ビ を 確定す るに 至つ たので ある。 さて 聖母 摩耶 は、 產後 幾日なら すして 
薨せら れた から、 その 實妹卽 ち 太子には 聖姨 に當ら せらる、 鉢 邏闍鉢 底 (P 3 ゞ pas 代つ てこ 
れが保育の任に就かる、こビ、なつた。婆羅門(】ぎぎ|)の一學者は、太子の前途の幸多か 
らむこ ビを壽ぎ、特に美名を選んで喬答摩( 0 |ョ3) ビ 呼び、 悉達多 (siddlKlrtha) ど稱し 
た。 喬答 摩は 卽ち舊 譯の瞿 曇の こ (f で、 地 最 勝の義 たぅ、 悉達 多は 成就 ど 譯 して、 一切 成就を 
意味す る。 何れも 吉祥の 美名た るに 他なら ない。 
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太子 天資 極めて 聰明、 文武 諸 藝學ぶ に隨つ てょ く 上達し、 复に 凡俗の 及ばざる 素質を 有して 
ゐた 。但し、 性 來大に 憂鬱の 傾向 あり、 ロハ 管 冥想に 耽り、 思索を 事ビ する を 常 ビ し、 動 もせば 
出家 脫 俗の 志望が あつた。 聖父姨 等、 ために 少なからず 憂慮し、 太子 十七 歲の 時、 提婆陀 訶城 
主善覺 (SUPIdha) の女耶 輸陀羅 (Ya ss dhl) を納れ て妃ど なし、 共に 金 殿の 裡に住 U し 
め、 かつ 幾多の 官 媛を これに 奉仕せ しめて、 日夜 淸歌妙 舞、 ひたすら 五 欲の 妙 境に、 沈める 渠 
が 思念を 浮きた、 せう ビ 努められた。 婚後十 年に して、 耶 輸陀羅 I 子を 生む、 すなは ち 羅怙羅 
(Rahula) これで ある。 か、 る 中に も、 太子の 厭世 思想は 少しも 止む こどな く、 人生の 苦 相に 
對 する 悶々 の 情は 愈々 嵩ま b、 あたら 聖父 等の 心 盡 しも 何等 その 効を 奏し 得ず、 終には 斷然た 
る 決意を 以て、 一夜 深更 四隣 寂た るの 時、 妻子 •榮達 あらゆる 世 福を 棄て 、宮城を 遁れ 出で、 
東方 遙かに 藍摩邑 (Isma) の 一森秣 に 入り、 珠飾 美裝を 解いて 一介 素 衣の 修道 行者 どなり 果 
てた。 時に 太子 二十 九 歲ビ傳 へらる。 

太子は これょり 1  八 舍釐 (vaigi) に 外道 跋伽婆 (BMrgava) を 訪ね、 涅槃の 道を 求めた 0 而も 未 
だ滿 足なる 解答を 得なん だから、 更に 摩揭陀 の 王 舍城附 近に 住せる 阿羅 邏迦藍 (A .g a  一 2. BT ma) 
を訪 ひ、 また 阿 蘭 若 林 (Ara -y ya) に 住せる 鬱陀羅 (udraka) に 逢うて、 解脫の 法を 問うた。 
然るに、 何れに あつても、 猶且渠 の 心に 安 慰を 得しめ る ものが なかつ たから、 竊に思 ふに、 他 


の 敎示を •仰いで 求道に 就かむ よりも、 自ら 工夫 考案を 迤らさ むには 如かす (f なし、 乃ち 尼 連 禪 
河 (Nairanjan 「一) 畔を彷 ぅて 優 樓頻螺 聚落 (uruvilv a の 苦行 林に 入り、 こ、 に 於て 嚴肅な る 
苦行 (Tapas) の 行者 VJ なつた。 これより 先、 聖父淨 飯、 使を 遺して 太子の 歸國を 勸め ら^^が、 
もビ より 應すべ くも あらねば、 乃ち 近親 五 人の 從者を 差 向けて、 常 侍 修行に 就かし めた。 いは 
ゆる 五 賢 衆 これで あつて、 その 名を 橋陳如 (Kau *y 4 B- ya)  •額 鞞 (A ^ ajit)  •跋提 (Bhadrika)  •十 力 
迦葉 (Daaabala!£yapa) 及び 摩 男拘利 (Mah p' nfalkulika) ビい ふ。 後、 佛初轉 法 輪の 際、 最 
初の 佛弟 子ビな つた 五 比丘は、 卽ち この 五 賢 衆で ある。 太子は これ 等の 人々 ビ 共に 悲痛なる 苦 
行を 繼續 し、 一麥 一麻の 辛酸 實に六 年の 久しき に 及び、 身形 瘦衰 し、 皮 骨相 連る の 慘狀を 敢て 
した。 而も か、 る 苦行を 以てして、 なほ 少しも 解脫の 曙光を 認むる 事を 得な かつた から、 乃ち 苦 
行の 何等 意義な きを 悟り、 須く 過勞の 身體を 恢復して、 然る 後 徐に凝 慮靜觀 、以て 解脫の 道を 
案すべき である ビな し、 先づ 尼連禪 河に 入浴して、 積 日の 汚 垢を 淸め た。 會 々優 樓頻螺 の 村長 
の 女 須闍陀 (SU ゞ 式)、 乳 靡を 盛つ て 太子に 奉つ たから、 太子は これを 受けて、 漸く 疲弊の 體力を 
恢復す る こ VJ を 得た。 五 人の 從者 これを 見て、 太子 正道を 退 墮すビ なし、 當時 幾多の 行者の 聚 
集せ る 婆 M 柅斯 (VAr .§' asr 今の Benares) に 向つ て 走せ 去つ た。 太子 更に 意 VJ せす、 進んで 伽 
巷 (Gayrt、 今の Buddhagays に 向 ひ、 有名なる 卑鉢 羅樹 (rippala) 下 金剛 座 上に 端身靜 座し、 
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「我 今若不 ，證 f, 無上 大 菩提 T 寧 可/ 碎 n 是身一 終不 ，起 n 此座 1J( 『方 廣大莊 嚴經』 第 八) の 決心を 
以て 至 心に 觀 念した。 傳說 にょれば、 この 時に 當 つて 魔王 浚 旬 ( s ^^y ど 太子の 成 道を 惧れ" 
種々 の 手段を 盡 して その 靜観を 掻き 亂し 、以て 誘惑の 淵 r- 陷 しめむ (£ 試み たれ ざ、 太子 泰然 そ 
の 危難を 艾 除して" 專心 悟道に 集注した 5 いふ。 こは、 太子が 胸奥の 煩 擾の惱 みょ、 り 悟道の 域 
への 過程を 象徵 せる 一篇の 杼 情詩ビ 見て 然るべきで あらぅ。 かくて 心神 安 適し、 深 妙の 禪定 、自 
萑 の 三昧に 入り、 大悟 徹底*' 終に 阿. A 多羅 三藐三 菩提 (>l?pi 證〕 >、pri 5- o(g) を 成就し 
て、 無上 獨 尊の 釋迦牟 尼佛ど なられた ので ある。 時に寶 算三十 五歲 、恰も 二月 八日の、 東雲將 に 
曉の 曙光を 現せむ VJ する 頃で あつた (£ いふ。 而して かの 卑 鉢羅樹 は、 爾 來佛陀 の 正覺に 因んで、 
菩提樹 (Boclh i* dl.uma) の 名を 得る に 至つ たので ある。  . 

さて 一度 正覺 成る や、 爾後 四十 餘 年の 一生は、 專ら說 法度 生に 捧げて、 濟 生の 實を擧 げられ 
た。 初め、 かの 菩提樹 下 及び その他 附近に あつて" 猶姑し 解脫の 安き を樂 しみ、 人生 因果の 關 
係い は ゆる 十二 因緣〇  Ysa ^ cg- -alpmtityasarnutp 「一 da) の 順逆 雨觀に 入つ てゐ られ たが、 會々 
ク トカラ (utkala、 現今の オリ タテ Orissa) 地方の 商 主 帝 梨富娑 (Trap .i a、 また 提謂ビ いふ T 跋 
梨迦 (Blika、 i た 波 利ビい ふ) の 二人 世 尊の 所に 來つ て |> 蜜を 献じた から、 世 尊 乃ち これに 
歸依鼯 •歸依 法を させられた 0 然るに 先の 五 賢 衆は、 なほ 波羅蒎 斯 附近に 止 在して ゐた から、 乃ち 


これを 訪ね、 鹿 野 園 (ョ『 ^- 1&<どに於て渠等を敎化濟度し、ょつて何れも出家の比丘(13 5: 芨 5 
ビな つた。 これ 卽 ち ® 陀の 最初の 轉法輪 (Dharmalcakralprasrtana)  であつ て、 その 四誦 
(catvllri- ^' yasatyl l: )  •八 正道 ( Aryl‘lstal € ka  丄  ml cs ^ 

て、 佛 敎全體 を 貫通せ る樞 軸を なせる もの、 而 して かの いは ゆる 五 比丘は、 また 最初の 佛 弟子 
である。 佛 弟子 旣に 成り、 こ、 に佛 •法 •僧の 三寶 (Triratlla) 始めて 具足した。 かくて 五 比丘に 
次いで、 波羅疱 斯の 長者那 舍 (Yla) 及び その 雨 親、 並に その 知人 等數十 名、 何れも 佛 門に歸 
依した から、 乃ち その 諸 弟子を 四方に 派 遺して、 大に正 法の 宣布に 努められた 。更に 自らは 尼 
連禪 河畔に 於て、 事 火 婆羅門の 優樓頻 螺迦葉 (uruvilvLtk む yapa) 等の 三 兄弟 及び その 諾弟子 
を 度し、 また 王舍 城に 至つ て頻毘 娑羅王 (smbila) を 化し、 且て 契約せ る ど ころを 果され た 0 
頻王大 に 喜んで、 ために 城外の 竹林を 献じ、 尋いで 僧伽 藍を 建て、 世 尊の 止 住を 乞ぅた。 これい 
は ゆる 竹林 精舍 (ve -tj uvana) である。 この 時 また 舍利弗 (sriputra)  •目 @ 連 (Maudgalyllyana) 
等が 馬 勝 比丘 (Agajit) の 指示に ょつ て歸佛 せし ビこ ろ、 世 尊は この 二人の 學識 衆に 勝れた る 
の點を 以て、 比較的 顯著な る 地位を これに 授與 され、 ため (: 古參の 弟子 中に 幾分の 不平を 抱く 
ものが あつたから、 世 尊 乃ち 「諸 惡莫 ，作、 衆 善 奉行、 自淨 一一 其 意 一 是諸怫 敎」 ど 四 句の 偈を說 い 
てこれ を 誡め られ た。 いは ゆる 七 ® a 誡偈 どい ふが これで あつて、 諸經の 上に 屢 々見 ゆる どこ 
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ろで ある。 なほこの 時 また 多少の 制 戒を規 定され 、これを 波 羅提木 叉 (pra-imok s ビい ふ。 
これ 戒律の 初めで ある。 摩爾迦 葉。 摩 訶迦 旃延 (Mah p' klltyayana) 等の 出家 また この 時で あつた。 
かくて 鄕里劫 比羅诚 に歸 つて 至 親を 慰撫し、 また 說法敎 導して 同族を 濟 度され た。® 父 •聖姨 • 
郡 輸陀羅 •羅 怙羅 •難 眩 (Nsda) 等の 宗親 、何れも 同歸 した。 その他 阿難陀 (Anauda)  •阿那 律 
(Aniruddha)  •優 波 離 (UPS) 等 陸續ビ して 敎團に 役す る ものが 加 增 した。 殊に 優 波 離は、 卑し 
き 首陀羅 (sudra) の 出で あつた •か、 世 尊の 眼中 何等 種族の 觀 念を 立て、 階級の 等差を 認 むる 
如きこビなく、飽くまで一視平等の慈惠を垂れられたから、その敎圑は、貴賤*僧俗.老幼.男 
女 何れも 一味の 法悅に 浸り、 齊 しく 無上の 勸 化に 浴す る こ VJ を 得た。 

世 尊 竹 秫精舍 に還歸 さる、 や、 拘薩羅 國舍衞 城 (s;vass の 富豪 蘇 達 多 (sudatta) 乃ち 柱い 
てこれ に 謁し、 親しく 說法勸 化を 受け、 後、 王子 逝 多 (Jeta) ビ共に 有名なる 祇園 精舍 (Jetavana— 
1 ) を 建立して、 三 寶常 住の 道場たら しめた 〇 この 祇園 精舍 は、 先の 竹林 精 舍ビ共 に 世 尊 一 
代の 二大靈 場 <£ して 特に 名高く、 每年 雨期に 安居 (va .s a) を 結して、 弟子の 修養を 計られた 
が、 多くは この 二處 にあつ て 行 はれる 例 (£ なつた。 

かく 釋 尊の 勢力が 愈々 社 會に 旺ん になつ て來 たから、 それに つれて、 これを 惡 む反對 者も尠 
からす 生じた こどは、 も V」 ょり 數の 免れぬ V」 ころで 1) る。 就中 少女 戰遮 (cinal) の 中傷の 如 


き、提婆達多( 0 29€^ 5 の迫害の如き、特にその著しきものミして、普く知られてゐる。さ 
b ながら、 その 儔 ひなき 人格は、 諄々 たる 說法 VJ 相俟つて、 ょく 四 衆を 統理 し、 化 益の 功績 愈 
々顯 著に 趣いた。 その 一代の 敎線 、實に 中 印の 全土に 遍 く、 遊 化の 聖跡 點 々恒河 o &g a の 南 
北に 鱗 次して ゐる 。かの 竹林 •祇園の 二大靈 場を はじめ、 有名なる 耆闍崛 山 0 *3; 一 §£す) 卽ち 
靈鷲 山の 如き、 特に その 尤なる もの ビ 謂つべき でぁる。 

怫陀晚 年の 行跡は、 史乘漠 VJ して 連續 せる 事實を 討ぬ るに 由な く、 如上 述べし 遊 化の 一 班、 及 
び 信徒の 貢献 等の、 僅に 聖典 中に 散說 せる (£ ころに ょつ て、 その 幾分を 髪 驚す るの みで ぁる。 
さはれ 怫陀は 、絕 大の覺 者、 人類の 救 主たる 信念の も VJ、 終始 勸導敎 化に 寧日な く、 只管 求道 
安 慰を これ 事ビせ られし 行跡は、 瞭々 V」 して 窺 ひ 知る に 難く はない。 かくて 入滅の 前 一年、 吠 
舍釐に於て菴摩羅女 >| 1|言3を化し、それょり波婆(づ|)の城に入り、當時噩驅漸く老衰、 
加 ふるに 病患 轉た迫 つて、 苦痛 啻なら ざる 難狀に 在せ るに 拘らす 、勇猛 精進、 更に 拘尸 那揭羅 
城 (Kuginagara) に 入り、 跋提河 (Him 琴 ava s の畔沙 羅雙樹 (sllla—vana) の 間に 於て、 異 學梵士 
に 最後の 敎化を 試みられた。 その 般涅槃 の 期 刻 漸く 迫る や、 乃ち 弟子を 顧みて、 おのが 逝ける 
後は、 專ら所 說の法 VJ 律 VJ に 依るべき こ VJ を敎 へて、 滅後 弟子の 所 依 標準を 的 示し、 かくて 夜 
竿に 至り、 安庠ビ して 圓寂 涅槃 (srv .s' a) に 入られた。 生身 佛陀 VJ しての 生涯は、 かくて その 
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終りを 告げた ので ある。 寶算 時に 八十 歲、 實に 紀元前 約 四 八 五 年、 二月 十五 日 <£ 傳 へられて. ゐ 
る" 聖 骸は數 日を 經て 荼毘 に附 し、 摩掲 陀の國 人、 釋 3 族の 近親 等、 遺骨を 八 分し、 寶塔 (stapa) 
を 建て、 これを 奉安した。 最近 一 八 九 八 年、 ベタべ 氏 (w.ppepu) ビブ ラ— ヴ —  (Fipr p. v3 これ 
往時の 劫比羅 伐； (堵の 地で ある) に 於て、 その 舍利寶 塔の 一を 發 掘し、 佛 敎史學 上の 一 大 貢献を 
なした ので あるが、 その 塔凾の 包藏裝 置より 推考す る も、 當時釋 尊が 世 問の 明 眼ヾ」 して、 如何 
に 深く 四 衆より 尊崇 追慕され 給うた かは、 容易に 想像され る <f ころで ある どい ふ。 

第三 章 研究の 困難 

釋尊傳の大要は、如上記したやうであるが、こはもどよりた>表面上の略叙に過ぎす、更に 
進んで 學究的 問題を 左右す るに 至つ ては、 到底 かくの 如き 簡單な る 記事を 以て 了るべく も あら 
ぬ。 實に その 內容に 於て、 異說 疑問 百出 蜂起、 殆ん V」 適從 する (f ころに 迷 ふで あらう 〇これ | 
に、 非歷 史的なる 印度の 國民 性の" 由つ て 然るべき 結果で あつて、 事 實の眞 僞を定 むべき 記錄 
文書の 缺如は 、やがて 各々 事件の 上に" 甲 論 乙說の 異見 重疊を 來し たわけで ある 〇佛傳 硏究の 
至難 至 厄、 恐く 何物の 儔 ひすべき ものが なから う。 學者 希く は 勇猛 一番 、この 難 厄の 荆 棘を 艾 
除して よく 千古の 疑問を 一掃し、 由つ て 以て 永代 不易の 重鎭を これに 投す y し。 さらで 左に、 


そのいは ゆる 硏究難 中の 尤た る數條 を列擧 して、 問題の 存する ごころ を 指摘せ う。 

凡そ 釋尊傳 中に あつて、 最も 多くの 異 說を往 せる は、 その 入滅 年代で あらう。 先輩 中に 旣に 
十六 說を數 へ、 三十 餘說 を擧げ 、四十 幾說 を M ね、 而 して その 年代は、 紀元前 二 千 四百 餘 年の 
古より 三百 餘 年の 新しき に 到る まで、 實に 上下 二千餘 年の 間に 亙つ てゐ る。 近時に あつて、 最 
も 多く その 異說を 綜合 揭記 せる ものは、 藤 井宣正 氏の 『佛敎 小史』 (第一 卷) であつ て、 朿西 幾多 
の異說を採集せるこビ、實に五十種に垂むたるものあり、初學これを仰いで、そ>ろ茫洋の嘆 
を懷 かざる を 得ざる に 至る であらう。 かくの 如き 多くの 異說を 派生せ る 所以は、 實に怫 滅が佛 
敎史實 を 語るべき 起點ど さる、 ため、 從つて それを 規定すべき 必要より 誰 人 もこれ に染 指せる 
結果で あつて、 而 して その 根本は、 上述の 如く、 印度の 文献が 時間 的觀 念を 全然 缺 如せ るに 起 
因す る こどい ふまで もない。 曾て 才-ソ クス フォ ー广ド 大 學敎授 クィ ル ジン 氏 (H.H.WHSOn) が 
。きミ/ ^ 民 ^- き、/| ^- %(『大英百嵙全書』)の中に、釋尊の實在を否定して、これた>信徙 
の揑造 せる 空想的 人物に 他なら ないどい うたの も、 全く その 史傳 に徵す べき 方法な きよ b の 放 
言ビ謂 つべ く、 また グル ン (H.IAern Y セナ— ル ( t^ .s 4 nart) の 諸氏が、 佛傳の 構想を 以て 太陽神 話 
に類儔せしめ、同じくこれを史乘より放棄せむビしたのも、猶星正確なる史實を獲難きがため 
に 起因せ る 所談で ある。 さりながら、 古 來至聖 大賢 ^ 仰がる、 ほ r の 人は、 何れも 周圍 よりこ 
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れを 讚嘆 的に 莊嚴裝 飾され、 ために その 實 在の 眞相を 去る こ VJ 遠き 一個の 傳說 (Tradition) ビし 
て殘存 された る こビ 、必ずしも 釋尊 のみに 限るべき ではない。 されば、 その 史實の 上に 異說反 
見 多ければ (£ て、 乃ち 一槪に これを 史乘 ょり 抹殺し 得ざる こ VJ は、 今更 特筆す るまで もない こ 
ビ である。 而 して 從來學 者 間に あつて、 佛滅の 年代 考證を 試みし 人は 決して 尠から す (次章 「參 
考の 書目」 の下參 照)、 ために ほ > その 定說 たらむ ビ せる 年代を 認められる わけでは あるが、 而 
も それ ビ て猶且 推論の 結果に 止 り、 永代 不易の 確說ど する こどは 出來ぬ ので あるから、 これ 實 
に佛 傳硏究 上の 大問 題に して、 抑々 また 最 難事 VJ する ごころ である W 思 ふ。 而 して、 入滅 年代 
の異說 百出た る VJ 共に、 また その 誕生 年代の 反 見紛紜 たる も 正に 當然の 沙汰で あつて、 而 して 
世 尊 在世の 寶壽が 七十 九歲 •八十 歲及び 八十 歲以 上の 三說 あるょ b して、 その 誕生 年代の、 入滅 
年代に 比して 相 讓ら ざる 複雜を 呈 せる こども、 實に 必然の 數 VJ いはねば ならぬ。 但し 入 減 年代 
は、 特に 佛敎 史實を 語るべき 紀元 起點 たる ものな れば、 從來學 者の 硏究が 、唯々 この 一事の み 
に 集注され 农る は、 また 至當の 成果 ご 謂つべき であらぅ 0 

かく 怫滅 年代の 問題は、 須耍 にして 而も 異說 百出で あるが、 更に また 釋迦 種族に 關 して、 ァ 
丨， ャ族 >f rya Y 非ァ I, ャ 族の 問題が ある。 先輩 旣に 論じて、 種々 硏究の 成果を 示して ゐる 
が、 こは 單なる 種族の 問題た るに 止らず して、 やがて 南北 佛敎の 史的 按配に 相關 せる 問題 ビし 


て、 洵に 重要視せ ねばならぬ どころ である。 

その他 釋 尊の 家系に 就いての 異說 もさる こ VJ ながら、 更に 納妃の 年 時に 就いて、 十七 歲 •十 
九歲 の異說 あり、 その 妃數に 就いて、 一人 •二人 •三人 等ビ傳 へらる。 また 羅怙羅 出生の 年 時を 
釋尊 出家 以前 ごする ご 以後 どす る ど の異說 あり、 逃宮 出家の 年 時に 關 して、 十九 歲說 • 一十 九 
歲說が 立てられ、 從つて その 修行 年 時を、 或は 六年ビ 數 へられ、 或は 十二 年 VJ 數 へらる。 また 菩 
提樹下 成 道の 年 時を、 一は 三十 歲 VJ し、 一は 三十 五歲 どし、 その 日時を、 一は 二月 八日 VJ し、 
一は 四月 八日 どされ る。 また 成 道 以後 自受 法樂の 時日を、 或は 一七 日、 或は 二七日、 乃至 或は 
一年 等ビ說 かれて ゐ る。 その他 釋 尊の 一生を 通じ、 その 傳 記に 相關 せる 事件に 就いて、 異說重 
々、もし 嚴密に 論ずる 時は、 殆ん V」 二 爭 <f して 定說を 討ぬ るに 由な き狀 態で あつて、 かの クィ 
ル ソン 等を して、 これを 史乘 ょり 抹殺せ しめたる も、 また 尤もの 次第 ど いはねば ならぬ〕 凡そ 
これ 等の 異說 紛紜 たる 中には、 旣述の 如く、 世 尊の 人格を 鑽 仰す るの 餘り 、これを 修飾 莊嚴せ 
る 傳說の 纔入變 形 等 あるべ く、 或は 模糊た る 記録の 暗示を 迪って 推論 附會 せる 疑 訝の 鑿說 想像 
も あるべ し。 これ 等を 一々 甄 別して、 その 實 否の 如何を 究むる こど、 洵に難 中の 難事 どい はね 
ばなら ぬ。 而も かゞ る傳說 事件が、 後世 發 達せる 佛敎 々學の 內容に 相 關相聯 せる こ <£ の尠 から 
ざるを 思は V、 學者須 く策屬 精進、 ょく 這 般の檢 討に 正面せ むビの 道心を 起さねば ならぬ 。な 
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ほ、 次章の 文献 資料を 叙す る條 下に 於て、 重ねて それ 等の 事項に 言及せ ぅ。 

第 II 章  參考の 書目 

抑々 儸傳 硏究の 文献 資料を 討 ぬれば、 實 に廣潢 どして、 枚 擧に遑 なきくら ゐで ある。 姑く こ 
れ を語學 上ょ b 分つ も、 巴 利 語 文 學に屬 する もの、 梵語 文學に 屬する もの、 西藏 語文學 に屬す 
る もの、 或は 漢字 佛 典に 見 ゆる もの、 國字佛 典に 見 ゆる もの、 歐 字 « 典に 見 ゆる もの 等、 千 差 
萬 5^ 頗る 豐富で ある。 而 して 本講に あつて は、 も VJ ょりそれ 等の 一々 を 網羅して、 その 解說を 
試みる * > 如き 專 門の 範圍 に M るべき ではない から、 j:t 較的廣 く 學界に 知られて ゐる 文書の みを 
列擧 して、 その 略解 題を 加へ る こ V」、 せぅ。 但し こ、 に 注意すべき は、 吾人は 曩に僦 傳の槪 要 
を 叙して、 單な る歷 史的 釋 尊の 事跡を 紹介せ るに 過ぎな かつた が、 旣に一 言せ る 如く、 凡そ佛 
傳の班 究にあ つては、 單な る歷 史的 驛 尊の 事跡を 究む るを 以て 足れり どせ す、 更に 進んで 歷史 
以上の # 陀 '£ しての 靈格を も 推 求す るの 要 あれば、 これが 參考た る 文献 資料に あつても、 史傳， 
事跡*  口碑。 傳說 、あらゆる 方面に 亙つ て檢尋 する の 要が ある。 特に 美術 上の 資料は、 這 般の硏 
究に 最も 重要なる もので あつて" 就中 古代 印度の 建築 •彫刻 •繪書 等は、 佛 傳硏究 者の 決して 看 
、過すべからざる 寶資 である。 さ b ながら、 本講 は、 た  >文献 資料を 提示す るが 主眼な れば 、本 
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章の 叙說 も、 文献 上 これに 關す る / i: るべ く 諸方 面に M つての 紹介を 試みよう ぐ」 思 ふ。 

さて、 先づ 初めに 學徒の 最も 親しみ 易.？ わが gl 現 時の ® 傳 文書の 代表的 / i: る ものより 擧 C 
こ vj 、 せう 〇それ には 次の やうな 諸 書が ある。 

一 佛敎 小史 第一 卷藤井 宣正著 (明治 二十 七 年刊) 

1 一釋迦 種族 論一卷 井上哲次郎 著 (明治 三十 年刊) 

11  一 佛陀論 一 卷惠美 忍 成 著 (明治 三十 二 年刊) 

四 驛 迦一卷 高山 秣次郞 著. 明治 三十 二 年利) 

其 釋迦史 傅 一卷常 盤大定 •近 角常觀 •吉 a 賢 龍 合著 (明治 三十 七 年刊) 

六 現身佛 ど 法身怫 一卷姉 崎 ih 治 著 (明治 三十 七 年刊) 

七 1 11 1 佛陀論 一卷村 上 專精著 (明治 三十 八 年刊) 

释迦論 一 巻 高 橋 五郎 著 (明治 三十 九 年刊) 

九 P 遊 一卷 大屋 德城著 (明治 四十 二 年刊) 

一 0 釋 尊の砑 究一卷 羽 溪了一 &一 著 (明治 四十 三 年刊) 

一一 111 ^ ょ釋迦 牟尼佛 -卷加 藤 支 智著 (明治 四十 三 年刊) 

一一 一 il $f ょ 釋遲又 儸一 卷龜谷 •聖馨 著 (明治 四十 三 年刊) 
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HI 美術 上の 釋迦 一卷堀 謙德編 (明治 因 十三 年刊) 

SI 釋迦牟 尼 傳一卷 井上哲次郎 •堀 謙德 合著 (明治 因 十四 年刊) 

S 釋迦牟 尼 傳一卷 常 盤 大定著 (大正 六 年刊) 

一 C 釋迦牟 尼 ど 其 敎義一 卷長井 眞琴著 (大正 九 年刊) 

右の 中、 (一) 『佛敎 小史』 は、 「印度 之 部」 V」 ある 如く、 印度 佛敎 の發達 史實を 叙 說 せる もので" 
第一 •第二の 二卷 あぅ" その 第 一 卷は 殆ん V」 佛傳を 以て 埋められて ゐて 、優に 一個の 佛傳 の單行 
著書 ど 見 傚され 得る。 その 考證實 に 該博に して、 特に 藏經 中の 幾多の j 賞 料を 縱橫 に參照 引用し 
て、 的確なる 典據を 指示せ る點 は、 餘他に その 類例な き 特色 VJ いふべ く、 而 して 上に も 一言せ 
る 如く、 怫滅 年代に 就いての 討究な V」 は、 別して 廣沉を 極めて ゐる〇 たぃそれ 現 時の 學界 は、 
その 進展、 本書 刊行 當 時の 比では ないから、 新事實 •新 資料の 提供に つれ、 その 硏究も 一段の 發達 
を呈 せる こ VJ は、 も VJ ょ b. 當然の 次第では あるが、 而も 本書の 硏究が 、いは ゆる 創業の 難事に 
向へ る先驅 者 ^ して、 現 時の 斯學 壇の； g 盤 VJ なつた 點 ょぅ 論す れば 、本書の 價値 また 特筆して 
然るべきものどいふべく，されば、學者の須く一讀を要するこども、もどょりの次第である0 
因みに、 本書は 久しく 絕版 VJ なり、 學 徒の 容易に 獲られぬ どころ であつ たが、 近時 東京 某 書肆 
に 於て 再版の 擧 あり、 不日 その 實現を 見る に 至る VJ か 聞く。 吾人は 學界 のた め、 その 刊行の 一 


日 も 速 かなら むこ ビを 切望す る ものである 〇  (111) 『怫陀 論』 は、 佛陀 の傳記 及び その 敎義の 外に、 
更に 進んで 後代 佛敎の 發達進 步の歷 程を 叙說 した もので、 當時 にあつ ては、 比較的 博引 努めた 
るの迹 を 窺 ひ 得られる。 (四) 『釋题 』は 、曾て 博 文 館より 少年 子弟の 讀物 (£ して 刊行せ る 『世界 歷 
史譚』 中の 一 編 ど して 出された もので あつて、 能文の 聞え 高き 樗牛 博士の ものせ る どころ ビ て、 
絢爛 雄勁なる 筆致を 以て 聖傳の 一生を 叙せ る もの、 後に 『樗牛 全集』 中に 編入され て ある。 (a 
『釋迦 史傳』 は、 太子 時代 G 釋迦 、修行 時代の 釋迦 、說法 時代の 釋迦を 、著者 三 氏が 夫々 分擔叙 
說 せる もので あつて、 簡明に 佛陀の 生涯を 知 b 得られる 〇  ( セ) 『怫陀 論』 は、 題 冠の 如く、 有名 
なる 『怫敎 統一 論』 中の 一 編 どして 出された もので あつて、 前後 二 編より 成り、 前編は 釋尊傳 に 
して、 後編は 佛陀 論を 叙す る。 所說 極めて 的確、 一事 一件 悉く 原因を 討ね 結果を 示し、 明快な 
る 論理の 下、 初心の 學 徒を 啓發せ しむる 屈 竟の適 書 ビ推稱 する に 難く はない。 その 佛陀 論を 叙 
せる 所は、 初學の 稍々 難解に 百 j る慽み なきに あらね V」、 各 宗敎義 上に 立脚せ る佛陀 論を 列 叙し、 
卽 ち敎理 の 一部に 屬する 理想論 (卽ち 儸陀 論) の解說 vj して、 敎理 硏究に 資する 所が 尠く はない 
ので ある。 曩に 吾人が、 佛傳の 眞硏究 は、 歷 史的 釋尊傳 の 考察より して 理想的 佛陀 論の 檢討に 
至つ て 始めて 全ぅされる ビ いへ る もの、 洵に 本書に 於て、 その 最も 恰好の 形式を 見出し 得る の 

である。 特に 學 徒の 熟 讀を薦 むる 所以で ある 〇 沉) 『釋 迦』 は 著者の 序に 「怫陀 及び 佛陀を 中心 
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ごした る 儡 敎文學 の槪觀 」 ど いへ る 如く、 一面 佛陀の 人格を 紹介す る ご 共に、 更に 怫陀を 中心 
、/ j せる 佛敎文 學の槪 要を 叙說 せる もので 5 つて、 通搭！ 半 明の 記事 中、 初學を して ® からざる 興 
趣を 惹か しめ 得る。 單な る讀物 どしても、好適たるを失はないだらぅ。(£『|釋迦牟尼傳』は、 
井上 博士が 曾て 『釋 迦牟 尼傳』 ど 題して 出せる ものを" 塬學士 が 更に 考證 的增 補を なせる もので 
あつて、 15? 說の 精細 緻密を 極めた る、 殊に 鉋く まで 務學的 考證に 富める 點に 於て、 實に 邦文 聖 
傳 中の 權威ど 謂つべき である。 而も 啻に 史實を 鮮明に せる のみなら す、 或は 驛 尊の 人格を 東西 
の 偉人の それに tf 照し、 或は それより 惹いて 東西の 人文 思想を ]: [: 論す る 等、 正面. 側面より 終 
始事 實の眞 相を 照 均 尋求 せむ <f 試みし 所は、 嶄然 V」 して 類書に 一頭 地を 拔ける もの V」 いふ V  く、 
且また 、その 考 證的增 補に よつ て 一段の 價 値を 加へ たる こ ビ も、 いふまで もない。 加 之、 更に 
幾多の 貴重なる 附録を 添へ て、 或は 釋迦 種族を 論じ、 或は 印度 佛敎を 桉 し、 特に 佛敎 各方 面に 
亘れる 東西の 硏究 書目を 列擧 して 各々 その 略解を 加へ、 縱撗學 者の 便宜 向上を 計れる 點は 、洵 
に 敬 重に 値する 良書 ご 謂つべき であらぅ。 (一 a 『釋迴 牟尼 傅』 は、 主ビし て 『阿 含』 その他の 漢譯 
藏經を 基礎 VJ して 述 成せる. 聖傳で あつて、 博引 旁證 、精緻 肯綮、 前の (一四) ビ逾稱 すべき 適切の 
史傳ビ して、 推 讃に値 ひする ものである。 曾て、 明治 四十 一年に その 初版が 刊行され たが、 大 
正 六 年に 至り、 更に 改版 刊行 さる、 に 至つ たので ある。 


以上 解題を 加へ た 諸 書は、 何れも 純粹 の史傳 、もしくは それに 類せ る ものであるが、 更に 史 

傳以 外 {: 於け る、 或は 敎理 方面より、 或は 美術 方面より 叙 說 せる ものを 解題せば、 先 づ敎理 方 

面に ては、 ( 〇 『現 身佛ビ 法身 佛』 は、 主 VJ して 原始 佛敎經 典を 剖檢 調理して、 生身. 佛陀ビ 法身 

锦 陀ビの 理論を 叙說 せる もので あつて、 その 巴 利 語原 本 並に 漢譯經 典を 對照 比較して、 精銳な 

る 科學的 討究を 試みた るビ ころは、 大に學 術的價 値を 有せる もの どして 推稱 すべく、 >こ>初 學 

幾分 難解の 憾みは あれ V」、 反覆 熟讀 して、 得る VJ ころ 決して •© くは ないど 思 ふ 〇  (IQ) 『釋 尊の 

硏究』 は 一名 「佛涅 盤の 硏究」 ご稱 せる 如く、 主 どして 佛陀の 思想、 特に その 自覺 內容た る涅 

磬 の JT 理 r ®/ して # 西の攀 說を 檢討批 判 して 成れる もので あつて、 眞面目 なる， 學究 書で あ 

る。 (二) 『i II lt ょ 釋迦牟 尼佛』 及び (一一 一) 『 il l:t ょ釋迦 文佛』 の兩 書は、 小冊子の 中に、 題號に 

あらは せる 如き 特殊の 硏究を 試みた ものである。 (一六) 『釋迦 牟尼ビ 其 敎_』 は、 主 ビ して 巴 利 語 

佛 典に 資料を 覓 めて、# 傳並に その 敎義の 一般を 髪髴 せしめむ ご 試みた もので あつて、 平明の 

叙說 は、 初心の 容易に 會 得さる、 どころ である。 また、 旣述の (七) の 後半 (後編) が、 同じく 佛 

陀論を 叙說 せる 大文字 どして、 敎理硏 究に至 益を 與 ふる 事 も、 特記すべき 所で あらぅ 〇次に 美 

術 方面に ては、 (一一 11 )『 美術 上の 釋迦』 は、 その 題號の 如く、 佛傳を 美術 上より 解說 せむ ど 試みし 

もので あつて、 印度 その他の 古代の 佛敎 彫刻の 寫眞 •圖 解を 數多揷 入して、 I 々これを 佛博の 
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事實に 配 當 し、 普く 東西の 學 說を參 照して 考證 集成せ る もの、 學術上 異彩 ある 良書 ビ謂 つへ き 
である 〇 

その他、 佛傳に 關聯 せる 特殊 著書 どして、 (一一) 『釋迦 種族 論』 は、 釋迦 種族の 系統 考證 であつ 
て、 怫傳 硏究 の、 未だ 然 く進步 せざる 當時 にあつ て、 飽くまで S 學 的の 考察を 恣 にせる どころ 
大 に敬讀 する の 値 ひ あり、 (03 迦 論』 は、 批 i に釋尊 そのもの 一 寧ろ 佛敎 S もの、 敎 
義 思想を 解剖せ る もので あつて、 ま、 ri: 傾 聽に値 ひする 點が ある。 但し この 書は、 所論 往 々獨斷 
に 亘 b 奇矯に 失せる 嫌 ひ あれば、 讀 者の 注意を 要すべき ビこ ろで あらぅ。 

更に 以上の 他、 姊崎 博士の 『印度 宗敎 史考』 (明治 三十 一 年刊 二 荻 原 雲來氏 の 『印度の 佛敎』 (大 
正 六 年刊) 等に も、 佛傳 硏究に 資すべき & 說が尠 くは ない。 なほ 辭 書類 中に あつて、 特に 注目 
すべき 這箇の 記事を 擧 ぐ れば 、『哲 學大辭 書』 及び 『日本 百科 大 辭典』 中に、 何れも 「釋 迦牟 尼」 の 
項 下に、 井上 •堀 兩氏 執筆され％ ての 所 明大に 精細を 盡 して、 宛然 かの 『_ 釋迦牟 尼 傅』 を 縮 少 
せる かの 觀が ある。 また 『佛 敎大 辭彙』 中に も、 同じく 「釋 迦牟域 」 の 項 下に その 記事 あり D 佛敎 
上の 立場ょり 叙說 せるビ ころ、 多少 前者 ご その 趣を 異にし、 雙 々相俟つて 好個の 參考 たり 得る 
ものである 0 

因みに、 隞薄中 特に 重要 問題た るべき 入滅 年代に 就いて 論說 せる 記事の 二三を 紹介して 置か 


ぅ J これに 就いては  >  旣述の 如く 『佛敎 小史』 第 j 卷に そ 0' 異說 (7> 幾多を 綱 羅し ，また 村 上 博士 
は 『 « 敎史抹 』初號(叩 治 二十 七 年刊) 以下 詳細に 考證を 試み (これに あつて は、 ¥ こ® 滅 年5の 
みならす、 その 誕生， 出家 •成 道の 年 時 •寶壽 の考證 まで も 遂げられて ある)、 また 姊 ©博士ょ 『印 
度 宗敎史 2 に、 小 1 は 『蠢 SS1 二十 八 年刊}  QIU 何れも 需 8 し •ま 
I 月羣 5、 『佛 敎大 年表』 (明治 四十 二 年刊) の卷 頭に、 擊表 編纂に 就いて、 佛紀を劃 定 

せむ ために 縷 々論證 し、 また 『g 釋迦牟 尼傳』 の 雲は、 その 附錄 にこれ が 叙說を 試みて ゐ る。 
また 馬 田 行啓 氏は、 『佛敎 史學』 第三 編* 第三 號 (大正 二 年刊) 以下に 「佛傳 年 時考」 ど 題して、 弗 
傅 中の 要 焉る 出家 •成 道 又 滅 等に 就いて、 幾多の 經論 資料を 列擧 して 謹して ゐる 。(これ 
にあつ ては、 佛滅 ど いふ も、 年代の 考證 ではなく して、 寶壽の 考證で ある。 出家， 成 道 また 同 
じ 〇 凡そ 佛滅 年代の 如き 問題は、 前に も 一言せ る やぅに、 決して 簡單 に考證 さるべき もので 
はなく、 かつまた その 考證の 成果 も、 篇ま で確實 性を 有せる かは、 大に 明答に 苦しむ どころ 
であ？" 如上の 謹に あつても、 なほ 論じ もて 行か ば、 その 餘地 多々 あ— 考 へられる 〇さ 

れ ざ斯學 々航 S 露を 警壽 V」 しては、 これ 雲® の 霊を 須く麗 j 讀するの 必要 あるは 

正に 當然の 次第 いはねば ならぬ。 これ 卽ち叙 說の煩 雜をも 顧みず して、 こ、 に 列擧 紹介す る 
所以で ある。 學者 それ 宜しく 三思すべし。 
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以上 列擧 せる 諸 書は、 何れも 印度 •支那 雲の 手に 成れる 怫傳文 書を 依， し、 かつ 泰西 新進 
の 諸說を 參考 して 輯成 されし もので あつて、 それ 等の 依 憑 資料が、 佛傳 硏究の 指南た トノ 、特に 
印度 撰述に 屬する ものが、 餘他總 ての 硏究の 根基 VJ なれる こビは 、いふまで もない。 されば 進 
んで 精邃な る 佛傳の 根本 硏究 に 分け入らむ ^ には、 是非 ビも それ 等の 一々 を 披 閱參考 して、 思 
察する VJ ころがなければ ならぬ。 されば 次に、 支那 撰述 及び 印度. 撰述に 溯り、 旁ら 泰西 諸說を 
尋求 して、 その 資料た る 主要 文書の 紹介を 試みょぅ V」 する。 

先づ 支那 撰述に 就いて 擧ぐれ ば、 次の 如きが ある。 

一七 釋迦譜 五卷梁 僧祐撰 (致 一) 

一八 釋遊氏 譜一卷 唐 道宣撰 (致 一) 

一九 釋迦方 志 一一 卷同  撰 (致 一) 

この 中、 (一 さ 『釋 迦譜』 は、 現存の 支那 撰述の 聖傳 中に て 最古に 屬する もので あつて、 釋尊一 
代の 事蹟を、 廣く經 •律を 搜 索して 叙說 せる もので あつて、 經 •律 一々 の 本文を 抄出して 各々 の 
項 下に 列 示せる ため、 佛傅に 關 する それ 等の 要 文を 容易に 通讀 する の 便が ある。 但し 一部 五卷 
の 本文は、 稍々 長篇に 亘つ て、 一 讀過 了の 易き を 缺く慽 みある がた め、 唐の 道宣 これを 節 略し 
て、その ^ 終の綱要を記述せるも -0 、これが郁ち(一ご『釋迦氏譜』である。(一丸)『释迦方志』は、 


主 s して 佛陀の 遺 法の 弘傳 せる 西域 •印度の 史的 地理を 叙說 せる もので あつて" 玄笄の 『西域 
記 J の 如き 新 資料が 參考依 憑 ビ されて ゐる VJ ころも ある。  . 

その他、 『續 藏』 中に、 唐の 王 勃の〗 釋迦如 來成道 記』 一卷 、元の 無 寄の 『釋迦 如來行 蹟頌』 二卷 
等の 收 載され たる もの あれ V」、 佛傳 文書 ビ して 特筆す るに 値 ひする もの vj ては、 恐らく 如上の 
三種に 過ぎぬ であらぅ 。由 來 支那 撰述の 佛典 中に あつて は、 獨立 せる佛 傳 どして 存すろ もの 極 
めて 尠く 、大抵は 別 書中の 一部に 佛傳の 記載され たる もの 多く、 從 つて 硏 究參考 の眞價 は、 そ 
れ 等の 獨 立せ る佛傳 文書ょりも、 各種 佛敎 史實を 叙せ る 文書 中の 一部に 尋 求して、 寧ろ 得る ど 
ころ 多き を覺 ゆる。 卽ち 次に M 擧する 諸 書の 如きは、 それ 等佛傳 を收 載せる 別 書の 尤なる もの 
である 0 

一一 0 歷代 三寶紀 第一 卷隋費 長 房 撰 (致 六)， 

>  -、 

一二 佛 祖統紀 第ーー 第 四 卷宋志 盤 撰 (致 八* 續 ニノ 乙ノ四 ノー) 
e 一隆 奥 編 年 通論 第一卷 宋祖绣 撰 (續 ニノ 乙ノ三 ノ 三)  . 

一一 一一 一釋氏 通鑑 第一 卷宋 本覺 編集 (續 ニノ 乙 ノ四ノ 四) 

一一 四 佛祖歷 代 通 載 第 凹 卷元念 常 集 (致 一 〇*續 ニノ 乙 ノ五ノ ニ) 

S 釋氏 稽古 略 第一卷 ，明 覺岸 編集 (續 ニノ 乙 ノ五ノ 五) 
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この 中、 0 一  Q) 『歴代 三寶紀 』 は、 總 じて 十五 卷あつ て、 前 三卷 は # K 降生以 來の 年譜、 後 十二 
卷は歷 代譯述 の經錄 を牧 載して ゐ る。 開皇 十七 年 (g c5 の 輯録に か、 るを 以て" 一に 『開 皇三寶 
錄』 VJ もい ふ。 佛傳 は、 その 初卷に 記述され てゐ る。 (一一 一) 『佛祖 統紀』 は、 總じて 五十 四卷あ り、 
佛陀の 古へ よ h ■撰者の 當 時に 至る までの 怫敎 法統傳 授の迹 を 記述せ る もので あつて、 佛典 中に 
あ つて、 匹儔 稀なる 浩漭な る 史籍に 屬 する。 就中、 最初の 四 卷は釋 尊の 傅 記を 叙せ る もので あ 
つて、 記事 詳細、 優に 獨立 せる 一個の 佛傳た るの 價 値を 存 する。 但し、 撰者は 台 家の 出なる た 
め、 主 ビ して 自宗の 立場に 偏 脚して 記述せ る點が 、洵に 遺慽ビ すべき VJ ころで ある。 さあれ、 
比較的 杜撰 尠なき VJ ころ、 信頼に 値 ひする 良書 ビ して、 學 者に 珍重され てゐる わけで ある。 な 
ほ 佛傳 以外の 叙說に あつても、 また 詳細 周到なる 佛敎 史書 (£ して 特筆の 價値 ある こ VJ は、 もど 
よりの どころ である。 〇  一一  0 『隆興 編 年 通論』 或は 具に 『隆興 釋敎編 年 通論』 ビい ふは、 總 じて 二十 
九卷 あつて、 佛敎 渡來以 後 南宋の 孝宗の 代に 至る までの 釋 門の 事蹟を 編 年體に 叙說 せる もので 
あつて、 その 初卷に 佛傳が 擧げ られて ある。 題名の 「隆 興」 V」 いふは、 本書 編成の 年 號に他 なら 
ない。 i) 『釋氏 通 鑑』 或は 具に 『歷代 編 年釋氏 通鑑』 V」 いふは、 周の 昭王 二十 六 年 (甲 寅) より 北 
朱の 太祖 建隆 元年 (庚申) に 至る 一千 八百餘 年間に 亘 .り、 佛敎 上の 事件を 編 年體に 叙說 せる もの 
であつて、その初卷に佛傳が記述されてある。(ーー1)『佛祖歷代通載』ね、總じて三十六卷あつて、 


また 主 どして 編年體 に、 往古ょり 元の 惠宗の 代に 至る までの 釋門の 事蹟を 叙說 せる もので あつ 
て、 その 第 四卷に 佛傳が 收 載され て ある。 前の 『統 紀』 の 台 家に 偏向せ る (: 比すれば、 公平の 言 
大に 傾聽に 値 ひする もの： J0> ある 0  (孟) 『釋氏 稽古 略』 は、 總 じて 四卷あ り、 支那に 於け る歷 代の 
佛敎 事蹟を 編 年 體に叙 說 せる もので あつて、 その、 何れも 出處を 明記して、 所說の 根據を 確 實 
ならしめ たるは、 實に 撰者の 博覽 を證 すべきで あつて、 簡單 なる 記事 中 また 便宜尠 からざる 參 
考たり 得る。# 傳は その 初卷に 記述され て ある。 

以卜： の 諸 書に 收 載され し佛傳 は、 も VJ ょり 佛傳 そのものを 目的 ビ せる 叙 說で はない から、 詳 
細なる 記事を 望み 得ぬ 憾みは あれ ざ、 比較的 1F. 確なる 史籍 どして、 專 門硏究 の 是非 披讀 せねば な 
らぬ V」 ころ、 矧むや 時に 『統 紀』 の 如き 大 記事の あるに 於て を やで ある。 而 して それ 等 諸 書の 本 
來の 面目た る 敎史の 方面に 關 する 點に 於て は、 何れも 鏘 々たる 雄篇の みで あつて、 支那の 怫敎 
史實 を檢尋 する もの、 必要 缺く ベから ざる 寶典 である。 後の 敎史篇 の 下、 支那 佛敎 史籍を 叙す 
る ビこ ろに 至つ て、 重ねて 言及せ ぅ VJ 思 ふ。 

次に 印度 撰述に 溯つ て 討 ぬれば" 次の 如きが ある。 

一一 六 (漢 譯) 佛 所行 讃五卷 馬 鳴 菩薩 造 北 凉曇無 讖譯ハ 藏 七) 

一一 七 (梵 文)  ^ a ^ .  wy  A  於  va cra llosa.  Jid. cr vl w .  B.  Cowdh  Oxford,  一 00 9Z, ハ > 赛 ^ 0 9 
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oxomssm  •ノ 

1K  (英 譯)  ba K 為— ぎ •W^A ODN. vaghosa.  Tr.  by  E.  B.  Cowell.  Oxford,  1894 .  ( 00 §  ミ、 

Books  of  the  East" ^ 0 X,  ya-AX.. ン 

1 一九 (英 譯) The  Folsho—hingltsafki  nw,  TV.  by  s. t^ Qdx.  Q A QxdJl  漆 ^ 广  Sacred  Boolss 
Q' s n ^ s、， Vol.  XIX.) 

s (獨 譯) b3 ew/2§  卜 ^ s  芝  r ^ .  Von  T.  schultze.  Leipzig,  1898 . 

右の 中、 (一 5 漢譯は 、或は 『佛 所行 讃經』 V」 いはれ、 或は 『佛 所行 讃傳』 VJ いはれ て、 通計 二十 
八 品、 佛陀の 誕生より 八 分舍利 (五六 頁參 照) までの 事蹟 —— 卽ち佛 傅の 始終を 叙 說 して ゐ る。 
その 梵 文は、 さすがに 稀代の 文豪 馬 鳴 (A ^ agh .§ a) の 手に 成れる もの て、 全篇 悉く 優婉なる 
韻文を 以て 行ら れ 、錦綉 に 交 ゆるに 珠玉を 以てせる 文 巧の 中、 藻 思 縱橫に 貫き、 氣韻 表裏に 漂 
ひ、 實に梵 文學の 精華 VJ 稱され てゐ る。 從つ て漢譯 にあつ て も、 また それを 學ん で、 終始 悉く 
五 字 一 句の 偈頌 (Gsla) を 以て 構成し、 よく 絢爛 妙 麗の雅 調を 整へ てゐ る。 而も その 叙說が 飽 
くまで 現實に 立 )® して、 殆ん r 神秘に 亙る 分子を 加味せ ざる 裡に 、心 ゆく 讃美の 極を 盡 せる 點 
は、 洵に 他に 儔 ひを 見ざる 絕品ビ 謂つべき であらぅ 。特に 學 者の 玩讀を 薦むる 所以で ある。 S?) 
梵文 は、 前の 漢譯の 原書で あつて、 かの ホ デ ソン 氏に よつ て 尼波羅 より 發 見され し 聖典 中の 隨 
である。 これを 漢譯 に對 照す るに、 僅に その 最初の 十七 品に 相當 する 部分の みに 過ぎす して、 


殘餘の 十！ 品は 傳 はつて ゐ ない。 か？ の 記述に 於ても、 彼此 一致を 缺け f に あら ざれ 
は漢譯 は" この 梵文以 外の 異本に ょつ て 翻せられ しもの だら ぅど 思 はれる 〇 一  八 九 三年、 英國 
の ヵゥ H ル 氏 (E.B.COWell)、 これを^ ミ 0 %  (『牛 津 逸書 集』) の 中に 收輯 して 校刊 
した。 近時 わが 墓 井堯猷 博士、 これを て マ 字に 寫し 、更に 謹を 附 加して 刊行した。 學徒 
の 便宜を 蒙る ビ ころ、 實に尠 からざる ものが ある 〇なほ 、カク エル 氏， この 梵文を 英譯 し、 こ 
れが" 5 含 s'/ b3 § sr ,^$ ^ § ^ ( 『東方 聖書』) 中に 收輯 された る もの、 卽ちヘ ーー ご 英譯 である 0 
S 九) 英 一: は、 ビール 氏、 前の 漢譯 ょり 更に 英文に 重譯 し、 同じく 『東方 聖書』 中に 收輯 された る 
ものである。 011 5 獨譯は、ビ|ル氏のこの英譯を、更に重ねてシュルッヱ氏( .^ 30ざぼ0)が獨 
文に 翻 じて、 この 震 I て 刊行 I で f。 f 列 t る 諸 本は、 何れも 同 i 類の も 
ので あるか、 これ 實に大 乘佛傳 中の 最も 主要なる もので あつて、 特に、 印度 撰述の 佛傳 中に あ 
つて、 著者の 名の 傳 ふるものは、 た) この 書の みに 限つ てゐる こどを 注意せ ねばならぬ。 

式 一 (漢譯 ) 佛說 普曜經 A 卷 西晋竺 法護譯 (宙 四) 

S (梦文 版 度) 卜 _  ぎ、 户  s.  by  R  と  endral&  Mitra.  Calcutta  二 877 •(き. § ミ ^ S 
/v/ ^ .s,  vol.  XLVI.) 

S (梵 文觸 逸) 卜 ^ &  義ミ 2 .  Ed.  by  s.  Lefmap  2  vol.  Halle,  1902 . 
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31 (英 譯) 卜 ^ // 為 s. J32.Tr.byR. s itra.I88 9' 

2 (佛 譯) ^ ^ t> 《/ ^ 《 s. ^ 《S.Tr.parph.wd.Foucaux.paris,I884」92.( ^ « §/、 <>) ^ 
Musee  Guime J^ v,  Y,YK sy 

竞 (藏, ) agya  tchwIrol—pa, 

1  一七 (佛譯 ) wgya  tchwIrol—p J^ ou  developpelmst  des  jeux.  d  ブづ  ds  Yh. ^ d.  FQVLC2Ll\K. 
pari,  1 8471 00 

右の 中、 (1 一ー ニ漢譯 は、 一名 「方 等 本 起」 y) いひ、 唐の 地 婆訶縫 (Div p' kara) 卽ち 日照 譯の 『方 
廣大莊 嚴經』 一名 「神 通 遊戯」 どい ふ ビ 同 本異譯 であつ て、 かれの 十二 卷 •二十 七 品、 まさしく 逐語 
，たるに 對 して、 これは 八卷ニ ニ 十 品" 卽ち 抽抄, である。 共に 佛陀の 誕生より その 成 道の 初年 
卽ち 初轉法 輪までの 事蹟を 述べし もので あつて、 その 一代の 始終に M つて ゐな い點 は、 遺 慽の至 
b どすべき ビこ ろで あるが" これ また 大 乘佛傳 中の 主要なる ものた る こどは、 も cf よりで ある 0 
瓜哇島 (Java) ボロブ ド ーァ (B5r5-budur) の 舊趾の 石 壁には、 この 經の 記事を 圖 示せる 彫刻が 存 
して ゐる 。こは、 紀元 九〇〇 年の 頃、 印度の 美術家に よつ て 彫刻され しど ころで あつて、 オラン 
ダの 殖民 省は、 これを 寫圖 して  fB/or^ td oedore ^ ^ teilandJa'va^uitp-eaeben ^ lastvanzijne 
tI1 >R/ ^ s> ^ §  ミ.. ys、 1 ^ <9 ^ ミ -§' .ヒ1^ 0: €(『ボ -13 ブド|ア|)ど題し、ラィデン市 (: » て出 


版した。 蘭人 ブラィ テ 氏 ( 0 ?尽 5 は、更にこれを縮寫し、並に2卜 ^ /ミ ^. ^ § ^ の原文( 2 )を 
0譯0誠し < ス 〇 一の史一 ^ ーダ宁 ^ $さ ^ {5ユ3  8€1 ^ 笔ミ ^ 5  4€1さ ^ 13己§岂 ^1 -31豸：ひ ^ 多 
c.  Pleyte.  Amsterdam,  1902 .( 『ボロ ブド —ア 寺院 彫刻 佛傳』 ) ビ 題し、 アム ス- ブルダ ムに 於て 刊 
行した 〇こ のボロ ブドー ア舊趾 の 彫刻は、 實に 印度の サーン チ (sc g: 一 chi) やブハ ルフト (Bharhut) 
古 塔の それ ビ 匹敵す るに 足る 佛敎 美術の 偉觀 であつ て、 而 して また 如上の 二 書は" 佛敎 史學及 
び 美術の 兩 面に 於て、 最も 珍重すべき 寶典 である 0  〇 一一 一一) 梵文 r 印度 版」 は、 印度の 碩學 ミトラ 氏 
(R.  Mitra) が。 ^ / § a ^ s  /? ^ / ^* %  ( 『印度 文庫』) 中に 收輯 して、 ヵルヵッタ 府に 於て 刊行せ る 
もので あつて、 ミトラ 氏は、 また これによ つて 英文に 翻 じ、 かつ それに 精密なる 註釋を 加へ て 
刊行した。 これ 卽ち (S) 英譯 である。 學 徒一讀 して、 得る <f ころ 多き を 信ずる。 ( 2 ) 梵文 r 獨 
逸 版」 は、 別に ドィツの レフ マン 氏 (s.  Lefmaml) が、 ハレ 市に 於て 刊行せ る もので あつて、 全 
部 二卷に 分れ、 初卷 は卽ち 本文で あつて、 第二 卷は卽 ち 異本を 校合 討究せ る ものである。 フラ 
ンスの フーコ I 氏、 これによ つて 佛譯を 試み、 。淦 §ミ を ^ ^ d  m; ミこ (『ギメ-博物館 
叢書』) 第 六 及び 第 十九の 兩卷ビ して パリ 府に 刊行せ る もの、 これ 卽ち ( 2 ) 佛譯 である。 また 
本書は、 別に 西 藏藏經 中に これを 見出し 得る 。これ 卽ち (一一 一六) 藏 1 ；! であつ て、 フーコ I 氏、 また 
この藏 譯 よりして" 別に 佛譯を 出せる もの、 これ 卽ち〇 H〕) 佛譯で ある。 

第二 部怫 傳篇  V  七 五 


七 六 

1 K  (漢 譯) 修行 本 起經 二卷 後漢竺 大力 •康孟 詳共譯 (辰 十) 

竞 (漢 譯) 中 本 起經 二卷後 漢曇果 0 康孟 詳共譯 (辰 十) 

四 Q  (漢 譯) 佛說 太子 瑞應 本起經 一一 卷吳 支謙譯 (辰 十) 

1 一 (漢 譯) 異岀 菩薩 本 起 經一卷 西晋聶 道眞譯 .(辰 十) 

四 一一 (漢 譯) 過去 現在 因果 經四 卷宋 求那跋 陀羅譯 (辰 十) 

右の 諸經は 、何れも 小乘怫 傅で あつて、 特に 最初の 三種は、 漢譯佛 典 中 最古の 佛 傳に屬 する 
ものである。 就中、 S 八) 『修行 本 起經』 は、 釋迦牟 尼の 肫胎 •降 生より 出家 •成 道に 至る までの 事 
歷を 述べし もの、 (一一 一九) 『中 本 起經』 は、 その 初 轉法輸 より 以後の 化導の 行跡を 叙せ る ものである 0 
よつ てこの 二經 を對 照す るに、 前者は 怫傳の 初 分に して、 後者は その 中分に 當れば 、この 二經 
は、 も V」 一 連の ものたり しこ どを 想像され る。 『傭 本 行 集經』 第 六十に よれば、 佛傳 の名稱 は、 

小乘 五部の 部 別に 從 つて 相違し、 その 中 「 . 迦葉 維！ t 名爲 n 佛生 因緣一 . 」ビあ る。 いは ゆ 

る r 佛生 因縁」 は、 「本 起」 どい ふ ど 同意義な れば、 『修行 本 起』* 『中 本 起』 a 、 迦葉維 部 (K ^ yapiya) 
にて 相傳 せる 怫陀の 行 狀記錄 である ビ 思 はれる。 なほ、 『中 本 起經』 の題號 下に、 細 註して 「次 
名 四 部 僧 出 一一 長 阿 含 一」 VJ あるは、 その 意 判然せ す、 いは ゆる 『長 阿 含』 に出づ ど ある も" 僅に 『長 
阿 含經』 の 第二 分た る 「遊行 經」 の 初めに、 この 經 (『中 本 起』) の 「度柰 女 品」 の 類 文を 見出し 得る 


に過ぎないので ある。 (四 e『 佛說 太子 瑞應本 起經』 は、 釋迦佛 の 本 生に 溯つ て、 過去 世に 菩薩 行 
を 修せ るょり して、 今 世 王城に 降 生し、 乃至 出家 •成 道に 至る 所以 ^ 叙說 し、 かの 三 迦葉敎 化の 
こビに 及んで 終末を 吿げ てゐる 。題號 の 「太子 瑞應」 の稱 は、 書中、 太子 降 生に 際して 三十 二 極 
の瑞應 示現せ る 事を 記述せ るが ためで ある。 この 經は 、前の (一一 K)A 一 R) の別譯 である。 U1) 『興 
出 菩薩 本 起經』 は、 これ また 釋迦佛 の 因 行 •誕生 •出家 •成 道 •說法 等に 亙つ て 略叙せ る もので あ 
つて、 同じく 前の (一一 一八)。 ( S ) の別譯 V」 思 はれる。 (四 一一) 『過去 現在 因果 經』 は、 略して 『因果 經』 VJ 
もいひ、釋迴怫の本生に溺つて、過去世に普光佛に授記せられしこビょ，り說き起し"乃至今世 
の 降 生 •出家 •成 道 •化導 等に 迓つ て、 明快なる 行文を 以て 記述され て ある。 かの 釋尊逃 営の 初め 
に方つて、阿藍迦藍 >1 ?皆1^1113とを訪れ、大にこれ (£ 對論して、數論(51|1> ^ の冥諦 
(prak -g: )  * 非 想. (NaivasaliljMn ^' aliljfv ^' atalla) を說 破せ る 記事の 如きは、 特に 有名なる もの ど 
して 知られて ゐる 。(一ー ー<)二四 3 マ」共に同本異譯前後六種"而してそが三存三缺たる中の三存の 
隨一で ある。 有名なる 『因果 經繪』 は、 この 經の 文意を 圖示 し、 それに 經文 を對照 併記せ る もの 
である 〇 

四 一-一 (漢 譯) 慧上 菩薩 問大善 權經二 卷 西晋竺 法護譯 (地 十二) • 

四 四 (漢 譯) 怫說 十二 遊經一 卷東晋 迦留陀 伽譯 (藏 八) 
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七 八 

S  (漢譯 ) 怫本 行經七 卷宋 寶雲譯 (藏 七)  ， 

1 六 (漢譯 ) 佛說 衆 許 摩 訶帝經 ± 1i 宋法賢 譯へ辰 十) 

右の 中、 (3 一一 一)！ r 慧上 菩薩 問大善 權經』 は、 略して 單に 『犬 善 權經』 ビも いひ、 『怫說 大方 廣善巧 
方便 經』 (四卷 二 木 施 護譯) ビ 共に、 『大寶 績經』 第三 十八 「大乘 方便 會」 (東 晋竺難 提譯) の異譯 であ 
る。 (『至 元録』 第 四に、 この 經は 、『寶 積』 第三 十七 「阿闍世 王子 會」 ビ 同 本 ど あれ V」、 そは まさし 
く 誤謬 VJ いはねば ならぬ 〇 これ また 佛傳の 大要を 盡 して ゐる 。(四 S 『佛說 十二 遊經』 は、 極め 
て 簡單な る佛傳 であつ て、 最初、 釋 尊の It 姓た る瞿曇 氏の 由來 より 說 き、 その 降 生 •出家 •成 道. 
遊 化 等に 亙つ て 恰好に 摘要して ゐ る。 『十二 遊經』 の稱は 、成 道 後 十二 年間の 遊 化を 述ぶ るよ b 
して 名 けられた ので ある。 從 つて、 その 十二 年間、 每歲 安居の 結 處を說 くに 於て 特に 要を 盡 し、 
乃ち 古住より 比較的に 重用され てゐる わけで ある。 なほ、 この 書は - 1 佛說」 V」 冠し (『{木』 •『元 5 r 
『明』 の 三本 俱に この 二字な く、 た  >『 麗藏』 のみに あり) 「經> 題す る も、 最初に、 佛說の 形式 
たる かの r 如是我聞」 等の 諸 成就の 言を 置か ざれば、 藏經 中に ては、 西土 賢聖の 撰述 V」 見 傚して 
小乘論藏中に附載せる雜部に收攝されてゐる。(二九 * 二〇頁參照 0 (尝)『佛本行經』は、一名 
『佛本 行 讃傳』 どもい ひ、 通計 三十 一品、 前の 『佛 所行 讃』 (一一 10 の 如く、 悉く 偈頌の 體を以 て佛傳 
の 始終を 盡 して ゐ る。 但し、 この 書の 題號は 、『所行 讃』 の 別名た る 「佛本 行經」 どい ふ ど 同一な 


るょ b.、 雨 者 動 もせば 混同され 易い 恐れ あるから、 特に 注意すべき 必要* か あらぅ ^ M)f 佛說衆 
許摩訶 帝經』 は、 また 同じく 釋尊 一代の 行跡を 記述せ る もので あつて、 題號の 「衆 許」 ビ は、 經中 
所 現の 三 摩 達 多 王 (samadatta) のこ ど で、 衆庶に 推 許されし 王 V」 の 意 cf 考 へられる。 「摩 M 」 は 
いふまで もな く 梵語の MaM で、 犬の 意な れば 、衆 許 摩 訶帝卽 ち 三 摩 達 多大 帝の 意で あらぅ。 
『南條 目録』 のこの 經の條 下 (NO 00 5 9) に、 この 題號に 就いて 考證 する ビ ころ あり、 披いて 見る 
べし 〇 但し、 經中 この 王の こビ に關 しては、 僅々 數 語を 列す るに 過ぎす して、 本來佛 傅を 叙す 
るを 趣旨 ど せる に 拘らす か、 る 題號を 附 せる こ vj は、 大に 異例ビ すべき どころ である 0 
四 七 (漢 譯) 佛本 行集經 六十 卷隋 闍那 崛多譯 (辰 七— 九) 

S 八 (梵 文)  Mah p' v  astir  Ed. cr y t^ .  s CDS nart.  3  v o l.  Paris,  18821 Vo* 7 • 

四 九 (英 譯)  TJt ri Romantic  Legend  ^. on w^^& ^ ^^ w x cn . bj SJ M o D CL o? ^ ^ . 

右は 小乘 の佛傳 であつ て、 その 中 (w) 漢譯 は、 釋 尊の 過去 世に 於け る 本 生ょ 6 說い て、 今 世 
に 於け る 降 生* 出家 •成 道 •遊 化、 並に 怫 弟子 歸 順の 因 緣等に 亙り、 通計 六十 品、 大小 疎 細の 傳 
說を 悉く 合糅 し、 加 之 普く 佛敎 に關 する 諸種の 記事を 添へ、 その 叙 說の 廣汎な る、 實に 漢譯各 
種の 佛傳中 第一に 位する。 ミトラ 博士 * > 評して、 【A  cyclopoedia  of w uddhist  legends  and 
docls いへ る もの、 洵に その 意を 得た る 言ビ 謂つべき である。 但し" 佛傳に 闊する 記事は、 
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佛陀の 一生を 盡さす して、 成 道 六 年頃の 歸鄕 化導までに 止れ るは、 惜むべ き 次第で ある 〇卷 M 

にこの 經の醫 を 示し、 小乘 五部に あつて 各々 これを 異にする こどを 述べて、 「或 問ヨ、 當巧 

名-一 此經； 答 日、 . 曇 無 德師名 爲-一 釋迦牟 尼佛本 行-」 ビ ある 〇  ( 四 八) 梵文 は、 記 示の 如く、 フラ 

ンスの セナ ール 氏に ょり、 一八 八 二 年ょり 同 九 七 年に 亙つ て パ ソに 於て 刊行され、 浩擀な る 三 

卷本が 出て ゐ る。 前の 漢譯 (四 さは、 この 梵 文の 異本を 譯出 した もの だら ぅ〇な ほ、 この 梵 文の 

內容に 就いては、 ミトラ 博士の ま售 穿へ/象 ^ Z ぞ き ミ Calcutta,  1882  (『尼 波 ■佛敎 文 

學』) に 詳細なる 記事め ぅ、 披いて 見るべし。 (四 e 英譯 は、 ビ—ル 氏が 前の 漢譯を 摘抄 せる もの 
である 0 

以上 列擧 せる W ころは、 何れも、 f して 條傳を 目的 どして 記述せ る 文書で ある。 然るに こ 
の 他 本 永 ^ 傳を 目的 どは しない •か、 なほこれ を 散說揷 叙せ る 別 書が 漢譯佛 典 中に ® くは ない。 
便 へば 力の 小乗 « 敎の极 本 聖典た る 四 『阿 含』 の 如き、 就いて 一々 尋求 すれば、 佛傳 硏究に 
資すべき 有 爲の記 事が 淡して 尠く はない 〇而 して これに 對 する 巴 利 語 『阿 含』 聖典は、 その 最も 
原始の 係を 傳へ しもの どして、 特に 攻究す るの 要が あらぅ G なほ 巴 利 語 聖典の 中には、® の 本 
生を 傳 へし 「ジャ 丨 々» ^ taka-) 卽ち 「本 生譚」 なる もの ♦か あり、 これ また 披讀の 必要が ある 0 
L は ゆる * T シャ -- タカ J は、 ill ち 四 『阿 含』 外の 『小 集』 (U/SI 衾 ^ ラ ミ.》 C1 气) 中に 收ま n る もので 


あつて 1 いふまで もな く佛の 過去 世の 行狀を 叙せ る ものである 。その 叙狀 、禽獸 の 類を 巧みに 
活躍 させ、 荒誕ぬ る說 話の 裡に佛 の 難行苦行の 求道 策 ® の 相を 寓 示せる もので あつて、 直接に 
は、 佛傳 研究の 上ょりも、 寧ろ 佛敎 々義 並に 印度 文 學硏究 上に 非常に 重要なる 位置を 占む る もの 
である。 かの カク H ル 氏 等が、 この 書の 英譯を 出せした め、 佛敎文 學硏究 に | 新 時期を 劃す る 
に 至れる を 以て 見る も、 如何に 這 般の價 値に 富める かを 窺知され るで あらう。 さりな •から、 こ 
れを以 て、 決して 單な る佛 敎文學 vj しての み 見 傲し 去るべき ではない 〇實 にこれ、 佛陀释 尊の 
人格を 表現せ る 象 徵史說 である。 もし この 象 徵史說 の內容 V」 動機 ビ に參徹 考慮せ むか、 一 話 | 
譚悉 くこれ 佛陀 人格の 光輝で あ b 響聲 である。 されば" これを 以て 歷 史上に 關係な ければ >" 二し" 
V」 うして 不問に 附し 去られょう ぞ 。旣に 述べし が 如く、 佛傳 の硏究 には、 歷史的 釋尊ど 理想的 
佛陀 vj の 雨 is 雙 々相俟って 眞に 完全を 期し 得らるべき もの、 決して 一 を 重視し 他を 輕視 すべ き 
ではない。 たぃそれ 單なる 感傷的 修飾は 注意して これを 甄 別すべき のみ。 これ 實に佛 傳硏究 の 
意義で あ b 面 0 である。 而 して 「ジ ャータ カ」 は、 後者 卽ち 理想的 ® 陀を 表現せ る 象徴 佛傅ビ 見 
做すべき 以上、 その 特殊の 聲價を 有せる こどを 知るべき ではない か 〇學者 請 ふ、 徐 (: 熟讀 玩味 
して 佛敎 々義の 本源に 透徹し、 あたら 浮薄 皮 見の 事相 討究に 終る こビな かれ。 「ジャ ー タカ」 に 
關する 研究資料 左の 如し。 
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g (巴 本) ミぎ. Ed.  by < Fausb 51 L vr vol.  London,  1877 し 97 • 

在 一 (英譯 ) TJu  J Qt tak f or  stories  of  the  Buddha  ノ  s  farmer  births, ^ x.  hy  vd^\Q\xa  \\3lwA  プ 
under  the  editorship  ofE.  B.  rowell.ov 01 . n ambrld cfQ e.  18 Q v-rl —)  907 . 
s (英 譯) Buddhist  Birth  storie r o ^ J ol taka  Tales. ^ r,  byd,  s 
London,  1880 .(？  3 > ^ ?s 《 x 5  Oriental  Senes  ン 

(s) 巴本卽 ち 巴 利 語の 原本には、 本 生譚總 じて 五 百 五十に 垂む VJ する 多數が 收 められ てゐる 0 
この 書は、 デム マアク の ファクスべ ール氏 (V.  Fausb 51 1) •か 實に 二十 年の 歲月を 費し、 錫 蘭. 緬 
甸等の 寫本を 校合 勘考して、 苦心 困難の 末に 刊行され たもので あつて、 その 初卷 に 覺 音の 作な 
る 佛傳を 序文 V」 して 添へ て ある。 卽ちへ NicMna—Katha これで あつて、 普通 「ジャ I タカ 佛傳」 
どして 知られて ゐる 。こは 卽ち 、佛陀 の 降 生ょり 祇園 精舍の 建立に 至る までの 史實を 叙せ る も 
ので、 小 乘佛傳 VJ して 要領を 得て ゐる。 S 一) 英譯 は、 全部 六卷 、カク H ル 氏 指導の 下に、 幾多 
の 碩學が 分擔譯 出せる もので あつて、 卽ち 第一 卷は 一八 九 五 年に チャル マース 氏 (R.cha ざ ars) 
が、 第二 卷は 同年に ラ クス 氏 (w.  H.  D.  Rouse) が、 第三 卷は 一八 九 七 年に フランシス 氏 (H. 
T.Frallcis)VJ ネール 氏 (R.  A.Neil) ビが 、第 四 卷は 一九 〇一 年に ラ クス 氏が、 第五 卷は 一九 〇五 
年に フランシス 氏が、 第 六卷は 一九 〇七 年に カク M ル 氏 ど ラウス 氏 ど が 擔汪 して 成れる もので 


ある。 この 翻譯 は、 實 (: 巴 利 語 4? 典譯業 中の 最も 主要なる j であつ て  >  而 して 上述の 如く、 こ 
れ にょつ て 佛敎文 學硏究 に 於け る | 新紀元を 作れる {': 徵 する も、 その 及ぼせる 影響の 大なる i 
ざ を 想像され る b けで ある 0 ? 一) 英譯 は、 ソス 、デ 并ズ氏( !^ ミ.ズ ^ 5  13$ 0: 5)が巴本一五 3 を 
全 @ せむ VJ 企て、 僅かに その 最初の I 部分を 譯 出せる ものである 〇かく 一部分 こ 過ぎない が、 
かの 覺 音の 序文 卽ち 「怫 傳」 は譯 出されて ゐる〇 この 書は 0, ぐ ミミ 5m> % (『ッ ソ rT フ 
ナーの 東洋 叢書』) 中に 收 めて 刊行され た 0( 因みに ォランダの ヶルン 氏は、 その 著 ubQ fe — ^ ., 
_S."IS 75 〔『佛 敎』〕 中に、 この 「怫 傳」 を 譯出記 載して ゐる 0) 

その他に、 また 梵語 系統に 於ても これを 覚め 得られる 〇 日く、 

S (梵 本) N ^ 如  t、/ 5 /S-  By >l rya-4ara.  Ed.  by  H.  Kern.  Boston,  I 00 9I •(き 
Oriental  Series.  NO\. ^ ン 

g  (漢 譯) 菩薩 本 生鬉論 十六 卷聖勇 菩薩 等 造 宋慧詾 等 譯へ暑 五) 

尝( 英譯) S  广 /7 ミ矿  1 ゐ ミ ^ ミ/ §< ^ &V//T  之  B.?  T1‘.  by  J.  s.  Speyer.  London 

ず {Sacred  IBooks  of  the  Buddhists ^ o\.  \  ン 

( 2 ) 梵本 は、 聖勇 (Arya- ぎ ra) の 編纂す る V」 ころ vj 傳 へられ、 總 て H 十四の 本 生譚が 擧げら 
れてゐ るが、 その 中の 二十 一 だけは、 前の 巴 本 (S) に 見 ゆる どころ の ものである 〇し かし、 こ 
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の兩 者を 對 比する に、 梵本 は、 文辭に 著しき 修飾を 加味して、 宛然 叙事詩 (K pl vya) に 類す るの 
趣きが ある。 一八 九 一年、 ケルン 氏に よつ て、 米國ハ I バ— ド大學 『東洋 叢書』 H 穿 rzmrd 
01 /  510 中の 初 卷に收 採して 刊行され た。 ( 3 ) 漢譯 は、 前の 梵本 を譯 せる もので、 全部 
十六卷中最初の因卷は聖勇の撰にか、る本生譚なれざ、爾餘の十二卷はこれが註釋である。(奎) 
英譯は 、前の 梵 本を、 オランダの スパィ ヤー 氏 9 CO •⑺ が 明晰なる 英文に 譯 出せる もの 
で、 『佛敎 聖典 集』 (6§、l b3 d ^ ^ 、穿 w ^ 中の 初 卷に收 採して 刊行され た。 

以上 列擧 せる 他に、 なほ 漢譯 にあつ ては、 『生 經』 (五卷 、西 晋竺法 護 譯). 『怫說 譬喩 經』 (一 卷、 
唐 義淨譯 V 『賢愚 經』 (十三 卷 、元 魏慧覺 等譯) •『難 寶 藏經』 (十卷 、元 魏吉迦 夜 共 曇 曜譯) •『撰 集 
百 緣經』 (十卷 、吳支 謙譯) 等の 諸經に 何れも その 係を 傳へ 、これによ つて 「ジ ャー タカ」 の 全面 
は、 ほ  >  傅, された ビ もい はれ 得る。 旣に 一言せ る 如く、 由來 「ジャ I タカ」 は、 實に 印度 文學 
の 精華で ある。 されば、 古より して 普く 流傳弘 布され た ビ ころで あつて、 その 一 班、 かの ブハル 
フト古 塔の 門標や 玉垣に 殘され たる 豐膽な る 彫刻に よつ て も 知らるべく、 一方 また 『パンチ ャタ 
ン トラ』 1 毛 r 『ヒト ー パ デ ーシャ 』 を％) 等の 俗' 文學 書に 改作され、 印度の 
修身 訓話 V」 して 流布され しに 徵 する も、 その ほ V」 を 推察 さる、 ビ ころで ある。 かくて 第 六 世紀 
の 中葉、 波斯 古語 (pahlavi) に 轉譯 されし より、 アラ ピャ •ギリシャ。 ラテン 等の 諸 語に 弘譯 され、 


かの 有名なる 『ィソ クブ』 つへ^^ ^ )  •『ラ、 フォン テ I ヌ』 (へ ^ 。 ^ In)) 等の ■語を 作 b K T 
に 至り、 遂に 佛敎 本來の 面目は 失し たれ ざ、 實に歐 洲諸國 の 童話 •訓話の 源泉 ビな つたので あ 
る。 これ 等の 系統を た V」 り 來るど きは、 洵に 「ジャ T タカ」 の 文 學硏究 も、 また 好個の 對象原 
野 VJ して、 學 者の 耕耘を 待つ てゐ るでは ないか 〇敢て 篤 學の士 の 着手を 促して 止まぬ 0 
次に 漢譯小 乘律部 中の 關係 文書を 擧げ ょぅ。 

S 四 分 律 第三 十ーー 第三 十三 卷 姚秦佛 陀耶舍 •竺佛 念 等共譯 (列 五) 

甚 七 摩 訶僧祗 律 第一 一十三 卷東晋 怫陀 跋陀羅 〃法 顯共譯 (列 九) 

一 K 彌沙塞 部 和醯 五分 律 第 十五— 第 十— 宋怫陀 什 •竺道 生 等共譯 (張 7 二) 

S 十 誦律第 一一 十一 卷後秦 弗 若 多羅 •羅 什共譯 (張 四) 

S 极本說 一切 有 部毘奈 耶雜事 第一 一 HH ハ卷唐 義淨譯 (寒 二) 

六 一 善 見 律 毘婆沙 第一 卷蕭齋 僧伽 跋陀 羅譯 (寒 八) 

右の 中" (5 『四 分 律』 は 曇 無德部 (Dharmagupta) 所傳 の、 (5 『摩 訶僧祇 律』 は 大衆 部 (Massa s- - 
ghnl) 所傳 の、 (5 『彌沙 塞 部和醯 五分 律』 は 彌沙塞 部 卽ち化 地 部 (MahiFar- e 所 傳の二 S 
『十 誦律』 は 薩婆多 部 (saltivs. g 所傳の 何れも 廣 律であつて、 これ 等の 因は、 いは ゆる 四 

律 ごて 律宗所 依の 典籍で ある 0  (S) 『极 本說 一切 有 部毘奈 耶雜事 J は 新 譯の薩 婆 多 律で" 前の 四 
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八 六  ‘ 

律 中の 薩婆多 律 V) は 異れる もの、 而し てこれ 等の 何れに も怫傳 の散說 された る ^ ころが 尠くは 
ない。 各々 一々 の 箇處に 就いて 知るべき である。 (六一) 『善 見律毘 婆沙』 は、 一に 「善 見 論」 VJ 稱 し、 
上 坐 部 (stl g. <. r .& ) 所 傅の 律藏を 註釋 せる もので あつて、 その 原本は、 かの 南方 怫敎の 恩人た 
る覺 音の 撰せ る。 511 /S RI ^ . 翕 " 『律 註』) であつ て、 かく この 書は 巴 利 語より 漢譯さ れた 
るビ ころ どして 特に 名高く、 また 書中 佛滅 年代を 推定すべき 一方の 典據 VJ 認めら る、 記事 ある 
點 よりして 普く 知られて ゐ る。 而 して 書中には、 啻に 佛傳 のみならず、 また 屢 々佛敎 史實の 散 
說され たるを 見る。 

以上の 他、 巴 利 律藏の 『犬 品』 奮— ^ ^^) な ざ には、 極めて 基本的の 佛傳 資料の 揷說さ 
れ たる あり、 採つ て 以て 最も 信賴す V き典據 ど され 得る 〇され ば 這般の 討究 どして、 また 篤學 
の 士の勉 强を俟 たねば なるまい 。因みに それが 原本は、 オルデンべ ル ヒ氏 (Hvo pr enberg) によ 
り" 嚴密 なる 異本の 校合を 經 、五 卷 の大册 どして 刊行され てゐ る。 卽ち s M r s ㈣ 
wd.  by  H.  oldenberg.  London  and  Ediuburg r 1 00 73 し 83 これで あつて、 實 にこの 刊行は、 單 
b 巴 利 語 學界を 益す るの みならす、 廣く 佛敎學 界全體 より 見て 忘るべからざる 大事 業 V〕 いふべ 
きで ある。 更に オルデンべ ル ヒ氏ど デ# ズ氏ど の 協同に よつ て その 大部分の 英譯が 出され、 こ 
れが 『東方 聖書』 中に 收攝 されて ゐ る。 卽 ち。 s .—v。 7>;r? と Tn  by  T.w.  Rhys  Davids  4 ^ 


p denberg-.  Oxford,  188 1」5  ( ,l s'§; 、良 ^ / ^ t^ s ^ vol.  XIII,  XVII,  XX.) これで あつ 

て、 この 英譯 出で、、 學徒 容易に 巴 利律藏 の眞 意に 直參 すべく、 殊に その 初卷の 序文の 如きは、 
學界を 裨益 する ど ころ 決して ® くは ない ので ある。 またい は ゆる 「犍 度」 CKllalldhaka》) に屬す 
る 『犬 品』 及び 『 小品』 は、 近く 立 花 俊 道 氏に ょっ て和譯 され (大正 九 年)、 『國 譯大 藏經』 論 部 中に 
收攝 して 刊行され てゐ る。 取つ て 容易に 通讀 する の 便宜が ある 0 

右の 他、 別して 釋尊 入滅の 相狀 並に その 前後に 關 して 詳述せ る 文書 ど して、 涅槃 部の 諸經が 
ある。 いは ゆる 涅盤部 の諸經 ど は、 大小 二乘に 亘れる 諸種 『涅槃 經』 本で あって、 就中 大乘經 本 
は 佛陀 所證の 最高 的 理想を 力說 し、 小乘經 本は 釋尊 入滅の 歷 史的 事 實を 叙述し、 雙 々相俟って 
佛傳の 終結を 圓備な らしむ る 恰好 資料たり 得る ものである。 今漢譯 中、 小乘經 本に 屬 する もの 
を 刈 擧せば 、次の やぅで ある。 

六 1 一遊 行 經 一卷後 秦佛陀 耶舍 •竺佛 念 共譯 (昃 九) 

2 佛般 泥洹經 二 卷西晋 白 法祖譯 (昃 十) 

六 四 大般 涅槃 經三 卷東晋 法顯譯 (昃 十) 

六 五 般泥洹 經二 卷失譯 (庚 十) 

六 六 佛_般 涅槃 略說敎 誡經 一 卷後秦 鳩 摩羅 什譯 (辰 十) 
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右の 中、 (5) 『遊行 經』 は、 『長 阿 含』 の 第二 分に 屬 する もので あつて、 その 所說主 どして 小 乘 
敎意に 立脚して 大聖 入滅の 現 相を 叙して ゐ る。 (2 )『佛般泥洹經』二0)『大般涅槃經』二2)『般 
泥 洹經』 は、 大體に 於て、 何れも 『遊行 經』 ビ 同 本異譯 ビ 見做す こビが 出來 る。 但し、 『大般 涅槃 
經』 の 一は" 書中 屢 々大乘 の； & 門を 點出 せる よ b して、 『明 藏』 には これを かの 大乘經 五大 部 中 
に收攝 されて ゐ る。 而 して、 これ 等ビ 類を 同じう する もの ^ して、 巴 利 聖典の 『長 阿 含』 C  6 
貧/ ^ )) 中の 第 十六 經たる 5-^ ^ //§ミ、 ^- / ^: §/宁这 ^ % が ある。 互に 對照 研究すべき であらう 0 
この 巴 本は、#; 國の チルダ ー ス氏 (R o .childers) によつ て、 一八 七 八 年に Tjf ンドン にて 刊行 さ 

•.す. ヶ 

れ 、更に デ# ズ氏に よつ て、 一八 八 一年に 英譯 され、 『東方 聖書』 第 十一 卷中に 收攝 して、 また 
ロンドンに て TII 行され た ◦(六 六) 『儸 垂般 涅槃 略說 敎誡經 』は 、通常 『遺 敎經』 の 略稱を 以て 知られ、 
怫般 涅槃に 際して" 最後に 諸 弟子を 勸誡し 給 ふ直說 ど して 特に 名高く、 「是我 最後 之 所-一 敎誨 I」 
の 一語 無量の 感槪を 起さし める。 その 內容は 、波 羅提木 叉 卽ち別 解 脫戒を 本師ど して、 身 口 七 
支の 邪惡を §： 止し、 八 大人 覺たる 少欲 •翱足 等の 准據 すべきを 訓誨 せる ものでぁる。 普通 小乘 
阿 含 部の 結經な hvj いはれ てゐ るが、 台 家の 所談 に從 へば 大乘 涅槃 部の 結經 ど して ゐる 。近時 
渡 邊海旭 氏は、 馬 鳴の 『佛 所行 讃』 (一一 さの 一部の 抄譯な り どの 新說を 唱導した。 這般の 討究 も、 
また その 興味の 尠な からざる ものが あらう 。どまれ、 佛傳の 終結を 告 C る經典 ビし て、 史學 •敎 


學何れ ょりす る も" 玩讀 考察に 値 ひする 要 書 VI いはねば なら ! 〇 ひ 

次に 大乘經 本に 屬 する ものに もまた 數 部を 見出し 得る が、 大乘 『涅槃 經』 は、 大體に 於て 小乘 
『涅槃 經』 の 如き 直接の 佛傳 資料 ビは 見做されない 。た) 唐の 若那 跋陀羅 (Jmlnabhadra) 譯 (會寧 
ど 共に) の 『大般 涅槃 經後 分』 二卷に その 參考に 供すべき 記事 尠な から ざれば、 一言 附記して 置 
かう。 この 『後 分』 は、 大乘 『涅槃 經』 の 後を 續ける もので あつて、 また 『茶 毘分』 ビ も稱 し、 一部 
四品餘 、佛 最後の 敎誡 ょり 入滅 •荼毘 並に 舍 利の 分布 等に 闘し、 詳細に 記述され てゐ る。 佛俜の 
終結を 究むる 資料 V」 して、 披見す るの 要が あらう。 因みに この 經の 攝屬に 就いて、 古來 大小 そ 
の 分野の 異說が あれ V」、 大乘の 分野に 收附 すべき こどは、 恐く 爭はれ ぬ ビ ころで あらう。 

以上 ほぃ 經典 中の 佛傳 文書を 列擧 したわけ であるが、 なほ 更に 汎く 大小の 經 律に 亘 つて 散說 
された る關係 記事を 討 ぬれば、 各種 多樣 、到底 數へ 得ぬ くら ゐに 至らう。 蓋し これ、 世 尊の 人 
格の 偉大なる ビ 共に、 減 後の 聖賢の 敬虔なる 崇仰心 裡ょ b 轚發 されし 結果 ど 見るべく、 かくし 
て燦 乎た る佛 日の 照耀は 、實に 無限の 光芒を 放射す る 所以を 感戴 せねば ならぬ。 

以上 列擧 する cf ころの 他、 更に また 比較的 蒋學的 硏究に 富める 泰西 學 者の この種 勤勉 結果の 
一端を 注目せ ねばなら ぬ。 然るに 凡そ 歐 人の 成果に あつても、 各自 硏究所 依の 本據 VJ するど こ 
ろが あつて、 互に その 分野を 異にして ゐるか ら 、從 つて 今の 叙 說も 、それ 等 大體の 本據の 別に 


九〇 

ょつ て 記述す るが 便宜で ある ご 思 ふ。 

先づ 南方 所 傳卽ち 巴 利 聖典に 本據を 求めて 述 成せる 佛傳 どして は、 有名なる ォルデンべ 火 ヒ 
氏の 著書が ある。 次の 如し。 

六 七 (獨 文) Buddha.  Sein  Leben)  seine  Lehre"  seine  Gemeinde,  Von  一一,  一 ^ 
188 1. 

六 八 (英譯 ) Buddha:  his  life,  his  doctrine,  his  order*  Tr.  hy  YiQQy. r^ QwdQn 
Edinburgh, 1882 • 

六 九 (和 譯) 佛陀 一 卷三並 良譯へ 明治 四十 三 年刊) 

(六 七) 獨文は _ ち才 氏の 原本で あつて、 氏は 巴 利語佛 學者ビ して 有名なる もの、 乃ち 本書は 巴 
利 佛 典の 資料に 基き、 佛陀の 傳記。 敎義並 に 敎圑の 發展を 叙 說 せる もので あつて、 その 取材 運用 
實に 周到を 極め、 而も 行る (: 秀麗なる 文辭ビ 的確なる 理路 どを 以てして、 巧妙なる 組織を 示し 
てゐ る。 原始 佛敎の 如何を 知らむ には、 是非 ビ も精讀 せねば ならぬ 要 書で あらぅ 〇由來 梵語 佛 
傳ビ巴 利佛傳 どは、 その 色彩に 於て 著しき 相違 あり、 前者は 頗る 神秘 奇蹟の 素質を 帶べ るに 對 
し、 後者は 大に 史的 事 實の眞 相を 傳 へて ゐる 。乃ち 炯眼なる 泰西 學者 は、 佛傳 硏究に 於ても、 這 
般の 事情を 洞察して、 その 態度を 誤る こビな く、 その 史的 眞 相を 直 示せる 巴 利 -ft 典を * ビ して K 


用す る こ VJ に 留意して ゐ る。 巴 利怫 敎の硏 究 の、 著しく 西歐 の學 壇に 啓 拓進埗 されつ、 あるは、 
蓋し 如上の 理由に ょる ものである 〇この 故を 以て 本書の 價 値を 推さ ば、 その 重視すべき こ どは 
多くい ふまで もなから ぅ。 た  > 本書に あつて は、 基督 敎的 偏見の" 屢 々顯 出された る箇處 一 Is 
ひる 傾 5 あるが 遺 慽で ある 。さはれ、 そは 著者 どして 止む を 得ざる vj ころ ビいは ねばなる まい。 
初刊以 後 重版 數度 、而も その都度 屢 々新進 硏究を 以て 補綴し、 以て その 學術 進埗の 面目を 示し 
てゐ る。 因みに、 これょり 先 一八 七 五 年、  ブヲゾ ス の 七 ナ 丨  \  氏  rEssai  sur  la  IhgeHd、 d?i  Bud {一/ ia, 
son  caracthre  et  ses  Origines. ゴ Ypx\s  (『佛 古傳 論』) を 著して 佛 陀に關 する 古代 傳說を 叙說 し、 
そのいは ゆる 古傳は 太陽 _ 話 の發展 に 過ぎざる こ マ」 を 唱導した が、 才氏は 本書 L 於て 大に これ 
を 論駁して、 佛陀の 史的 實在 たる こ V」 を 力說 した。 兩 書を 對讀 考察す る も 興味が 深から ぅ o( 六 八) 
英譯 は、 獨文原 本の 初版を 譯 出せる もの、 これ また 旣に數 版を 重ねて ゐ る。 (交) 和譯は 原本の 
第 四 版を 譯出 せる もので" 明晰なる 文辭を 以て 巧みに 原意の 移植に 力めて ゐ る。 學 徒の 容易に 
繙讀し 得る (£ ころ ビ して、 こ、 に推奘 する。 

七 Manual  ot  B 2 iddjllsn r t^ w cp ,  ws i> y.  London  and  Edinburgh, >— t oo 69 

この 書 (七 s は、 巴 利 語 及び その 轉語 たる シンハ リース (Singhalese) にて 傳はれ る佛敎 記事を 
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纂譯 せる もので あつて、 佛傳 ，敎義 等の 各種 方面に 亘 り、 特に 敎義の 上に 重要なる 叙 說を 示され 
てゐ る。 撰者； i ア S 氏 (s.  Hardy) は、 永らく 錫 蘭に 駐在して 巴 利學者 yj して 名 K く、 本書の 
外に も r ^ § ^ 3  ^ London  and  Edinburgh 二 00 50( 『東方 寺院 組識 』) なる 名著を 出し、 
これに も佛傳 に關す る 記事が ある。 

セー (英文) ^ 、/を ^ _.  By  T.  w.  R.hys  Davids.  London  and  New  York,  I 00 Q 9 • 

七 一一 (獨 譯) b ミ b3 民 ^ &: 論  s.  Tn  vs  A.  Pfungst  Leipzig 二 899 • 

七 一一 一 (和 譯) 釋 尊の 生涯 及 其敎理 一 卷赤沼 智善譯 (明治 四十 四 年刊) 

(？ 二 英文 原本 は 一 小冊子では あるが、 巴利佛 典を 資料 (£ して、 巧みに 佛傳 •敎義 •歷史 等を 叙 
說 せる もので、 文辭 平明な れ V、 的確なる 論據を 擁し、 佛 敎硏究 至便の 良書 どして 普く その 名聲 
が 傳 へられて ゐ る。 その 重版 實に 二十 以上に 及び、 漸次 修正を 加 へられて 完備を 期せられ てゐ 
る。 (七 e 獨譯は その 第 十七 版を 譯 出せる もの、 他に また オランダ 譯も 出てゐ る。 (七 一一 一) 和譯は そ 
の 第二 十一 版を 譯 出せる ものである。 

七 四 (英 譯) The  Life  or  Legend  of o autanl f the  Buddha  oj  the  Burmese.  V>yY. 

2  VOL  Rangoon,  1858 ;  3d.  ed.  London,  1879 • 

七 五 (和 譯) T? b 緬 甸佛傳 i 赤 沼 智善譯 (大正 三 年刊) 


(七 ^ 英譯の 原本を 討ぬ るに、 もビ巴 利 語を 以て 佛傳 及び 敎義を 記された る p  Mnmalhk p' ra 
(『最 勝 華 物語』) どい ふの が あつて、 その 著者 年代 等 明かで なく、 而も 蛋に 散逸して ® 
むる に 由な きもので あつたが、 第 十八 世紀の 末葉に その緬 甸譯が 出され、 而し てこの 緬甸譯 ょ 
り 更に 譯 出された のが 今の 英譯 である。 かく 旣に巴 利 原本の なきもの ゆ袅 、この 英譯は 稍々 极 
本 資料の 價 値を 有して、 極めて 重要視され てゐ る。 いは ゆる 緬 甸佛傳 VJ して 知らる、 もの これ 
である。 譯者ビ ガン デー氏 (p.  Bigandet) は 基督 敎の 宣敎師 どして 久しく 緬甸に 止 在し、 以て 
この譯出を試みたのである。その章を分つこビニ十、卽ち緬甸佛敎の佛傳を精叙し、阿育の奉 
佛 、緬甸 の 開敎 等に 亘り 、殊に 涅槃 論に 就いて 詳細なる 記述を 試み、 かつ その 何れに も 精密な 
る 脚註を 加へ、 周到なる 用意を 施されて ゐ る。 所說に 多少の 誤謬な きに あらね ざ、 緬 甸佛敎 
を 知る 唯一の 參考 たる こ (£ を 失は ない。 (原本は 十七 章 あつて、 後の 三 章は ビ 氏の 補綴に か、 る 
ものである 0 ( 5 )和譯は、ビ氏の二十章中原本の範圍に當る前十七章をその第四版汔ょつて譯 
出せる ものである 。この 他に また 怫譯も 出て ゐ る。 

七 六  7 * ^ J\K/§/ ^ / ^ z§e.  By  H.  Alabaster.  London,  187 1. 

この (突) は、 主ビ して 暹羅 資料に ょつ て怫敎 を 叙說 せる もので、 通 篇三 部に 分れた る 中、 第 
二部に 鞠 傳を叙 して ゐ る。 
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次に 北方 所傳 、卽ち 梵語 その他 同系の 聖典に 本據を 求めて 述 成せる 佛傳 どして、 次の 如きが 
ある 0 

七 七  The  Life  of  the  Buddha  and  the  early  history  0-f  his  Order,  ^ . 
London,  一 00 がそ {rrkbne's  Oriental  sens ン 

七 八  Eine  tibetlsch^e  rebensbeschrelbung^ 9, kvamllni)S.NQYiK, ^ <^\ ^ \\ (1> x.$. ^ p2 ^ y c: xg.,\z 
5 1. 

七 九  NotUes  on  the  Liffof  Shakya  exlracted  from  the  Tibetan  aluhoHties. ^ Y  F  つ き 日〆^ 

^ .  {Asiatic  Researches  〆〆 ン 

右の 中、 (老) は 西藏 々經 中ょり 佛 傳及ぴ 原始 怫敎 に關 する 史實 を纂譯 せる もの、 (七 0 もまた 
西藏所 傳の佛 傳た り。 何れも その 所 依梵本 『普 曜經』 fl 一一 一一) に 同す (£ いはれ てゐ る。 (宠) は、 一 
八 三 五 年に ハン ガリ-人 チョ ーマ氏 (A.  Csoma  de  K6r6si)  * か、 西 藏佛敎 に 關 して 7 
blruM 『亞 細亞 討究』) 第二 十 卷に發 表せる 四大 論文 中の 一で あつて、 さすがに 西 藏語學 
隨 一の 達者た る 氏に なれる V」 ころ V」 て、 西 藏佛傳 中 最も 完備せ る もの どい はれて ゐ る。 

S  (英文)  7 y/'  卜 ^ • ミ ^ ^ レ 7?  By  E.  Arnold.  Lolldcll,  IS 79 . 

<1 (和 譯) 大聖 释尊 一卷中 川太郞 •濱 口惠璋 •狩 野廣 崖共譯 (明治 四十 一 年刊) 


(八 0 )英文 は、 韻文を 以て 佛傳 並に 敎義を 叙說 せる もので V 記事 通俗な れざ >  その 普及の 効果に 
於て 殊勳を 奏せる 名著 VJ して、 一言 紹介して 置く  o( 八 一) 和譯 は、 また 韻文を 以て 譯述 してゐ る 0 
その他 ビール •エド キン ス 9 Edkins) 等の 著書 中 また 佛傳の 記事を 見るべく、 もし 辭 書類 
に 就か ば、 『大英 百科全書』 の" Buddhism  - の 項 下に、 廣 く佛傳 及び 敎義 に關 して 詳細なる 叙述 あ 
ぅ。 また 佛滅 年代を 論說 せる 著書 も、 二三 指摘すべき が ある 〇 なほ 廣く關 係 文書を 檢尋せ ば、 
その 資料 實に楝 に充 つるの 夥多に 及ぶ であらぅ。 就中、 槪 して、 印度 佛敎を 傳 ふる 文 寶 にして、 
精簏の 差は あれ 何れも 之を 叙せ るは、 正に 然るべき ごころ V」 いはねば ならぬ 〇從 つて これ 等佛 
傳の 文書 以外 普通の 印度 歷史の 記事を 討ね て、 釋尊 出世の 時代 思想、 人文 知識の 一般を 了知す 
るいは ゆる 背景 考究の 必要 あるは、 殊更い ふまで もない (f ころで ある。 眞の學 術硏究 は、 實に 
この 上に 建設 さるべき もの VJ 謂つべき である 〇今章 餘 り 多岐に 亘 るを 恐れて、 これが 叙說 を缺 
くも、 専攻の 學士必 す 這箇の 用意を 忘れて はならぬ 0 
以上、 佛 傳に關 する 各種の 硏究 資料を 列擧 して、 略叙 紹介を 試みた わけで あるが、 終りに 臨 
み、 なほ 因みに 一言 附 加すべき 要項が ある。 そは 卽ち怫 陀の傳 記が 基督 敎會 中に 纔 入され、 聖ョ 
サフ ァット (St  Josaphat) の 名を 以て、 十一月 二十 七日の 聖者 どして、 天主 敎會の 人々 にょつ 
て 禮拜さ れ .たる こど これで ある 〇こは 、その 源、 紀元 第 八 世紀の ころ、 

ダマス コ  (Damascus) 
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の 鎏ョ ハ 子 (St  John) なる ものが 希講で 書いた ル ラ アム W ョナ ファ タト』 (こ i  l 

ti  2 物語 中 t 出で' 中世 SI 雲拜の 潮流 S ひ、 一時に 普く 流布—、 に 
至つ たもので ある。 而 して その物 語の 內容 は、 明かに 佛陀 の傳記 その ま、 の議 であつ て、 そ 
は 何人も 一見して 容易に 氣 付き 得る？〕 ろで ある。 珠に その 主人公の 名稱) J—  (或は) 
saph ど もい ふ) V? J は、 梵語の】 o ( 一 ?. 3 ?; § (£- 同音の 轉 說であつて、】 0 ユブ给？¥卽ち菩提薩 »: 
なれば、 この 物語は、 これ 明かに 菩 霧語卽 ち佛陀 物語を 傳へ たもので ある。 (怫陀 のこ— 菩 
薩ビ記 せる は、 後 -! M: の佛傳 に 常に 見る ビ ころで ある 〇 果して 然らば 佛敎の 開 ® が' 何を もつ て 
かく異敎徒間に信仰さる、が如き珍事を生するに至つたのであるか。日く、今更こビぐしく 
論す るまで もない ^ ころで あるが、 凡そ 人文 思想 發 達の 上には、 何等 國 i£ の區別 もなければ 
人種の 偏執 もない。 潮流の 梠向ふ ビ ころ、 實に 放奔 不羈 どして、 不斷透 浸して 止まない ので あ 
る〇從 つて この 佛陀 物語の 如き も、 印度に 於け る 佛敎の 思想. か、 不知 不識の 間に 歐勢 移植 さ 
れ 、これ •かかの 中世の 蜜 徒 崇拜の 渦中に 投入して、 乃ち この 物語を 產み 出す に 至つ たものに 他 
ならない。 而し てこの 物語が 忽ちに して羅 •佛 •伊 •西 •獨 •英 等の 各國 語に 譯 出され さて こそ そ 
の 結果、 佛敎の 開祖が、 基督 敎中 の聖？ して、 幾多 かの 敎の 信徒に 禮拜 さる、 やぅに なつた 
わけで ある。 實に 奇妙の 現象ビ 謂つべく、 異例の 事件 ど稱 せねば ならぬ。 かの マ、 ソクス 、ミュ ー 


ラ— 博士が" これを 稱 して" 小說 よりも 奇なる 事實だ s いつて 驚嘆した の も、 實に 尤もの 次第 ご 
いふべき である。 上來屢 々述べし が 如く、 由來佛 陀の傳 記 ^ 、 種々 の文藝 詞藻が 加裝 され、 殊 
にかの二|1^の如き、佛の本生を叙說せる傳1お觀阶の物語さへ出てゐるくらゐである0 
さりながら、 かくの 如きは、 何れも 怫陀の 人格の 偉大なる よりして 產 出せし めし 結果で あつて、 
特に 今の佛 陀 物語に 於け る 異敎徒 間に すら 喧傳さ れた るが 如き 珍現象を 考察せば、 最も鮮 かに 
這 裡の消 息を 領 得さる V きわけ である。 乃ち 上來屢 注記せ る 如く、 そ も學術 上に あつて、 史的 
考證の 態度を 緊要 <£ すべきは、 もビ よりい ふまで もない どこ / > では あるが、 併し 至聖 大賢の 專 
記を 討ぬ る 如きに あつて は、 特に 普通 衆人の それ ど その 趣を 異にして、 よく か、 る 詩的 物語の 
方面まで も識 味玩讀 し ' これを その ま、 歷 史上に 取 入る、 は 不可なる も、 深く その 內容ド ，動 幾 
どに 考慮を 迤 らして) 愈々 微細に その 人格の 眞髓に 到 徹して こそ、 眞 •乎 その 學究を 完備なら しむ 
る 方法 VJ 謂つべき であらぅ。 科 學に戾 り 史實 に乖 けば (f て、 徒に これを 排斥して 顧みざる が 如 
きは、 決して 學 者の 圓備 せる 用意 VJ いふべき ではない。 見よ、 b* か 『太平 記』 が 國史 硏究の 重要 
なる 資料 どして 敬 重され、 また かの 『西域 記』 が 東洋 學硏究 の 不可 缺の權 威 VJ して 推稱さ れつ、 
あるは、 世人の 周知す るビ ころでは ないか 。彼此 もビ より該 して 同談 すべきでは ない が、 理論 

は 何れも その 揆を 一にして ゐる わけで ある 。乃ち こ、 に 附記して、 特に 這 箇硏學 の 態度を 學衮 
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の 考案に 訴 へて 止まぬ 次第で ある。 なほ 近く 右の 物語の 如何なる かを 知らむ ^ せ ば、 『六 條學 
報』 第 百 十一號 (明治 四十 四 年刊) 所載の 故 上田 (敏) 博士の 「菩薩 物語の 由來」 、及び 松 本 (文) 博士 
の r 宗敎 (£ 學 術』 (明治 四十 四 年刊) を 見るべし。 何れも 物語の 粳槪 要領が 紹介され、 並に それに 
關 する 論說の 一端が 逑べ られ たれば、 初心の. 容易に 領得さ る、 ビこ ろで ある。 また 『大英 百科 全 
書』 中の 二 ^ rlaam  and  Josapha ": の 項に も その 解說 あれば" 取つ て 披見す るが 便利なる ベく、 
もし それ ヨセフ、 ヤコブ 氏 (Joseph  Jacobs) によつ て譯利 されし。 i>) ミ/ 民 *, ' 
LgdopIS 96 に 就か ば、 更に その 始終の 詳龋を 窺知 さる、 であらぅ。 學 者の 討究を 冀ふビ こ 
ろで ある 0 


篇三 _  敎  史篇 

第 I 章  敎史 の硏究 

それ 學 «' _ク ^ ^ に當つて史的討究の最須最要たるこ (£: は、今こ、にこ ^ /- \しく言黯を费す 

の 必要 も あるまい，- 實に 史的 討究は、 各々 學術を ば 最も 合理的 精確なる P 明に 導くべき 進路で 

あり 要 ® である。 これにょ つて 事實の 因果 闊 係を 了知す るを 得べ く、， また その 發達 變遷を 設明 

する を 得る ので ある 。諸種の 學術 、何れ か須く 史的 討究ょり 開始され ぬ ものが あらぅ か。 いは 

ゆる 科學 的硏究 または 合理的 硏究 (f は、 實 にこの 史的 討究を 主眼 どす るに 於て 始めて 命名され 

得べき もので あつて、 これ 洵に學 究の眞 面目、 眞 意義 <f いはねば ならぬ 0 

翻って 思 ふ、 從來儸 敎 の硏究 にあっ ては、 何等 這箇 史的 討究を 迪る •の 態度に 出です、 只管 敎 

理の 上の みに 文々 句々 の 訓話 解 釋を加 施す るを 以て 能事 終れり どなし、 もし 史的 關係に 留意し 

て、 些少 にても 批刳意 見を 加 ふる 措置を 示さむ か、 一槪に 之を 不遜 どして 胃瀆 呼ば、 b をな し、 

以て その 罪過を 鳴らす VJ いふ 有樣で あつた。 洵に思 はざる の 甚だしき ものごいは ねばならぬ 0 

か、 る古陋 の 偏見に 浸染せ るが ため、 事實の 矛盾 相違 等の點 に對 しては、 不合理 極まる 苦しき 
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會 凰 を も敢 てして、 而も 自ら 何等の 省 慮を も 加へ む どせ ざる 有樣 である。 さて こそ 字句 文々 の 
解 Is こょ、 猶且數 年の 日子を も惜ま すして 投す S 雖 、而も その 何故に 然る やの 前後 因果 關係を 案 
する こビな く、 はたまた、 その 何故に か、 る 結果に 導ける かの 時代 思想の 影響を 稽 ふるこ ビな 
く、 その 所談 偏狭に して 獨斷 、附會 にして 荒誕、 少しも 傾聽に 値 ひするな き 結果に 終れる は、 
實に 遺憾の 至 bvj いはねば ならぬ。 佛敎 の硏究 が、 餘他 諸の 學 術の 硏究に Jt して、 著しく 時代 
に乖隔 し、 合理に 背反せ るは、. 泡に この 傾向が その 根本 主因 ^ なつて 禍せ るに ょる ものである。 

かくいへ ば、 論者 或は 說い ていは む、 それ 怫敎は 宗敎で ある、 宗敎た る 以上は、 心 靈の安 慰 
を こそ その 主眼 (£ すべきで あつて、 理性の 應不は 敢て問 ふべき どころではない、 されば、 これ 
が 合理に 遠ざかり 時代に 乖けば ビて 、何の 介意す る 要が あらぅ、 否、 寧ろ 理論を 以て 律し 得す 
時代に # ぅて 變せざ る V」 ころに、 その 眞面目 が 發 揮され るので はない か、 要は 理性の 滿足 にあ 
らす して、 心 靈の安 慰に ある こ V」 を 忘れて はならぬ VJO さりながら、 凡そ 諸般の 事項に して、 
旣に それが 硏究對 象 どなれる以上は、何れか理性の滿足を無視するこマ」が出來ょぅか。設し論 
者の いふが 如く、 佛 敎の砑 究を以 て單な る 學解的 目的に 置かす して、 更に 修道 的 目的に 置ける も 
のに あつても、 決して 這 箇違理 の所談 を 以て、 秀美な る敎義 信仰を 擁立し 得べき ものでは ない。 
試みに 問 ふ、 論者が いふ どころ の 心 靈の安 慰を 期し 得べき 信念は、 合理の 剑斷を 外にして" 果 


して 正確なる 發得を 期せら るべき であらう か。 恐く は 理性の 首肯を 離れて は、 何等 價値な き 迷 
信 •邪 信の 外 獲得され ぬで あらう。 然り 、實に 正確なる 信念は、 理性の 熔爐を 濾過して 始めて 期 
得さるべき もの、 もし 然ら ざるに 於て は、 忽ち 褪せ 易き 迷信 •邪 信に 墮し 去る こ VJ は、 一般 宗敎 
信念 發 得の 逕路を 案じて、 比々 證明さ るる ビ ころで ある。 か、 る 迷信 •邪 信の 上に、 いかで か 心 
靈の安 慰を 覚められよう。 されば 宗敎の 第一義 |§ も、 また これ 正確なる 理性の 上に 望まるべき 
もの なれば、 合理的 檢 討の： 8 視すべ からざる こどは、 論議の 餘地な し VJ いはねば ならぬ。 もし 
それ 學術 的硏究 の 結果、 その 敎義 信仰に 動搖 を來す 如き こど あらむ か、 そは 旣に宗 敎的價 値を 
失せる もので 1) つて、 吾人の 崇敬 對象ビ なるべき ものでは ない。 最上の 宗敎は 、學理 の 剖 究を 
俟つて 愈々 その 眞價を 發 揮すべき ものなる こどを 知らねば ならぬ。 而 して わが 佛敎が 、餘他 あ 
らゆ る宗敎 に擢ん で、 幽玄なる 哲理を 含有す る こどに 氣付 かば、 それによ つて、 益々 その 學究 
に 分け入らねば ならぬ こどを も自覺 すべきで ある。 もし それ 學解的 目的を 以て 佛敎の 硏究に 向 
ふ ものに あつて は、 學術 的 # F 究の 至要は、 も ^ より 論す るまで もないで あらう。 

以上 論 叙が 稍々 枝葉に 百 | れるか の 如き 嫌 ひ あれ V」、 要するに 佛敎の 硏鑽に 於て 學究的 態度を 
採る こどの 至要なる を 高調した ので ある。 而 していは ゆる 史的 討究は 最も 重要なる 學究的 態度 
なれば、 怫 敎の码 究に 於て、 愈々 這般の 態度に 俟 たねば ならぬ こどを 了知せ ねばならぬ〕 思 ふ 
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に 西欧の 學者は ' ての 學風 "さすが !: 科學的 #F 究に立 脚して 各種 學術を 調理せ る こ ^ 、 て、 怫敎 
の 習學に 際しても "最初より 先づ以 て その 史的 討究に 着手す るこビ を 忘れな かつた。 かの 有名 
なる 夕 —ナ？ 氏 (G.  4113§こ譯利の。_>//5_冬§心(『大統史』)は一八三七年に出され、ま 
たビ H ル ヌーフ 氏の 『印度 怫敎史 序論』 も その 少後卽 ち 一八 四 五 年に 出され、 何れも 今より 八十 
年前後以前の產で、旣にこの往時にあつて史的討究の急務の高調されしこどを、これによつて 
想 見すべき である。 然るに ゎが 國の 學界の 如きは、 僅々 三十 年 以前、 村 上專精 博士な ざに よつ 
て その 緊要なる こ (£ を 高調され たのを 先驅ど せねば ならぬ ビいふ 幼稚な 有樣で あつた。 吾人 
は、 當時 博士が、 雜誌 『佛致 史秫』 に 據 つて、 佛敎の 史的 討究の S 務な るを 號 叶され し文辭 を披 
讀 して、 その 著しく 敦圉け る 興奮 的 態度 や、 かつは 如何に 世人が これを 以て 破天荒 事、 こ 驚愕す 
るなら むか ^ 豫想 せる もの/-、 しき 態度を 追 顧して、 そぃろ 微笑を 禁じ 得ざる ものが ある。 然 
b、 ゎが 國佛敎 學界に 史的 討究の 緊要なる を 唱導され しは、 然く 最近の 事實 であつ たので、 旣 
に 八十 年 以前、 偷 安の 夢 暖かなる 天保舊 幕の 頃に あつて、 早く もこの 秀逸なる 史的 討究の 成果 
を 示せる 西歐 の學界 に比べて、 洵に 慚龈の 至り cf いはねば なるまい。 

さぅながら、 學界の 進展は 決して 昨の 比に あらす、 今や 各種の 知識は 日々 に開發 し、 怫 敎の史 
的 討究の 須要、 また 識者を 俟たす して 認容され るビ いふ 有樣 どなつ た。 询に 機運の 致す <£ ころ、 


實 にこれ 敎界 •學界 の至慶 であ b 至 幸で ある。 乃ち 吾人が、 茲に敎 史篇の 一部を 設けて 這 箇硏究 
の 進路を 紹介 指示せ む どす る 所以 も、 殊更く だ-^ しく 辯 明す るまで もなから ぅ 0 

第二 章  敎史 の範圍 

然るに 凡そ 敎史を 叙せ む どす るに 當つ ては、 須く佛 敎傳播 の 地域を 明かに して、 その 思考の 
分野を 確かむ るの 要が ある。 されば、 こ/' にいは ゆる 敎史 の範圍 ごは、 卽ち佛 敎傳播 の 地域を 
意味す るに 他なら ない。 それ 怫敎は 、上下 三千 歲の 悠久なる 歷史を 有する ものな れば 、これが 
分布の 範圍も 決して 一地 方 •一  區域 のみに 止ら すして、 實に 廣汎を 極め 各 邊に亘 つて ゐる 。もし 
それ 現今 流行の 方 域に 就いて 見む か、 殆ん V」 世界の 全土に 遍し vj 謂つべく、 また 史的 變遷の 分 
野 (: 就いて 見る も、 發 生の 故 地た る 印度は もどょり、 錫 蘭 •緬甸 (Burma). 暹羅 •南洋 •中亞 •西 
域 •支那 •西 藏 •滿蒙 •朝鮮 •日本 等、 その 範圍 決して 狹 小では ない。 而 して 今は 史的 分野を 語る 
1 勿論なる が、 それらの 中、 先づ 生地 印度は、 佛敎旣 に 滅亡して 幾久しく、 現今に あつて は殆ん 
，ミその影を沒せる狀態にあれダ」、近年學者の間に多少信奉の傾向を生じ來り、學解ど相俟つて 
稍々 復活の 兆を 呈 せる 趣きが ある。 その他の 諸 地に あつて は、 純粹怫 敎ど して、 或は 餘 他の 諸 
敎ど 混合して 流行され てゐ る。 而 して 前に も 一言せ る 如く、 (八 頁參 照)、 西 歐の學 者は これ 等傳 
第三 部 敎史篇  j 〇三 


10 因 

播區 域の 別なる に從 つて、 地理 的に 南 ^ 雨 系に 分ち、 かつこれ を 大小 二乘に 配置せ む どして ゐ 
る。 卽ち錫 蘭 •緬甸 •暹羅 及び 南洋 等は 南方# 敎 (southern  Ism) にして、 主 VJ して 小乗 敎 
の 流行を 見來 りし もの、 中亞 •西域 ± 那 •西 藏. 滿蒙 •朝鮮 •日本 等は 此方 佛敎 (Northern  Buddhism) 
にして、 主 VJ して 大乘敎 の 流行を 見來 b しもので ある 。就中 中亞 •西藏 •滿蒙 等は 大 乘敎ビ 雖かの 

シャ マン 敎 B i 巨 g- 5 ) ビの混合敎どな.り居れざ、爾餘の支那。朝鮮.日本等は純粹の大乘敎 
にして、 特に 東方 ® 敎 (Eastern  Buddhism) ビ 名くべき 趣きを 呈 して ゐ る。 而 して 如上の 區別 
は、 もし 嚴密に 論究す る 時は、 種々 の 矛盾 撞着を 來 して、 屢 々劃一を 缺く 憾みは あれ V」、 實際 
の 考究 上 多大の 便宜を 蒙る こ VJ が あるから 、必中し も排棄 すべき 說では ない。 

さて これ 等の 中に あつて、 史的 變遷の 事 實に徵 し、 最も 顯著 なる ものを 擧ぐれ ば、 印度 •錫 
蘭 •支那‘ 西 藏及ぴ 日本の 諸 邦で あらぅ 〇特に 印度 •支 邦 •日本を 以て その 尤 V」 すべきで ある。 古 
來 三國梆 敎の 名稱の 下に、 櫳敎國 の 代表に 擧 示されて ゐ るの も實に 尤もの 次第で ある。 これ 疑 
ひもな くを の傳播 史實の 悠久なる V)、 その 流布 方 域の 廣大な るビ 、かつは その 敎徒 信者の 熟 心 
なる VJ に 理由す る 結果 ビいは ねばならぬ。 されば 今 本講は 、主 どして これらの 地域を 中心 どし 
て 史實の 變遷を 迎 り、 以て 敎史討 究の弄 引に 擬 托せぅ ビ思 ふ。 


第三 章  敎史ご 資料 
一  印  度 

佛赣子 抑々 印度 佛敎の 史迹を 討ね むには、 先づ以 て釋 尊の 傳 記より して 開始すべき であ 
る。 尤も それより 以前に 澱つ て、 印度の 思想界の 槪況を 一考し、 以て 佛陀 敎說の 系統 因 緣をそ 
れに覚 むべき 要 あるは、 いふまで もない こ VJ では 1) るが、 しかし それ VJ て、 猶且史 » 起點を 釋 
尊に 置ける 上に ての 叙說の 次序で ある。 されば、 驛 尊の 出世を 以て その 起點ど すべきは、 正に 
至當の 沙汰 ど いはねば ならぬ。 但し 今本講 にあつ ては、 旣に佛 傳篇を 別 開して、 釋 尊の傳 記を 
檢 討した るを 以て" その 部は かれに よつ て 了 得せら るべ く、 よつ て 次には、 卽ち佛 弟子の 傳記 
を 考察す ベ き 順序 どな る わけで ある 〇そ の佛 弟子 yj は、 佛陀 在世、 その 人格を 中 v >L yj して 利 ^ 
せる 僧伽 (sa s- gha) の 人々 を 指す ので あつて、 卽ち舍 利 弗 •目 連 •迦葉 •阿 那律 > niruddha r 
須 菩提 (subhllt r 富 樓那 (pflr -y a) 等、 いは ゆる 十大 弟子の 人々 を 始め、 釋尊敎 圈に攝 屬せる 
諸聖を 指す ので ある。 渠等は 何れも 親しく 世 尊 一代の 敎 化に 浴し、 犬に 正 法 傅弘の 使命に たづ 
さはれ る 聖賢で あつて、 洵 にこれ 等 聖賢の 行爲 せる 外面 的 事跡 ビ 、その 抱懐せ る 思想 的 內容ど 
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の檢 M は、 敎曾 •敎理 の 各 史的 詮顯に 資する どころ 甚大なる もの あり、 乃ち これ 佛敎 史上の 要 部 
に 位せる もの ビいは ねばならぬ。 而し てまた 特に 注意すべき は、 これ 等の 討究が、 學解 的考綠 
以外、 修道 的 目的に 資する ころ ® なからざる もの ある こぐ J これで あるり 何 なれば、 これ 等 
の 人々 ' 0 生涯を 討ね て、 何人も 先づ その 奇異の 感に 一驚 さる、 は、 その 行跡の 大部分が、 餘 b 
に 俗界 味の 豐かな る情緖 生活に 纒繞 され、 至純なる べき 聖賢の 生涯 も、 かしくて 殆ん V」 惱 まし 
き 官能の 煩擾鬪 爭裡に 始終せ る こどで あつて、 さて こそ 學者は 、この 斷て V」 も盡 きせぬ 深拔な る 
人間 欲求の 暗 面の 如何に 峻烈なる かに おの、 かさる る vj 共に、 而も これ 等の 聖賢が、 克 くその 至 
難 / i: る 峽瀨を 通過 操縦して、 雄々 しく も 法を 踰え ざるの 奮 鬪を敢 てした 偉大 さに 欽 仰せざる を 
得ざる ベく、 やがて これ 諄々 たる怫 陀の 慈誨ど 相俟つて、 いよ/ \ 求道の 土に 嚴肅な る 思念を 惹 
起さし むべ く、 げ に 向上の 一路は、 這裡に ゆた けく 展開 さる、 を 認めら る、 からで ある 〇然 b 
渠等の 多くは、 五 欲の 巷 域に 溺 惑して、 漸く 人生の 無常に 目 醒めた 悲慘な る 行者 か、 爾らす ば、 
最初より 謹嚴 なる 律法の 制 淀に 格從 して、 あたら 感官の 不具に 安靜を 持した 沈痛なる 道士で あ 
る。 これ 等の 行跡は、 如何 {: 力强く 修道の 至難を 省 慮せ しめ、 緊張 自 守の 道に 生きむ こどを 痛感 
せし むる こ VJ だら ぅ。 これ 實に怫 弟子 傳の檢 討 者の 總てに 暗示 さる、 警鐘 覺螺 でなければ なら 
ぬ。 乃ち 吾人は* この 修道 的 意味よ b しても、 特に 這般の 討究を 學 者に 促さむ ビ する もので 


ある 0 

參 考書佛 弟子を 傳 叙した 參考 文書 VJ して 先づ 第一に 擧 ぐべき は、 

一 佛 弟子 傳 一卷山 邊習學 著 (大正 二 年刊) 

である。 この 書は 專門 的學究 の發 表では なけれ V」" 平易なる 所 明に 加 ふるに、 著者の 敬虔なる 
態度を 以て 執筆され てゐ るた め、 その 謹嚴な る 文辭は 、怫 弟子 各々 の 行跡の 事實ど 相俟つて、 
讀 者を 感動せ しむる どころ 多大なる ベく、 されば、 實に 如上の 修道 的 目的に も ふさは しき 恰好 
の 書 ど 謂つべき である。 而 して その 叙說 は、 一事 一項 何れも 仔細に 出 所 典據を 明示せ るた め、 
學徒 由つ て 以て 専攻の 資に 供せば、 蓋し 獲ろ どころ 多き を 致す こど、 信す る。 邦文 唯一. の ® 弟 
子傳 ご して 推稱 t る b けで ある。 次に 藏經 中に あつて その 主なる ものを 覓むれ ば、 

一一 增一 阿含經 第三 卷東 晋權曇 僧伽 提婆譯 (昃 一) 

1_1 怫本 行集經 第三 十三 卷以下 隋闍那 崛多譯 (辰 八 •九) 

四怫五 百 弟子 自說 本起經 一卷 西晋竺 法護譯 (宿六) 

等 あり。 (1一) 『增一 阿 含經』 に說く  vj ころは、 第三 卷 弟子 品 以下 記事 極めて 簡潔な れ V」、 原始 敎圈 
の 資料 ビ して 重ん すべく、 S 『怫本 行 集經』 は、 旣述の 如く  (七 九頁參 照) 佛陀の 行跡に 點 綴して、 
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第三 十三 卷以 下佛 弟子の 記事 甚だ 詳細を 極め" (w) 『做 五 百 弟子 自說本 起經』 は、 一 小 短篇な が 
ら 、偈頌 を 以て 諸 弟子の 本 因を 叙せ る もの、 その 記事は 題號の 如く、 弟子 各々 の自 說の體 裁を 
なして ゐる 。その他 廣く 長短の 記事を 探れば、 經律中 その 資料 點 々甚だ 多く、 何れも 學 者の 耕 
耘 に 俟たざ る もの ビては ない。 その 一 班、 かの 『佛 弟子 傳』 の卷 頭に 列す る どころ の 文書に よつ 
て 知るべく、 普く 有志の 討究を 促す 所以で ある。 

敎 S 略 印度佛 敎史 は、 その 始終を 通じて、 通常 三 期 又は 四 期に 劃され る。 尤も そは、 史家 
の 意見に 隨つて 夫々 相違 あるは いふまで もない yj ころで ある。 而 して 今 こ、 に述 ぶる どころ 
は、 唯 史實の 略抄に 過ぎざる ま、、 それ 等の 所談 は擱き 、 * に 史實の 叙說に 就かねば ならぬ。 
夫れ 釋 尊の 入滅 後に あつて、 史上に 顯はれ し 主要なる 事實 は、 佛說の 編纂 卽ち 結集の 擧行 であ 
る。 蓋し 佛陀 最後の 遺誡た る、 減 後、 法 ^ 律 どに 依るべき を敎訓 せられし 金言は、 諸々 佛 弟子の 
間に 深く 肝銘され しど ころで あつたに も 拘らす 、たま. たま かの 癡人善 賢の P4 びし 暴言は (七 頁 
參照) 、いよいよ 佛說 編纂の 急務を 警覺 せし むる に 至り、 いは ゆる 結集 合議の 實 現を 促す に 及ん 
だので あつて、 實に遺 敎の正 統權 威を 保持せ しむる vj 共に、 且は遐 代 流通を 期して なされし も 
の V」 いはねば ならぬ。 乃ち 減 後數月 " ft 初の 雨期に 於て、 上 首 摩訶迦 葉は 五 百の 比丘 ど 共に、 


摩揭陀 の 首都 王舍 城の 附近な ろ ®: 婆 羅山 (vaibll.lra) の 麓、 七葉巖 (sattapl T- goha) に 於て こ 
の聖 業を 開始した。 當時 摩揭陀 には" 阿 閎世王 (>j ミ ^ ^ S) あり。 王は 往年、 かの 『觀無 量 壽經』 
に 說け る王舍 城の 悲劇を 釀 成せる 主要人物 ビ して 名高き 人、 當時 は旣 に ilr 尊の 敎誨に 導かれて、 
只管 怫 敎の弘 布に いそしみ、 正 法の 外 護に 與 つてゐ た。 仍つて この 結集に 際しても、 新に 數 多の 
會衆 を收容 すべき 一大 精舍を 建設して、 議場に 提供し、 以て 聖業 の進锣 を 容易なら しめた。 かく 
て 優 波 離は 律を、 阿難は 經を誦 出し、 討議 合 誦七グ 月に 亘つて 全ぅする 事を 得た •£ いふ。 いは ゆ 
る 第一 囘 結集 これで あつて" これを 合誦 者の 數に從 へて 五 百 集 法 どい ひ、 或は 結集の 場所に 約し 
て 王舍城 結集 どもい ふ .0 而 して その 結集 どい ふ も、 た V 怫說を 誦出 合議す どの 意味に 止つ て、 現 
今の いは ゆる 記述， 編纂の 程度に 亘らな かつた 事は、 旣に 述べし 所の 樣で ある。 

さて この 結集の 際には、 も VJ ょり 幾多の 僧徒の 集合せ る こ ^ 、 て" 多少 意見の 相違を 釀 せる 
結果を 見た こどは いふまで もない VJ ころで ある* か、 その後 歲 月の 經過に つれ、 その 中の 自由 思 
想を 抱ける もの. か 漸次に 增邡 し來 り、 これ 等は、 保守 思想を 守れる もの ビの 間に、 自然 意見の 
衝突を 來すに 至り、 いは ゆる 積極 •消極 二 派の 爭 ひを 以て、 終に 第二 囘 結集の 擧行を 見る に 至つ 
た0滅後約一百年(或は一百十年どの說あり)にして、吠舍釐に於ける弗栗恃族(ね> < 一とご 
>vajji) の 比丘 等、 主 VJ して 戒律の 解釋 に關 し、 いは ゆる 十 事の 異說 を唱 へたから、 その 許否 
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如何に 就いて 七 百の 比丘 相 集まつ て 討議 さ rL たる もの" 卽ち これで ある。 その 動機 かく 戒律の 
十 事の 許否 如何に あつた (£ はいへ、 そは 唯 表面の 理由に 他なら すして、 更に その 奥底に" 寬嚴 
二樣の 思想 的 相違を 醞釀 せし に m 來せる こどは いふまで もない。 而 して その 結果は 保守派の 勝 
利に 歸し 、渠 等は 十 事を 以て 非 法 どして 斥け、 益々 峻嚴な る 操守に その 面目を 保持せ ぅごした。 
茲に 於て か 自由 派は、 止むな く 別に 有緣 の； § を 覚めて 自說を 擁立す る こど、 なぅ、 かくして 保 

守 VJ 進取 ど - ^卽ち 後世に いは ゆる 上座 (sth;1  vinll,i)  VJ 大衆 (MaMsa g- ghikal ♦一) VJ の 分裂の 萠 

芽を こ、 に 見る に 至つ たので ある。 而し てこの 時の 結集は、 また 合議 者の 數に從 へて 七 百 集 法 
VJ いはれ てゐ る。 なほこれ は、 かく 主 ^ して 戒律の 解釋に 就いての 會合で は あつたが、 更に ま 
た廣 く敎理 上の 異同に も闊 係して ゐたど 推察され るので ある。 

さて 敎圑 分裂の 動機を かく 十 事 非 法の 紛 諍に 置く は、 南方 所 傳卽ち 『島 史』 •『大 統史』 等の 所說 
に從つ て 記した ので あるが、 北方 所傳 にあつ ては、 これを 以て 摩訶提 婆 (Males) !!] ち大天 
の 五 事の 新說に 基す ビ傳 へ&れ て ゐ る。 世 友 (vasumitra) の 『異 部宗輸 論』 に述ぶ る どころ 卽 
ち これで あつて、 これに ょれば、 滅 後百餘 年、 有名なる 阿育 王 時代に、 大天が 五 事の 新說 を唱 
へ、 これに 賛成せ る 一派を 大衆 部 VJ 名け、 これに 反對 せる 一派を 上座 部 VJ 名く。 上座 部は 大天 
の 新說を 目して、 妄語 ど 罵り 非佛敎 VJ 斥け、 大衆 部は これを 擁して、 正說ど 立て 眞怫敎 VJ 唱 へ、 


互に 强硬な る桔抗 を續 けし 結果、 上座 部は 終 r. 北 移して 迦 濕彌羅 ( « p sv &p) に 去つ たどい ふ 
こ VJ である。 而し てこれ 等 南北 兩傳の 是非 如何は 姑く 別項に 讓るビ する も、 どまれ、 これ 等の 
事情よ b して 敎圑分 裂の 旗旆が 愈々 鮮明に 趣いた こ (£ は、 爭はれ ぬビ ころで ある。 

かくて 极 本の 分裂 始まる や、 爾來 思想の 發達は 、各自い よいよ その 所見を 異にして、 これ 等 
の雙 幹より 更に 幾多の 枝條を 分派し、 大約 三百 年の 間に 終に 二十 部の 多岐に 亘 るに 抵 つた。 『智 
度 論』 第 六十 三に 五百部に 分裂した ビ あるが 如きは、 もどより その 多數を 形容せ る辭に 過ぎ ざれ 
V」、 如何に その 異說 立派の 多 かつた かを 想像す るに 難く はない。 就中 大衆 部に 四 囘八裂 (一 說. 
說 出世 •鷄胤 •多 聞 •說假 •制 多 山 •西 山 住 •北山 住の 八 部) ぁり、 上座 部に 七 囘十裂 (薩婆 多 •犢子 • 
法 上 •賢冑 •正 量 •密秣 山。 化 地 •法藏 •飲 光 •經 量の 十 部) ぁり、 これに 极本 二部を 加へ て、 いは ゆ 
る小乘 二十 部 どい ふ。 而し てこれ 等 各部の 內 容を檢 すれば、 こは 單に 分裂 ビい はむ よりも、 寧ろ 
小乘 思想より 大乘 思想に 趣け る 過渡の 狀態ど して 認む るの 適當な るを 覺ゆ る。 卽ち これを 以て 
大小 兩乘の 楔 子 ど 見ねば ならぬ ので ある。 洵に 原始 佛敎 は、 小 乘敎義 に 於て その 俤を窺 ふべき 
はいふまで もな く、 大乘 敎義の 如きは、 實 にこれ 等の 過程より して 後世に 發 達せる ものなる こ 
ど を 知らる ゞので ある 0 

さて 滅後 二百 年を 經 て、 紀元前 第三 世紀の 末葉、 阿育 王 出で、 佛敎 の發展 著しき 進埗を 見る に 
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至つた。王は有名なる正法保護の明君どして、かの基督敎に於けるコンスタンチン大帝 0 0? 
stantin) に 比せら る、 w ころで ぁるが、 その 初めは 殘 忍の 資を以 て、 主 どして 殺伐の 擧行 を敢 
てし、 殊に 南方 羯 _ 倣 (Kal p: lga) の 征討に 方つ ては、 悲慘 顫慄の 結果を 示した。 茲に 於て か 王の 
心は 大に 動き、 悔悟 痛惜の 情 甚だしく、 爾來 全く 干戈を 絕ち 、只管 慈悲 忍 辱を 示して、 以て 正 法の 
護持 弘 布に 奉仕せ む ビ 誓つ た。 されば その 印度 統一の 威勢を 以て、 普く 佛敎を 國內 •國 外に 流通 
せしめ、 從來 、中 印恒 河の 邊に 跼蹐 して、 いは ゆる 地方 的怫敎 たるに 止れ るを 擁 布し、 その 全 
印は もどょり、 廣く 四隣の 異域に 弘傳 して、 まさに 世界的 宗 敎に擴 張し" またい は ゆる 第三 囘 
結集を 擧行 して 正 法の 紛亂を 防ぎ、 更に 普く 有 德の敎 使を 四邊に 派遣して、 大擧 無上の 法 雨を 灑 
澤し "布令* 造 寺 •慈悲 •祭政、 一 ど して 庶民の 欽 仰に 沿は ざるな く、 洵に 達磨 阿育 (Dllarmc ^ oka) 

の名聲 千載の 下に 輝く の 偉業 VJ 德行 VJ を實 現した。 就中 第三 囘 結集は、 首都 波 叱 釐子诚 (一 ^ t〒 

f 

一 iputra) 卽ち 華氏 城の 鷄園寺 (Kukkltrla) に 於て 目犍 連子 帝須 (Maudgaly々aniputraTissa) 
を 上首ど し、 衆 僧 一千を 選び、 九 ヶ月に 亘つて 行は れた もので、 合議 者の 數に從 へて 一千 集 法 
VJ いひ、 また 結集の 場所に 就いて 華氏 城 結集、 X」 もい ふ。 而 して 四邊に 於け る開敎 は、 實 にこの 
結集の 直後に 行は れ たもので ぁつて、 錫 蘭 •南海' 中亞 •希 •埃 等に 抵 るまで、 廣 域の 法 澤は 、偏 
にこれ 王の 偉業に 俟つ £ ころで 1) る。 


力く の 如く 阿育 王に よつ て 一度 世界的 宗敎 なれる 佛敎 は、 その後 約 四百 年間、 迦腻 色迦王 
( ?I u .g ka) 出世の 頃までに は、 國 外の アフガン > 0? プ sistan)  •中亞 方面に 於て 健全なる 地盤を 
捷ち 得、 更に これよ b 東漸して、 支那の 大地に 法 雨を 灑 ぐべき 途路を 拓き 、益々 傳播の 地 或を 
廣む るに 抵つた ので ある。 さりながら 國內に 於て は、 障 緣害事 頻りに 臻 り、 一時 佛敎の 暗黑時 
代を 見るべき 止むな きの 狀 態に 陷つ た。 然る 所以は、 滅後 三百 餘年卽 ち 紀元前 第二 世紀の 末葉、 
富 奢 蜜 多羅 (rL—mitra) 孔雀 王朝 (Maulya) を 亡ぼして 篡 立し、 いは ゆる シュン ガ 王朝 (g E. aQ p) 

を 匐む る や、 偏に 婆羅門 敎を 崇拜 して 佛敎に 迫害を 加へ、 堂塔を 破棄し 名僧を 殺戮した ど傳へ 
らる 、ま？ の 後の 王朝： j あつても、 引續き 佛敎に 好意を 示す こどが なかつ た繁 、乃ち 佛敎 
は 中 印に 於て 蠢の 悲運に 趣く やぅに なつた ので ある。 され》、」 これ 等 迫害を 受けし 避難者の 趣 
ける VJ ころ、 主 V」 して 北 印に あつて は、 却て 佛敎大 に 隆盛を 來し 、特に 當時北 印 奢揭羅 ( ^ OQ P P ) 

S 住せる 希聖麗 圓 ndp,  6^  Menandss) は、 長老 那先 (N 雪 Sena) 卽ち 聾の 

敎化 によつ て 怫敎に 歸 依し、 大に正 法 護持の 美擧を 示した 〇兩 者が 怫敎 々義 特に 無我に 就いて 
問答 往復せ る 書を ば、 巴 利 語に て  <こ// ? :^ テ S- ミ 7 / ミ = (『彌蘭陀問』) (£ いひ、漢,にて『那先ヒ 

丘經』 基へ、 世人 周知の 有名なる 對屬 であ， る。 而 して 後世 佛敎 美術の 代表に 指示 さる、 い 
は ゆる 健 驚 美術が、 串」 して 露に 大成され しこ， yj も、 询に 佛敎 興隆の f 思は せる もので 

第三 部 敎史篇  ， i 


ある。 蕾に 健駄羅 美術の みならす、 中 印に 於け る テ ー ンチ やブハ ルフト 古 塔 レ F^ 垣に g さぐた 
る豐膽 なる 彫刻に 就いて 案す る も、 その 時代に もビょ b 多少の 前後 a あれ ざ、 久しく 中 印が 萎 
微 不振 (: 沈みき つて ゐた のでない こ V」 が 想像され る わけで ある 0 

さて、 かく 中 印に あつても、 怫敎が 一時の 悲運ょり 遁れ て、 漸く 復興の 萠兆に 趣け る こど、 
て、 勢 ひ 敎界內 に異雙 見を 樹 つる もの 多く 出で 來 り、 卽ち茲 に 幾多の 分派を 見る に 至つ た 
蓋し これ 敎法 隆盛の 反影 U きで、 敎團の 膨脹は、 その 必然の 結果 ^ して 反 量 說を釀 す 
る こ 至る こ VJ は、 今更い ふまで もない ビこ ろで ある。 かくして 迦 腻色迦 王の 時代 頃には 部 派 
十八を 算す るに 至り、 これに 根本の 二部を 加へ、 いは ゆる 小乘 二十 部の 生じた こどは、 旣に一 
言せ る 通りで ある 0 

迦 腻色迦 王は 支那 西邊に 住せし 月 支 種族の 後裔で あつて、 減 後 六 百年、 紀元 第二 世紀の 初め 
に 卽 位し、 いは ゆる 貴 霜 王朝 ( ^ .i s *p ) なる 一大 帝國に 君臨した ので ある。 その 事跡 漠然ぐ」 
して 明示し 難き は 遺憾の 至りな れ f，、」、 佛敎 史上 第二の 阿育 大帝を 以て 目 せらる、 正 法 保護の M 
人で ある。 王の 事跡 中 特に 有名なる は、 その 配下に 於て いは ゆる 第四囘 結集の S された こど 
である。 卽 ち王佛 門に 入つ てょり 脇 比丘 (这ふ S) の 指導に 從 ひ、 世 友 以下 五 T] の碩學 を迦濕 
彌 羅に會 せしめ、 十 有 二 年、 具に 三藏の 纂輯を 試み、 特に その 註释を 編した どい ふ。 その 一部 


ご 稱 せらろ、 論 藏 中の f 毘婆沙 論』 は 1 新 舊の 雨譯現 に藏 中に あつて 流布され てゐ る〇而 して 敎 

說の 記録 書寫を 見た るは、 實 にこの 時を 以て 最初 ^ す ^ 傳 へられ、 また この 時 (: 大乘經 典の 钻 

集が 行 はれた ビも傳 へられて ゐ る。 更に 附記すべき は、 有名なる 文豪 馬 鳴が この 結集 (: 參 加し 

た VJ いふ こ VJ であるが、 そは 恐く 當を 得た 說で はなから ぅ〇い は ゆる 馬 鳴の 出 - i: は、 如何にす 

る も 王の 少後 ど考 へられ、 從つ てこの 擧に參 すべく も あらぬ VJ 認めら る、 からで ある 〇而 して 

世に いは ゆる 『起 信 論』 の 著者が、 この 馬 鳴で ない こども、 近時の 硏究 にょつ て、 普く 喧傳 さる 
、どころ である 0 

滅後 六百餘 年、 卽ち 紀元 第二 世紀の 後半、 龍樹 (N cs' arjga) 南 印に 出で、 大に大 乘空敎 の 
法 門を 唱導した。 蓋し 大乘敎 義の顯 はに 世に出で しは、 當 時を 以て 嚆矢 どすべく、 もどょり 多 
少の 思想は、 從來の 小 乘敎義 中に も 含有され たれ V」、 まさしく 表面の 發達 は、 實に渠 龍 樹を以 
て 目 さるべき である。 而 して 渠 の學說 諸 法實相 論は、 主 ^ して 大乘の 空 門に 屬す べき もので、 
いは ゆる 中 觀宗の 名の 下に、 後世の 瑜伽宗 ど 對 比して、 雙 々印度 佛敎の 二 大潮 流 どなつ たこ ど 
は、 敎史を 貫通しての 一大 偉觀 ど いはねば ならぬ。 資弟提 婆 ( U CS) は、 渠を繼 いで この 說 
を 高唱 した 偉人で ある。 なほ、 この 前後、 小乘敎 にあ つても 著しき 發達 あり、 主 どして 迦濕彌 
羅 .健 駄羅 等の 北 印に 行は れ 、就中、 有 部には 優 波 扇 多 (upa#nta r 達磨 多羅 (Dharmatrata) 等 
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の學匠 あん 經 部には 鳩 摩羅 邏多 (穴 _<PEha)  •襄邏 多 (srilabdha) 等の 巨 器 あぅ、 更に 
『成 實 論』 の 著者訶 梨跋摩 (K§.srms) の岀世 も、 また 當時を 距る こ ^ 遠くは なから ぅ 〇惜い 
かな、 これ 等に 關 する 文献 極めて 稀少、 加 ふるに 訛傳 重々 して その 眞相 甚だ 明瞭を 缺 くもの ♦か 
あ る。 而し てこの 間、* 印。 ァフガン 等の 地方よ b 東方 支那に 趣いて 傳敎翻 譯に從 事す る もの 
續 々輩出し、 かの 地に 於いて、 大に 怫敎 促進の 助緣ビ なれる 點に徵 する に、 本土に 於け る佛敎 
盛榮の 程 も 推察 さる、 b けで ある。 蓋し これ、 先の 迦腻 色迦 大王の 正 法 發展の 繼續餘 勢 ど 見る 
べきで ある。 

減 後 九 百年よ b 一千 年に 至る 間、 卽ち 紀元 第五 世紀 中に 無 著 (>s e- aq p) 出世し、 北 印 健駄羅 
よ b 中 印 阿踰陀 > '< 0臣> 0--. )に來りて大に瑜伽大乘を唱ふ。實弟世親 < 泛|旦また北地 
.にあつ て 敎界の 霸者ビ して 名 聲を馳 せた ◦世 親 初め 小 乘敎を 鼓吹し、 『俱舍 論』 は その 當 時の 力 
作の 代表で あつたが、 無 著の 慫慂 によって 大 乘に歸 入し、 力めて 摩 訶衍の 興隆に 奉仕した。 その 
外護者どして、當時の主權卽ち笈多王朝( 〇 € ^ の超0 < ^ 屋|>、3及び新日(安1|73 
二王のありしこどを忘れてはならぬ。無著*世親の學說を比較するに、もどよゎ.幾分の逕庭相違 
する ど ころな きに あらね V」、 何れも 大乗の 有 門た る 賴耶緣 起 論を 主張す るに あつて、 特に 無 著 
は その 創唱者 にして、 世 親は これが 紹述 者た るの 趣きが ある。 對 法論 宗實に 茲に 於て か參 興し 


かの 中觀 空宗ビ の 雙脈 流れを 分つ に 至つ たので ある 〇當 時は また、 小乘有 部 (: 於ても 多少の 活 
氣 あり、 悟入 (skallclhila)  •衆 賢 (salhghabhadra) 等" 中に 於て 顯は る。 その 世 親 VJ の 挑 論の 始 
末は 普く 世人の 知れる VJ ころで ある。 なほ 當時に あつて 特に 注意せ ざるべ からざる は、 大乘佛 
說 •非怫 說 問題が 大に 喧噪を 極めし こ VJ これで ある。 無 著の 如きは、 實に大 乘佛說 擁護の 第一 人 
者で あつた。 而し てこの 時代には、 前代の 佛敎 支那に 入つて、 乃ち 毘曇 •成實 •三論 等の 諸宗が 
起つ たので ある。 後 節 支那の 敎 史の條 下を 參 照して 知るべし 0 
滅 後一 千年 以後、 卽ち 紀元 第 六 世紀 以後に あつて は、 印度 佛敎史 中" 敎學の 最も 發展を 極め 
し 時代を 現出し、 かの 中觀 系統に あつて は淸辯 (Bhavaviveka) 及び その 一派 あり、 瑜伽 系統 
にあつ ては、 護法 (Dharmaula)  並に その 一門 あり、 何れも 稀代の 學匠ビ して、 當時 敎界の 
首腦の 位置に あつた。 特に 護法は、 かの 唯識十 大論師 の隨 一で、 後世 支那に 興れる 法相 宗 は、 
全く 渠の 主張を 相承せ る ものである。 いは ゆる 十 大論師 ごは 世 親の 『唯識 論』 を 解說 せる 代表的 
十 家を 指す ので あつて、 渠以 外、 親 勝 (Bandh g. ri r 火 辯 (citrabh .§' a)  •安慧 (sthh.amati)  •難陀 
(Nanda) 等、 何れも 傅 法の 巨 器たら ざるは ない。 なほ 淸辯 の資に 智光 (Jlaprabha) あり、 護 
法の 資に戒 賢 (silabhadra) あり、 互に 中觀* 瑜 伽の 敎義に 立つ て 下らす。 特に 戒 賢の 統率せ る 
那爛 陀學園 (Nalauda) は、 當時 敎界の 淵叢、 學 壇の 中樞ど して 前後 その 比な く、 洵に學 解の 百 

第三 部 敎史篇  |  I 七 


華繚亂 (f して 薰 郁し、 瑜 伽の 盛 行 正に その 頂點に 達せる の觀が あつた 。支那の 支 笄 ♦かこの 地に 
旅行して 該學 園に 投じ、 學 成りて、 その 敎 系を 故國に 布け る こども 學 徒の 記憶に 親しい。 なほ 
この 期の 初めに あつて、 瑜伽 系統の 陳那 (Dign crq' a) 出で、 幽靜な る アジャンタ ー (Aja :s- »« ) の 
窟院に 禪 思を 凝し、 怫敎 論理 卽ち因 明學說 (Hetuvidy a の 上に 一新紀元を 劃せ る こ VJ も 注意せ 
ねばならぬ ビ ころで ある。 而し てこの 時代の 初 頃には、 前代の 無 著 •世 親の 敎學 盛に 東方に 流 傅 
され、 乃ち 地 論 •攝論 等の 諸宗が 起つ たので ある。 

滅後 一千 百年、 卽ち 紀元 第 七 世紀の 初頭に 卽 位せる 戒 日 王朝 (sltya) の戒 日は、 大に佛 
敎を保 護し、 上に 述べし が 如く、 當時 たま/ \ 多くの 大乘學 匠 輩出せ る こざ ゞ て、 普く 大乘敎 
義の 隆盛を 見、 なほ 小 乘佛敎 にあ つても、 古來の 地盤を 保有して 衰へす 、兩敎 の 流布は 依然 ど 
して 行 はれた。 而 して 當 時に あつて 特に 注意すべき は、 卽 ち秘齋 佛敎の 流行で あつて、 中 印の 
善無畏 ( r bhakrasiihha) 南 印の 金剛 智 (vajrabodhi) 及び 錫 蘭の 不空 (Amogha) 等、 相 前後 
して、 旺ん にこれ を 支那に 傳弘 した。 蓋し 當 時に 於け る 秘密 佛敎の 流行た る や、 これ 佛敎 ♦か 印 
度敎 (Hinduism) ど 朱 紫 混合せ るょ b して 來 せる 結果で あつて、 必す しも 怫敎盛 榮の證 左 ご 
いふべき ではない。 果然、 減 後一 千 二百 年、 卽ち 紀元 第 八 世紀 以後に 至る や、 佛敎 次第に 衰頹 
K 趣き、 殊に 中 印に その 勢力を 失して ょり、 南北の 各地に 幾分 餘 命を 存した れざ、 '# に 取 b 介 


て、 稱す べき ものな く、 かくして 減 後一 千 七 百年、 卽ち 紀元 第 十三 世紀の 頃までに は、 印度の 
佛敎 全く その 地を 拂ふに 至つ たので ある。 惟 ふ •し、 かく 衰滅を 來 せる 原因は、 蓋し 各種の 事情 
併 起の 結果た るは いふまで もない ビこ ろで あるが、 就中 印度 敎の 勃興 ビ異 民族の 迫害 ビは 、蓋 
しその最も大なる原因ビいはねばならぬ。前者にあつては、かの商羯羅(ヂロー〈岂)の如き印度 
敎 復興の 偉才 あつて、 怫敎の 精粹を 偷んで 以て 自 法を 莊嚴 し、 いは ゆる 敵 刀を 以て 敵 頭を 截つ 
の 態 反に 出で、、 著しく 怫敎 衰頹の 促進を 來し 、後者に あつて は、 卽 ち IE1I 敎 徒の 辛辣なる 侵入 
にょつ て、 過酷なる 迫害を 佛敎に 加へ し 結果、 さて こそ 正法滅 C の慘 事を 招く に抵 つたので あ 
る〇 その他、 內 外の 事情に つれ、 なほ 幾多の 原因を 數ふべ きも、 今は 一々 これを 擧げす 、學者 
宜しく 後の 專攻に 俟つべ し。 かくして 本土の 佛敎 全く その 面影を 拂ひ 、却つ て 四隣に その 面目 
の 維持 さる、 狀態 V」 なり、 今や 內地に あつて は、 外來 僅少の 信徒の 處 々に 散在す る あるの み。 
あはれ 佛陀伽 耶の高 塔* 中天を 壘摩 する の壯觀 を 呈せざ も、 ァジャンタ— 寶窟の 美術、 世界の 
絕品 たるの 至價を 示せ ざ も、 大聖 出世の 跡、 正法發 達の 史は 、國內 無關の 悲運を 迪り 、只々 
聖地 巡禮 の、 跡を® ぶょす が どなれる に， 過ぎない ので ある。 

研究 要 以上 略して 印度 怫敎 變遷の 一端を 叙した ので あるが、 も ビょ〇 略 中の 略 どして、 た 
第三 部 敎史篇  二 九 


> 初學人 門の 弄 引に 擬せ るの み。 若し それ 進んで 專門的 硏究に 着手す るに 抵つ ては、 異說反 見 
續出累 起、 洵に その 是非の 至難に 茫洋の 嘆を 洩 すの 餘儀な きに 至る であらう。 蓋し 曩 にも 一言 
せる 如く  (五六 頁參 照)、 歷史 の暗黑 、文献の 缺乏を 以て 特徵 VJ せる 印度に 於け る 史的 現象を 討 
査す るに あれば、 その 困難 もも どより 當然の 次第で あつて、 正に 這般 難局の 硏究に 正面す る學 
者の、 豫め覺 悟を 以て 向 進すべき VJ ころで ある。 さらば 左に、 例によつて その 異說の 喧しき 耍 

項を 摘記し、 併せて 現時學 壇の 有力なる 唱說の 一 班を も 紹介して、 以て 學 者の 注意を 惹 くの 一 
助に 供せ う。 

それ 印度 佛敎史 の 劈頭 先づ 以て 異說の 提出 さる、 ものは、 卽ち 第一 囘 結集の 事 實に關 してぃ 
ある。 南傳 に あつて は" 經 •律 二 藏の誦 出を 傳 ふるに 止まれ V」、 北傳 にあつ ては、 更に 論藏の 編纂 
ありし こ ど を 記し、 なほ また 窟內の 結集に 參加 する を 許されな かつた 窟 外の 大衆が、 別に 經 •律 。 
論 •雜集 •禁 呪の 五藏を 結集した vj も傳 へられて ゐ る。 その 是非 如何は、 もどより 硏究の 結果に 
俟つべ き VJ ころでは あるが、 試みに その 當否 如何を 略叙せ むか、 由 來論藏 は、 怫敎の 哲學思 辯 
の 一面に 立てる ものにして、 滅後 聖賢の 述作に 俟つべ きもの、 然るを 佛說の 編纂に 際して、 同 
じく これを 誦 出す VJ は 到底 考へ 得べ からざる ビ ころで あらう 〇況む やその 誦出者 も 明示す ベ か 
らざ るに 於て を や。 また 窟 外の 結集に 就いても、 その 史實を 推 鑿す るに 極めて 模糊たり 〇矧む 


や 雜集 •禁呪 等 諸藏の 編纂の 如き も、 もビょ b 容易に 信じ 得べき ど ころでは ない。 尤も 迦葉一 
派に 慊ら ざる 衆徒 等 互に 群集 合議して、 別個の 意見を 交換せ る 如き 事情は なきに しも あらす、 
或は それ 等の 事情ょり、 界外 結集 說の 流傳を 見る に 至つ たか も 知れね V」、 由つ て 以て、 後代の 
上座 •大衆の 系統 素地を これに 覚めむ ビす るが 如きは、 決して 當を 得た る見界 どはい ひ 難から 
ぅ。 なほ 因みに 一言すべき は、 ォルデンべ ル ヒやス ミスの 諸氏が、 この 第一 囘結 集を 以て 單なる 
發 明に 過ぎす VJ して 否定せ むビ せる こ である。 (ref •〇一 denberg  :  Tye s v ミ ^ ^ ^ こ 
VOL  I,  Jntrod.  25—2 00 ;  and  S S >3 .A  5 •ご 190 r p.  8420。 さりながら、 そは 餘 りに 皮相の見 
解 どい はねば なるまい 〇學者 宜しく これを 質すべし 。なほ 以上の 他、 この 結集に 際して、 會議 
合誦の 場所を 考究し、 所集敎 法の 敎 格を 査定し、 更に 當 時の 語學の 如何を 檢竅 する 等、 一々 の 
詳細に 就かむ か、 問題の 伏在す るビ ころ 重ねて 多き を 加 ふ。 今 その 要項の 一端を 指示す るの み。 

次の間 題は 第二 囘 結集に 關 してぃ ある。 この 結集は、 旣に 一言せ る 如く、 主 ビ して 戒律に 就 
いての 討議で あつたが" 果して それ 以外 何等 敎義に 就いての 論談が なかつ たで あらぅ か、 恐ら 
くは 然らす 、その 戒律を 標榜す るが 如きは、 た > その 討議が 主 項を なして ゐた 、めで あつて、 
も ^ ょり 敎義 に關與 せる 問題の 含まれて ゐた もの VJ 見ねば ならぬ。 また 討議に 敗れし 進取 黨の 
一派が、 更に 別に 結集せ b どの 傳說 も、 大に 考案すべき 問題で あつて、 これ また 早計を 下す ベ 
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きでは ない。 而 して 敎團の 根本 分裂が この 結集に 起點を 置く や 否やに 就いての 南北 兩傳 は、 そ 
の 異說の 最も 主なる ものな れば 、更に 一言を 贅する ころがなければ ならぬ。 

旣に 記せる が 如く (一一  〇頁參 照)、 南傳 にあつ ては、 根本の 分裂を、 滅後 百年 吠 舍釐會 議の十 
事 新說に 置かむ VJ し、 北傳に あつて は、 滅後百 餘年大 天の 五 事 新說に 立てむ ビす る。 惟 ふに 敎圈 
分裂の 萠 兆は、 滅 後程な く 現 はれし ものなる ベく、 卽ち かの 第一 囘 結集の 際に あつても、 陰に 
陽に その 傾向の 認められた るこビ 、思 はれる 〇而 して 十 事の 新說に あれ 五 事の 新說 にあれ、 そ 
れ 等の 紛擾は たま-— 分裂の 事實を 現出せ しめし 助緣ど なつた ビ 見做すべき である。 た  > し 五 
事 新說の 如きは、 主ビ して 敎理 及び 聖 果に關 し、 大衆 部 成立 以後 その 敎義の 整頓され し 上に て 
始めて 確定せ る もので あつて" 分裂の 當 初に 旣存 せし もの どは 認める こごが 出來 ぬ。 されば 分 
裂の 极本肋 緣は南 傳の十 事 新說に 置く の 合理な bvj 考 へらる、 ので ある なほ 北傳 にょれば、 
大 天に 二人 說を 立て、 いは ゆる 舶主兒 の大天 VJ 賊 住の 大天ご で、 滅後 第二 世紀 •第三 世紀 V」 世 
を 隔て、 出世した ビ異說 されて ゐる〇 また 南傳 にょれば、 阿育 王に 二人 說を 立て、 いは ゆる 黑 
阿育 (K sol kigoka)  V」 法 阿育 (Dharnioka) どで、 同じく 滅後 第二 世紀 •第三 世紀 ど 世を 隔て、 
出世した ^ 記 錄 されて ゐ る。 而 して 北傳に いは ゆる 五 事 新 說の大 天は、 舶主兒 の それで あつて、 
その 年代を 主 vj して W 育 王 S 同時に 置かむ ビす るので あるが、 そのいは ゆる 阿育 王 ビ は、 南 傅 


の 法 阿育を 指せる やぅで ある。 然らば 兩大 天 * 兩 阿育を 夫々 配當對 照せ しめ、 これによ つて 相互 
の 年代を 査定せ しめ 得べき が 如き も、 事實は 第 一大 天 (舶 主兒) •か 第二 阿育 (法 阿育) に 配 せらる 
、を 以て、 まさしく 前後 時代の 錯誤を 招く 結果に 陷 るビい はねば ならぬ。 而も 更に 怪訝なる は、 
南傳 は兩 阿育を 傳 へて 兩大天 をい はす、 北傳は 兩大 天を 傳 へて 兩 阿育を いはざる こ <£ である 0 
これ 等の 事情より して 推考す るに、 北傳が 阿育 王を 以て 佛滅 第二 世紀の 出世 ごせる は、 年代の 
上に 百年の 繰 上げ あ り、 また 南傳が 兩 阿育を 傳 ふるは、 實は 同一人 者な れゲ」 、その 事跡、 前後 
の 時代に よつ て 善惡の 相違 ありした め、 黑 (悪 r 法 (善) 二 名を 附せ しもの •か、 後世 別人の 如く 傳 
へられ、 更に 年代の 相違まで も釀 成されし こど、 思 はれる。 從 つて その 同時代の 大天 は賊 住の 
それで、 かの 舶主兒 の それの 如きは、 これ その 反影 ど 見做す の 他は ない 〇何ビ なれば、 舶主兒 
出世 どい ふ滅 後一 百年 代には" いは ゆる 五 事 新說の 如き 大衆 部敎 義の發 達せる 組織を 見ら るべ 
くもない からで ある。 學者須 くこれ 等の 討究を 盡 して 可な り。 

次の 問題は 第三 囘 結集の 有無に 就いて y のつ て、 由來 この 結集た る、 た V 南傳 にの み 記して、 
北 博には 何れに あつても 述べす 〇これ がた め、 多少 學 者の 意見 も區 々たる もの あれ ざ、 單に北 
傳にな ければ ビ て* それの みを 以て 否定せ む vj する は、 恐らく 當を 得た 說では なから ぅ。 況む 
やその これに 至る 過程 ども 見るべき 記述が、 北傳に あつても 旣存 する に 於て を やで ある。 
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次に 迦腻 色迦王 出世の 年代に 就いて 異說 多き はさる こごながら、 更にい は ゆる 第四囘 結集に 
就いても、 各種の 問題が 提出され てゐ る。 日く 結集の 內容 、日く 參 加の 人々、 日く 經 典の 書寫 
等、 曩に一 言 記し 置いた やぅで ある。 而 して 馬 鳴に 就いての 問題 —— 卽ち主 VJ して 『起 信 論』 
作者 問題 こそは、 印度 佛敎 史上 屈指の 興味 ある 硏究 VJ して、 今な ほ 學 者の 討究を 迎へつ 、ある 
もの、 なほこれ に附隨 せる 大乘經 典 及び 敎理の 出現 も、 また 別して 重要なる 調査 事項に 屬 して 
ゐる〇 

その後の 史實に 就いては、 一事 一件の 上に 於て は それぐ 多少の 異說 ある こ VJ も VJ ょりの '«£ 
ころな れ V」、 重大なる 問題 ^ して 殘存 された る もの ど ては ない。 但し、 降つ て滅 後一 千年 以後 
いは ゆる 瑜伽 •中 觀の二 系相對 立し、 護法. 淸 辯の 論爭 、戒賢 •智 光の 诘抗 どして、 愕 々の 討議を 
敢 てした ど 傳 へらる、 事項は、 大に 注目すべき ビ ころで ある 〇 特に 後者 卽ち戒 賢. 智光に 就いて 
は、 佛陀所 說の敎 格に 就いて 優劣 淺深を 按配し、 後代 支那 佛敎の 一大 特色た る 判 敎の 先驅を な 
した ^ 稱され てゐ る。 但し、 傳說の 是非 如何は" も si* 」 ょり 研究の 結果に 俟つべ きちので、 決し 
て その ま、 速斷 すべから ざる こどは、 旣に屢 々注意せ る VJ ころ、 稿 者 また 這般の 問題に 就いて、 
曾て 私見を 學界 に訴 へしこ ^ あ bo ビまれ 學 徒の 耕 耘を 要する 原野は、 洵に 前途 茫漠たる 狀態 
にあぅ VJ いはねば ならぬ 0 


以上、 問題の 存する どころ を 略 示して、 以て 初心 修 習の 弄 引に 供し たれば、 以下、 研究の 文 
献 資料を 列擧 して、 學者 選擇の 一助に 充てよう。 

參考書 先づ 初めに b が 國現 時の この種の 文献 資料を 列擧せ ば、 次の 如き 諸 書が ある。 
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九 印度 怫敎 發達史 一卷 舟橋 水 哉 稿 (大正 三 年刊) 

一 0 印度支那 佛敎 小史 一卷 境 野哲著 (大正 四 年刊) 

一一 印度 佛敎史 一卷 堀 謙德著 (大正 四 年刊) 
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一一 一 印度 佛敎史 一卷 馬 田 行啓 著 (大正 六 年刊) 

印度の 怫敎 一卷 荻 原 雲來著 (大正 六 年刊) 

一四 印度 佛敎 思想 史 一卷 橘惠勝 著 (大正 八 年刊) 

右の 中、 (一) 『三 ^ 怫敎 略史』 は、 全部 三卷 あつて、 題號の 如く、 印字 支那-日本 三國 の佛 敎敎會 
史實を 略述せ る もので あつて、 實に 邦文 佛敎 史書の 嚆矢 VJ もい ふべ く、 從來 、僅に 凝然の 『三 國 
佛法 傳通緣 起』 等を 唯一の 資料 VJ せる に 對 して、 ビに かく、 編 年體に 叙說 して、 いは ゆる 體 
を 具へ し點に 於て、 特殊の 意 « を 見出し 得る ので ある。 叙說主 VJ して 傳承 的の 範圍を 脫し得 ざ 
る慽み あれざ、そは蓋し當時にあつて止むを得ざるどころであらぅ〇( 0 『佛敎小史』は、曩こ沼 
介せ る 如く (六 二頁參 照)、 純然たる 學究的 立場に 居して 編 年體の 組織を 示せる もの、 而 して そ 
の 記事 幾多の 東西 文献を 參 酌して、 博引 旁證 、穿 微析 細、 包含せ る 資料の 夥多なる こど、 高く 
群 書に 擢ん で、 げに 邦文 敎史の 唯一 權威ビ して、 前後に その 比を 絕し てゐ る。 著者は 夙に 學界 
の先覺 VJ して 令名を 馳せ たるの 人、 當時 にあつ て 今日な ほ 企圖の 困難なる 斯業を 克 成せし 眞攀 
なる 崇學的 努力の 程は、 洵に欽 仰に 値 ひする もの ありビ いはねば ならぬ。 後代 續 出せし 幾多の 
類書は、 何れも 多少 本書に その 資料 •暗示を 仰がざる なく、 この 點に 於て 本書は、 現 時の 學 壇ょり 
見て、 設 ひ過爭 陳腐に 亘らむ VJ する 箇處を 生せ り ど する も、 決して その 紀 を 薄らぐ ベから ざ 


る もので あらう。 た >惜 むらく は 記事 龍樹 •提 婆に 抵 つて 盡き 、識藻 一度 逝いて 復囘ら す" かく 
て 未完の 雄篇 どして 永久に 取殘 された る こど これで ある。 (一一 一) 『印度 宗敎 史考』 は 題號の 如く、 
廣く 印度の 哲學 •宗教の 發 達に 就いての 史實ビ 年代ビ を明定 せむ ビ試み たもので あつて、 近代の 
科學的 硏究に 立脚して、 燃 犀なる 批剑的 態度を 示せる もの、 所論に 多少 異議を 釀すべ きごころ 
なきに あらね ざ、眞摯なる發表ビして、大に啓蒙されるどころがある。後半に佛敎史實を論叙 
せる どころ、 卽ち 今の所 要に か、 る。 (四) 『大 乘佛敎 史論』 は、 大乘 « 敎の 敎理發 達の 史的 考證を 
試みし もので あつて、 著者が その 該博なる 識見を 以て、 經論を 縱橫に 調理 剖檢 せるビ ころ、 洵 
に 容易なる 追縱を 許さぬ ものが ある。 苟 くも 敎理發 達の 一端に 着目す る ものにして、 誰か 本書 
を 不問に 附 せられょう。 洵に學 界を裨 益す るビ ころ 極めて 多き 良書 ビい はねば ならぬ。 但し、 
本書に あつて は、 秘密 敎 •淨土 敎の 問題は 取扱は れて 居らぬ。 そは、 著書が 本書 執筆 當時 、それ 
等の 問題に 就いて、 別 書の 刊行を 期せした めで あるら しい。 本書は、 久しく 絕 版して、 學徒翹 望 
の 的 72: りし ど ころ、 近時 更に 裝を 新に して 複刊 さる、 に 至つ た。 ( a 『小 乘佛敎 史論』 a 、 前の 『大 
乘佛敎 史論』 £ ら大 乘敎の 敎理史 たるに 對 して、 主 どして 小 乘敎に 就いて 同一 企圖を 試みし 
ものである ♦か、 その 叙說た  > 普通の 敎會 史を迪 るに 止まつ て、 敎 理の檢 討に わけ 入らざる は、 遗 
铖の 至り V」 いふべき である 。さはれ、 小乘敎 史の槪 要を 一見す るに 於て 便宜で あらう。 (六) 『印 
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度 儺敎史 綱』 は、 もビ雜 誌 『新 佛敎 J に 「通俗 印度 佛敎 梗槪」 ど 題して 揭 載され しもの、 增訂單 行で 
あつて、 敎會 ど敎義どの兩面に百一り、平易に大綱を摘示してゐる0(七)『|臟怫敎史要』.(八)『飾隨 
佛敎 通史』* (一 Q) 『印度支那 佛敎 小史』- (二) 『印度 佛 敎史』 の 四 者は、 主ビ して 學 徒の 敎科用 書ビ 
して 出されし もの、 就中 S は" 前の (六) どは その 趣きを 異にして、 主 どして 敎會史 の 範圍に 止ま 
b たれ V」、 記 事大に 要領を 得たり。 (1 S は、 先の S を 更に 平易に 叙せ る ものである 〇  ( 二) は、 
その 叙 說 首尾一貫して 繁簡 取捨の 宜しき を 得、 殊に 每 章の 下、 一々 參考 文書を 附 して その 典據 
を 確 示し、 更に 進んで 專門 硏究に 入る の資 に擬 せる どころ、 洵に 著者の 周到なる 用意の ほざを 
感謝すべき である。 蓋し 類書 中の 出色の 一に 數 ふべき であらぅ 〇  ( 九) 『印度 佛敎發 達史』 は、 單に 
印度 佛敎 史上の 事實を 羅列せ る もので、 未定稿の 利 行で ある 〇  ( 一一 一) 『印度 怫 敎史』 は、 敎史ビ し 
ては、 類書 中 比較的 詳細なる 內容を 有せる もので、 その 記事 通俗、 未だ 專 門の 研究に わけ 入ら 
ざれ V」、 終始一貫して 繁簡の 偏頗な く、 一  讀ょ くその 基礎知識を 獲得せ しめ 得る 〇蓋 しまた 初 
心 必讀の 要 書 V」 いはねば なるまい 〇  (la 『印度の 怫敎』 は、 もど 佛敎の 講義 錄 誌上に 揭 載され し 
もの、 單行 でめつ て、 有繫に 著者の 深遠なる 言語 學的 知識を 以て、 幾多の 材料を 取捨 按配して 
記述され、 小 ® 中、 その 所 含內容 類書に 勝る ものが ある。 但し、 後段 筆路 著しく 窘 束され、 記 
事 極めて 簡單に 終れる は、 この種 定限 ある 分量の 性質 上、 止む を 得ざる どころ どは、‘ へ、 大こ 


遺 f せねば ならぬ" § 『印度 佛敎 思想 史』 は、 麗の 如く 印度 佛敎の 思想 發 達を 討究せ むご 

し、 主 どして 藏經 中に 幾多の 資料を 覚めて 麗 せる 大著 なれ V,、 8 紛糾 錯雜 して 甚だ その 要 

0を ^ るに 難く、 大に 著者の 眞意を 捕捉し かぬ る 憾み あるは、 また 殘 念の 至 bvj いはね でなら 
ぬ 0 

なほ 以上の 外に、 前佛 敎大學 長菌 S 宗惠 氏の 起稿に か、 る 『g 度佛 敎史 要』 どい ふが ある。 こ 
は 曾て 講義録 誌上に 掲載され、 一往 完結を 吿げ ては ゐるが 、纒ま つて 刊行され ては をら 30 さ 
はれ、 如上の 同一 類書 どして 更に | 部を 加增 すべき わけで ある 0 

次に 右の 如き 一貫せ る 印度 怫敎 通史では ない が、 同一 部類に して、 而も 特殊の 馨を 示せる 
ものを 列 擧せば 、左の 諸 書が ある。 

S 怫典 結集 5  松 本文 三郞著 (明治 三十 六 年刊) 


一六 淨土 敎發達 史論 一卷 橘 惠勝著 (明治 三十 六 年刊) 
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11 1 阿育 王 事蹟 一卷 森林 太郞 •大衬 西 崖 合著 (明治® 十二 年刊) 

右の 中、 (一 S 『佛與 結集』 は、 四囘の 結集 問題を 詳論せ る もので、 著者の 該博なる 知識 ビ卓越 
せる 識見 VJ は" 縱橫 東西の 學說 を批剑 剖檢 して、 事 實の眞 僞を釋 明せ む ^ 力めて ゐる 。なほ そ 
れに 因め る 多くの 貴重なる 關係 記事を 附録され たれば、 學徒を 益す るビ ころ尠 なからざる 良書 
e いはねば ならぬ。 (一 e 『淨土 敎發達 史論』 ビ(ーー〇) 『唯 識發達 史論』 ビ は" その 題號の 如く、 特に そ 
れ 等の 方面に 闊 する 硏究で あ. つて" その 印度の 部に 屬する 史論に 於て、 參考た b 得る もので あ 
る 〇  (5 『佛敎 年代 考』 は、 印度 佛敎の 史實ビ 年代 ビを 考定 せむ ビ試み しもので、 特に、 « く漢譯 
藏 經に亘 つて S 據を 線密に 註記せ る點は 、大に 後學の 多ビす べき ビこ ろで あつて、 有爲 にこれ 
を 使用せば、 所得 甚だ 多き を 信す る。 なほ 附錄 には、 旣に一 言せ し 如く" 佛滅 年代の 考證 あぅ、 
また 摩揭陀 及び 錫 蘭 王統の 硏究 を揭 げてゐ る。 (5 『馬蠢 口薩 論』 は、 印度 佛敎隨 一の 問題 人物、 
卽ち馬 鳴に 關する 史的 討究で ある。 眞摯な る 所論 /K に啓發 さる ゞ どころ が あらぅ。 ( - - H 始 
佛 敎史』 は、 主 どして、 『 阿 含』’ 『婆 沙』 及び 『俱 舍』 の 敎理史 とで もい ふへ きもので ある。 (一二) 『阿 
育 王事 饋』 は" 阿育 王の 全 生を 通じ、 その 事蹟を 明瞭に せむ ビ 期せる ビ共 に、 それに 聯絡せ る闊 
係 事項を 正確に せむ ど 試みし ものである。 抑々 阿育 王の 硏究 は、 近時佛 敎史 の釋明 に 多大の 進 
M を 促し、 殊に その 碑 柱の 銘文は 年代 學 上の 一大 指針 どなつ たので ある。 されば これ、 實 に lie 


史硏究 の 上に 特殊の 至 1 一.. を 値 ひする もの、 乃 t. 學 者の 大に 留意せ ざるべ からざる どころ である 0 
なほ 阿育 王 0 #i 究 資料に 就いては 後 ((一一 八) — S 1 ) 參照) に も述 ぶべ けれ V」 、 vj も あれ 本書の 0 
値 も從 つて 知るべき である。 書中、 幾多の 史的 資料、 倒へ ば 石柱* 彫刻 等の 寫眞の 多數を 揷 入し 
て、 讀 者の 會 得に 便せ る もの、 卽ち 本文 ^ 相俟つて、 大に 初心の 了解を 助く る 所で ある。 

その他、 直接 間接 印度儆 敎 (: 關 する 參考 文書？ して、 村 上 博士の 『佛 敎史 林』 (明治 二十 七 年 
以下刊)、常盤大定氏の『印度：义明史』(明治三十九年利)、高桑騎吉氏の『印度五千年史』ハ明治四 
十一 年刊) 等を 見る V  く、 また 特に 經 典の 成立 起源の 問題を 取扱へ る もの どして、 姑 崎 博士の 
『佛敎 聖典 史論』 (11 二士  I 年刊)、 材上博 志 『犬 SS 翦』 (_i 字 六 年刊) 等を 織く ベ 
し。 なほ 村 上 博士の 『佛 •敎 統一 論』 (明治 三十 四 年刊) 中には、 主 ^ して 敎理 方面に 就いて、 また 
菌 田宗惠 氏の 『佛敎 ど 歷史 ji (大正 八年邗 )中 には、 敎理 •歷 史兩 方面に 亘 b、 參考に 資すべき 記事 
尠な から ざれば、 取つ て 以て 披讀 すべきで ある 〇 その他、 佛敎ど 直接の 交渉を 有する 印度 上代 
の哲學 •宗敎 を 叙說 せる ものビ して、 井上 圓了 博士の 『外道 哲學』 (明治 三十 年刊)、 高 楠 博士 _ 木 
利 學士 共著の 『印度 哲學宗 敎史』 (大正 三 年刊 . 『印度 六 派 哲學』 (大正 四年邗 ) 等が ある。 何れも 
學 壇 の f 敏 VJ して 普く 推稱 された る 事は、 今更い ふまで もない 〇また .松 本 (文) 博士の 『印度 II 
事』 (明治 三十 六 年刊) 及び 山 下 祥光氏 障 『印度 太 古史』 (大正 五 年刊) 中、 參考に 資すべき 記事 齡か 
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ら す、 以て 披讀す べきで ある。 なほ 以上 單行 著書の 他、 宗敎 •哲學 * 史學 方面の 各種 雜誌上 、有 
益なる 關係 記事の 揭載さ れ たる こ ビ尠な から ざれば" 學者 力めて それ 等の 披讀を も 心 懸けね は 
ならぬ 。斤) く 例 ふるに、 一 ^ 八 年、 望月 信亨 氏が 一度 『 « 書研究』誌上『起信 1 』の支那撰 ^ 說を 
斷科 さる、 や、 これが 惹 いて 村 上。 常 盤 雨 博士の 熾 列 I なる 論爭 (£ なり、 識者の 贊否た めに 喧し 
く、 昨 九 年に 亘り 學界の 一大 偉 觀を呈 出せし 如きは、 等しく 世人の 熟知せ る どころ にして、 そ 
れ等 時々 の 現象は、 如上 各種の 誌上を 透して 提出 さる、 以上、 不斷 それ 等の 記事に 注意す る こ 
どが 至要た る b けで ある。 

さて、 以上は 主 f レて 近代の 印度 # 敎關係 文書を 擧げた ので あるが、 この ® に 遠く 古昔に 1J 
つて、 鎌倉時代、 

el 三國怫 法 傳通緣 起 上卷 凝然著 

の 出されし こビ を洩 しては ならない。 著者 凝然は 、わが 國古來 隨 一の怫 敎 史家 ごして 名高く、 本 
書の ほか 『八 宗 綱要 鈔』； 淨土 源流 章』 等に も それ^^ 史的 叙 說を試 みて ゐるが 、特に 本書は そ 
の題號 の 如く、 印度-支那。 日本 三 國の佛 敎史實 を 記述して、 (全部 三 卷 tr 力めて 平明に その 
槪 要を 會得 せしめむ (f 試みて ゐ る。 所論た V 傳承的 範圍に 止まつ て、 a f«] 的 態度を m ける 事は、 
蓋し 當時 にあつ ては 止む を 得ざる どころ であらぅ。 さはれ、 敎 史上 古來 唯一の 依憑ビ な b、 近 


時猶 且學 徒に 披讀 されつ、 あるは、 以て その 價 値の 輕少な らざる こ VJ を 證 する ものである。 / i: 
ほ 本書に 關 して！！ 川 千崑 氏の 『三 國怫 法傳 通 緣起 典據』 !fM 卷 (明治 十二 年刊) あり、 本文の 事實に 
就いて、 詳細に 經 論に 典 據を尋 求し たれば、 讀者由 つて 以て 大に 至便を 感する ビ ころで あらぅ。 

次に 支那 撰述 及び 印度 撰述に あつて、 通じて 印度 怫敎の 史實を 叙說 する を： m 的 (f せる ものを 
覓む るに、 全然 缺如 して、 一の 指示すべき ものを も 見 當らぬ 。た > そ の參考 文書が 一部 特殊の 
記事に 限れる か、 もしくは 某 項に 聯絡せ る關係 記事を 以て" 參考 資料たら しむる に 過ぎざる も 
の、 みで ある。 但し、 かく 一貫せ る 通史の 缺如 せる こ V」、 て、 それだけ 這 面の 斷 簡零篇 VJ 雖、 
貴重なる 典據 たり 得べき こ ^ も、 また 當然の 沙汰な れば 、學者 須く綿 密なる 考究を 擅に して、 
決して 輕 々に 看過すべからざる どころ である。 說明の 便宜上， 先づ 印度 撰述の ものょり して 解 
說を 試みょぅ。 

『縮 藏』 藏帙 に收 むる ビこ ろ、 印度 聖賢の 記傳に 屬 する ものに 左の 數部が ある。 

S 付 法 藏因緣 傳六卷  元 魏吉迦 It •曇 曜共譯 (藏 九) 

5 馬 鳴 菩薩 傳 一卷  後秦鳩 摩羅 什譯 (藏 九) 

一 一玄 龍樹 菩薩 傳 一卷 同譯 へ 藏 九) 

一一 六 提婆 菩薩 傳 一卷 姚秦鳩 摩羅 什 譯 (藏 九) 
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一ー セ 婆 藪 盤 豆 法： t 傳  i 卷 陳眞 ■譯 (藏 九) 

右の 中、 05 『村 法 藏因緣 傅』 は、 略して 『 # 法 藏傳』 または 『付 法 藏經』 ビも稱 し、 佛滅後 印度に 
あつて 付 法相 承せ し 次第を 叙せ る もので、 初 M 摩訶迦 葉よ りして 第二 十三祖 一子 比丘 (wh〖 .r u 
si E- ha) に 至る 二十 三 M の 相承 史傳 である。 敎史砑 究 の參考 資料 <f すべき 記事 多くして、 普く 
重用され てゐ る。 (一一 1  > 『馬 鳴 菩薩 傳』 は" 題 號の如 く 馬 鳴に 闊 する 記 傳で 1) るが、 史的 價 値には 
乏しい。 (一 5 『龍 樹菩薩 傅』 も、 餘り 史的 價値 の豐か なる ものでは ない。 而 して、 その 記事は、 前 
の 『付 法 藏傳』 第五に 叙せ る 龍 樹の傳 記 ^ 犬に 同じく して、 たぃその 簡略に 止れ るよ b 案す れば、 
本書は かの 書の 抄出に か、 る ものでは なから ぅか (f 思 はれる。 U 一六) 『提婆 菩薩 傳』 は、 たぃ 提婆 
の小傳 に過ぎない。 (一一 さ 『婆 藪 槃豆 法師 傅』 は、 略して 『世 親傳』 VJ いひ、 世 親 及び その 實兄無 著 
の傳 記を 叙せ る ものである。 この 書は 眞 _ の 所譯ビ いへ V」、 『麗』 T 宋』 二藏に あつて は、 その 卷 
尾に 夾 註して、 「前 來、 訖 r 此記 n 天 親等 見 弟^: ft 後記 一ニ ニ 藏 闍梨從 n 臺城 i 出入， 東 至 一一 廣洲 一重 譯中 
大乘諸 論： 一 並 遷化 後事 傳二於 後代 一」 ビ あるより 見れば、 恐く は 眞諦の 自記 又は n 授に か、 れる 
もので あらぅ 。なほ 本書に 就いては.、 高 楠 博士の 英譯あ り、 ォランダの ラィデン 市發 行に か、 
る 一九 〇六 年度の 『通報』 つ ^ . ミ ^ § 3 誌上に 揭 載され た。 

一 K  (漢 譯) 阿育 王 傳七卷 西 晋安法 欽譯 (藏 十) 


S  (漢譯 ) 阿育 王 經十卷 梁 僧伽 婆羅譯 (藏 十) 

S (梵 文)  The  Divvd^l 营 s  p  C。 一一 ection  on  early  l ^ ddhlst  legends> ^ A.by t^ . ^ . n <y^^\ 
and  R,  A.  Neil.  Cambridge ヾ  1886 . 

苎 (梵 文)  A、sokd/md al' na. 

0 K) 漢譯 は、 廣く 阿育 王の 事蹟を 叙し、 傍ら 摩訶 S! 葉 優 婆 ■多 (upagcpta) 等の 因緣に 及 
ぶ 0  (完) 漢譯 は、 (一一 0 の 同 本後譯 にして、 かれの 十一 品なる に對 して これは 八 品、 卽ち 多少の 
異同あぅ〇而してその梵文原本どして現存せるもの二部あり、(一1一 3 ニーーーー)卽ちこれである0兩者 
何れも 一八 二八 年 ホ デ ソン 氏に よつ て 尼 波羅に 於て 發見さ れ しもので、 就中 ( S ) は ケム ブソク 
デ 大學圖 書 館 及び パリ 國立圖 書 館に 收藏 され、 而 して その 校訂 出版が ヵク H 广 •ネィル 雨 氏の 努 
力に よつ て克 成された。 その 通計 三十 八 個の 譬喩 談 あぅ、 就中 第二 十六より 第二 十九に 至る 四 
篇が 、卽ち 阿育 王 rl 關 する 記傳で ある。 これより 先、 ビュル ヌ丨フ 氏の 『印度 佛敎史 序論』 中に、 
この 記傳を 有する 全文が 怫譯揭 載され、 近年 また 榊 亮三郞 博士に よつて その 和譯 •か 試行され、 
『六 條學 報』 誌上に 連載され 來つた 。惜しい かな、 和譯は その後 中絕 されて ゐる 。また Q 一) はべ 
ンガル 亞細 亞學會 (The  A ふ atic  Society  of  Bengol) の 文庫に 保存され、 ミトラ 博士の 『尼 波羅 
怫敎 文學 J 中に 於て、 その 大意を 知 b 得られる。 なほ 漢譯に あつて は、 『阿育 王 息 壤目因 緣經』 
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(藏 十) (f いふが あり、 如上の 部分 別譯 ^ もい ふべき ものである。 

その他、 小 乘律部 中に あつて、 參考に 資すべき 重要なる 記事が ® くは ない。 旣に佛 傅 篇の下 
に 於て 一言せ し 5 )万 至 (六 一) の 諸 書 (八 五頁參 照) は、 何れも 繙讀 せねば ならぬ 要 典で あつて、 
殊に 結集 事件に 關する 記事に 於て 大に 暗示され る ものが ある。 また 同一 趣旨の 記事 ビ して、 『婆 
沙 論』 第 百 八十 三卷 (' 收 七)。 『智度 論』 第三 十六 卷 (往 三) 等に もこれ を 討ぬべく、 77 ち學 者の 隨處 
注意を 拂 ふべき AJ ころで あらぅ。 

次に 漢譯以 外" 敎史 硏究の 重要 資料た る 原本 若く は その 歐譯の 主なる ものを 擧ぐれ ば、 次の 
數種が ある。 

5 ( 梵 文)^^、 §§  ” >3 §. &, ミ v ^- ， w CL * cr y g * > . m <? ?* w ombay  and  Leipzig, 1892 • 

0  广 ^^^ ^ 邑§ 一 ^ ' ^ £ 三  psilginl  二  =hronicle  of  the  Kinp-s  of 
oo teip  2  vol •一 London*  I vo oo. 

(s) 梵文は 、印度 內 地の迹 濕彌羅 の 史書に して、 著者 ヵ ル ハナ 氏 (Kalhana) は 第 十二 世紀 
頃に 出で し 人、 年代 上 暗黑な る 印度の 歷 史上 唯一の 光明 W なれる もので あつて、 中に 敎史關 係 
の 諸 王の 記事 あり、 その 叙說 比較的 正確ヶ 傅へ てゐ る。 而 して 本書は、 スタィン 氏が 舊 版の 誤 
謬を 訂 して 刊行せ る ものである。 (2) 英譯は 、スタィン 氏が 前の 原本 刊行 後、 更に 努力 精 M し 


て譯 出せる もので あつて、 渠は 久しく 迦濕彌 羅に滯 在して 硏鑽を 積み" 本書の 譯 出に 際して、 
その 序論 どして 詳細なる 地誌 上の 論文を 添加し、 大に學 界を裨 益した ので ある。 これょり 先、 
ダ タト 氏 (ch.Dutt) にも 同種の 英譯 •か 出され たれ V」、 正確を 缺け る慽 みあり、 今 この 譯出を 
見る に 至つ て、 その 缺陷を 補 ひ 得る こ V」、 なつた。 

S (紀^)  ^  ^  K. 

01 den cr erg.  JLOna o il  and M dmburgll-  1 00 79. 

£  ( 11 )  The  Mah p' vathsa,  V/ith  the  translation  subjoined 一  and  an  introduct  2 y  essay 
§  o-  hcboc^.- 
s (英譯 ) *s ^ i%: 备  § !• §•  Tr.  by  L. p wijesinha.  Colombo,  1889 • 
二/^^|^(『島史』)ど2^7贫|^^(『大統史』或は『大史』)ビは、何れも錫蘭佛敎を叙 
說 せる 史書で あつて、 いは ゆる 南方 傳ビ稱 され、 古來そ の 雙璧ど して 重要視 さる、 もので あつ 
て、 何れも 佛敎の 由來ど 錫 蘭敎史 どを 傳へ 、その 記事 佛陀の 在世ょ b 紀元 第 四 世紀の 初頭に 於 
ける 一、 ノー セ* ~ナ 王 (Mal s. sena) に抵 つて ゐる 。就中 『島 史』 は その 著者 明かでは ないか、 紀 "/r. 
第 五 世紀の 頃の 成立 VJ 昆做 すべきで あらぅ。 ォルデンべ， ヒ氏が 、かの 巴 利 律藏を 公刊せ る 際 
(八 六 頁 參照) 、また 本書の 刊むを も企圖 し、 巴 利 原文 並に それが 英譯を 併せて ロンドンに 於て 出 
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せる もの 卽ち (0) である。 また 『大 史』 は、 『島 史』 よ b 少し 後れて 紀元 第五 世紀の 後半、 マ ハ ーナ 

マ (1\^£&111 ^ の編纂せる 2: ころであるビいふ。その記事『島史』に 1:1: して詳細に盈り、敎史 
の 參考に 資すべき どころ 最も 多い。 その (一 5 は" 錫 蘭の 知事たり しタ ー ナ！ 氏 o .HUmour) に 
よつ て、 原文 英譯の 合 fy されし もので あつて、 氏は 本書の 印度 史上 極めて 有價 値なる こビを 知 
る や、 多忙なる 公職の かたはら、 不斷 これが 硏究 に餘 念な く、 終に 原英兩 種の 刊行を 成就す る 
こどを 得た ので、 これが ために 學界の 蒙れる 潤 益は、 果して 如何 ばかりで あつたら ぅ。 ソス、 
デ# ズ氏 •かこれ を讃 して 巴 利硏究 空前の 偉業ビ 稱へ しも、 洵に 尤もの 次第で ある。 なほ 本書に 
は 詳細なる 序論を 附 して、 佛敎 史書 並に 錫 蘭 王統の 年代 考證を 討究し、 かつまた 巴 利 三 藏の內 
容の 紹介に も 力めて ぬる。 これより 先、 錫 蘭の剑 事 長 ジョンストン 氏 ( > .JO  一  本書の 英 
譯 刊行の 企圖あ り、 乃ち フォックス (w.  B.  Fox)  •ゥタ パム (E.  upham) 雨 氏に 諮り、 なほ 土 
地の 學僧等 V, 隹 力して 遂に その 譯出を 終へ、 ssrs 含 rl  / s ^ m.s/ き ♦  ^ ミ' 
(『錫 蘭 寧 史集』 ) 中に收 載し、 クタ パム 氏の 名を 以て、 一八 三 三年に ロンドン 市に て 刊行され た。 
これ 卽ち 『大史 』英_ の先驅 であつ て" 通篇中 八十 八 章を 完了して ゐる 。但し、 こは 直接 巴 利 原 
本に 據らす して、 錫 蘭 土語 卽ちシ ンハ リ ー ス より 重譯 し、 かつ 創業の 困難 も ありし こビ 、て、 
誤謬 疎漏 ■なから す、 茲に 於て か 卽ち夕 —ナ— 氏の 巴 利 直譯を 出さし むる に 至つ たので ある。 


夕 氏の 新譯 一度 出づる や、 ゥ 氏の 舊譯は 全く 顧みられざる に 至り、 僅に 書史學 上の 語 草 どなる に 
止つ たので ある。 然るに 夕氏譯 にあつ ては、 初め 第一 卷ビ して S 篇の 前段 三十 八 章を 收載 し、 
その 殘章は 續卷に 收載 すべき 豫定で あつたが、 遂に その 克杲を 見る に 至らな かつた。 後年 ヰジ 
ェシン ハ 氏 (1ゝ 0 \¥ご0を11ぢ)更にその後を繼いで第三十九章以下全部を_了し、而してこれ 
を 先の 夕氏譯 の 部分に 併せ、 かくて 一貫せ る 全譯 yj して 刊行す るに 至つ た 0 •これ 卽ち〇 一一 e であ 
る。 因みに ク 氏の 舊譯 よりして、 曾て 三十 年 近く 以前、 荻 原 雲來氏 及び その他 二三の 人々 によ 
つて 和譯 された るこビ あれば、 一言 附加 して 置く。 

-一! 一七 (藏 文) J^、§ a! 、、7s. w d. cr y  A.  Schiefner.  St  Petersburg.  1868. 

一一 K  (獨譯 )  7"今、— ミ/ミ vr ぞ  J ^ /^ ^ ^ hs/ ^ s/§s.y s* //&.§.vonA.schiefner.st. 

Petersburg-,  J co aQ. 

(fp)  •  01 八) は 印度 佛敎 史書 中の 權威 であつ て 普通 著者の 名に より 『タ ー ラナ ートハ 氏の 印度 佛 
敎史』 どして 知られて ゐ る。 著者 夕—ラ ナ ー トハ氏 (TItha) は、 紀元 第 十七 世紀に 出で し 
西藏_«(1卜§) であつ て>  當 時 西藏に あ つては、 印度 佛敎 の史 實に關 する 議論 區々 ビ して 
一定せ ざるを 慨き 、普く 國內 及び 印度の 資料を 檢討 し、 諸說を 組織 統一して 記述せ る もの、 こ 
れ卽ち この佛 敎史 である 。かく その 編成は 後代に 屬 す ^ 雖* 資料が 主 VJ して 西藏所 傳に觉 めた 
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るた め、 著しく 傯傳、 匕 その 趣きを 異にし、 學 者の 參考た るビ ころ ® くは ない。 その 內容は 、通 
篇四 十四 章、 阿 闇 - it 王 時代ょり 筆を 起して、 印度 佛敎の 滅亡に 近き 卽ち 紀元 第 十一 世紀の 時代に 
亘つ てゐ る。 かの 『島  > 『大』 二史の 南方 傳た るに 對 して、 北方 傅の 部に 屬し 、特に 西藏傳 ビ稱 され 
てゐ る。 露國の 東洋 學者 VJ して 有名なる ヮク シリ エフ 氏 (w.  P.  wassiljew) の r b3 l l; ^y—/ 5 , 
b き V/& ミ ^ 卜 2 VI、// て 乂 『佛 敎* 其敎義 •歷史 及 文學』 ) 中 これを 露譯抄 引せ る 
ころ 頗る 多く、 ために 大に歐 洲諸國 に その 名顯は れ 、獨 逸の 西藏 學者シ ー フネ ル 氏 (A.  schiefher) 
一八 六 八 年を 以て その 藏文 原本を 出版し (一一 ー セ)、 翌年 更に これが 獨譯を 刊行した 0 ー ー<)。 その 學界 
を 裨 益した こどは、 いふまで もない ビ ころで ある。 而 して 數年以 前 荻 原 雲 來氏 、これを 和譯し 
て 『佛敎 史學』 誌上に 連載の 企圖 あり、 最初 一二 囘揭始 されし が、 爾後 杜絕 して 出です。 

右の 他、 別して 原始 怫敎の 分派に 關 して 特記すべき 數 種の 資料が ある。 由 來這般 の 問題に 就 
いて は、 旣に r 言せ しが 如く、 南北 兩俜 その 所說を 異にし、 更に 北傳 また 藏 •漢 諸種の 相違を 見る 
を 以て、 從つ てこれ が 硏究 範圍も おの づか ら狹少 たらざる b けで ある。 南傳 にあつ ては、 『島』 • 
『犬』 雨史に 討ぬべき は 勿論で あるが、 ^ 傅に あつて は、 先 づ漢藏 中に 探る に 左の 諸 書が ある。 
S 文殊師 •利 問 經卷下 梁 僧伽 婆羅譯 (列 一) 

四 Q 十八 部 論 一卷 陳 眞諦譯 (藏 四) 


四 一 部 執 異論  I 卷 天友大 菩薩 造陳麗 ：諦譯 (藏 四) 
m 一異部 宗輸論 一卷 世 友 菩薩 造 唐玄 « 11 ハ 藏 四) 

これ 等の 四 本は、 何れも 異部 分派の 极本 資料た る もので あつて、 古來 これを 一經 三論 ど總稱 
されて ゐ る。 就中 ( S ) 『文殊® 利 問 經』 は、 文殊 菩薩 (Manj g. ri) の發 問に 對 して 菩薩 戒の勝 益 
を 示せる もので あつて、 大乘律 部 r_ 屬し 、その 卷下 「分別 部品」 に 於て 小乘 分派の 事實を 傅へ て 
ぬる。 但し その 叙說た  >異 部の 分 出の みに 止つ て" 各々 所 立の 義理 (: 及んで ゐな い。 (S 3 以下 
の 三は 同 本異譯 であつ て、 先づ Q S 『十八 部 論』 は、 また 『分別 部 論』 どもい ひ、 初 後 二部の 合 集 
より 成り、 初 部は 前の 『文殊 問經』 「分別 部品」 の 文の 全 引に して、 後部は それに ^1 續いて 「羅什 
法 ® 集」 どして この 論を 置き、 而 して 具に 諸 部の 分 出より 各々 所 立の 義理に 及んで ゐる 。その 
合 集が 何人に よつ てな されし かは 明かで ない。 然るに その 初 部に 就いては 異論な けれ V」、 後部 
卽ち この 論に 就いては、 譯 者に 種々 の 異說を 立てられる。 『麗藏 』に 眞諦 の譯ビ せる は 明かに 誤 
謬 <£ 思は るれ V」 (何 ビ なれば" 次の 『部 執 異論 J か 眞 諦の譯 たる 以上、 同一 原本を 同人が 別譯す 
V」 は 考 へられぬ から)、 さり VJ て 「羅什 法 一. 集」 の 文より 見て、 直に 羅什譯 どし も斷定 せられな 
い。 但し、 秦 代の 所 出 ド>考 へらる、 據處な きに あらねば、 普通 秦譯 VJ 稱され てゐ る。 他の 二譯 
に 比して、 誤謬 •脫 文が 割合に 多い。 (四 一) 『部 執 異論』 は、 『朱』 •『元』 の兩藏 共に 『部 異執 論』 ビあ 
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\ 普通 陳譯ご 稱され てぬる。 著者の 天友ビ は ■& 友ビ 同じく、 共に Vasumitra の意譯 に 他なら 
ない。 Q e 『異 部宗輸 論』 は、 普通 唐 譯ビ稱 され、 三 譯中 最も 完全なる もの V」 して 普く 依 用 さる 
、ビ ころで ある。 而し てこれ 等の 參考 VJ して" 眞諦の 『部 執 異論疏 』 十卷 、慈 恩の 『異部 宗輪論 
連記』 三 卷の 對讀を 忘れて はならぬ。 眞諸の 『疏』 は、 今 散逸して 求む るに 虫な けれ V」、 幸に 嘉 
祥の 『三論 玄義』 、中. M の 同 『 檢幽鈔 』、 鳳 潭の同 『頭書』 等に 引用され てゐ る〕 最近 この 論に 就い 
て、 その 唐 譯を中 心ビ し、 秦 •陳 二譯を これに# 照した 和譯が 木 村泰賢 氏に ょつ てな され、 『國 
譯大藏 経』 論 部 中に 收攝 して 刊行され、 なほ 「結集 史 分派 史考 」VJ 題して、 普く 古今 東面の 學說 
を 綜合 批剑 せる 研究を 附録され てゐ る。 學 者の 見遁す ベから ざる 資料 V」 いはねば ならぬ。 次に 
西藏 にあつ ては、 梵 本ょり 藏譯さ れ たる この種の 文書 數種あ ぅ、 就中 ヮク シソエ フ 氏は、 その 
自著 『怫敎 。其 敎義 •歷史 及文學 』 の 附錄 (£ して、 これを 露譯揭 載し、 シ！ フネ ル 氏は、 更に 露譯 
ょり獨 譯し た。 また ロタ クヒル 氏の。 77 $ 卜 $ ^ 务&良//气-(『怫陀傳』)にも、それ等の資 
料を 本 ごせる この種 關係 記事 あり、 何れも 前に 說く ころ (九 四 頁 及び  一 s 〇 頁) を 對 照して 討 
ぬべ し 0 

次に 支那 撰述の ものを 討ぬ るに、 これ (: は 『法 顯傳』 .『M 域 記』 等を 始め？ し、 記事 斷片な りビ 

はいへ、 敎史の 參考た るべき 寶資が 尠 くは ない。 その 多くが 夙に 歐譯 されて m んせら る、 に徵 


する も、 その 價 値の 程を 窺 はれ 得る b けで ある。 左に その 槪 略の 紹介を 試みょぅ。 

2  (漢 本) 高僧 法顯傳 一卷 東 晋法顯 (致 六) 

四 四 ( « ,)/71  / へ d  / ^ .* HI-,  par  A。 R 6 musat  Paris,  1836 . 

g ^ 爽^^  づ ~p  含 Ur of ^rj p ^: 广 $  3td  sun aq -yuny  Buddhist  pilgyw.ls  fwin  chinch  to  India, 
Tr.  by  s. bj eal.  London,  1869 • 

四 六 (英 譯)」 >3 ミ^^ ^ き ^ 、/ ^ ^ /^.、 s'/—?  Tr.  and  amlot.  by  J.  Legge,  Oxford,  1886 • 

四 七 (英 譯) / ミ  §/•?' & 、 を ^ &v  /(z.7 ^ ^ _i-.  Tr.  b "<: H.  A.  Giles.  London,  1877 • 

(四 e 漢本 は、 また 『歷遊 天竺 記傳』 或は 『佛國 記』 どもい ひ、 法顯の 印度 歴遊の 紀行で ある。 渠 
は東晋 安帝の 隆安 三年 (3S) 西遊の 途に 上り、 苦心 困難、 流 沙を涉 つて 印度に 入り、 各地を 巡禮 
の 後 更に 錫 蘭に 航 し、 而 して 終に 海路 歸 東に 就いた ので ある。 實に 前後 十二 年の 長 時に 亙る 大 
旅行で あつた。 その 間 見聞せ る 西土 三十 餘國の 相狀を 記錄 せる ものが 卽ち 本書で あつて、 洵に 
當時の 史的 事實を 知る 究竟 資料た る ものである O Q S 佛譯 は旣に 前に も 一言々 及した が 二 四 
頁 參照) 、これ 右の (S) を怫 文に 譯 出せる もので あつて、 實に 歐洲學 者の、 怫 僧の 旅行記 錄を翻 
譯 紹介せ る 最初 どなれる ものである。 Q S は T 法 顯傳』 並に 慧生 •宋 雲の 西域 紀行を 合譯 せる も 
ので" いは ゆる 慧生 •朱 雲の 印度 紀行 どは、 卽ち 『慧生 與宋雲 使 西域 記』 一卷 のこ ビ で、 北魏の S 龜 
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一四 四 

一兀年 (5 1 00 ) に 入竺 せる 記錄 をい ふ 〇  ( この 書は 『洛陽 伽藍 記』 中に 收攝 され、 また 近くは 『大日 本佛 
敎 全書』 內 『遊 方 傳叢書 』 中の 「慧超 傳考」 に 擧げ られ てゐ る 〇 これ (£: 次の (四 〇 •(四 セ) を 併せ、 英譯 
は 凡て 三種 あり、 就中 レッグ 氏譯 (四 七) 最も 完全 VJ 稱 せらる。 また、 ジャィ ルス 氏の 譯本 出で、 

間もなく、 英人ヮ タタ— 氏 (T.  Watters)、 二 a 5- s >3 §/m^ (『支那 評論』) にこれ が 評註を 連載 
して、 その 硏究 に便したこ ->? 」も、一言 附 加を 要すべき ヾ」 ころで あちぅ。 

.四 <  (漢 本) 大唐 西域 記 十二 卷唐 玄羿記 •辯 機 撰 (致 七) 

四 九  ^  ^  -  ^ 

S  ^0^  .•  Hr  ^ 

vol.lLoncloll, H-I oo oo 」. 

过一 (英譯 ) o 、w ^ ，s ^ ^ £^?7 ^ .f  レ‘  s  y}/'/s. H r.  by  T.  vvattcrs.  2  vol.  Ibudol"* 

1904 — 45. 

(四 八) 漢 本は、 單に 『西域 記』 の 略名を 以て 通稱 され、 いふまで もな く玄莽 の 西域 •印度 歷 遊の 
紀傳 である。 支 羿は 、唐の 太 宗貞觀 三年 (629) を 以-て 入 竺の途 に 上り、 同 十九 年 (645) まで 前後 十 
七 年間" 普く 西 天 諸國を 遍歷 して 歸 朝す。 その 親踐 せる 土地 百十國 、傳 聞せ るビ ころ 二十 八國、 
凡て 百 三十 八國 の宗敎 •風俗 •靈跡 *  口 碑 等、 悉く 本書に 於て 詳說 されて ゐ る。 その 撰號に 「玄申 


奉 詔？ t、 辯 機 撰」 VJ あるより して、 世人 屢 々誤つ て玄笄 の 親 撰なら ざる やうに 思 ふ もの あれ V」、 
こはたぃ 支 羿が 指授 して 辯 機に 編錄 せしめし に 姐なら ない 〇由來 、佛 僧の 西域 •印度に 往還せ る 
もの 極めて 多く、 從つて その 撰 出に か、 る 記 錄斟 くは ない が、 その 見聞の 廣遍な る VJ 記事の 精 
確なる VJ に 至つ ては、 本書は 實に 古今に 獨步 して、 佛 敎史學 並に 東洋 學上 不朽の 寶價を 有する 
ものである。 かの 道宣が 『釋迦 方 志』 を 撰して、 主ビ して 本書を 依 憑に 抄說 せる 如きに 徵する も、 
這殷の 一端を 窺知され よう。 近代 歐 人の 東洋 硏 究に從 事す る もの、 何れも 本書を その 資料 どせ 
ざるな く、 從つて 次の 如き 數 種の 翻譯が 出されて ゐる 〇  ( ^ ) 佛譯は 、ジュリアン 氏が 十餘 年の 
久しき に 亙り、 苦心 討究して 譯 成された る もので あつて" 實 にこの 翻譯は 泰西 幾多の 學若を 啓 
發す るぐ」 ころ 極めて 多く、 かの ヵン ーー ンガム 氏 (A.  Cunningham) が、 銳意印 度 佛跡 調査に 從事 
する に 至りし も" 全く 本譯の 指示に 負へ る 結果 VJ いはねば ならぬ 〇 尤も 現今の 學界の 進展より 
して 見れば、 その 所譯に 多少の 缺點 VJ して 認むべ きビ ころな きに あらね VJ、 その 創 試の 苦心は 
大に 酌量に 値 ひすべ く、 殊に 當時 始めて 漢字 音譯の 地名 •人名 等を 梵語に 複寫 する の 困難は、 
洵に譬 ふるに ものな き 有樣で あつたら う。 渠は これが ために、 別に 漢書 中に 現は れたる 梵語 
名辭 を解釋 音譯 する に 就いての 一 書を 公に したくら ゐで ある 〇この 苦心 困難の 結果、 東洋 硏究 
に對し 幾多の 熟 心なる 學 者を 誘導せ しむる に 至つ た 功績は、 決して 沒すべ からざる ビ ころで あ 
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る 0  (s r s l) の 雨英譯 中、 S 一) 卽ち ワク タ— 氏の 所譯は 犬に 學界に 普遍され てゐ る。 本譯 は" 
題號の 如く。 を (『支 笄印度 紀行 論』) どなり をれ V」、 その 
內容 は、 『西域 記』 の英譯 能に その 考證で ある。 その 考證 は、 西土 諸國の 言語* 地理 •傳說 等の 各 
種に 亙り、 該博 微細なる 討究を 示して ゐる 。されば、 啻に 譯 文の 完全なる のみなら す、 實に 『西 
域 記』 碑 究の 指南た る ものである。 なほ 附録に、 スミス 氏 < . ⑺ 3 ith) にょつ て 成れる (The 
itinerary  of  Yuan  chwang」 f i 弊 旅行 日記」 を 添へ、 玄鮮 M 傳の 地名を 現代の そ r^ r ^ Bf せしめ 
たれ 丈、 これ また 學 徒の 便宜を 感中 .るビ ころで あらぅ 。なほ 附記すべき こ (£ は、 近時 堀 謙德氏 
が この ワク タ ~ 氏の 研究に 倣 ひ、 『解說 西域 記』 (大正 元 年刊) なる 尨大なる 雄 著を 公に された こ 
ビこれ で 1) る。 こは 從來の 泰西 諸學者 硏究の 結果を 悉く 綜合して 明快なる 批歩を 施し、 更に P 
譯佛 典に 現 はれた る佛敎 の史實 •傳說 等を 考證 して 是非の 取捨を 加へ、 『西域 記』 妍究 唯一の 權威 
たらしめ む VJ 期せる もので あつて、 その 眞肇な る 討究 ど 絕大な る 努カ ビに對 しては、 洵に 衷心 
の 敬意を 拂は ねばならぬ ビ ころで ある。 『西域 記』 の硏究 者は もどょり、 苟 くも 東洋 學 及び 佛敎 
史に染 指せむ ビ する ものは、 必す 先づ 披讀 せざる ベから ざる 要 書で ある。 

S  (漢 本) 大慈恩 寺三藏 法師 傳十卷 唐慧立 本. 彥淙箋 (陽 二) 

5 (佛 譯) ミ ^ をき. §§  s.y§ ^ .  Tr.  par  S.  Julip  Paris,  1853 • 


2 ( 英  S  ぎ' ^ ^ ミ 劣 7^、 ^ .  Tr.  by  s.  Beal  2  vol.  London,  1888 • 

( 5 ) 漢本は 、通常 『慈 恩傳』 ど 略稱 し、 安羿の 事歷を 叙せ る ものである 。支 奘は長 安の 大慈恩 
寺に 止 住せした め、 大慈恩 寺三藏 法師 どい ふ。 而 して その 記事、 渠の 在天 中に 亙れる どころ、 
大に 『西域 記』 の 所說_ 補 ふに 足る。 本書は 最初 慧 立の 編纂に か、 り、 五卷 より 成つ てゐ たが、 
後に 彥惊が これを 增補 註解して 現存の 十卷 どした ので ある C  (£) 佛譯は 、『西域 記』 の それ ビ共 
にジ ュソ ァン 氏が 二大翻 譯の隨 一で あつて、 實に譯 者 二十 年間の 苦心 討究の 結果に 成れる ヾ」 こ 
ろで ある。 ( S ) 英譯 は、 佛譯 より 氲に後 時に » 出されし もので、 從 つて 怫譯の 誤謬に 亙れる 點 
は 訂正され ては ゐるが 、その 成績は 佛譯に 劣る VJ いはれ てゐる Q 
S (漢 本) 南海 寄 歸內法 傳四卷 唐 義淨撰 (致 七) 

试六 >  Jxccord  of  the  JMiddhist  Relleon  as  P1、dc Used  in  India  and  the  Malay 

穿/^ 77 .  Tr.  by  J.  Takakusu.  Oxford,  1806 • 

( 2 ) 漢 本は" 義淨が 南海 •印度 紀行に 於け る 見聞 記で あつて、 義淨 は、 唐の 高 宗咸亨 二 年 (5\J) 
廣 州より 海路 ジャヮ •スマトラ (Sumatra) を經て 印度に 航し、 前後 二十 五 年を 經 て、 中宗の 嗣聖十 
二 年 (695) に歸來 す。 その 印度より 歸航 して 室利佛 逝國 (gribhoja) 卽ち スマトラに 滯在 せし 際、 
印度 及び 南海の 見聞 事項 一 一主 V」 して 戒律 行 持の 實狀を 載録し、 また 史實 に關 する 記事を 添加 
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してビ れを 友人に 托し" 本國 に送附 せし もの 卽ち 今の 本書で あつて、 當時該 地の 事情を 知 b 得 
る 有力なる 資料 どして、 學者に 珍重 さる ころで ある。 近代 正 法律の 主唱 者た る 葛 城 慈 雲 比丘 
が、 特に この 書を 愛讀 し、 その 註解 どして 『解纜 鈔』 四卷を 述作す るに 至れる も 洵にゆ 忌 ある どこ 
ろビ いはねば ならぬ。 (H) 英譯は 高 楠 博士が 滯英 中に 譯出 せる もので あつて、 從來 歐洲の 學界に 
あつて は、 僅に これが 分 譯の 出で しのみ で、 未だ 完譯 のなかり し て、 本書の 譯出 にょつ て 如 
何に 多くの 便宜を 得た かは、 今更い ふを 俟たぬ 。殊に 本書は 其卷 頭に 詳細なる 關係 序文を 添加 
し、 周到なる 用意を 以て 研究の 至便を 計つ てゐ る。 洵に敬 重に 値 ひする 功績を 認むべ きで ある。 

或 七 (漢 本) 大唐 西域 求 法 高僧 傳 一一 卷 唐 義淨撰 (致 七) 

这八 广 修^^ ^ ぎ 一。 すの  smposk  a  Vkpoque  de  la  穴  mnde  dvnastie  T)anp-  slq  les  reliwieux 
kmlnents,  -Tnpar w' .  Chavannes.  Paris,  189  a, 

w 七) 漢本 は、 支那 •朝鮮 •西域の 入 竺求法 僧 五十 餘 人の 小傳で あつて、 先の 『南海 寄 歸傳』 ど 同 
じく、 義淨が 、スマトラ 滯 在中 本 國に托 送せ る ものである。 而 して 本書は、 かく 求 法 僧の 印度 
周遊 記事を 揭 ぐるビ 其に、 なほ 自己の 經歷 せる 印度 •南海の 實況を も 附記せ る こ ^ 、 て、 先の 『寄 
歸傳』 V」 共に 極めて 重要なる 資料たり。 かの 法顯 奘に あつて は、 西域 •印度の 事情を 傳 へしの 
みなれば、 南海の 記事に 至つ ては、 介  >  義淨 のこれ 等の 著書に 俟 つべき のみ。 その 待殊 の惜値 


知るべき である 0 

以上の 他、 『慧 超傳 箋釋』 は、 紀元 第 八 世紀の 初頭、 五 印を 歴遊せ る慧 超の 『往 五天 竺國 傅』 の殘 
卷 を、 藤 田豐八 氏が 考 證箋釋 せる もので あつて、 本傳 は殘卷 ながら 實 .に 『怫國 記』 •『西域 記』 に 次 
ぐ 重要なる 資料な れば 、これが 箋釋も 史的 討究 上の 要 典た るを 失は ぬ。 明治 四十 三年 上海で 出 
版され、 翌年 また ゎが 國に 於て、 高 楠 博士の 校訂を 經て 『大日 本佛敎 全書』 中の 『遊 方傳 叢書』 に 
收攝 して 刊行され た。 その他 また、 僧祐の 『出 三 藏記 集』 (結 一)、 契 嵩の 『傅 法 正宗 記』 (雲 九) 等 
に 於て 屢々 參考 記事を 討ぬべく、 もし それ 梁 •唐 •朱の 三 朝 『高僧 傅』 (致 二—— 五) 並に 各種 經錄 
(結 一—— 九) 等に 就か ば、 斷片的 ながら 重要なる 指南 甚だ 多い。 これ 等は 後項 支那の 敎 史を述 
ぶる下に至つて、改めて紹介するこマ」、せぅ。なほ近時羽溪了諦氏にょつて、『西域之佛敎』な 
る一篇が公にされた(大正三年 0 质說記事主ビして西域諸國に±り、直接印度の敎史には關係 
なけれ V」" また 如上 諸 書 VJ その 類を 同じぅ して、 中に 關係 事項の 散說 された るビ ころ 尠なか ら 
ざれば、 取つ て 參考に 供 t ベく、 卽ち こ、 に 因みに 一言す る 次第で ある 0 

次に 泰西 學 者の 敎史檢 討の 成果を 見る に、 さすがに 史的 討究を 以て 學究の 面目 S 思考せ る渠 
等の 態度は、 その 成果に 甚だ 多く 這箇 史的 討究の 報告を 提供せ るに ょつ て も 窺は れ 得る。 先に 
も 一言せ る 如く、 渠等 は、 わが 國人が 泰平の 夢 暖かなる 惰眠に 耽りつ、 ありし 舊慕時 代、 旣にそ 
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れ等の 檢 討に 着手して ゐた 。爾來 幾 十 百年、 そが 數 多の 成果は、 何れ 史的 討究の それならざる 
はな かりし こど、 殊更い ふを 俟たぬ どころ である 〇凡 そその 態度た る や、 或は 言語 學 上より こ 
れを 試み、 或は 考古學 上より これを 眺め、 或は 審美 學 上より 或は 年代 學 上より、 百方 その 眞相 
を 照 灼せす んば 止ま ざら むの 方法を 示して ゐ る。 その 一二の 例を 擧ぐれ ば、 フ H ルガ クソン 氏 
は その。/ /2ね$7 ^ をき》 き —7/ ミ 备/ミ_. ご London,  1910.( 『印度 及 東方 建築 史』) に 
於て、 考古學 的 見地よ b 印度 宗敎の 史的 變遷を 論 叙し、 また スミス 氏は その s ^ ^ fe §J ^ » co' ^ Q 
0/  /IE、 Oxford,  190 4  .( 『印度 古代史』) に 於て、 石 刻 文 並に 古貨に 基いて 笈多 王統を 釋明 
せる が 如き、 如何に 優秀なる 態度を 執れる こ (f だら ぅ ◦これを かの 單に 古典の 文々 句々 を あげ 
つら ふの みに 止れ る わが 國從 來の怫 敎學 者の 態度に 比べて、 洵に 隔世 異代 の感が あるでは ない 
か。 吾人は これ 等 各種の 優秀なる 成果を 檢 案して、 そ  >  ろ欣 仰の 至りに 耐 へざる ものである。 
さらば、 左に、 その 代表的 要篇の 五三を 紹介せ ぅ。 

1882 し 4 • 


Arischen  Philologie  wid  Altcf.iunlskunde.  .ン 

六 一一  ^ b  碧 ミ/ o ^ J/ ^. //n * By  C.  M.  Duff.  London, 1 899. 

六 一一 一  g  を/—/ t E- .  By  T.  w.  Rhys  Davids.  New  York  二 903 •  (s  フの 

: r r h ミ、/ 、 Z^ ^ Q O/ s ^ s- .  By  V.  smith,  cxtord,  1904 . 

右の 中、 (竞) は、 先に もい へる 如く (一〇 頁 參照) ホ デ ソン 氏* か 尼波羅 に 於て 幾多の 梵語 ^ 51 
を_菓 集して 學界に 提供せ るに 刺戟され て 出で し 結果で 1) つて、 著者 ビュル ヌ—フ 氏は 有名なる 
言語學者どして、當時學界の明星ビ輝き、かのマックス、ミューラ1氏やセナール氏等の碩學何 
れも その 門下に 參集 する ビい ふ有樣 、本書は、 かくの 如き 著者の 該博なる 知識を 傾倒して 成就 
されし もので あつて、 淘に 千古 不朽の 名著 ビい はれて ゐる〇 その 內容 は、 怫傳 "敎理 の 優秀なる 
硏究を 示せる ビ共に 、『華 嚴 ^r 『法 華』 •『般若』- 『榜 伽』 等 諸種 大乘經 典の 內容を 撮要し、 ホ デ ソン 
氏に ょつ て _ されし 露は" 實に § 卓越せ る蠢 手腕に ょ？ 心 T 靈 按排 墨 げられ、 
かくして 固く 梵語— 硏究 Q1 を歐洲 學界に 籠し si る。 當時未 S— 究 Q  — な 
るに 際して、 大乘經 典の 解說を 試みる が 如き、 如何に 辛苦を 嘗めし こビ だら ぅ。 これ ぞ ，に 前 
人荆 棘を 拓き 、後人 道路を 造る の 例" 洵に後 來西歐 の、 怫敎 に關す る 硏究は 、多少の 差は あれ、 
何れも これに 範を 仰がざる なきの 有樣 であつ た。 (六 S は、 最初 著者 ヶルン 氏が、 自國 語部ち 才 
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ランダ 文を 以て 出されし ものを、 直に ヤコビ 氏 (H.  Jacobi) によつ て獨譯 されし もので、 續、 
でヒユ - 氏 (G.  HI) の 靠も岀 される どい ふ 有樣、 實に黨 的の 名著 ど推稱 される くら ゐ 
である。 その 內容 は四篇 より 成り、 第 一 篇 は怫傳 、第 二篇は敎 法、 第三 篇は 僧伽、 而 して 第 四 
篇 は敎史 であ？、 特に 敎 史は渠 の 大に靈 努力し 穿 ころで、 看の 精 讀を値 ひする こどい 
ふまで もない。 (5 は、 著者が 前の §) を 出せる 後、 更 に孜| して その 研鑽を 進め、 かくし 
て豐 富な— 料— て、 佛傳 •敎覽 び敎史 —sfQ  — つて ニケ VII,」、 
組織の 整然たる、 下斷の 的確なる、 询に 恰好の 名著 S 稱す るに 憚らない。 S 著者が 菱— 
て 記ず る 力 如き 如何に ゎが 學徒に 多くの 便宜を 感せ しむる こビ だら ぅ。 特に 閱讀 を薦 むる。 
本書は： f—  ’ を— 1 争ぐ I き———,  I 度ァ ジァン 言語 
量 考古學 叢書』) 中 Qjf し 5?れ§であ る 。 I は、 古代よ 蟲 1 十六 世紀に 至 
る 印度の 年代 表で ある。 § は、 題號の 如く、 屢 時代の 印度 文明を 叙せ る もので あつて、 S 
¥ 六 章、 著者が 該博なる 知識を 以て 巴‘ 梵の佛 典を 根 管して、 詳細‘ の說 明を 施されて ゐる〇 

卽 ち— 麗 QI— よ、—— If  Iff  II— し、 何れも 明確 

に典據 I 示せる？ ろ、 幾分 通俗 文書の 性質— びて—』 いへ、 大に 専攻— すべき 
で f ぅ I 穿 5—  ,/l.t 二 『國 民譚 叢』) 中の 一 編 どして 出されて ゐる 〇  i は 孔雀 


王朝より 笈多 王朝に 至る 史實を 叙說 せる もので、 記事 主 VJ して 政治 史を本 VJ し、 直接 敎史 に關 
する ものなら ねざ、 史 實の漢 たる 印度 古代の 狀 態を 明確に せむ ど 期せる どころ、 從 つて 敎史硏 
究上 多大の 參考を 値 ひすべ く、 殊に その 最近 討究の 結果た るは、 洵に 印度 史書 中の 白眉 VJ 推稱 
さる、 に 乖かぬ 良書で ある。 

以上の 他、 なほ 佛敎 美術の 史的 變遷を 述べた る もの、 言語 學 上の 系統 考證を 試みし もの、 或 
は佛敎 地理の 範 圍に屬 すべき もの、 或は 佛敎 文學の 境界に 入る v きものに して、 直接 間接 敎史 
硏 究に裨 補すべき 偉 II 雄 著は 極めて 多く、 一 々こ、 に 叙說す るの 違な きくら ゐで ある C 曾て 堀 
謙 德氏は 、多大の 注意を 拂 つて、 それ 等 參考の 資料 文書を 遍 く綜攬 して、 『I 釋迦牟 尼 傅』 及び 
『解說 西域 記』 に附 載し たれば、 學者 よろしく その 所 N 揭を 尋ねて、 以て 詳細を 盡すべ きで あらぅ。 
もし また 關係 の硏究 雜誌 にして、 時々 參考を 値 ひする もの、 如き も、 印度 西 歐の間 決して 尠な 
からす。 而 ，て旣 に それ 等に 掲載され て、 學界の 權威ビ なれる 硏究 雄篇 も、 また 十 百に 餘る多 
くが あ り、 堀 氏の 所 揭 同じく それ 等を 網羅して 周到 綿密を 極めて ゐる〇 本 項 その 繁長な らむ 
こどを 惧れ て" た  > 如上の 略說に 止め、 彼々 の 所揭に その 詳細を 讓る こ ^ 、 する 〇但 し、 終り 
に 臨み'  敎 史硏究 者に 對 して、 なほ 一言 望月 信亨 氏に よつ て 編纂され た 『佛 敎大 年表』 の ある こ 
どを 附記せ ねばならぬ。 それ 年表なる ものは、 歷史 硏究の 規矩 準繩た るべき は 今更い ふまで も 
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なく、 洵 にこれ を 措いて は、 這 箇硏究 殿堂の 建設は 決して 望まるべく も あらぬ 。されば、 本書 

の 須要なる こ VJ は、 論議の 限りに あらず。 殊に その 編纂、 一事 一件 何れも 典據を 明示して、 學 
者の 尋 討 ^ 指示せ る 如きは、 如何に 重寶 有益なる かを 感せ しむる ものである。 吾人は、 西歐の 
學者 間に あつて すら、 猶且 この ■専門 典籍の 出現せ ざ b し 間に (單に 印度 史實の 年表の 如きは、 
上述の ダ クフ 氏の それな V」 あれ V」、 怫敎 年表 ビし ては 覓むべ くも あらぬ)、 わが 佛敎學 者の 手に 
ょつ て 這 面の 克成を 見し こ ^ を 幾重に も 欣快 <£ せざるを得ないので ある。 なほ 本書は、 その 卷 
頭に、 東西 諸種の 資料を 綜合して、 印度 王朝の 系統を 表示し、 一目 その 關係 交渉を 明瞭に した 
るは、 洵に 編者の 苦心の 大なる ど 共に、 學 徒の 便宜を 增す w ころ、 決して 尠な からざる もので 
ある。 敢て坐 有に 具備せ むこ ビ を 薦めて 止まない。 

二  支  那 

敎 史略 印度に 興りし 佛敎 は、 支那に 來 つて その 軀 幹を 延ばし、 枝葉を 張り、 ょく 各種の 發 
達を 遂げて、 更に 延い てまた 近隣 諸 邦に 流布 さる、 に 至つ た。 實に 支那 佛敎 は、 佛敎傳 播史中 
の 中樞を なせる もので あつて、 從つて その 攻學の 必要 も、 また 敎 史硏究 中の 首班に くらゐ すべ 
きわけ である。 學者須 く、 銳意 研鑽の 態度を 持續 せねば ならぬ。 


さて 支那 佛敎史 は、 その 始終を 通じて 一般に 五 期 (: 劃され る。 尤も これ どて、 また 學 者の 思 
考に隨 つて、 各々 逕庭 あるは 論を 俟たな い ビ ころで あつて、 專門 史家の まさに 大に 論究を かは 
すべき ビこ ろで ある。 され V」 本 項に 於け る史實 の 略抄の 如きに あつて は、 も (£ よりそれ に與る 
ベく も あらねば、 今は た 3 .簡單 なる 敎會 史實の 叙說に 止む るを 以て 滿 足せねば ならぬ。 夫れ 支 
那佛敎 初傳の 年代を 案す るに、 通常 佛滅を 距る五 百 五十 年、 卽ち 紀元 第一 世紀の 中葉た る後漢 
の 明 帝 永 平 十 年 (67) ビ立 てらる、。 され V」 それより 以前、 旣に 本土に 怫 敎渡來 の徵迹 あるは 各 
種の 文献 上 的確に これを 證明 さる、 どころ であるから" いは ゆる 漢明始 來說の 如きは、 從來の 
非公式に 代 ふるに 公式の 渡來を 見た る もの (£ 謂つべき であらぅ。 而 して その 非公式の 交涉 にあ 
つても" 支那佛 敎 史家が、 その 始來 をなる ベく 古代に 置いて、 傳播 史實を 修飾せ む V」 企圖 せる 
結果、 釋尊 ビ殆ん ざ 同時に 出世せ る 孔子が、 暗に 釋尊 並に その 敎法に 就いて 指示せ るて ふ 『列 
子』 の 記録は もビ より、 降つ て 佛滅後 第三 世紀、 卽ち紀 元 前 第三 世紀の 中葉" 西域 沙門 室 利 房 
等 十八 賢、 佛 經を齎 して 來 朝せ るの 傅說以 下、 漢 明の 時代に 至る •まで、 幾多佛 敎 どの 交涉を 推 
度せ る 如き、 果して 何れまで 確實を 保し 得べき であるかは、 大に 疑は しき どころ であつ て、 決 
して 記 錄傳說 のま、 に 速 信 さるべ くもない 。凡そ これ 等の 討究は、 支那 佛敎 研究の 劈頭に 迫る 
大 問題で あつて、 輕 々に 取扱は るべ か. ら ざる ビ ころ、 近時 學界の 趨勢、 從 來の漢 明 公式 渡來說 
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を も 拒否せ む VJ する 傾向 あつて、 更に 間 題を 新に せる の觀が ある 〇洵 に學 者の 專攻を 期待す る 
こ cf ® なからざる (£ ころ <£ いはねば ならぬ。 

いは ゆる 漢明 始來說 ど は、 その 始來の 年 (卽ち 永 平 十 年) に 先つ こビ數 年、 たま^-明 帝が 異 
夢の 感得に ょり、 卜者の 占 相を 俟つて 使徒を して® 域に 求 法せ しめし 結果、 月 支 沙門 迦葉 摩騰 
(Krisy ssl palmgauga)  •竺法 蘭  (charmara .r a)  の 二者の 來 朝せ しこ ど を 指せる もので、 佛 像* 經 

卷等 何れも この 時 5: 將來 された ので ある。 二者 來 朝の 結果、 寺院の 權 輿を こ、 に 見、 また 道敎 
V」 の 衝突を 續起 せし こ (£ を傳 へらる。 また 『四十 二 章經』 を 始め、 幾多の 經 典の 譯出が あり、 後 
代の 翻 業の 端緒を こ、 に 示せる こどを も 記されて ゐる 。(二 者 譯 出の 經典 中、 現存の ものは た > 
『四十 二 章經』 のみで ある どい はれて ゐるが 、現存の 『四十 二 章經』 ど て、 恐，； くは 當 時の それで 
なく、 後代の 撰 出で ある VJ 考 へられる 〇 

その後 約 八十 年を 經 て、 漢末桓 帝. 靈 帝の 交、 月 支 二 女 息 •康居 •竺土 等の 譯經 沙門 陸續 どして 
渡來 し、 ために 翻譯の 事業 大に 進んだ 。啻に 外 僧の みならす、 本土の 學士 の、 また これに 與る 
もの も尠 くは なかつ た。 これ 等譯 家の 中、 支 婁迦讖 (LO〗<l .r a r 安 低 高 特に 名高く、 その 所 出 
大小 兩 乘に亘 り、 また 何れも 淨土法 門の 譯 成を 果して ゐる 。かくして 正 法の 弘傳は 、滔 々VJ し 
て 上下の 別な く 尊卑を おしなべて 普及 $ る、 に 至つ たので ある。 當時 また、 儒士 牟子が 『理惑 


論』 を 著は し、 在來 固有の 儒道 二敎 (: 對 し、 佛敎ビ の統攝 を 試みむ >L 企てた ビ傳 へられて ゐ る。 

漢 13 んで 三國 時代 ビ なり、 就中 魏は 、漢の 後を 承け て 江北洛 陽に 都せ る こど、 て、 佛敎 比較 
的旺ん に" 江 南 建 業に 據れ る吳 これに 次いで 幾分の 流行を 見、 獨り蜀 のみは その 傳播を 見な かつ 
た。 この 情勢は やがて 南北 佛敎 分岐の 端緖を 醸す るに 至り、 人文 思想の 異色に 伴ぅて、 永く 兩 
者の 對立を 後世に 持續 したゎけ である。 江北怫 敎に あつて は、 曇 柯迦羅 (s】arma r lla)  •康 僧鐙 
(sali CTQ havarman) 等の 外來僭 徒の ある あつて、 翻 業 弘法の 盛榮 を效 し、 江南怫 敎に あつて は、 
康僧會 •支 謙 等の 傳敎 沙門の ある あつて、 開敎化 衆の 目的を 果 L た。 この間、 像 塔 •舍 利の 崇拜 
漸く 起り、 羯磨 (Karma) 受戒の 作法、 梵唄 諷誦の 儀禮 また 敎界の 一帶に 具備し、 一方 朱 子 行 
の 如き 講經 。求 法の 篤 者を 出す 等、 佛 日の 光輝い ょ< 燦然たら む どした。 

次の 世西晋 時代の 佛敎 は、 槪 して 譯經 事業の 脛ん なる ほか、 別に 特記すべき ものがない。 いは 
ゆる 譯業 のみは 有 繫に呸 ん にして" 外來 沙門* 本土 諸士 のこの 聖事 にた づさ はる もの 甚だ 多く、 
就中 燉煌 菩薩 ビ して 名高き 竺法護 (Pf31ara .r a)、 譯經 ゾ講經 並び 行へ る帛延 、その他、 無羅叉 
(Mok r p )  • 竺叔 蘭* 支 疆梁接 (Kalasivi  ? r s 承 遠 父子 等 特に 傑出し、 密敎 經典譯 出の 先驅 をな せ 
る 帛尸黎 蜜 多羅 ^ M. mitra) また 逸すべ からす。 而 して その 末葉、 有名なる 佛圖澄 (】3uddhadl. aq a?) 
の來 至に ょつ て、 弘敎の 機運は、 更ヒ ー段の 促進を 見る に抵つ たので ある。 
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晋末五 胡 •十六 國 の紛亂 を經 て、 紀元 第 四 世紀の 初 頃、 東晋建 業に 起り、 爾來約 一 百年 餘 その 
時代を 持續 した。 當時 の佛 敎界は 、平靜 なる 江 南の 地に 於け るょりも、 騷擾 せる 江 北の 地に 於 
て旺ん であつ たのは、 聊か 奇異の 感を起 さしめ る。 蓋し 非 漢人 種た る 胡 族の 侵入 あつて ょり、 
從來の 漢人 種が、 人種的 偏見に 捉はれ 、犬に 消極的 態度を 以て 外 來の佛 敎に對 せる に異 つて、 
何等 這般の 反感を 抱く こどな く、 極めて 積極的 思考を 以て 自由の 措置に 出で たから、 いは ゆる 
逆緣 やがて 順 緣ビな り、 この 鬪爭亂 離の 裡に あつて、 猶且正 法の 一般 普及を 見た わけで ある。 
而 して その 弘敎の 中樞を なせる ものは、 上に 指示した 佛圖澄 その 人で ある。 澄は 當時敎 界の偉 
人ビ して、 識 衆庶に 秀で、 德 一世に 高く、 その 西來 以後、 覇者 石 氏の 歸 仰を 得て、 ひたすら 興 
法 弘敎に 奉仕した。 佛敎 東漸 このかた 極度の 盛滎を 見た るは、 洵に渠 の 努力に 俟つ どころ どい 
はねば ならぬ。 その 法 資に道 安 あり、 四海の 習 鑿齒ビ 共に 彌天の 釋道安 ど しての 挿話を 殘 せる 
は、 普く 世人の 知れる <£ ころ、 その 經錄の 編者 どして、 註疏の 輯者ビ して、 或は 釋 姓の 創 者 (£ 
して、 淸規 の奠者 ど して、. 渠の 法勳は 隆々 (£ して 盡くべ くもない。 秦將符 堅、 萬 軍を 統べ 天下 
を 以てする もこれ に 代へ 難し ビ敬 重の 極を 示せる も、 また ゆ袅な きに あらす。 その 門下 (: 慧遠 
を 出す。 これ また 法 門の 龍 象た る どころ、 洵に澄 •安 i 師資 三代の 敎 化は、 支那佛 敎の某 礎を 
安定せ しめし もの ど 謂つべき である。 遠は、 盧 山に據 つて 白蓮 敎團を 結びし 江 南 佛敎の 總 帥、 


その 虎溪三 笑の 書 題は、 今な ほ 持 律 生活を® ばし むる よすがを 示し、 また 定心念 怫の嚴 修は、 
當 時の 實踐 修道を 迎るべ き ゆかりを 殘 してゐ る。 『華 嚴經』 の ® 者ビ して 名 ra き佛陀 跋陀 M 
(Buddhabhadra)、 赤髭毘 婆沙ビ して 隱れな き佛 陀耶舍 (Buddhayaias)、 をの 他 劉 遺 民 •陶淵 明 
等の 居士に 至る まで、 當 時想界 の主將 何れも この 芳香に 薰 育され ざる ものは なかつ た。 凡そ 當 
時の 佛敎 々學 は、 明かに 一定せ る 主義 •主張を 奉持す るビ いふ わけでは なく、 大小に 通じ 經 律に 
亘 つて、 隨 持傳譯 流布され たので ある。 『法 華』 •『華 嚴』 •『涅槃』 『勝 鬉』 等の 大乘鹖 典より、 『阿 
含』 經藏 •『四 分』 廣律 等の 小乘經 律に 至る まで、 その 所 出 甚だ 多い。 特に 當時前 古 未だ 曾て あら 
ざり し 小乘論 藏の譯 成を 見た るは、 最も 注意すべき V」 ころで あつて、 小乘 の三藏 こ、 に - 0. 備し 
別して、 對法毘 曇に よつ て、 遂にい は ゆる 毘曇 敎學の 興起を 見る に 至つ たわけで ある。 

なほ 當 時、 學 僧法顯 敢然 VJ して 入竺の 先驅を なし" 葱嶺を 越えて 天竺に 入り、 錫 蘭の 航 より 
南海に 泛び 、辛酸 あまねく 十餘 年、 佛敎 沙門の ため 萬 丈の 氣焰を 擧げ しこビ も、 逸すべ から ざ 
る ^ ころで ある。 その 記録 『佛國 記』 は、 東洋 學並に 佛敎史 研究 上の 寶資ビ なり、 廣く學 界に重 
用され つ、 ある こ ^ は、 旣に 曾て 一言せ る やぅで ある。 (一四 三頁參 照)。 

東晋 漸く 末期に 蒞み 、紀元 第五 世紀の 初頭、 有名なる 鳩 摩羅 什 (Kumarajiva)、 長 安 (: 入り 
て 支那 佛敎の 一新 時期を 劃した。 羅什は 龜茲の 出、 厚く 姚 興の 外 護を 獲て 止 在十餘 年、 大に翻 
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譯の聖 業を 持續 した。 門 侶 三千、 何れも その 坐 下に 蜻 集し、 關中內 外、 威風 煌 VJ して 旭 ど 輝い 
た。 その 翻譯の 至妙 a 、 古今に 絕 してよ く 儔 ふ ものな く、 隨 つて 誦すれば 辭 々珠 盤の 韻を 展べ、 
隨つて 翻す れば 句々 絢爛の 粹を湛 ふ。 その 所 出 大小* 敎禪に 亙り、 經 •律 •論 藏を盡 し、 三論. 四 
論 •成實 •淨土 等の 諸種 敎學 勃興の 近因を 成せる VJ ころ、 洵に 古今の 譯聖 VJ 稱す るに 乖かな い。 
而 して 特に 自己 所 抱の 思想 ビ しては、 かの 龍樹 •提 婆を 承繼 して、 般若 皆 空に 安定し、 無想 離 念 
に 立脚した。 由來當 時の 想界 は、 前代 經學 流行の 反動よ り、 著しく 老莊 の虛無 三昧に 傾向し、 
话 淡 高談 天下を 風靡せ る 時代で あつた。 羅什 こゞに 無想 皆 空の 思潮を 流布す、 擧世滔 々これに 
趣 入せ るは、 蓋し 理の 當然ビ 謂つ V き (£ ころで ある。 かくして その 地位は、 當時 敎界の 第一 人 
者 (£ して、 高德佛 陀跋陀 羅 を 凌ぎ、 その 長安學 園は、 かの 白蓮 敎圑 VJ 雙 々運行の 偉觀を 呈 した 
ので ある。 かの 關中四 傑が 師宗 を禀 けて 敎界の 偉 器た b しこ VJ も、 普く 學徒に 知らる ゞ VJ ころ 
で  ^-^>フ0 

當時 また、 中 印 曇無識 (Dharmara r a) の來 至に よって 『涅 盤經』 の譯 出を 見、 「如來 常住、 無 
有變 易」 の 思想 漸く S り、 「一切衆生、 悉有條 性」 の 信念た めに 普いた。 さて こそ こ、 に 涅槃 敎 
學の 勃興を 來し 、判 敎批剑 の 特色 また その 萠を示 すに 至つ たので ある。 

紀元 第五 [it 紀の 初葉、 江 南の 東晋 C んで 劉宋 の代ビ なり、 江 北の 五 胡 また 北魏に 統一され ^ 。 


かくて 天下は、 南北の 二大 强國對 立の 有樣 VJ な b、 爾來第 六 世紀の 末葉 卽ち隋 の 統一に 至る 凡そ 
一 百 七十 年間に S つて、 これを 南北朝の 時代 どい ふ。 就中 南朝に あつて は、 宋. 齊 •梁 •陳を 通じ、 
佛敎 朝野 上下の 歸仰を 受け、 宋初 佛駄什 (Buddhajiva)  •畺 良耶舍 (K 己 ay gs as) 等の 移歸あ つて 
翻 業 旺んに 、齊 代僧 柔*慧 次 等の 學匠 あつて 講經衰 へす。 梁 世 菩提 達磨 a o dhidharma) の西來 
あつて、 武帝 C1 の 問答は 殊に 名高く、 陳代眞 謙 三藏 (param H' .tha) の 活動の 結果佛 敎 々學を 發 
展せ しめし こ ど 多々 〇總 じて 四 朝を 通じ 正 法の 隆盛 極めて 順緣を 獲、 この間、 侯景の 乱に" 金 
陵 七 百の 精舍 一朝 烏 有に 歸 する の慘 事を 見た るは、 唯一の 逆緣 cf して 擧 ぐべき であらぅ。 

當 時の怫 敎 々學を 一瞥す るに、 成實の 興起は その 盛榮を 極度に 達せし め、 いは ゆる 梁 朝の 三 
大法師 たる 法 雲 •智藏 •僧旻 の ある あり、 次いで 三論 これに 代りて 隆昌を 見" 後代 金 陵の 吉藏に 
至つ て その 頂點に 及んだ。 而 して 眞 諦の來 至は、 支那 佛敎 第二の 時期を 劃す るに 至り、 敎學の 
一變 著しき ものが あつた。 眞諦は 西 天の 人、 海路 中國 に來 り、 時た ま^. かの 侯景の 騷擾 あり、 
紛叫亂 離の 渦中、 流浪 痛苦 具に 二十 餘年 、この間に ょく 幾多の 譯業を 克 成して、 羅什 •玄羿 に 次 
ぎ、 いは ゆる 四 大譯家 (羅什 •眞諦 •支 羿 •不 空) 中の 隨 一に 數 へらる。 その 所 出 また 多岐 ^ 種に 
して 一 該し難 けれ V」、 無 著 •世 親の 瑜伽 •唯 識を傳 ふるが その 本旨た る もの ゞ 如く、 卽ち無 著の 
『攝 論』 世 親の 『唯 識』 を傳 へて 攝論 敎學を 興起せ しめ、 玄羿以 外 別個の 唯 心 思想を 發 揮した。 ま 
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た 『俱舍 論』 (f 舊俱 舍』) を 譯 成して 『新 俱舍』 の 先驅を なし、 毘曇 宗派た めに 俱舍 宗派に 轉向す る 
の誘導を起した。更に『起信論』を初出して眞如緣起を闡明し、舊來の敎學界に與ふるの影 1 實 
に 多々。 その 『起 信 論』 こそは、 僞作。 眞譯 、學者 異見の 好材ビ なれる ものである。 當時 また 僧 
祐 •惠皎 ：寶唱 等に ょつ て 『弘明 集』* 『名僧 傳』。 『高僧 傅』 等が 出され、 敎史 硏究上 の 巨 益を 學界に 
提供せ る こ S も、 特記す ベ  き ビ ころで 5) る 0 

次に 北朝に あつて は、 北 魏 後に 東西に 分れ" 祀齊萸 魏に 代り" 北 周两魏 に 代つ た。 この 四 代 
.の 間、 いは ゆる 二 武 法難の 慘事を 見 たれ ざ、 また 護法 奉敎の 君主 も 乏しから す。 北魏道 武大に 
崇怫の 念 あ b" 有名なる 寵門石 洞の 偉業は" 百世 長く 時代の 信仰 及び 藝 術の 表象を 示せる もの 
ぐ」 して、 その 護法の 程を 見るべく、 たま/ \ 太武 帝、 道士の 言に 肓從 して 破佛の 暴行を 敢て 
し、 (三 武 法難の  一 r 法 運た めに 稍' 杜 塞の 悲運に 向へ る も" 文 成 帝 以後の 興佛は "ょく その 頹 
廢 を救復 する こ を 得て 豐かに b ;)n ふるに 宣武 帝の - 1: 印度の 勒 ? * 提 ( ^ 5BiTla  i ， 菩提 泳 支 
(Bodhiruci) の渡來 する あつて、 譯經 •興 學に 一段の 進埗 を來 した。 就中 流支质 譯の十 地 論』 は、 
地 論 宗派の 興起を 促し、 また 『 淨土 論』 は、 支那 淨敎の 源流 ビな つた ◦前者は 『華 嚴経』 說に 因緣 
して、 かの 五臺 文殊の 信仰を 育成し、. 後者は ® 門 曇 鸞を誘 掖 して、 淨土念 佛を 唱導せ しめし 
こ ^ は 有名で ある。 いはぬ る 曇 K の 念佛 たる、 かの 盧山 流の それに 別 出せる 一派 ^ して、 後世 


の 善導 流の 基本た 來流れ て b- が 國に弘 布し、 民間の 思想に 及ぼせる 影響の 大な〇 しほ ざ 

は、 取りた て、 こ、 にい ふまで もない。 當時 また 中 印の /?!* I 陀扇 多 ~BU S 一一 aArlnta) の 渡來 せる 

€ 

あり、 その 所 出の 『攝 論』 は、 後の 眞謙の 所譯に 先んじて、 攝論 宗派 興起の 濫觴を なせる VJ ころ、 
大乘論 藏の譯 成は、 實 C 當時の 面目 VJ も 謂つべき であつ た。 その他、 地 論。 四 分の 二宗を 宣揚し 
て、 學行 一代を 壓 せる 僧 統慧光 あり、 周武 の破佛 (三 武 法難の 一) に 直言 拮抗して、 萬 丈の 意氣を 
示せる 淨影慧 遠 あ り、 宗 勢の 規模は、 かくして よく 敬虔なる 沙門の 努力に よつ て 維持され たの 
である 〇 

因みに 當 時の佛 敎 は" 一方 道敎ビ 相對 し" 紛擾 妥協 屢 々這 般の 間に 起つ た。 かの 二武 法難の 
釀 成された る も、 また 道士の 敎唆 によれる 結果た る こ V」 はいふまで もない。 

南北 二强對 立の 後" 紀元 第 六 世紀の 末葉 文 帝 楊 堅 天下を 一統して 隋朝を 立てた。 當 時の 佛敎 
は、 閽那崛 多 c spagupta r 達磨 « 多 (Dharmagupta) 等の ある あつて、 譯業な ほ 衰へす VJ 雖、 
特に 敎學の 一面に 著しき 上進を 見た。 江北淨 影の 慧 遠、 江 南天 台の 智顗 、金 陵嘉祥 の吉藏 等、 
實に當 代 敎界の 巨擘に して" 慧 遠の 統一的 態度、 智 IM の 包容 的 措置、 吉藏の 批判的 見界 は、 洵 
に 支那佛 敎 々學 上の 一大 異彩 ビい はねば ならぬ。 特に 智 顗 は、* 前後 第一の 學匠ビ して 普く 自他 
に推稱 さる、 ビころ 、その 三大五 小の 偉 著は、 廣く學 徒 攻究の 對象 ど なり、 五 時 八 敎の妙 剑は、 
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長く敎格査定の洪箱を垂れしものである。天台宗派の隆盛は、實に渠を俟って現はれ、圓頓一 
乘の弘 布は、 實に 渠を俟 って 見た ので ある。 當時 また 法經等 『衆 經目錄 1 を 出し、 費 長 房 『歷代 
三 寶紀』 を 撰して、 經 錄の規 摸を 張り、 よって 以て 藏經 研究の 指針を 作れる こビも 逸すべ から 
ざる VJ ころで ある。 (三 六頁參 照) 

紀元 第 七 世紀の 初葉、 李唐隋 朝に 代っ て 立っ た。 爾後 第 十 世紀の 劈頭に 至る まで、 凡そ 二百 
九十 年間、 唐朝の 佛敎は この間に 始終して ゐ るので ある。 この 時代の 敎勢を 通観す るに、 前代 
その 萠兆を 示せる 新 宗派の 興起の 傾向は、 當 代に 來っ ていよ/ \そ の顯 現を 見、 從來の 各宗に 
加 ふるに、 新興の 諸宗 何れも その 粹を 並べ、 實に百 華繚亂 の妍を 極む るの 槪が あつた。 加 ふる 
に、 譯 業の 隆昌は 前後 その 比な く" 怫敎の 大系は、 この 興學 VJ 譯業 ビ によつ て、 完成 さる、 に 
至っ た。 實に 唐朝の 佛敎 は、 支那 佛敎を 通じての 黄金時代 (£ して、 その 盛 榮の飽 夢に 陶醉 せる 
の 時代 ビ謂つ べきで ある。 

當 代の 劈頭に 於て、 先づ 特筆して 傳ふべ きは、 譯傑玄 羿の 宏壯な る 事業で ある。 渠は 平素 修 
學の徬 、從 來の譯 語の 著しく 不當な る ど、 經 典の 大いに 不備なる ビを遺 慽 (£ し、 親しく 西土に 
渡っ て 求 法 習 語し、 以て それ 等の 缺を充 さむ V」 願 じ、 終に 年少 單身を 挺して、 西域 •印度 大小 一 
百 三十 餘_を 遍歷 する こ if 十七 年間、 多岐なる 經卷 V」 豐富な る學識 V」 を 收 習して 歸 朝し、 以て 


その 希望を 實現 する こ VJ を 得た。 爾來隨 翻隨譯 その 聖業を 繼續 する こ VJ 一  不年 、所 出總 じて 七 
十餘部 •一千 三百 四十 卷 .に 垂む VJ し、 『大 般若』 六 百卷を 初め、 『婆 沙論』 二 百 卷 •『 瑜伽 論』 ::: 白卷、 
その他 浩龄な る 部 帙洵に 驚嘆す るに 餘り あり、 その 所 出の 夥多なる こ V」、 前後に 比 儔を 絕 した。 
かくて 舊 來の譯 法を 不正 VJ して 新制の 譯法を 創め、 新舊の 時期を これにょ つて 劃 1 るに 抵る〇 
これ 實に 支那佛 敎 第三の 變轉 VI 謂つべき である" 先には 羅什 あつて 譯界の 第一人者 ビ稱 せら 
れたれ VJ、 その 所 出の 數量 貪に 渠の 下に あり、 擧 世新佛 出現の 驚異を 以て 渠を迎 へし V」 いへ る 
もの、 實に 尤もの 至りで ある。 而 して 渠 目ら の 所宗は 、無 著 •世 親の 敎學を 相承して 瑜 伽； 唯識 
の 上に あり、 その 翻譯に 於て 見る も、 這 面の 闊係 書類 最も 多く、 特に 護法 中心の 『成 唯識論 』 の 
糅譯 は、 唯識 敎學 勃興の 機運を 促し、 先の 地 論- 攝 論の 唯 心 敎學以 外 別趣の 面目を 發 揮した。 そ 
の 思想、 その 態度、 從來の 諸種 敎學ビ 劃然たる 溝渠を 作れる こどは、 佛 敎敎理 史上 別して 注意 
すべき 要點 である。 また ® I 勒崇拜 の 思想" 因 明 論理の 修學 等の 發撣 されし も V 渠 に俟つ べき >f 
ころ、 特に 渠が西 天 紀行 『西域 記』 V 先の 法 顯の一 T 佛國記 レ 後の 義淨 c/; f 寄 歸傳』 ど 共に、 敎 史硏究 
上 不可 缺の南 針 どなれる こ ビは"こ、にまたこビ<^しく贅言するまでもなからぅ。(一四四頁 

參 照) 

玄羿に 次いで 當 時の 譯 界を賑 はせ しものに、 于 園の 實 叉難陀 (s ^ -^ banda) 中 印の 波頗 
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(FraMlflkariitra Y 地 婆 M 羅 (Div ^ ara) i s  畏 、南 印の 菩提 留志 (Bodhiruc r 
不 空、 及び 本土の 義淨の 如き あり、 その 所 S 各々 時代 敎學に 影響を 與ふ る (£ ころ ® なから す。 
就中 善無畏 。金剛 智 •不空 等は、 專ら密 敎傳譯 に 功 あ り、 眞言 宗派 これによ つて 現る。 實叉難 陀* 
地 婆 M 羅の所 出は、 賢 首を して 華嚴 宗派を 興起せ しめし 誘導ビ なり、 義淨の 渡 西は、 律 部を 闡 
明に する ビ 共に、 敎史硏 究に資 するど ころ 多々 あり (f いはねば ならぬ。 

翻つ て當代 敎學の 大勢を 一瞥せ ぅ。 譯傑玄 笄は 、自ら その 思想を 發 表して 主義の 高調を 試み 
る ビい ふこ ビ はな かつた が、 資子 何れも、 1 S 說を奉 じで 敎學の 上に 一段の 面目を 發 揮した。 玄 
羿の 門下 三千 中、 一秀の 入室 どして 師匠の 特授を 禀け しは、 慈 恩 その 人で ある。 洵に渠 は傳法 
竦 比の 偉 器た るに 乖かす 。その 優越せ る學 解 ^ 高邁なる 識見 ビ は、 當 時の ® t 會を牌 睨して 儔 
者な く、 大乘 基の 尊號 は、 敎界の 第一人者 ビ して 內 外に 普く 推稱 さる、 どころ である。 法相 宗 
派渠 •」 よつ て 勃興し、 從來 の攝論 宗派を 該收 して 旺ん に、 爾來慧 沼 •智 周に 至る 數十 年間、 滔々 
V」 して 天下を 風靡せ しめし もの、 その 起因 實に渠 の 偉 器に 俟た ねばならぬ。 慈 恩 ど 相 並んで 西 
明の 圓測 あり、 また 唯識 一方の 法將 であつ た •か、 惜しい かな、 所說 多くは 正系より 異義 どして 
排斥され てゐ る。 また 『俱舍 』 の 三 家 ど稱 せらる、 光* 寶丄茶 あり、 俱 舍敎學 はこれ によつ て大に 
* 昌を呈 した。 


當時 また、 敎界に 著しき 影響 V 與 へたる 賢 首法藏 の 出世せ る こ ^ を 逸して はならぬ。 渠は通 
常 天台の 智顗 ご並稱 さる、 敎學の 大成 者で あつて、 華嚴 宗派の 開立は、 實に その 努力に 俟 つべ 
きで ある。 その 所見、 支 羿 4 恋 恩の 瑜伽 •唯 識に慊 らす (£ なし、 乃ち 抑相揚 性の 態度を 以て 旺ん 
に 法界 無礙の 妙理を 高調し、 陰に陽に 事理 隔歷の 法相 敎義 に當ら むビ したから、 さしもの 法相 
敎義も 漸次 衰頹の 悲運に 傾き、 無 礙圓融 の華嚴 宗派、 代つ て その 全盛を 極む るに 至つ た。 その 
地 論 宗派の 統攝 もまた 自然の 情勢の 然 らしむ る. ごころ、 蓋し これみ な 渠が 識見の 高邁なる ♦か 效 
す どころ し 他なら ぬ。 その 講經 現瑞の 奇蹟 ビ金獅 相 卽 の妙喻 ビの 如きは、 渠の學 德の異 凡なる 
を 表は す もの ^ して、 普く 學 徒の 記憶-」 親しい VJ ころで ある。 後世 法資に 澄觀 あり、 また 傳法 
の 偉 器た るに 乖かす 、異 流の 邪義を 斥 破して 圓敎の 確立を 成遂 した。 

如上 記す ビこ ろの 他、 なほ 當代に 開立され し 諸宗尠 なくは ない。 先づ慧 光の 四 分律宗 は、 礪. 
宣 •素の 三 家 V」 なり、 更に 一轉 して 南山 宗派ビ なり" 善導の 念 佛法 門は、 道綽を 承け て口稱 正業 
を 大成せ る もの、 更に 後世 惠 m 三 藏慈愍 流を 唱導した" 盧山 。善導。 慈愍の 三流、 その 所 傳に昌 
微の 相違 あれ V' 時代 人心に 影響せ しめし ビころ 決して 尠くは なく、 特に 善導の 一流 その 最尤 
にくら ゐ する。 眞言 密敎は 、旣述 の 如く 善無畏 等の 外 來三藏 にょつ て 隆昌を 遂げられ、 特に 不 
空は いは ゆる 四大譯 家中の 隨 一に 數 へらる、 もの、 その譯 業の 盛大に して、 密 典の 多 出され 介 
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る、 實 に餘姐 に 卓越して ゐ る。 資 子慧果 は、 わが 東密空 海の 法 匠ビ して 名高く、 孫 弟眞 •全は、 
また 台密 仁* 珍の 敎歸ビ して 記憶 さる。 佛心 禪宗に 至つ ては、 大に傳 ふべき あり。 初祖 達磨、 擁 
法西來 して 不立 文字の 建設以 來 、法 資， * 繫ぎ、五祖弘忍の下、神秀*慧能の雨足、南北 € _の禪 
風を 唱導し、 特に 慧能： i、 六祖の 衣鉢を 繼げる 人、 門下 南嶽。 靑原 各々 臨濟 i 日 洞の 基礎を 立て、 
潙仰 •雲 門 •法 限の 三宗ま たこれ より 起る。 洵に晚 唐 敎界の 大勢は、 唯々 禪門 の獨 壇場た るの 觀 
が あつた。 而 して その 思想が、 餘他 諸種の 敎學に 著しき 影響を 與 へしこ ビ も、 もビ より 論な き 
ビ ころ、 禪 味の 色彩は 擧世 不偏に 灑漫 したので ある。 かくの 如く 李 唐の儸 敎は 、特に その 敎學 
に 於て 盛榮の 極に 達し、 更に 四邊に 流入して、 異國 興敎の 動機を 助成せ しこ ど 極めて 多々。 先 
づ西藏 佛敎は 、これが 西 流して 印度 佛敎 V」 の 相會の 結果 V」 見るべく、 而 して その 轉 流せる もの、 
卽ち滿 蒙 佛敎た b、 更に 朝鮮 佛敎は 、その 東 流せし 結果に 出で、 而 して その 遠 流せる もの、 こ 
れ 日本 佛敎 たる わけで ある。 別して わが 國 にあつ て當 時の 輸入 文物 中、 佛敎 思想を 以て その 尤 
VJ t べき こ V」 は、 殊更い ふまで もない V」 ころで ある 0 
李 唐 末葉 武宗 の破佛 (三 武 法難の 一) あり、 當代 唯一の 慘事 どして 傳 へらる、 どころ、 從來 
隆昌を 誇りし 佛敎 もこ、 に 一大 頓挫を 來 し、 加 ふるに、 その 創傷 未だ 癒えざる に、 たま <更 
世 五代の 紛亂を 現じ、 法 運の 悲境ます— 甚だしき に 趣いた。 その後 周の 世宗 によつ て 行 はれ 


し 破 佛こそ * か の三武 VJ 共に 一宗の 法難 VJ して 敎界 不祥の 極を 致せし もの i 寺 像の 燒 毀、 章疏 
の 破棄 等''  正 法 まさに 地を拂 はむ ビ する の槪が あつた。 

爾來 幾く もな く、 紀元 第 十 世紀の 中葉* 趙宋 興つ てまた 法 運の 復活を 見る に 抵つ た。 その 初 
頃 M 帝 相次いで 崇佛の 儀 あり、 殊に 太祖の 代、 金銀 寫 字の 儸經を 炸 り、 また 全藏 印刻の 端緖を 開 
ける 如きは、 尤も 大書して 傳 ふべき どころ (一九 頁參 照)、 その他‘ 講 經の獎 譯 業の 促進 等 • 
弘法に 資せる 淨事 極めて 多い。 梵漢の 交通 こ、 に 於て か 旺ん に、 外來の 沙門 頻りに 踵を 亞 ハ、。 

牝 S の 天 息災 及び 施 護 a 中 印の 法 天 (〇 一目)— sa) 等は/ * C の 主なる ものにして、 
旺んに 翻 譯の 事業に 從 事し、 所 S 4 <小 顯密に 通じて 夥多し きものが ある'  惜しい かな、 それ 等 
の 所 出は、 後 ® 學 者の 依 用す る ごころ © なかり しため、 渠等譯 家 も、 また 比較的 著名に 至らす 
して 終つ た。 

當 代の 敎學 、劈頭 先づ 見るべき は、 IP ち 台 家の 復興で ある。 卽ち 高麗 諦觀 章疏を 携 へて 支那 
に來 t ai 家。 山 外 異義を 論じて® 抗 喧し。 かくして 因 明 i a! の岀 世に 至つ て、 圓頓 の敎 旨は 
愈々 精究 され、 台宗の 面目は 益々 發 揮され たので ある。 更に禪 宗に 至つ ては、 實に當 代 佛敎の 
宁福 たるの 盛 滎を 致し， 傳 法の 祖々 脈々 頗る 繁衝を 極めた" 永 明 延壽は 『宗 鏡錄」 0 雄 著を 出 

し、 佛果圜 悟は 『碧 巖錄』 の 名篇を ものす。 五家 七 宗 、法 綱の 擴 張され たる こビ '實 に敎界 第一 
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の 槪を呈 したので ある。 その他、 華 嚴に あつて は 長 •晋二 水の ある あり、 南山に あつて は 西 湖. 
靈芝 大に顯 る。 念怫の 一門 また 諸宗學 匠に 通じて 修唱 された。 

宋代 中頃、 金 軍. 侵入に ょつ て 江 北 一帶を 奪 はれ、 僅に 江 南 臨 安に 據つて その 餘 命を 維持す 
るの 止むな き [: 抵つ た。 いは ゆる 南宋が これで あつて、 國 運の 衰微は 法 運の 浮沈 ど 始終し、 こ 
の 間た# 禪法ビ 念佛 VJ の 普 流を 見た のみで ある。 

紀元 第 十三 世紀の 末葉 蒙古 起つ て國內 を侵定 し、 廣大な る 版 圖を 擁して 元朝を 立てた。 當代 
の 佛敎は 、前代を 承け て、 禪宗 —— 特に 臨濟 ® 日 洞の 兩宗 南北に 盛榮を 見た が、 その 偁の 諸宗漸 
く昔日の俤を失ひ、加ふるに初帝世祖は、西藏僧發思巴(1ダ137 1 3 ^ を帝 @ どして_嘛敎を崇 
敬せ しこ て" 異敎の 勢力は 益々 隆昌を 極めた。 この間 佛敎 々學 上、 念 常の 『佛祖 通 哉』、 覺 
岸の 『釋氏 稽古 略』 の 出づる あり、 前代 末に 成れる 志 盤の 『佛祖 統紀』 ビ 共に、 敎史硏 究の好 資料 
ビ して 傳ふ べきで ある。 

元朝 一 百年を 經て明 朝 これに 代り、 歷 代の 諸 帝 何れも 佛敎を 保護せ しこ ビ 、て、 法 運 幾分の 
啓隆 あり、 特に 禪 門の 一宗 異敎喇 嘛 ビ 相 並んで 胚ん に、 更に その 末期に 至つ て、 念佛の 一門 ま 
た 普 流さる、 に抵 つた。 官廷 勅して 南北 兩藏を 刻せ しめしは、 民 僧 奮つ て 方 ® 經典 を刊 せし こ 
V、 共に、 特殊の 偉業 VJ して 傳ふ る r_ 足る。 雲 樓株宏 • * 益 知日 旭 相 前後して 出で、 何れも 敎界の 


首班たり。 特に 智旭は 、偉 著 『閱藏 知 律』 を 出して 興學 上當 n: 掉 尾の 活躍を 試みた。 槪 して 當代 
软學の傾向禪淨一致の色彩を有せしこマ」は、注0すべきビころである。 

紀元 第 十七 世紀の 中葉 淸朝 立つ や、 從 來の_ 嘛敎は 歷 代の 保護を 得て いよ-^ 旺んに 、怫 U 
の餘 光は これに 反して 益々 稀薄 ビな り、 加 ふるに 前代よ 卜 "侵入せ る 基督 敎* 囘敎 等の、 漸次 國內 
に周遍 せる あり、 かくして 現 時に あつて は、 佛敎の 生命 全く 失墜し 了り、 たぃ 隨所 伽藍 殿堂の 
遺跡を 留む るに 過ぎす して、 かの 印度 儺 敎 終末の 逕路を 繰 返す の慘狀 を呈 して ゐ るので ある。 

©F 究 藥 それ 支那佛 敎に あつて、 その 始終を 通じて 最も 著しき 特色を 覓むれ ば、 實 に 譯經の 
史實 にある て ふこ VJ は、 吾人の 旣に 特記せ る  >」ころである。(一六頁參照 0 洵に譯經の事業は> 
支那 佛敎が 有せる 獨 .自の 面目で めつて、 而 して その 成果の 如何は、 やがて 佛敎 々學の 上に 多大 
の 影響を 與及 せる 點 より 考察せば、 げ にこの 一事 こそ" 敎史 を莊嚴 せる 最大 要項 どい はねば な 
らぬ 。從 つて 敎史 硏究の 問題 ビなれ るビ ころも、 主 (f して 譯 經に關 する 上に その 多くを 見出す 
べき こ VJ を 心得べき である 0 0 

由 來譯經 の 事業は、 怫敎始 來當 初より して 創められ、 元 代 初期に 至る 約 一千 三百 年間の 長 時 
に 亘つて 行は れし こどで あるから、 これに 對する どかく の 問題 も 決して ® くは ない。 譯經史 S 
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5 一 

の 上よりは、 も vj よりそれ 等の j 々に 就いて 紹介すべき では あるが、 今 本 講の主 要ビす る c£ こ 
ろは、 這般の 詳細を 盡すべ き 違な きま、" 就中 特に 問題の 論議 喧しき 新 舊兩譯 の 一面に 就いて 
硏究の 方針を 叙說 し、 以て 初心 就 學の弄 引に 擬へ たいど 思 ふ。 

いふまで もな く 新舊兩 譯の區 分は、 唐の 玄笄を 以て 劃され るので あつて、 その 本來の 趣旨は" 
譯 語の 相違に ある こども どよりの ごころ なれ r 、 新譯創 唱の玄 穽 その 人が、 從來の 性 相 融通の 
敎義 に異つ て、 著しく 性 相 別格の 主張に 立てる ため、 その 所 翻の 上に 這 箇獨自 の 主張を 一貫せ 
しめて" いは ゆる 新譯は 、單 なる 譯 語の 相違の みに 止ら で、 犬に 敎義の 異彩を 示せる を 以て、 
さて こそ 兩 譯の區 分は、 敎學 成立 上 甚大の 問題 VJ なれる VJ ころで ある。 (尤も 新譯は 、單 り玄 弈 
のみに 止ら で" 支 笄以後 -0 義淨 •不空 等の 如きに あつても また 同樣な れ V」 、 これ 等に あつて は、 
やはりた 夕 譯語 上の 相違に 止り、 然 く敎義 上の 相違を 見た るビ ころがない から、 今は た  > 新 » 
を i' 弈に 代表せ しめて 論す るので ある 〇 

先づ譯 語の 上に 就いて 考察せ むに、 雨 譯の區 分は、 主ビ して 字音を 譯寫 するビ きど、 字義を 
翻 出す る VJ きどの 二種 ど して 論せられ る。 先づ 字音の 譯冩 どは、 例へ ば 『西域 記』 第二に、 天竺 
の稱 呼を 說いて 「天竺 之稱 異議釓 紛 、舊云 n 身 毒 一 或 日 n 賢 豆； 今從 二 正音 一宜 J ? 印度 1 」ビ いひ、 
天竺の 梵名 (この 梵 名の 語源に 就いては、 學 者の 異說 紛紜ど して ゐ る) を、 舊にて 「身 毒」， または 


「臺 JS せる を、 新に ては 否ら て 斥け、 「印度」 を 以て それに 充てた るが 如— ちそれ 
であ る。 こは 別に 意義 上の 相違では なく、 新譯 •か 舊譯 I して 1 ビい へる ものに 當る 。され 
ば、 何れの 所 譯に從 ふ も、 別に 意味の 上に 左右を 來せ るに あらざる こどは、 もビ よりの ビころ 
た上ナ 音の 寫雲巧 要き つ i  止る i てよ からぅ。 然るに 次の 字義の 蟹」 就いては" 
意 « 上に 相違を 見" 從つて 全篇の 綱 格に 著しき 變異を 招ける ものな れば 、敎理 の硏究 上、 特に 
多大の 注意を 要する どころ である。 例へ ば 「薩 埵」 つ^^く i) を 譯 して" 舊に 「衆生」 どい ひ、 新 
に 「有 淸」 VJ いへ るが 如き これで あつて、 慈 恩は 『唯 識述 記』 第一 本に この 舊譯を 斥けて、 「梵云 二 

薩埵 一此言 n 有情 ^ 有 一一 情 識一故 . 言 一一 衆生 一 者 不ン善 レ理 也、 草木 衆生」 •」 いぅて ゐる 。また 「底 

栗 車」 c H riyagyon て) を 譯 して、 舊に 「畜生」 ビ いひ、 新に 「傍 生」 ビい へる が 如き も 同 例で ある。 
而してこれ等は、畢寛單なる局限の意義の相違に止れ ^ 、もしそれ敎義の中核を設表せる語句 
，— 例へ ば <Alaya- を、 奮に 「阿梨 耶>寫 し 「無 沒」 V」 譯し 、新に 「阿 賴耶， N 寫し 「藏>」譯 する 
が 如きは、 單なる 字音* 字義の 相違の みに 止ら すして、 實に新 舊敎義 全部に 貫 m せる 相違を な 
して ゐ るので ある。 極言せば、 大乘の 二流 卽ち相 性 兩宗の 相違は、 實 にこの 。 >| 一与' の 翻譯解 
說の 如何に あ t いつて 可なる ベく、 かの 三乘 一 乘の區 別、 佛果 成不の 相違、 眞如受 重 一の 當否 
等の 間 題は、 何れも これよ b 流出され たる ものに 他なら ぬ。 曾て 唐の 靈潤が 、 -?fr 舊兩 ■に * 1 ' 
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一七 四 

る 十四 相違を 數 へてゐ るが" 項々 何れも 固 相性 雨宗の 敎義 上の 相違に 他なら ぬに 徵 する も t 
その 趣旨を 領得さ れ ょぅ。 而し てこは た >  i 例に 過ぎない が、 蕾に これの みに 限らす、 その他 
これに 類す る 要 語 また 決して 尠く はない。 一小微 々たる 語辭の 翻譯の 討究 も、 また 決して 輕々 
に附し 去るべからざる どころではない か 0 

槪 して 兩譯の 特徵を 通觀 する に、 何れも 長短の 二 面を 帶び てゐ る •<? 考 へられる。 舊譯 は、 多 
く、 詞辭華 麗に富 み、 音韻 流暢を 極 むれ V」、 字音* 字義の 上に 嚴密な る磘 正を 缺ける 恨み あり" 
新譯 は、 音 義の詮 表 極めて 精密な れ ざ、音韻串長に百 ¥ 、詞辭晦澀に陷れる嫌ひあ.る。このこ 
S は、 兩, の 代表 大家た る羅什 どす 一弈ビ の 上を 比較 すれば、 最も 明かに 首肯され る (£ ころで あ 
る。 而 して、 か、 る 譯風を 以てせる 雨譯の 內容が 、敎義 上に 然く 著しき 逕庭を 來 せる こどは、 
何の 原因す る V) ころ あつて ぃ あるか。 日く、 それ 玄羿は 、從來 慣用され し 翻譯の 語辭に 就いて 
は、 大に 慊ら ざる ビころ あり、 その 渡 天は 主 ど して これに 起因し、 梵語の 討究を 以て その 專攻 
ビした。さればかの坡に在留せし長時の努力を、多くこれに傾倒せるこ (£ はいふまでもなく、 
從つて その 終學歸 朝の 後、 唱說 開始せ る翻譯 上の 主張が、 從來の それに 比して、 事々 相違を 見 
たるは、 まさに 當然の 沙汰で ある。 而 して、 更 (: また、 かの 地に 修習禀 承せ る 敎義師 匠が、 特 
に從來 の學 派 (: 異れる 性 相 別格の 護法 系統に あ b しこ (f 、 て、 その 所 奉の 敎義が 、悉く 新定の 


譯 語の 上に 表現され、 かくして 著しく 敎義の 色彩を 異にせる 譯出を 結果せ しめし こビは V 這箇 
原因の 要項 ビいは ねばならぬ。 旣に新 譯の唱 者は、 その 禀 承の 學 系に、 舊來 の譯潘 ビ 相容れ ざ 
る 相違を 見た わけなれば、 雨 者は その 立脚 1 J 於て 融會し 難き 溝渠を 造つ てゐ るので ある。 然る 
を、 這般の 事情を ば 顧みす、 新譯の 徒は、 一槪に 舊譯を 不正 C1 して 斥け、 甚だしき に 至つ ては、 
自己 所 奉の 敎說に 違せ る經 論は、 これを 僞作 cf して 否まむ ビ せし 傾き さへ 見えて ゐる 。また 舊 
譯の 徒は、 新譯の 敎義を 以て 悉く 譯 者の 改竄  見做して、 その 價 値を 覆は む どせ し迹さ へ 示して 
ゐる 。.可れ も ® / i: る感淸 を 先 VJ せる もので、 も (£ ょ. n' 取るべからざる V」 ころ、 硏學の 徒の 冷靜な 
る 批判を 要すべき は、 卽ち か、 る點 にあり VJ いはねば ならぬ。 古來 の喧騷 たる 三乘二 乘の紛 
擾 、法相 •法 性の 鬪爭 も、 何れも 這箇 立脚の 相違を 無視せ る 結果に 出で しもので、 徒らに その 比 
較を 論じ、 優劣を あげつら ふ 如きは、 洵に 由な き 徒 勞 に終歸 する もの どい はねば ならぬ。 さ b 
ながら •かくいへ ば どて 吾人は、 決して 雨 者の ]: b 較を 徒勞の 沙汰 <£ いふので はない。 否、 總じ 
て學究 の 至極は、 實に比 較 ff 究に 於て その 至 美を 見るべきな れば 、這 箇新舊 の學風 も、 いかで 
か 不問に 附 して 然るべき。 たぃその 雨 者の 相違を 釀 成せる 根抵を 無視して、 單なる 皮相 的 優劣 
是非を 爭ふ 論議を 排す るの み。 もし それ この 根柢に 立脚せ る 兩譯相 違の 比較 硏究 は、 もビ ょり 
その 最も 須要 ど すべき <£ ころ S 恐らく 支那 佛敎 硏究の 首位を 占むべき どころ どい ふべ く、 Irri 
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\ それ だけ また 最雞の 研究 對象 たる こ ミ も 當然の 次第で ぁる。 吾人は 敎史 硏究の 篤士が 、從 

來 學者迎 り來 b し ■意義の 態度を 一變 して、 飽くまで 冷靜に 、飽くまで 綿密に 兩譯の 相違を 
檢尋 ，1、 齒 って 以て 犬に 支那備 敎獨自 の 特色た る 譯經史 領の開 拓に 努力され むこ ごを 望んで 止 
ま 乃ち 本 項が、 特に 這 般の問 題を 局限して 叙說 せる 微意 も、 また 實 にこ、 にある こどを 
頜得 すべし。 

參考書 文献 資料は 例にょって 、わが 國 近時 所 成の 書籍ょり 列擧 せぅ。 

一 三國 佛敎赂 史上 中 ーー卷 島地嘿 雷* 生 田 得 能 合著 (明治 二十 三 年刊) 

一一 支那 佛敎史 (愛 棋 全集 所收) 一卷 藤 井 宣正稿 (明治 三十 九 年刊) 

11一 支那 佛敎史 一卷 吉水智 海 著 (明治 三十 九 年刊) 

一!  佛敎史 要 一卷 境 if ® 著へ 明治 三十 九 年刊) 

在 支那 佛敎史 綱 一卷 境 野哲著 (明治 四十 年刊) 

六 11 佛敎 通史 一卷 伊藤 義賢著 (明治 閻 十三 年刊)  ' 

七 印度支那 佛敎 小史 一卷 境 野哲著 (大正 四 年刊) 

< 支那の 佛敎 一卷 境 野哲著 (大正 七 年刊) 


九 上世 支那 佛敎 學史 一卷 佐々 木 憲德著 (大正 九 年刊) 

一〇 支那 佛敎 思想 史 一卷 橘 惠勝著 (大正 十 年刊) 

右の 中、 (一) 『三 國佛敎 略史』 二0)『|| 佛敎史 要』 A e 『l_ 佛敎 通史』 •(ち 『印度支那 佛敎 小史』 
の 四 種は、 旣 に郎度の敎史を述ぶる下にて一言紹介せるどころ(ーニ五頁參照)、(ーー)「支那佛敎 
史」 は、 篤 學なる 著者の 努力に 成りし MJ (f て" 叙述 簡單な れ V」 、 大に 學究的 態度を 示して ゐる〇 昔 
しいかな 所說前 半を 以て 盡され てゐ るから、 梅 田 謙 敬 氏 その後を 補說 して 漸く 全きを 得、 島地大 
等 氏 これを 『愛 楳 全集』 中に 收輯 した。 S 『支那 怫 敎史』 は、 編 年 通史 V」 して 首尾一貫 せる もの" 
所說 幾分 通俗に 失した れ V」、 敎史の 大要を 窺 得する に 於て、 類書 中 最も 適當 せる もの ビ謂 っべ 
きで あらぅ。 ( e 『支那 佛敎史 綱』 は、 先の 『印度 佛敎史 綱』 ど 飾 妹 書た るの 觀あれ V」、 かれの 幾 
分 通俗的なる に 反し" これは 犬に 學究 的たり、 その 所論 微に 入り 細 1: 亘 り、 洵 にこの 種敎史 中 
の 雄 著 VJ いはねば なるまい。 たぃ 惜む らくは、 叙說編 年 通史の 體裁を 帶びす 、紛釗 雜然 どして、 
讀者 をして 一貫せ る 時代 思想を 捕捉せ しめ 難き 憾みが ある 0  ( 八 『支那の 佛敎』 は、 先の 『印度の 
# 敎』 S 同じく" も cf 講義録 誌上に 揭 載され しもの、 單行 である 〇  ( e 『上世 支那 佛敎 學史』 は、 そ 
の 題號の 如く、 ® 敎渡 來の當 初ょり 六 朝 時代までの 佛敎 々學の 史的 硏究 であって r 所論 大に肯 
繁に値 ひし、 専攻の 學士の 披讀を 要すべき どころ、 た  >  し叙說 が 上世に 限られ、 支那 弗 ^ の 精 
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華ビ もい ふべき 隋 。唐 諸大 乘敎の 敎學に 言及され てゐな いのは" 甚だ 遺憾の 至りで ある、 吾人は、 
著者が 速に その後 稿を 果され むこ S を 望んで 止まない。 (一 S 『支那 # 敎思 想史』 は、 先の 『3度 
佛敎 思想*^』 Q 姉馨ビ して 岀 されし ものである。 た》 し、 先のは 所 說甚た 紛 私して 著者の 
眞意を 捕捉す るに 苦しむ 慽み あリ しが、 今 本書は 首尾 大に整 頓し て、 所說 に傾聽 すべき 箇處 ® 
なから t その 尨大なる 雄篇は、 實に 類書 中 第一 ¢7) 偉觀 を呈 して ゐ る。 

以上の 他、 通史では ない が、 ゎが « 敎大學 ょりして 最近、 

一一 支那 佛敎史 之 # F 究 一卷 山內晋 卿 著 (大正 十 年刊) 

V- 、 ‘ふが M 一 汀され た。 著者は 斯界の 權威ビ して 名 あ h 〃、その 深遠なる 學識 £ 卓越せ る If 見 cf は 
敎史關 係—々 要項— へて 篇 r- 檢 討を 試み、 S の 開拓に 照灼 2 光 f 放射せ る もの、 
询こ專 門學士 必讀の 要書ビ いはねば ならぬ。 その他、 旣述の 『唯 識發達 史靈 及び 龜 谷聖馨 •河 野 
法雲兩 氏の 『華 嚴發 達史』 (大正 二 年刊) 等の 如きは 一局部 內に 就いて 多少の 參考を 値 ひすべ く、 
& こ 同樣の 類書 他に ® くは ない。 これ 等は、 今一々 こ、 に 記載す るょりも、 後の 敎理篇 の T に 
言及するが便宜なれば、これを省略するこ (£ 、せぅ。た>し、 

一一 一 支那 淨土 敎史 一一 卷 佐々 木 月 樵 著 (大正 二 年刊) 

0 ii、 一言 紹介す るの 要が ある Q 本書は、 題號の 如く、 支那 淨土敎 の 起源 •發達 等に 就いて 


詳劍な る 叙 說を試 みたる ものであるが、 由來淨 土 敎た る、 佛敎 々學の 各種 方面に 影響され たる 
どころ なれば、 本書の 如き も、 一面 支那 佛敎の 大要に 亘つて 論及され たるの 觀が ある 〇學徒 重 
要の 參考た る ものである。 次に、 

二-一 支那 佛敎 遺物 一卷 松 本文 三郞著 (大正 八 年刊) 

は、 著者が 先年 踏査せ る佛敎 上の 遺物に 就いて 史的 討究を 試みし もので あつて、 書中 ft 入の 數 
多の寫萝ぐ」相俟つて、讀者を啓發せしむるビころ # くはなからぅ0なほ吾人が、本項起高卜、 
常 盤 博士に よつ て 『IgM 古賢の 跡へ』 なる 雄 著が 公に された 。こは 著者が 昨年 九月より 本年 一月 
に 亙つ て 試みし 支那 漫遊の 史的 記錄で あつて、 取つ てこれ を 披見す るに、 さすがに 斯界 專攻學 
土の 勤勉に な b し VJ ころ VJ て、 觀 察奇熘 、記事 該博、 或は 石璧 山に 詣 で、 曇鸞 の敎化 を® び， 
或は 盧 山を 訪 ぅて證 の 慕 塔を 調べ、 或は 房 出の 石經を 訪ね、 或は 龍 門の 洞窟を 檢する 等、 凡 
そ 支那 佛敎 史蹟の 調査は、 この 短時日を 以てして 十分に 果遂 された るを 認む る。 吾、 よこの 努 
力の 成果を 得て、 敎史 學界を 益す る VJ ころ 甚だ 多き を讃 せねば ならぬ 0 •殊に その 流麗なる 文辭 
ど 夥多なる 挿 ■  は、 讀 者の 感興を 惹くビ ころ 甚大なる ものが ある、 といは ねズな らュ Q 
その他、 直接 間接 支那 M 敎に關 する 參考 文書 どして、 村 上 博士の 『怫 敎史 林』 •『佛 敎 統一 論』、 
菌 E 宗 S 氏の 『侦敎 VJ 歷史』 等を 擧 ぐべき は、 印度に 於け る ^ 同じ 0特 (: 單行著書ならね ^- 、支 
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那硏究 に 就いて 『東洋 學 報』 能び に 『支那 學』 の 如き 專門雜 誌 さへ あつて、 しば f 敎 史に關 する 
名 說の揭 載 さる、 を 見る。 挙者は 須く披 霞を 心 g けね はならぬ。 

次に わが 國 古昔に 灑つ ては、 やはり 史家 凝然に 覚めねば ならぬ。 卽ち、 

一四 三國佛 法傳 通緣起 上卷 凝然著 
一进 八宗 綱要 # 一一 卷 凝然著 

等 これで あつて、 (一四) 『傳 通緣 起』 は、 史實の 記載を 主ビ せる こど 旣述の 如く、 (一 e 『八宗 綱要 
鈔』 は、 敎義の 叙說を 主 ^ し、 その 中し ば t 史實 の逕路 を 逆る ◦詞辭 流暢、 叙事 摘要、 泡に 
初學 恰好の 適 書 W して、 今な ほ 讀習絕 えざる ^ ころで ある。 また 斷片 資料に 過ぎね ざ、 かの 地 
に 求 法 渡航せ る 名僧、 例へ ば 圓 仁* 圓 珍な r の 旅行記 錄等は 、當 時の 支那 佛敎を 知る 參考ビ して 
特殊の 價値を 有する ものである 。なほ 德川 時代、 洛 東堯恕 の 手に ょつ て 成れる、 

一六 僧 傳排韻 二日 八 卷堯恕 撰 

の あるを 逸して はならぬ 。こは 主ビ して 支那 學 僧を 中心 ビ し、 外來 の譯經 沙門 等を 添加せ る傳 
記で あつて、 敎史當 M の ものでは ない が、 また その 一部に 屬 する 以上、 大に重 要を 値 ひする も 
の、 特に その 編述 0 體裁 たる、 儺 僧の 名稱を 韻を 以て 排列し、 その 一々 の名稱 の T に 簡潔なる 
傳 1S を -# 記し、 更に 普く 諸種の 傦偈文 書中に 記 戴され たる 各々 の * 名 -* 名を 指 出して、 某搢の 


傳記を 知らむ には  >  何 書 何 卷を It cr へき こ .VJ を敎 示し、 初 學硏究 着手の 南 針 ^ 與へた る點に 於 
て、 最も 敬 重を 値 ひする 便 書 vj いはねば ならぬ。 た  >惜 むらく U 、 その 排列 韻字の 次第に 據れ 
るた め、 初學の 檢出に 苦しむ VJ ころで あつたが、 近時 f 大日 本佛敎 全書』 中に これを 收輯刊 行す 
るに當 〇、 簡易なる 索引を 附 して屮  1 され たれば、 いょ^^ その 至便を 加 ふるこ ご、 なつた 0 
多に 支那 撰述に 就いて 討ぬ るに、 さすがに この種 條敎 史家の ® なから ざり しこ V」、 て、 その 
成果に 見るべき もの 多々 あり。 但し その 多くは、 何れも 各々 所屬 宗派に 偏頗して、 比較的 公平 
を 保てる 發表を 示して ゐな いのは、 大に 遺 M ビ するど ころで 1) る〇例 へば、 『拂祖 統紀』 の 如き 
偉大なる 通史 も、 撰者 志 盤が 台 家の 出なる ため、 叙說 著しく 天台の 風格を 帶びた るが 如き これ 
である 〇さ はれ 後學は 、これ 等 先覺の 努力に ょり、 幾多 有爲の 資料の 提供され しを 多 どして、 
大に冷 靜な る批剑 討究を 試みるべき である Q 

さて、 一貫せ る 通史 どして 先づ 第一に 擧ぐべ きは、 左の 諸 書で ある 0 
一七 歷代 三寶紀 十五 卷  隋費長 房 撰 (致 六) 

一< 佛祖 統紀五 S 卷宋志 盤 撰 (致 八— 九 •續 ニノ 乙ノ四 ノー— 四) 

一九 隆興編 年 通論 - 1 十九 卷宋 祖诱撰 (續ニ ノ乙ノ 三 ノ三！ 四) 

3 釋 氏通鑑 十一 一 卷 宋本覺 編集 (續 ニノ 乙 ノ四ノ 因— 五) 
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11 一 佛祖歷 Rrn 載 三 - +- 丄ハ卷 元 念 常 集 (致 一〇 1 二. 續ニノ 乙ノ五 ノー  丁 四) 

一一 一一 歷朝釋 氏資鑑 t 一卷 元餵仲 集 (續 ニノ 乙ノ五 ノー) 

5 一  釋氏 稽古 略 四卷'  明覺岸 編集 (續 ニノ 乙 ノ五ノ 五—' 六 ノー) 

一 一四 釋鑑 稽古 略 續集三 卷 明 幻 輸彙編 (續 ニノ 乙ノ六 ノー ー) 

尝 II 删釋敎 部 彙考七 卷 (續 一ー ノ乙ノ 丄ハ ノー  〇 
これ 等の 諸 書は、 大抵 何れも 旣に 佛傳篇 の 下に 列 擧解說 せる c£ ころな れば (六 九 頁 以下)、 彼 
處を參 照して その 趣旨を 知るべき であるが、 今は 本 項 必要の 窬分に 就いて" 再び 叙述す る こど 
ゞせぅ 〇 

その 中、 (一？) 『歷代 三 寶紀』 は、 十五 卷 中前 三 卷に佛 陀降生 以来の 年譜を 狗ね たれば、 特に 通 
史の 資料 ビ して 參考を 値 ひする。 その 第一卷 には、 「帝 年上」 (£ して 周。 秦兩 代の 年譜を 列ね、 第 
二卷 には、 「帝 年次」 ビ して 前 漢 •新 王。 後 漢三 代の それを" 而 して 第三 卷には "「帝 年下」 (f して 
魏*晋 •宋 •齊 •梁 •周 •大隋 七 代の それを 冽ね てゐ る。 その 各卷 、何れも 初めに 總叙 j 置いて、 簡 
單に 各々 時代の 槪說 をな し、 年譜には" 重要事項を 摘記して、 敎史の 事件を 明瞭に し 得らる。 
これ 卽 ち、 通史 討究の 資料 ビすべ きごころで ある。 但し 所說屢 々邁 謬な きに あらす、 學 者の 注 
意を 要する ビ ころで ある。 第园卷 以下は、 いは ゆる 經錄 どして 譯經 沙門の # 記を 討ぬべく、 ま 


た 這 面の 硏鑽 r- 充つべ きで ある o  ( 一八) 『怫 祖統紀 j は、 天台を 中心に 佛祖 傳授の 迸を 記せる もの 
であつ て、 佛典中 第一の 浩漭な る 史書たり。 撰者 志 盤が、 實に十 年の 歲月を 經て 大成せ る もの 
である。 その 準據 する ビ ころ、 曇遷の 『宗 源錄』 、.宗 鑑の 『釋門 正統』 にあり ビいへ ざ も、 更に か 
れら より 統一 か 整へ *: 錯を 匡し、 修訂 删補 甚だ 力めた るを 見る。 その 叙 狀 、史 法に 倣ぅて、 本 
紀 •徙 家 •列傳 •載 記* 諸 志に 分ち" 先づ. f 傳 より 始めて、 天台 祖々 の傳 記、 著作の 目錄等 詳細を 
盡し 、或は 淨土 敎史を 特叙 し、 諸 宗槪史 を 略說 し、 または 一般佛 敎を汎 見し、 支那 怫敎を 通 觀 
する 等-その 抱懷 せる 內容實 に 多面に 亘つ てゐ る。 特に 「法 運 通 塞 志」 十五 卷は 、佛陀 降 生卽ち 
周昭王 二十 六 年より、 宋代寧 宗端平 三年に 至る までの 編 年 通史に して、 古今を 類別彙 集せ る r 歷 
代 會要志 」 四卷ど 共に、 學徒 攻學無 二の 參考に 資すべき もの どして、 その 價値 極めて 豐富 、洵 
に 支那 佛敎史 研究者の 必讀を 値 ひする 耍書ビ いはねば ならぬ。 これを 要するに、 本書は、 その 
採 ^ 記事 極めて 廣汎に して" 而も その 組織 叙 說甚だ 整然た これを 讃 して 推す ものは、 その 一 
糸亂ゎ ざる 統整を 擧げ 、これを 毀して 斥く る ものは、 その 正史を 做へ る 潜 e を m ふ。 而も その是 
非は、 本書の 眞價を あげつら ふ沙汝 には あらで、 正史 ビ 比肩すべき 編體よ b 來れる 所以を 思は 
その 權威 をして 却つ て 高めし むる ものなる こ V」 を 了すべく、 よし また a 篇 天台に 偏 注 すれ 
丈 ビて 、ために 鼎 呂の 重みを 減す る ものに あらざる こビは 、もビ よりい ふまで もない ビこ ろで あ 
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る 0  (5 『隆 興 * I 年 通論』 は、 編 年 « の 叙說 vj して、 M 史の 參考に 値 ひする もの、 その 組織 稻々 
『釋氏稽古略‘ービ類を同じぅして"各々時伐の名僧に就いて、その事業の始末を指示する [: 力め 
てゐ る。 0 一 e 『釋氏 通 鐙』 二 一一 一一) 『歷 朝釋氏 資鑑』 また 一讀を 値 ひすべ く、 特に 『通 鑑』 は、 ま， こ J 
年體 の佛敎 記事に して、 その 組織 司 馬 光の 『資治 通 鑑』 に範を 取れる ものビ いはれ てゐる 〇  (一二) 
『 t 祖歷代 通 載』 は、 同じく s 年 體 の佛敎 史書に して、 その 內容單 なる 史實の 叙 說に 止ら す、 
或は 1* 僧の傳記或は碑序 1'0 抄文等、询に多岐廣沉に百|つてゐる0(ーーーーー)『釋氏稽古略』は、記事 
は大に 簡單な れ ざ， また 編 年體 の叙說 要領を 得し ものである 〇  ( 一一 四) 『釋鑑 稽古 略續 集』 は、 前 
の ( 2 ) の續 編で あつて、 卷尾に は、 その 採錄の 年代 •僧 數を 掲げて 「始 /自こ 元 世祖 甲子 4 至こ此 

蠢 •テ ■一計 三 真十㈣ 年、 薄 四百 三十 餘 人、 露 叙畢謹 S  V」 いふ。 I S I 蒙 敎部彙 

考』 は、 歷 代の 佛敎 史實を 正史に 對 照して その 存否を 檢靈 せる もので あつて、 大に 重要なる 資 
料たり。 以上 列擧 せる 中、 支那怫 敎史 硏究 第一の 要 書 ^ して 必讀を 値 ひすべき は、 やはり 浩# 
なる 『•佛 祖統紀 』 を 指示せ ねばならぬ。 而 して、 その 記事 南宋 理宗の 代に 盡 くるは、 甚だ 遺慽ど 
すべき cf ころな れ V」、 それ 等は 『通 載』 •『稽古 略』 等に ょつ て 補足せば、 ょつ て 以て 支那 佛敎史 
上の 要 部を 盡し 得らる、 であらぅ。 

以上は、 何れも 一貫せ る 通史の 主なる ものであるが、 次に これ 等 通史 ど その # 質を 異にす n- 


V」、 極めて 重要なる 史料が める。 卽ち 諸種の 高僧 傳これ であつ て、 何れも 各々 時代の 名德 によ 
つて 纂 集され しもので ある。 

一一 六 名僧 傳抄 一卷 梁寶唱 撰 (續 ニノ 乙ノ七 ノー) 

一一 七 出 三 藏記集 十五卷  梁 僧祐撰 (結 一) 

一 一八 高僧 傳 十四 卷  梁 慧皎撰 (致 二) 

一一 九 續 高僧 傅 三十 卷  唐 道宣撰 (致 二— 四) 

S 宋高 僧傳三 十卷  宋賛寧 等 撰 (致 四— 五) 

1111 補續 高僧 傳 一一 十六 卷 明明 河 撰 (續 ニノ 乙ノ七 ノー— 二) 
g 大明 高僧 傳八卷 明 如® 撰 (續 ニノ 乙ノ七 ノ三) 

右の 中、 (一一 〇 『名僧 傳抄』 は、 抄 者寶亮 が、 寶唱の 撰した る 『名僧 傳』 中より 凡そ 四十 名の 傳文 
を抄 集せ る もので あつて、 その 卷 首に 刻せ る目錄 によれば、 原傳は 總て三 十卷 ありし こ V」 を 知 
られ る。 後の 『高僧 傳』 は、 これを 依 憑 ごして $# 成された ので ある。 因みに、 わが 國凝然 の師た 
る宗性 また これを 抄出して、 『名僧 傳 要文拶 J C1 いふ。 原 傳の無 き 今日、 以て 學界の 珍た るを 失 
はぬ。 (一一 さ 『出 三 藏記 集』 は、 旣述の 如く (三 六 頁 參照) 、現存 支那 經錄 中の 最古を なせる もので 
あつて、 十五 卷中、 最後の 三卷に 於て、 安世 高より 法 勇に 至る 三十 二人の 傳 記を 收 載して ゐる〇 
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これ 今の 主ビ して 參考 すべき ビ ころで ある。 0 一八) 『高僧 傳』 は、 通常 『梁 高僧 傅』 或は 單に 『梁 傳』 
ども 稱 し、 S 九) 『續高 僧傳』 は、 また 『唐 高僧 傳』 或は 單 (•: 『唐 傳』 ども 稱す 。(一一 e 『朱 高僧 傳』 を ま 
た單に 『宋 傳』 ど稱す る こビ もこれ に 準 ^ る。 この 三傳は 、いは ゆる 三 朝 僧傳 <£ して 知られ、 ま 
た、 次の 0 一一 一一) 『大明 高僧 傳』 略して 『明 傳』 ビ いへ る どを 合して" 四 朝僧傳 ども 總稱 されて ゐ る。 
かく それ t 時代の 名稱を 冠せ るは、 その 撰述 時代に 約して いへ る こ V」 はいふまで もない 〇四 
傳前後 相承け、 順次 (: 歷代 の. 高僧を 記傳 せる ^ ころ、 僧傳の 大綱 これによ つて 見るべし。 就中 
『梁 傳』 は、 古 來僧傳 史料 ビ して 最も 重要視され しど ころで あつて、 その 撰者に 就いては、 正史 
『隋書 』に は 僧 祐 ど あれ V」、 これ 誤謬で あつて、 慧皎た る こ V」 疑 ふべ くもない。 その 輯成 資材は、 
右の 如/、 『名僧 傳』 に據 つたので あるが、 書中 撰者の 自らい へる が 如く (本傳 第 十四の 自序)、 名 
僧 傳は叙 傳褒 揚の妥 當を缺 き、 重要事項の 記述を 逸する 等、 體裁 不備の どころ 尠な から ざれば、 
乃ち 本 傅の 編 次を 見る に 至つ たので ある。 その 組織 十 科に 分ち、 佛敎 始來當 初より 本傳撰 出の 
年 時卽ち 梁の 天監 十八 年に 至る 約 四百 五十 年間に 於け る 高僧 二百 五十 餘 人、 傍 出附見 二百 餘人 
を 採録して ゐ る。 洵に津 々たる 史料を 討ぬべき である。 次に 『唐 傅』 は、 唐の 高 宗の世 道宣の 
纂輯 にか、 り、 また 十 門に 分つ て 梁の 初めよ b 唐の 貞觀 十九 年に 至る 一 百 四十 餘 年間に 於け る 
高僧 三百 三十 餘人 、附見 一 百 六十 人を 登載して ゐ る。 『宋 傳』 は 趙宋の 太宗端 拱 元年 (938) 賛寧 


等の 纂辑に か、 b、 また 同じく 十 科を 以て、 唐の 貞觀 年代ょ セ 撰出當 時に 至る 約 三 否 五十 年 Kl 
に 於け る 高僧 五 S 三十 餘 人、 附見百 二十 餘 人を 揭 記して ゐる 。(一一 一一) 『補續 高僧 傅』 は、 前の 『宋 
傳』 に續い てこれ を 補へ る もの、 如く、 卽ち宋 •元 •明 三代の 高僧を 記傳 せる ものである。 次の 
『明 傳』 も 略々 同樣の 記事な れ V」、 これに 比して、 『補 續』 は その 包含 內容 一層 豐富な れば 、近代 
の 僧傳を 討ぬ るに 於て 極めて 重要なる 參考 たるを 知らねば ならぬ。 

さて こ、 に 注意すべき は、 右の 各種 僧傳 中、 その 大部分は 前の 通史ょ b も 先 出に か、 る もの 
なれば、 •(雙 方に 揭 示せる 著者の 時代を 對比 して その 旨を 知るべし > 實 にこれ かれら 通史 編成 
に 於け る 所 依 資料 VJ なりし もの、 その 极本價 値を 有せる もの (£ して、 學 徒の 敬 重を 促す 所以で 
ある。 特に 格段なる 專門 討究の 上に 啓示 さる、 ^ ころ ® なから ざれば、 それ 等專攻 學士が 必讀 
の寶典 ビ 謂つべき である 0 

次に、 その 記傳た ) 翻譯 者に 限つ ては ゐるが 、極めて 重要を 値 ひする ものに、 諸 部經錄 中の 
傳記が ある。 左の 如し。 

S 大唐內 典 錄十卷 唐 道宣撰 (結 二)  • 

S 古今 譯經 圖紀 ^1 卷 庚 靖邁撰 (結 三) 
g 續 古今譯 經圖紀 一卷 唐 智昇撰 (結 三) 
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S 開 元 釋敎錄 ！ ーナ卷 唐 智昇撰 (結 K i 五) 

1 >1 七 大唐負 元 續開元 釋敎錄 三 卷 唐 ! 11 照 集 (結 五) 

焚 貞元 新定釋 敎目錄 一ー ーナ卷  唐圓照 撰 (結 六— 七) 
經錄の種類は『縮藏』目欽部に牧採のもの、右のほかなほ數部ありど雖、今は錄中听揭の翻舉 
震の 傳 記を. して、 經錄 そのものを 主^! する のでは ないから 、その 所要 のみを 列した ゎナ 
である 。ょ？ 一々 の 解題は これを 省いて、 たぃこの 中、 S) 『開 元釋 敎錄』 •§ 『貞元 新定釋 
敎目錄 』 の 二 r のみが 最も 完備し、 就中 『開 元錄』 を 以て 尤ビ する こどを 註す るに 止める。 曩に 
藏経篇 の 1 疆 QDH 錄を 叙す る^, ころに 於て、 一言 これ 等に 言及して 置いた。 霞して その 
旨を 盡 すべし 〇 なほ 南條 博士の 『英文 麗 目録』 にあ つても， 響の 略傳 •か 摘記され たれば、 こ 
れま た必す 對讀を 要すべき ビ ころで ある。 

以上'  通史。 僧傳 等は、 敎史硏 究の极 妻 料を なして ゐ る〇而 して その 飽に また、 補助 資料 
? しての 史 ■事を 討 ぬれば、 その 數實に 夥多し。 就中、 梁 僧祐の 『弘明 集』 十四 卷 (露 四). 唐 
道宣 の 『廣弘 明 集』 三十 卷 S 五— 六)、 蠢揚產 の 『洛陽 伽麗』 五卷 等は その 最も 主要なる も 
ので あつて 何れも 有爲に 調査して、 所轉甚 た 多き もの どい はねば ならぬ。 泡に 僧 祐® 道 宣の 

如きは、 敎 史上 最も 敬 重すべき 恩人た るを M ふべ し 0 


次に また、 部分的 記事ながら、 各々 種類 別に 區 分して 史的 材料を 討ぬ れば 、次の 如し。 

111 九 大唐 西域 求 法 高僧 傳ー ー卷 唐 義淨撰 {致 七) 

こは、 旣述の 如く (一四 八頁參 照)、 支那 その m の 入竺求 法 僧 五十 餘 人の 小 傳で あつて、 義淨 
のい へる が 如く、 「高僧 求 k 離 二 長 安“ 去 人 成， 百歸 無/十」 (『翻 _ 名義 集 I 第三) の慘 事を 敢 てせ 
る 求 法 僧を 記傳 して、 長く 後昆に 表彰せ むビ 企てし もので あつて、 旣にシ ャブン ヌの佛 譯も出 
でしく らゐ で、 敎史 硏究の 重要 資料た る ものである。 

四 Q  * 丘 尼 傳四卷 梁寶唱 撰 (致 十一) 

四 一 神 僧 傳九卷 御製 (致 十一) 

(四 一) 『比丘尼 傅』 は、 先の 諸種 僧傳が 比丘 傳た るに 對 して 尼 傅た る もの、 (四 一一) 『神 僧 傅』 は、 祌 
異を以 て 知らる、 名僧の 記傳 であつ て、 御製 ビは 、明 太宗の 勅撰 <£ して 有名で ある 0 
四 一一 僭 史略 三 卷 宋賛寧 撰 (續 ニノ 乙ノ ニ十 三ノニ ) 

こは 主 V」 して 佛家 事物の 起源を 叙せ る もの" 先の 四 朝僧傳 ビ 共に 普く 併讀 されて ゐ る。 その他 
天台， 華 嚴 。淨土 二 I 示 等に 關 する 史料 甚だ 多く、 近くは 『續 藏』 第二 編 乙 第三 套以 下に 收攝 せる 
史傳部 を 檢せば 、恩 ひ 半ばに 過ぐ る ものが あらぅ 。個々 の 人物に 於け る 別行 史書 また 同じ。 本 
項 それ 等 一々 の 詳細を 盡 すの 違なければ、 これを 略す る こど 5す る。 學徒請 ふ 彼々 の 所 明を 討 
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ねて、 その 委曲を 究む V し。 

次に 泰西 學 者の 敎史研 究の 成果を 見る に、 この 部に 屬 する ものは 比較的 尠少 にして、 その 調 
査不 振の 狀態 である。 その 類書 ビし ては、 僅に 數部を 數ふ るに 過ぎない 0 
四 11 j  Chinese  Buddhism)  a  volume  of  sketches 二 一 istorical  and  critics 
London,  1889 

四 3 き// ^ を ^ §/.  By  J.  Edldns.  London,  1885 . 

(s) は、 著者 エド キン スが 支那 佛敎を 叙して、 基督 敎の 見地ょり 批評せ る もので あつて、 (四 四) 
もまた その 評說 である 。なほ 氏には、 これょぅ 先、 一八 五 九 年に s  島^:—/—; ^ 
务 『支那 宗敎 事情』)、 及び 一八 七 七 年に， $%/§5 §- cy s- 气二 『支那の 宗 敎』) の 
著 あり、 何れも 大 に 某 督敎的 見地を 發 揮した。 

g 。ミ §《 ^ fe ^ を/ S/  5 3 ^ 旨这 > _/ ^ £/?§へ. ^ 7  5.比€ ^ .卜011<^011,1871. 

四 六  7 ' ^ ba ® ^ / ^ ^ 7 > ^ 嘗/^ .き y  s'BeaL  London,  1876 . 

四 七 0 S b3 l き/ ^ 卜^ v、& 5 s- s/§.  Bv  s.  Beal.  JLondon,  1882. 

四 八 穿を/// S s- s/§. w y  s.  Beal  London,  1884 . 

右は 何れも ビール の 著書で あるが、 就中 支那 怫 敎の槪 要を 窺 ふべき は、 た >s 八) の 一に ある 


のみ。 この 書は、 記事 通俗な れ V」 要を 得たり、 特に 律藏の 硏究に 意を 注げる もの、 如し。 その 
他は、 或は® 典の抄 譯を輯 め、 或は 藏經の 解題を 加へ しもの 等、 而も それ VJ て、 しばぐ 誤謬 
缺點を 免れない。 なほ、 レミ ュ ー ザ— •ジ ュソ アン •シャ ヴンヌ 等 支那 學 者の 權威尠 くは ない が、 
所傳 何れも 西 天 方面の 史料を 傳 へて、 支那の 敎史 硏究の 成果 VJ して 擧ぐべ きものを 見ざる は 遺 
慽 である。 

以上、 支那 佛敎 史に關 する 參考 文書の 主要なる ものを 列ね たので あるが、 こ、 に 項を 結ぶ に 
方つ て、 特に 注意すべき 一事が ある。 拗 々上 來揭 記せる 文書は、 根本 資料た る 支那の 史書は" 
何れも 佛家の 手に 成れる もの、 みで、 更に 少しも 正史の 記事に 就か ざり しこ ビこれ である 。蓋 
し、 支那に あつて は、 歷代 朝家の 修 史官は、 皆 固有の 儒敎を 主ビす るの 餘り 、こど さらに 佛敎 
事項の 記載を 避けて これを 錄せす 、その 措置 大に 公平を 缺ける もの ありした め、 法 運の 通 塞は， 
偏に 敎 家の 手に ょつ て記修 されねば ならな かつた。 王曼 穎が 慧皎に 送れる 書に 日く、 「道 安羅什 
間に 表秦 書〗 怫澄 道進雜 ，1 聞 趙册〗 晋史 見/ 捨恨 n 局當時 ハ 宋典 所/ 存頗因 n 其會 1」 ( 『高僧 傳』 第 十 
四) ど。 以て 這般の 情狀を 窺 ふべ し。 乃ち この 不滿は 、崇 敎の學 僧を 駆つ て 修史 編傳の 事業に 
從事 せしめた ので ある。 從 つて 嚴密に 論じて、 記事に 幾分 我田引水 的の 潤色な きに あらす 〇一 
例を 擧ぐれ ば、 佛敎の 始來を 力めて 上代に 置かむ どせ る 如き これで ある 〇これ に反して、 稀に 
S0  is  一九 一 


正史に 這 箇 記事の 揭載 された るビ ころ あらむ か、 そは たど ひ 片言隻語た QyJ も、 最も 珍重す ベ 

き正確資料穴りどいはねばならぬ。これ卽ち、冷靜なる事實そのものを傳へたるがためである0 
されば 敎史の 討究 者は、 よくこの 事情を 領 得して" 如上の 資料に 邡へ 、力めて 正史の 指示す る 
どころ を檢 する の 注意 あつて 然る べし。 

三  日  本 

敎史略 日本佛 敎史 も" ぞの 始終 五 期 又は 六 期に 區分 して 論せられ てゐ るが、 例に より、 今 
は それ 等の 穿鑿を 措いて、 直に史 實に 入つ て、 先づ怫 敎の初 傅より 考察を 試みよぅ 〇 普通 わが 
國佛敎 始來の 年 時を、 欽明 天皇 卽位第 十三 年 (552) (£ する。 これ 怫滅 一千 餘年 、支那に あつて 
は 六 朝 梁 代の 末期に 相 當す る。 尤も これより 以前、 繼體 天皇の 朝に 旣に その 輸入を 見た る形迹 
を 云々 する もの あれ V」、 そは また 非公式の 沙汰 ビ 見做すべく、 而 して 欽明始 來を以 て 公式の 給 | 
入ビ認 むべき であらぅ。 いは ゆる 欽明始 來說ビ は、 百 濟の聖 王が 使臣を して 佛 像* 經 論を 奉献せ 
しめしを 指す ので あつて、 これが 直に 政治に 關聯 して、 蘇 我 大臣 •物 部 大 連の 爭端を 開き、 進 
取❸ 保守、 討議 紛諍 喧しく、 その 結果 蘇 我 氏の 勝利に 歸 し、 よつ て颧次 崇佛の 傾向を 呈す るに 抵 
つたので ある。 爾來數 十 年間、 聖德 太子の 出世の 頃まで tr 正 法 河 等の 眉目を 備ふ るに 至らす 


して 過ぎ 來つ たが、 遂に 太子の 出世を 得て、 無比の 發展を 見る に 至つ た。 それ 太子は、 いは ゅ 
る 和 國の敎 主 どして、 # 敎 興隆の 太祖た るは も ごよ b、 更に 時代の 先覺 ^ して、 わが 國 文化の 
恩人た るは いふまで もな きビ ころ、 その 一代の 聖 業* 造 寺 興 法、 殖産 エ藝 より、 政治改革、 外 
交親修 等、 文化 進、 國 運の 隆盛に 資せられし yj ころ、 擧げて 數ふぺ くもない。 その 十七 憲 
法の 制定は、 千古 不 if 固む If  f 二 i 薦の雜 は、 S 籠の— を 示す 
先驅を なせる もの、 げに 一代の 偉業 洪績 は、 古今 無比 ど稱 せられ、 特に 異數の 法 隆學昌 は洵に 
想像に 餘 b ある どころ である 〇げに 聖德の 尊稱は 、宜哉 恰好の 象徴を 垂るゞ もの どい は ねばな 
らぬ〇 

紀震七 世紀の 初葉 推 古。 霞 Q 交より、 第 八 世紀の 後期 光仁 終末の 代に 至る 約 | 百 五十 年 通 
は、 飛鳥 •奈良 朝の 時代で あつて、 政敎 一致の 風潮 漸く その 顯 著を 見、 從つて 佛敎こ あつても、 
その 隆昌い よ {高度を 加へ" 寺 像の 建造、 僧尼の 度 者 H れも 繁衍に 趣き、 維摩 •仁王 •最勝 . W 

寒の 響矣續 々籠され た。 而 して 佛 敎始來 寡、 その 敎雰 色彩 鮮明なら， f しもの が、 

當代 にあつ ては その 面目 漸く 瞭然 ビな り、 就中 三論 •法相 •華 嚴 •戒律 等 相次いで 起り、 成實 •俱 

舍 また この間に 附庸 して、 こ、 にいは ゅる 古 京の 六宗 成り、 內 外の 兩 面に f、 正 法の 充實い 

よ/ \明 かなる を 見る に抵つ た。 就中 三論は、 推 古の 末、 高麗の 慧灌 によつ て傳 へられ、 次い 
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で 智藏 の T 智光 9 禮光 •道 慈 等 相次いで 名高く、 元 興。 大安の 雙 流派を 分つ て滎 えた。 而 して 成 
實の 一宗 これに 附 して 傅は つたので ある 。法相は、 孝德の 朝" 南都の 道 昭の傳 來を以 て 最初 
どし、 爾來 六十 餘 年間に、 智 通。 智 達の 第二 傳 、智鳳 *智 零智 雄の 第三 傅、 及び W 防の 第四傳 
あり、 かくて 南北の 雨 寺 その 系統を 分ち、 敎理 の淺深 互に 義 解を 競ぅた。 華 嚴は 、聖武 の 天平 
八 年 (支 昉歸 朝の 年)、 唐 僧 道 璿の來 朝を 以て 由來 し、 新羅 審祥の 講經に 於て 立宗を 見、 良辨僧 
正の 輿 K によつ て、 いよ^" その 某 礎を 確定した ので ある。 戒律は、 また 道璿に その 因緣を 求 
むべ しビ雖 、まさしく 立宗の 初祖は 孝 謙の 中に 來朝 せる 唐僧鑑 眞に俟 つべき である Q 渠は實 に 
爲法奉 身の 大士  "その 東征に 際して は、 苦心 困 厄 十 有 二 年、 具に 名狀 すべから す、 而も 克 くこ 
の 至難に 打ち 耐 へて 来朝す る こ ^ を 得、 爾來* m 四羯 磨の 作法は 諸國に 普く、 三 師七證 の 面目は 
隨 所に 具は るに 至つ た。 本邦 戒律の 興隆は 唯々 渠を 指示せ ねばならぬ。 猶當 代に あつて は、 聖 
武 の崇佛 、及び そ 0 結果 (£ して 大怫造 立の 偉業 こそは、 敎史の 記述に 逸すべからざる どころ で 
ある。 而も 政敎 一致の 餘弊 は、 かの 逆 僧 道 鏡を して 不逞の 覬 _ を 企てし め、 天 光 動 もせば 暗 覆 
を 見む VJ t るの 大事を さへ 結果せ しめ ^ 。 

紀元 第 八 世紀の 末葉 桓武の 朝より、 第 十二 世紀の 末葉 賴 朝の 開 慕に 至る 約 四百 餘 年間は、 平安 
朝よ b 藤 原 •源平 爭 奪の 時 ^: である。 當 代の 劈頭 桓武の 英斷に よつ て 遷都の 大業を 果遂 され、 佛 


敎の 中心 また おの づから 南 ® よ b 平安に 移つ た。 而 して 敎界 また 偉 僧最澄 •空 海の 出づる あつ 
て、 燦然た る 異彩を 放つ た。 最澄は もど 南都に 修學 し、 後 叙 岳を 拓いて 王城 鎭 護の 道場 ど なし、 
厚く 天皇の 信任を 受け、 自ら 入唐 求 法して、 歸來大 に 一山の 規模を 張つ た。 その 敎格 いは ゆる 
圓 •密 •戒 •禪 の四宗 を該攝 して、 日本 天台の 面目を 發 揮し、 敎義の 廣汎深 運 / X る、 實に西 天の 
龍樹の 往昔を 傯ば しむる ものが あつた 。その 宿志た る大乘 戒壇は、 渠の 入滅 少 後に 認許さ れ、 
南都 佛敎に 對する 北嶺怫 敎に萬 丈の 氣焰を 擧げ た〇げ に各宗 の敎學 は、 その 淵源を 本 宗に湛 へ、 
佛敎の 文化は、 その 根本を 當 山に 基す yj いふべ く、 渠が ゎが 國佛敎 上に 有せる 殊勝なる 地位を 
思 ふべき である。 空 海 また 修學を 南都に 發し 、その 入唐は 最澄ど 時を 同じぅ し、 歸朝後 東 寺を 
創して 密敎一 宗の 傳弘に 力めた。 金 胎雨部 こゞに 於て ます^^-その 枝葉を 5S り、 高雄灌 S 今な 
ほいよ < その 盛況を® ばし む。 野 山の 開基、 また 渠に俟 つ こどは いふまで もない 。かくして 
天台 •眞言の 兩宗は 、雙 々相對 し、 延い て、 當代を 通じての 幹流を なした ので ある 0 
最 澄の 傳 へし 日本 天台は、 顯 密の兩 部を 該攝 せる こ ^ 、 て、 天 台密 敎卽ち 台密なる もの 起り、 
最 澄の 後" 圓仁 •圓珍 前後 入唐 習學 する や、 その 法 門の 色彩い よ^-鮮明 ビな ぅ、 東 寺 密敎卽 
ち 東 密ビの 對峙を 見る に 至つ た。 かくて 仁。 珍の 法 孫 互に その 勢力を 爭ひ 、終に 山門 •寺 門の 分 

立を 呈す るに 至り、 特に 山門 密敎 にあつ ては、 五大 院 安然の 大成 著しく、 爾來谷 流 以下、 1 一  | 昧. 

第三 部 敎史篇  一九 五 


ぐ  一九 六 

法曼 •穴 生 等の 事相 分派い ょ^* 繁衍を 極めた。 圓敎の 一面に 至つ ては、 慈覺 (圓 仁) 門 系 a 源 
を 出し、 その 下惠檀 二流の 法 水を 湛え "特に 惠心 流の 源 信は、 支那 善導 流の 念怫 を禀 けて、 ゎ 
が 國淨 土敎義 の先覺 たり、 かくて この 二流 更に 幾多の 分派を 出し、 いは ゆる 惠檀八 流の 別を な 
すに 抵つ た。 東密に あつて は、 空 海の 滅後敎 相 暫く 不振の 狀態 にあつ たが、 その後 源 仁 門下の 
二 傑 どして 有名なる 益 信 •聖寶 に 至つ て、 事相 漸く 分派の 端緖を 開き、 その 門下 (: 至つ て 小 野。 
廣 澤の雙 幹を 分ち、 爾來 各々 支 派を 出して" いは ゆる 野澤 十二 流を 岐つに 至つ た。 

凡そ 當 代の 佛敎 は、 總 じて 密敎を 以て 普遍され しもの どい ふべ く、 東 台の 二密 はも ごょり、 
その他 舊來 の諸宗 にあつ て も、 また 多少 その 色彩を 帶びぬ もの どては なかつ た。 從つて その 本 
領た る、 祈 禱の 効果を 競 ひ、 修法の 靈驗 を爭 ふに 至り、 佛敎の 社會的 勢力は、 その 造 寺 供佛の 
旺盛なる に 見え、 宮廷 落飾の 頻繁なる に顯 はる、 に 至つ た。 特に 本 地 垂迹 說の發 達に つれ、 山 
寺の 僧兵 神輿を 擁して 橫 暴し" 寧樂の 法師 靈 木を 捧げて 跋扈せ る 如きは、 這 面の 惡果を 示せる 
ものビ いはねば ならぬ。 かくして 當代 終期の 敎界 は、 擧 世、 顰蹙の 墮 落を 極む るに 抵つ たので 
ある。 果然、 この 反動は、 人心を 駆つ て 厭世 隱遁の 思想を 抱かし むる に 至 b、 惹 いて 淨敎 念佛 
の 一門 漸く その 萠芽を 呈 T ろに 至れる こどは、 思想の 推移 するど ころ、 極めて 當然の 沙汰で あ 
る。 螯代 末葉 空 也 出で、 踊躍 念怫を 高調し、 續いて 良 忍 出で、 融 通 念 佛を弘 布す。 そめ 他 源 « 


ゆ 淨 業、 永 觀の歸 依 等 また その 顯著な るも吵 である。 かくして 世は 源平の 鬪爭 VJ なり、 殺伐 亂 

離の 中、 無常 迅甚 の考見 四周に 漏 漫し 、終に 法然 •親鸞の 他力 念怫の 興起を 見る に抵 つたので 
ある 0 

紀元 第 十二 ilt 紀の 末葉、 賴朝開 慕の 初めより、 第 十四 世紀の 中葉 北 條滅亡 の 終りに 至る 約 百 
五十 年間は、 鎌倉時代で あつて" この 時代は" その 始終を 通じて 敎界の 各般に 著しき 更生を 見、 
舊來の 面目 全く 一新され し 特徴を 見出し 得る。 卽ち 新宗の 興起 V」 舊宗 の覺醒 ど は その 主要 事項 
であつ て、 これ 實に前 代 佛敎の 凋衰墮 落に 起因せ る 反動 刺戟 VJ いはねば ならぬ。 而 して その 新 
興諸宗 中の 尤なる ものは、 實に淨 土 •禪 •日蓮の 三敎 であつ た。 

淨土法 門は、 源 空に よつ て 大成され た。 尤も 上述の 如く、 それより 以前に、 諸 宗の學 匠に し 
て 念佛を 唱導す る ものがないで はな かつた が、 何れもい は ゆる 寓宗の 域を 脫 する こ ^ を 得な か 
つた。 實 にこれ を獨 立して、 よく 一宗を 開立せ るは、 渠源 空の 力に 俟つ たので ある 〇渠は 初め 
叙 岳に 修 習し、 その 聰敏な る 智慧ビ 廣汎な る學識 VJ は、 ® に 四 衆を 壓し 、終に 善導 所 唱の法 系 
を 迪り、 源 信 所 奉の 遺 指を 討ね て、 念 怫易 行の I 門を 大成した ので ある。 その 簡明なる 敎條は 、 
圓滿な る 人格ビ 相俟つて、 擧世 靡然ビ して これに 傾き、 德 化の 廣 澤古來 稀有ビ さる、 VJ ころ、 
洵 にわが 國佛敎 史上の 一新 時期を こ、 に 劃す るに 至つ たので ある。 その 名著 『選 擇本 願念佛 集』 
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は、 當時 問題の 偉 書 ごして 幾多の 揷 話を 殘 せる こどは、 lil: 人 周知の 事實 である。 その 門下 英哲 
甚だ 多く" 聖光 は鎭西 流を 開き、 證空は 西 山 流を 劁ひ 。隆寬 の 長樂寺 流、 長 西の 九 品 寺 流 また 
その 淵源を こ、 でに 歸 して ゐる 。特に 親鸞は、 敎 義の紛 亂を甄 別して、 眞理 の的傳 者た •り。 その 
法 世 師匠に 連坐して 遠 流に 處 せらる ゞ も、 よく 這箇 逆緣を 利用して 邊 民を 化し" 已證敎 行信證 
を 六 軸に 綴り、 絕對锥 力 易 行を 唯 信に 示し、 かくして 凡夫 直 入の 妙敎 は、 深く 人心を 收攬 して 
これを 善導し、 淨土 眞宗の 一門は、 こ、 に 勃然 ど して 興隆を 來し た。 洵に 緇素 相卽の 妙趣は、 
た  >  この敎 によつ ての みその 究竟に 到 徹し 得た る もの ビい ふべ く、 千載の 下、 渠が 長へ (: 見眞 
の 聖者 どして 歸仰 さる、 もの、 大に 然るべき どころ どい はねば ならぬ。 爾後、 これ 等の 諸派 各 
々法 水を 流すビ 雖、 眞宗 獨り遐 代に 繁 くして、 民心に 影響す るビ ころ 第ー ビ稱 せらる。 因みに、 
當時證 空の 法 孫 一遍が 時宗を 開立した。 また 同系の 新宗 どして 數ふべ きで あらぅ。 

禪 宗法 門は、 榮 西* 道元に よつ て その 興起を 見る に 至つ た。 尤も 從來 どても 本宗の わが 國學 
僧に知らる、どころなきにしもあらす、遠くは法相の道昭によつて傳來されたどもいはれ、そ 
の後屢 々流布に 趣け る も、 そのよく 立 敎開宗 を 見た るは、 實 にこの 兩 僧の 力に よつ て k ある。 
榮 西の 所傳は 臨濟禪 にして、 渠が爯 度の 入宋求 法に 結果し、 道元の 所傳は 曹洞禪 にして、 また 
その 入宋求 法に 由 來す る。 抑々 當時 鬪爭亂 離の 世相は、 著しく 上下 人心の 不安を 狍か しめ. •勢 


ひ直减 簡明なる 示 敎に 走る 傾向を 有する に 至つ た。 直 指 人心、 見 性 成 佛の禪 旨が 普く 一般に 歡 
迎 さる、 は、 蓋し 時機の 當を 得た る もの どい ふべ く、 別して 武家の 信仰 旺ん なる は、 もビ ょり 
その (£: ころに して、 かくて 新興の 本宗 は、 漸次 隆昌を 來 し、 後來 立派 分岐 多き につれ、 益々 そ 
の敎 綱の 規模を 張る に 至つ た。 

日蓮 法 門は、 日蓮の 開宗 たる こビ いふまで もな く、 渠はそ の 豪邁なる 氣質 V」 熾烈なる 信念 VJ 
を 以て、 先づ叡 岳の 顯密 雜濫を 退けて、 妙敎の 四海 統一を 期し、 國 柱の 宣言 ももの/ \ しぅ、 
目覺 しき 破邪 顯 正を 敢 てした 。その 結果 法難 屢々 身に 藤る VJ 雖 、更に 屈せす、 高言 奮鬪 終に 唱 
題 成 佛の法 門を 擁立す るに 抵つ た。 その 活動的 生涯は、 洵に佛 僧 中の 偉觀 VJ いはねば ならぬ。 
弟子 大器 多く、 法門遐 代に 旺んに 趣いた 0 

さて かくの 如き 新宗の 興起は、 從來の 古 京 •平安の 舊宗 を激發 して、 何れも 多少の 活 氣を呈 
せし むる に 至つ た。 法相に 於け る貞慶 •良 遍の學 風、 華嚴に 於け る高辨 •凝 然 の德澤 、戒律に 於 
ける 覺盛 •叙 尊の 復興 等、 傳 ふべき 要項 尠な からす、 更に 台 •東の 兩宗 また 振興の 見るべき もの 
ぁり、 かくして 新舊 の諸宗 叢々 繁衍 して 天下に 周 布せ るは、 まさに わが 國佛敎 の盛榮 時代 ビ謂 
つべき である 〇 

紀元 第 十四 世紀の 中葉 尊 氏 執権の 初めょり、 第 十七 世紀の 初葉 豐臣 滅亡の 時に 至る 約 二百 七 
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十 年間は、 吉野 •室町 時代より 戰 國紛亂 時代に 相當 する。 前代に 於て 旣に 新宗の 興起 終り たれ 
ば、 以後は た) それ 等の 起伏 隱顯を 以て 史迹を 形成して ゐ るので ある。 就中 當 代の 前半は 前代 
新興 諸宗の 消長を 以て 始終し、 その後 半は、 戰國 鬪爭亂 離の 渦中に 左右され し 趣きを 呈 して ゐ 
る 。禪 門は 臨濟 特に その 隆昌を 擅 r- し、 京師- 關 東の 間、 五山 十 刹 •二十 四 流、 その 繁衍思 ふべ 
し。 應 •燈 •關の 系統は 夢想 國師の 法 流 ど 共に 遐代 いよ/ \旺ん に、 この間 一休宗純の 奇行、 虎 
關師 練の 史功 等、 特に 著しき ものが ある。 曹洞 また 北東 邊陬に 幾分の 盛榮を 見た。 日蓮は、 宗 
祖の孫 弟 日 像に 至つ て、 始めて 京師に 布敎を 試み、 いは ゆる 三 黜三赦 の 困難を 經 て， 漸く 素志 
を果し 得た。 爾來 東西に 亙つ て 敎化 甚だ 旺ん に、 本迹勝 劣の 論議 轉 た 激しく、 異派分 流 漸次 多 
きを 加 ふる U 至つ た。 淨敎は 、鎭西 中 特に 白旗 •名 越の 二流 關 東に覇 を稱 し、 西 山 また 多少の 
面目を 保持した。 眞宗は 、宗祖の 後、 覺 •存の 間 多少 敎 綱を 張れる も、 その後 蓮 如に 至る まで、 
宗勢微 々ビ して 何等の 唸 展をも 見な かつた が、 爾來 著しく 振興の 活 氣を呈 する に 至つ た。 蓮 如 
は 本宗 中興の祖、 その 簡明なる 宗風 は、 普く 四周の 歸依 する (£ ころ どなり、 主ビ して 北陸 近畿 
に その 法澤を 濯いだ。 實に 本宗の 勢力は、 渠の 力に よつ て その 礎石を 築かれた ので ある。 

然るに 如上の 諸宗 も、 應 仁の 爭亂以 後、 いは ゆる 戰國の 渦中に 遭ぅて、 犬に その 飛沫を 蒙り、 
宗門の 衰頹 漸く 甚だしく、 法 運の 悲境 轉た その 度を 增 せる こどは、 蓋し 止む を 得ざる どころ で 


办る c> 況む や從 來沈滯 不振に あ b し 舊宗が 、また 犬に その 運命を 共に せる こビ は、 殊更い ふま 
でもない 5 ころで ある 〇 

紀元 第 十七 世紀の 初葉 家康開 慕の 初めより、 第 十九 世紀の 中葉 大政奉還の 際に 至る 約 二百 七 
十 年間は、 いは ゆる 德川 時代に 相當 する。 抑々 家康の 天下を 一統す る や、 大に 悟る どころ あり、 
卽ち佛 敎を以 て 人心を 收攬 し、 以て 社會の 昌平を 測らむ VJ し、 旺んに 興 法の 劃策を 樹て たから" 
正 法大に その 面目を 施した。 さはれ これ、 德川 政治の 運用の 具に 資せられし VJ ころ、 かの 崇 傅. 
天 海の 如きは、 これが 參 謀の 任に 方れ る 偉 僧で ある。 旣に か、 る狀 態で あつたから、 各 宗に通 
じて 宗勢 何れも 活 氣を呈 し、 特に 敎學義 解の 發展 は、 洵 に 前代未聞の 隆昌を 來 -L た。 各宗學 # • 
談 林の 創設は、 その 最も 著しき 表象で ある。 かくて 學 解の 達者 陸 * vj して 輩 ! il し、 鳳 潭の新 華 
嚴唱說 、白 隱の臨 濟禪 再興より、 天台には 安樂 律の 興る あり、 眞言には 正 法律の 行は る、 あり、 
その他 眞宗に は、 本願 寺の 東西 分裂 以来 宗學 特に 旺盛を 極め" 日蓮には、 受不 施* 不受不 施 等の 
爭議 より 敎系 ます/ \複 雜ビな り、 一方 また 隱 元の 外來に よつ て禪門 黃蘖の 一宗、 開立を 見た。 
曹洞 宗派 また 月宗 •宗胡 を 始め、 卍 山 •道 白 等に よつ て大に 古道 復活の 擧あ り。 加 ふるに 敎學の 
旺盛は、 古 來の義 解を 生命 ビ せる 俱舍 •唯識 等の硏 « を 振興せ しめ、 これ 等は いは ゆる 佛敎の 基 
礎學 S して 各宗 共通に 修 習せられ、 特に 智 •豐兩 山 その 尤に居 り、 東 西本願寺 また これに 劣ら 
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す。 かくして その 學解紂 究 "實に 百 華 競妍の 趣き あ り、 一々 の 詳細 到底 小 紙の 盡すべ きど こる 
ではない 〇洵に 當 代は、 いは ゆる 佛敎 註解の 時代 ^ も 謂つべき 觀が ある。 

紀元 第 十九 世紀の 中葉 維新の 洪業 大成 さる、 や、 百科 文物 頓に その 面目を 一新し" 復古 思想 
の 影響は、 神 佛分甄 の 布令 ^ なり、 神道 偏重の 結果は、 廢怫毁 釋の咚 び 喧しく、 さて こそ 維新 
の當 初、 正 法の 頹廢 は實に 慘儋の 極に 達した。 幸 ひに 各 宗護敎 持 法に 熟 心なる 道士 あり、 その 
忠實な る 個 誠は、 百方 奔走して 狂瀾を 旣倒 に囘 し、 かくして 一方の 活路を 開く や、 その 全身を 
捧げて これが 復興に 奉仕した。 爾來 星霜 五十 年、 信敎 自由の 聖旨は、 正 法の 進航を いょ < 順 
調なら しめ、 各宗の 面目は、 また 舊態 に增 すの 繁 衍を呈 する に抵つ た。 最近 佛敎 徒の 事業は、 
布敎 に興學 に* 宇內 海外に 遍く法 雨を 灑澤 し、 その他 社會 上下の 世相に 順應 して、 措置 活動 大 
に 見るべき もの あり。 げに 世界 唯一の 佛敎國 しての 面目は、 かくして 優に 豐に 維持され つゞ 
あるので ある 0 

研究 要 日本 佛敎史 を硏究 する に 方つ て、 先づ 何人も 注意すべき は、 その 特徵が 、大 に餘他 
異域の それ ビ 相違せ る點に 於て > ある 〇卽ち 佛敎が 著しく わが 國體に 同化され、 融合され、 か 
くして いは ゆる 日本 佛敎 獨自の 色彩を 呈す るに 至れる こ S これで あつて、 洵 にわが 國民 性情の 


然ら しひる ビ ころ VJ して、 如何なる 外來 文物を も 悉く これを 同化し、 何れも これを 國 趣を 帶び 
た 思想 VJ して 普遍せ しめざる ものは ない。 一例を 擧 ぐれば、 かの 本 地 垂迹 思想の 如き、 その 最 
も 著しき 恰 例であつて、 こは 卽 ち、 異域 本 地の 佛陀が 國內 所在の 諸 神 (£ 垂迹して、 神佛 不離の 
信仰 對象ビ なれる もの、 實に 外來 思想の 日本化は、 這裡 最も 巧みに なされて ゐ るので ある。 凡 
そかくの 如きは、 餘 他の 佛 敎傳播 地方には 決して 見るべからざる S ころで あつて、 わが 國が、 
古來 唯一の 佛 敎國ビ して、 特殊の 地位を 占む る 所以、 實 にこ、 に存す ビ いはねば ならぬ。 され 
ば 朝 文官 書に あつても、 支那の、 法 運の 通 塞を 史乘に 抹殺せ る ♦か 如き ビは異 つて、 隨 所の 古文 
畲 類に その 參考 資料を 求め 得られる。 次に、 かく わが 國の 佛敎が 同化され たる 點ょ b 結果して" 
一般に 實際 主義の 敎義が 普遍され た 事は、 また 大書すべき 特徵ビ して 擧げ ねばならぬ ◦由來 わ 
が 國の國 民 性情を 案す るに、 著しく 現 實の觀 念に 傾向して、 印度の 如き 幽玄 / i: る 思索に 耽り、 
支那の 如き 煩瑣なる 推 究に沒 する 等の 態度は、 少しも 窺 ひ 得られぬ 〇從 つて、 現在に 遠ざかり、 
實 際に 離れた る 所談に は" 自然 注意を 拂ふ こど 稀に、 飽くまで 現 實を逐 ぅて 刻下の 問題に 觸れむ 
VJ してゐ る。 かの 華 天 一乘の 深遠なる 學理 漸く 廢つ て、 淨土 •日蓮 等の 實際 敎義の 勃興せ る も 
の、 洵に その 所 由 あり ビい はねば ならぬ。 か、 る极柢 に體 達して、 而 して 史實の 變遷發 達の迹 
に 就か ば、 希く は 日本 佛敎の 面目を 把握され ょぅ。 その 史上の 主要 問題の 如きは、 もビ ょり 各 
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種 多々、 一々 指摘の 限りでは ないから" また これを 省略して、 如上 硏究 要領の 一言に 止め、 次 
に 參考 書目の 一 班を 羅列せ ぅ。 

參考書 わ ♦か 國 佛敎史 に關 する 現 時の 文書は 決して ■くは ない。 た > しその 多くは、 主ビし 
て 一宗 一派に 關 する 別史 、または 各々 個人に 就いての 別傳の 類で ぁつて、 上下 古今を 通じての 
一般 敎史 ビ しては、 比較的 その 類に 乏しい 。明治の 初め、 島 田蕃根 氏 等 職に 敎部 省に ぁる 際、 
『佛 敎史赂 』 十卷を 編し、 今な ほ 漢文に て寫傳 されて ゐる VJ いふが、 始めて 刊本ど して 世に 顯は 
れ たのは、 田 島 象 二 氏。 大內 靑巒氏 等の 著作を 指さねば なるまい。 爾來續 出の 同本數 種、 大槪左 
に 列擧 する か 如し。 

一 日本 佛法 史三卷 田 島 象 二 著 (明治 十六 年刊) 

一一 抑 佛敎 史略 一卷 大內 靑巒著 (明治 十七 年刊) 

一-一 三 國佛敎 略史 下卷 島 地嘿雷 •生 田 得 能 合著 (明治 二十 三 年刊) 

C  s 大日 本 佛敎史 一卷 村 上 專精著 (明治 三十 年刊) 

五 日本 佛敎史 綱 二卷 村 上 專精著 (明治 三十 一 年刊) 

六 佛敎史 要 (日本 之 部) i  境 野哲著 (明治 三十 四 年刊) 


七日 本 佛敎史 一卷 石 原 卽聞著 (明治 三十 七 年刊) 

八 g 佛敎 通史 一卷 .伊藤 義賢著 (明治 四十 三 年刊) 

九 日本 佛敎 小史 一卷 境野哲 著へ 明治 四 十四 年刊) 

10 平 叙 H 本怫敎 一卷 藤本 慶祐著 (大正 六 年刊) 

二 日本の 怫敎 一卷 境 野哲著 (大正 七 年刊) 

一一 一 日本 怫敎 外史 一卷 菊 地 亮三郎 著 (大正 八 年刊) 

右の 中、 (一) 『日本 佛 法史』 は！ 一年 體の 叙說を 以て、 佛敎 始來ょ b 明治 十五 年までの 史 實を迪 
れる もので、 當特 にあつ ては、 記事 比較的 整頓せ る ものビ して 推さねば ならぬ 全部 三卷 中、 
前 二卷を 以て 完結し、 最後 卷は、 大德禪 寺 某 僧の 記述せ る 「扶桑 伽藍 紀要」 を收 載して ゐる〇 い 
は ゆる 「紀要」 は、 わが 國 二十 一本 寺の 梗槪を 記せる もので、 支智の 『本願 寺 通紀』 にも、 旣に採 
錄され たる ものである 〇なほ 本書は、 明治 三十 年 これを 縮刷 刊行し、 「紀要」 は 削除して 收 めて 
ゐな いが、 更に 刊行 年 時までの 史 實を增 補した。 (一一) 『g 佛敎 史略』 は、 編年體 の、 極めて 簡潔な 
ものであるが、 一目 大要を 知る に 便が ある。 然るに 本書は、 吾人の 知れる ビ ころは、 た) その 
上卷 のみに 過ぎない が、 後卷が 續刊 されし や 否や、 これを 明かに しない。 (11 一) 『三 國佛敎 略史. は、 
簡潔なる 編 年體を 逐 へる こど 旣述の 如し。 S 『大日 本佛 敎史』 は、 著者 村 上 博士が 遠大の 計畫 
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の 下に'  境野哲 •鷲 尾 順 敬の 兩氏を 率ゐて 起稿され しもので あつて、 曩に いへ るが 如く (一〇 二 
頁參 照)、 博士は これょり 先旣に 佛敎の 史的 討究の 必要を 高調され、 『佛 敎史 林』 を 刊 して 大に 
這 面の 機運を 釀 成されつ、 あつたが、 本書は 更に その 具體的 綜合 結果ビ もい ふべき もので あつ 
たので ある。 その 最初の 豫定 では、 全部 四卷 完結の 筈で あつたが、 惜しい かな、 所 出た V 第一 
卷 のみに 止 れ、 聾 僅に 奈良 朝に 於て 盡き てゐ る。 S 叙說 博引 雲 力めた— いふべ く、 所 
論の 堂々 VJ 理路の 井然ビ は、 敎史中 第一の 雄盡 5 J して 他に 比 儔すべき ものがない。 加 ふるに. 
附錄 S して 「敎界 年鑑 >j いふを 添へ、 宮廷の 詔勅 法令を 始め、 遍 く講經 修法* 寺 像興廢 •僧尼 存 
沒 •海外 往來 等の、 苟 くも 敎史關 係の 注意事項は 二目の 下に 指摘 さるべ く 表 •一 小して ゐ る。 洵に 
本書に して その 完成を 見しビ せむ か、 やがて そは a 本怫敎 史學の 完成 ビいふ も 過言に あらざる 
ベく、 吾 k ょ 永く そが 初出に 止れ る こ VJ を 遺憾 (£ せざる を 得ぬ。 さはれ この 一卷は 、苟 くも 敎 
史 専攻の 學士 の、 必す 精讀 せざる ベから ざる ビ ころ <£ 謂つべき である。 S) 『日本 佛敎史 綱』 は、 
先のに 引續 いて その 完成の 豫備ビ して 出で しもので、 かれの 稍々 略 出 抄本た るの 觀あ 、從つ 
て 記事の 精密— f かれに 及ぶべく もない •か、 而も 終始 完結せ る 通史 ビ して、 大に 參考を 値 
ひする ものである 〇  〇〇 『怫 敎史 要』 は、 同じく 幾分 詳細に 史實 を叙說 せる もので、 後出の 印度 • 
支那の 部 ビ 姉妹 篇を なせる ものである。 (七) 『日本 佛 敎史』 は、 博 文 館發行 『帝 _ 百科全書』 中の 


一 編 VJ して 出されし もので、 所論に 多少 議すべ き (£: ころ あれ V」、 また 一讀す V きで あらう。 
(八) 『抑 佛敎 通史』 •(九) 『日本 佛敎 小史』 は、 何れも 學 徒の 敎科 用書ビ して 出されし もので、 共に 印 
度 •支那の 部 ど 相俟つて 姉妹 篇をな して ゐる 。就中 S は、 叙說 通史の 要を 得、 初心の、 簡單に 
敎 史の槪 念を 捕捉すべく、 最も 適當な る ものである。 (一 S 『平 叙 日本 佛敎』 は、 日本 佛敎ど 表題 
する も、 廣く 印度 •支那を 併せ、 三 國に亘 つての 佛敎 史實を 叙して ゐる〇 就中、 日本の 部に 多 
分を 費せ る どころ、 まさしく 表題の ょつ て 然る ビ ころで あらう。 而 して、 なほ 平 叙 VJ 冠せ る 如 
く、 その 記事 極めて 平易、 何人の 了解を も 得べき 通俗 佛敎槪 要で ある。 (二) 『日本の 佛敎』 は、 
もビ 講義 錄誌 上に 揭 載され しもの、 單 行であつて、 先の 『印度の 佛敎』 •『支那の 佛敎』 V」 同類に 
屬 すべき もの、 而し てまた 通俗の 叙說で ある 〇  ( 一 e 『日本 佛敎 外史』 は、 その 題號の 示す が 如く 
側面ょ b 史實 を描寫 せむ ご 試みし もの、 やうで、 通俗の 記事、 讀んで 興趣を 惹 くもの が ある 0 
而 して 本書 もまた、 その 記事 印度 •支那に 亘 つてゐ る。 

以上の 他、 鷲 尾 順 敬 氏の 『日本 佛家 人名 辭 書』 (明治 四十 年增 訂刊) の卷 首に、 「日本 佛敎 沿革 
略」 の 標題の 下に 通史の 叙說ゐ り、 以て 一般 槪要を 會 得する に 足る。 また 土 屋詮敎 氏の 『日本 
宗 敎史』 (明治 四十 年刊) は、 その 內容主 ごして 佛 敎史ビ して 讀むべ きもので ある。 

次に 記事 斷片な がら、 敎史 硏究に 資すべき 主要なる ものに ノ 
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一这 佛敎 史論 一卷 境 野哲著 (大正 五 年刊) 

一四 日本 佛敎史 之硏究 一卷 迁 善 之 助 著 (大正 八 年刊) 

等が ある。 前者は、 主ビ して 日本 佛敎 史上の 事項に 就いて、 有益なる 記事 あり。 後者は、 近時 
學界の 推稱を 受けし 雄篇 c£ して、 普く 世人の 知れる もの。 通 部 八 百 頁の 大著、 擧げ て b が 國佛 
敎 史上の 重要 問題を 精究 し、 穿微拆 細、 洵に 周到の 極を 盡 して ゐる 。著者の 該博なる 而も 透撤 
せる 識見は、 這裡隨 所に 躍 出し、 高く 學 壇の 權 威 cf して 重 鼎の 價 値を 示して ゐ る。 學 者の 必讀 
を 要する こ VJ はいふまで もない。 

その他、 關係 書類の 主なる ものを 搜れ ば、 先づ 『佛 敎史 林』 •『佛 敎 史學』 (明治 四十 四 年 以下 刊) 
の 雨 誌を 擧げ ねばならぬ。 前者は、 槪して 三國に 亙れる 記事 多く、 後者は、 主ビ して 日本に 關 
する もの 多き を認 むる。 『佛敎 統一 論』 また 敎理 方面に 就いて 參考に 資すべ し。 

次に 記事 詳細では ない が、 わ* か 國 現存 各宗の 綱要を 叙せ る 文書 中、 夫々 敎史を 述べた る あり" 
斷片な がら、 相 資して 敎史 各般の 槪 要を 描出し 得べ し。 その 類書 左の 如し。 

一这 佛敎 十二 宗 綱要 二 卷 小 栗 栖香頂 編 (明治 十九 年刊) 

一六 明治 諸宗 綱要 i  吉谷 覺壽著 (明治 二十 三 年刊) 

一七# 敎各宗 綱要 五 卷 怫敎各 宗協會 編 (明治 二十 九 年刊) 


一八 1 佛 敎各宗 綱要 一卷 來馬琢 道 編 (明治 三十 二 年刊) 

右の 中、 (5 『佛敎 十二 宗 綱要』 は、 編者が、 わが 國 現存 佛敎十 二宗に 就いて、 夫々 各宗 の碩學 
の 執筆せ る ものを 纂 めしもので あつて、 各宗 の敎史 •敎理 の 大要を 知る に 便で ある。 本書の 刊行 
に 先ち、 別に その 草稿ょり 南條 博士に ょつ て 英文に 譯 出された る ものが ある。 束 京 市の 刊行に 
y  >  .り， s  A  short  History  of  the  Twdv'fapanes  の  Buddhist  sects、 ぎ  ノレ 1 L  名  0 舞す ^ k 
氏、 また パリ 府 (: 於て これを 佛, し、 5卜、 ^ §^/ ^ ._こ ^ § ^. て)1889ビいふ。(二0『明治諸 
宗 綱要』 は、 記事 先のビ その 體 裁を 同じぅ して ゐる 。(一七) 『佛 敎各宗 綱要』 a 、 これ 等 類書 中、 
比較的 最も 專門的 色彩を 帶びた もので、 佛敎各 宗協會 の 討議の 結果に 成りし ビ ころ ビて 、記事 
的確、 最も 依 憑すべき ものである 。(一八) 『I 佛 敎各宗 綱要』 は、 その 題 冠の 如く、 專ら 通俗を 旨 
どせ る もので、 重版 數 度、 鲁く織 讀され てゐ る。 

次に 古昔に 溯つ て、 史實を 記載せ る 文書を 覚む るに、 やはり 史家 凝然の 著作に 俟 たねば なら 
ぬ。 卽ち 

一九 三國佛 法傳 m 緣起宁 下 卷 凝然著 

を主ビ して" 『八宗 綱要 鈔』 •『淨 土 源流 章』 等、 何れも 主要なる 史書で ある 〇曩に 解題せ る V」 ころ 
を 見るべし。 (一三 二頁參 照 〇 また 師 練の 『元 亨釋 書』 中には、 通史 VJ して 參考 すべき 箇處が め 
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る。 後に 解題 t る VJ ころの やぅで ある。 

然るに、 これ 等の 一貫せ る 通史、 もしくは それに 准せ る 史書 以外、 僧傳を 叙せ る 文書に あつ 
て、 史的 討究に 資すべき 要 書が 甚だ 多い。 それ 等は、 何れも 通史 研究の 根柢 材料を / i: せる もの 
ビし て、 專門學 者の 必ず 披見せ ざるべ からざる どころ、 大略 次 下に 記す やぅで ある。 

S 日本 高僧 傳要文 抄三卷 宗性撰 (『大日 本佛敎 全書 J1) 

遂 一 日本 高僧 傳指 示抄 一卷 宗性撰 (『大日 本佛敎 全書』) 

S 南都 高僧 傳 一卷 著者 未詳 (『大日 本佛敎 全書』) 

S 元 亨釋書 三十 卷師練 著 (『大日 本佛敎 全書』) 

11 四 本朝 高僧 傅 七十 五 卷師蠻 著 (『大日 本佛敎 全書』) 

S 續 日本 高僧 傳 十一 卷竺道 契 著 

右の 中、 (一一 S 『日本 高僧 傳要 文抄』 は、 凝 然の師 たる 宗 性の 撰 抄する どころ、 婆羅門 僧正 
菩提 遷那 (Bodhisena) を 始め、 空 海. 宗睿 以下 數十 人の 紀傳の 要 文を 抄出せ る もので あつて、 
中には その 本傳が 散逸して 他に 覚め 得ざる ものを、 本抄に その 要 文を 窺 ひ 得る ご (£ きあつ 
て實に 重要なる 史料 V」 いはねば ならぬ。 (一二) 『日本 高僧 傳 指示 抄』 は、 同 撰者が、 空海以 
下 十五 人の 傳歷の 綱目を 列記せ る もの、 また 珍重すべき 史料で ある。 惟 ふに、 渠 撰者の 資凝 


然が、 b が 阈儡敎 史家の 第一人者、 こして 優秀なる 所以は、 まこ V) に渠の 卓越せ る 史的 識見を 禀 
承せ る 結果の 然 らしめ しど ころ どい はねば なるまい。 0 一一 一) 『南都 高僧 傅』 は、 行 表 •義淵 以下 南都 
古 德の事 歷を錄 し、 なほ 興 福 寺別當 •東 寺 長者* 園 城 寺 長 吏 等を 列擧 して ゐ る。 (S) 『元 亨释 書』 
は、 わ •か 國* 敎始來 以後 元亨 年中 4。 で •七 百餘 年間に 於け る 高僧の 事蹟、 並に 佛敎の 史實を 記 
載せる もので、 撰者 師練が 十 有 七 年 拮据 經營の 結果に 成りし どころ、 實に わが 國に 於け る 完備 
せる 僧 史の權 輿を なせる ものである。 その 體 裁" 支那 三 朝僧傳 並に 『释門 正統』 等を 參酌 し、 か 
つかの 國の正 史に 倣ぅて、 十傳 (卷 ーー 卷十 九) 一 表 A 卷 二十— 卷二 十六 r 十 志 (卷 二十 七！- 卷三 
十) に 分つ てゐ る。 十傳 V」 は、 高僧の 列傳に して、 傳智 •慧 解* 淨禪 ，感進 等 十 科 あ b* 凡て 四百 
三十 五 人を 傅す。 一 表 どは、 欽明 帝より 仲恭 帝に 至る 六 百 八十 餘 年間に 於け る 佛敎史 實を編 年 
體に 記錄 せる もの。 十 志 VJ は、 學修 •度受 •寺 像 •音 藝 等の 十 科に 分つ。 その 主眼 僧傳の 採録に あ 
れ V、 た) に それの みに 止ら で、 實に か、 る 廣汎な る 內容を 有して ゐ るので ある。 本書は、 『碧 
山目錄 』 第一に よれば、 その 列傳 、も ど凝然の稿草せるどころであるビいふ〇されざ師練は、 
これに 就いて 何等 言及せ るビ ころなければ、 その 眞 相は 明かで ない。 よし また 凝 然の稿 草な ぅ 
ど する も、 よつ て 以て @ 練の 功績を 沒 すべきでは ない。 なほ 本書は、 延文五 年 (1360) 藏經 中に 
攝 せられ、 わ が 國入藏 の先驅 をな せる もの どして、 藏經 史上に 要 位を 占めて ゐる 。また 本書は、 
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單行 及び 『佛敎 全書』 に收 められ たる もの、 他、 『國史 大系』 にも收 輯 されて ゐる 。而 して 本書に 
就いては、 古來 『 微考』 三十 卷 (著者 未詳 T 惠 空の 『初 解』 二十 三卷 、智 逢の 『便 蒙』 三十 j 卷 等の 子 
註 ぁつて 世に 行は れてゐ る。 (S) 『本朝 高僧 傳』 は、 實に ゎが 國僧傳 の 巨擘に して、 通 部 七十 五 
卷 、目 錄一卷 、收 載僧數 'i 千 六 百 六十 人に 上り、 かの 五 百に 充たざ る 『釋書 』 の收 載に 比して、 
到底 同日の 談で はない。 而 して その 內容 は、 法 本 •淨慧 •淨禪 。感進 等 また 十務に 分ち、 慘儋 たる 
苦心を以て編錄大成された。記事にま、精確を缺く <£ ころなきにしもぁらざれ>、\この大著に 
對 しては、 畢竟 白玉の 微瑕た るに 止り、 依然 V」 して 學壇 の洪寶 たるを 失は ない 〇  (1 一一, I) 『續 H 本 高 
僧傳』 は、 本傳に 漏れた る元祿 以後の 諸德を 收 載せる もの、 また 備ふべ し 0 

明治の 文運は、 以上の 諸傳に 傑出して、 更に 廣沉な る內容 V」 至便なる 檢出 S を 具備せ る 一大 
僧傳を 出さし めた。 これ 卽 ち、 

一一 六 日本 •佛 家人 名辭書 一卷 鷲 尾 順 敬 編 (明治 四十 年增 訂刊)  , 

にして、 その 收載 人員は 六 千を 數 へ、 上下 悠 々一千 三百 餘 年に 百 | つて ゐ る〇询 に 斯界 唯一の 人名 
辭書に して、 學 徒の 禀 くる 裨益 甚大なる ものが ぁらぅ 。本書は 最初 明治 三十 六 年に 刊行され、 
その後 11 十 年に 至って 更に 一大 增補を 行 ひ、 卷首に 「日本 佛家 年表」 •「日本 佛 敎各宗 系統 圖」 • 
諸 宗門 跡 歷 代」 等を 附 加し、 また 本文に 大に收 載 人員を 添加し" かくして 全く その 面目を 1 ST 


した。 實に b' ' か 國僧 傳の完 美を こ、 に 見る に 至つ た d いはねば ならぬ。 

以上の 他、 各宗 各派 別々 の僧傳 文書 あつて、 以て 如上 諸 傅の 遺漏を 拾 加し 得る。 而し てこの 
種の 文書は 極めて 多く、 而も それ 等の 何れもは、 大抵 各宗 各派 不可 缺の要 書た る ものである。 
專門 #1- 究に たづ さはる もの、 必ず それ 等の 一々 を 討ね て、 精緻なる 考察を 遂げねば ならぬ。 今 
一々 列擧 する の遑な ければ、 こ、 には 省略す る こ (£ 、 する。 たぃし、 近時 刊行の 『大日 本佛敎 
全書』 の史傳 に關 する 部には、 それ 等の 主要なる 多數が 收載さ れたれ ば、 學徒就 いて 容易に 披 
見し 得べ く、 甚だ 利便を 禀 くる こ VJ であらぅ。 近年 また、 個人々々 の 別傳の 刊行 さる、 もの ® 
なから す。 これ 等 も、 古 來の這 個別 傳 VJ 共に 須要な ろ こ〆) はいふまで もない。 なほ 敎史 の專攻 
に 與らむ もの、 古 來の宗 論 討議を 始め、 名家の 日記。 隨筆 、或は 寺 誌。 行事 等の 各部に 亘 つて 調査 
すろ 必要 あり。 而し てこれ 等に 關 する 多くは、 また 『怫敎 全書 J に收 輯載錄 されて ゐる 。乃ち 就 
いて 見るべし。 佛書 以外の 『群 書類 從』 正 續， 『史籍 集覽』 •『大日 本 史料』 等に 就く も、 また その 所 
要を 討ね 得る。 また 一般 正史に その 記事 豐富 なるこ ども、 支那の 事情に 比して 天 淵の 差 あり。 
乃ち 就いて 隨所 にこれ を 探るべし。 

以上は、 わが 國に 於て 撰述され し敎史 硏究の 主なる 資料た る ものである 〇而 して 今 この 條を 
終らむ どす るに 方つ て、 更に、 以上の 如き 直接 間接の 資料た る もの ど 稍々 その 性質を 異にすれ 
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V」、 黑板勝 美 博士に よつ て 提供され た 『國史 の 硏究』 (明治 四十 一 年刊) て ふ 雄 著の ある こどを 紹 
介せ ねばならぬ。 本書は その 名の 如く、 廣く 國史姘 究に關 する 砑究 方法を 叙說 せる もので、 直 
接佛 敎史 實の砑 究に 資すべき ものに あらす。 また 間接 硏究 資料の 一面に 充つべ きもので もな 
く、 唯々 學徒 攻學の 指針た るいは ゆる 書史に 他なら ぬ。 さりながら" 著者は 古文書 硏究に 於け る 
學 界の權 威ど稱 せらる、 に そむかす、 本書に 於て は 幾多 重要なる 古文書 類を 縱橫に 調理して 以 
て 國史砑 究の 資材 運用の 資たら む VJ 計つ てゐ る。 而 して それ 等の 資料 中には、 敎史 硏究に 益す 
る もの 極めて 多ければ、 本書の 叙說 は、 これを 有爲に 利用す るに 於て は、 一種の わが 國 佛敎史 
の砑究 法 ご 見 傚し 得べき ものである。 殊に その 記事怫 敎關 係の人 物事 項の 多き は、 最もよ く參 
考に 資し 得べき もの ビい はねば ならぬ。 初 刊以來 、普く 學界を 益 するど ころ 大 に、 而 して その 
後 更に 記事を 增訂 して、 一段の 完備を 期せられ た。 初學 、幸に これを わが 怫敎史 硏究法 ど して 
その 指導を 憑ら ば、 所得 決して 尠な からざる こビ は、 疑な き ビこ ろビい はねば ならぬ。 

泰西 學 者の わが 國佛 敎に關 する 著書は" 極めて 鮮少、 況むや 特に 敎史に 限つ てのもの ごして 
は、 もどより これを 覓む ベく も あらぬ。 た > し 、總 じて 學 術の 史的 討究を その 硏鑌の 面目 ど せ 
る渠 等な れば 、わが 國の怫 敎に關 する 叙說 中に も、 必ず 史的 發展の 一面を 論す る こごを 忘れて 
U をらぬ。 而も 渠 等の 著書は、 何れも 純粹の 批判的 態度に 出で、 いは ゆる 異敎 徒の 眼に 映 じた 


る わが 國怫敎 の 論說ビ して、 特殊の 暗示を 附與 さる、 ^ ころで ある。 從つて その 筆勢 屢 々某 督 
敎 VJ の對 比に 向 ひ、 頗る 國內 自敎 徒の それ 等ビ その 趣きを 異にする ものが ある。 乃 t, 取つ て、 
大に參 考を値 ひする 所以を 領せ ねばならぬ。 尤も 中には、 渠等が 甚だしき 誤解ょ b 結果せ る 滑 
稽に近き過讓に陷れるこビもあれば、それ等は十分注意して、燃犀なる讀書態度に出づるこビ 
を 要 ビ する。 這般の 消息は、 初心の 豫め心 得 置かねば ならぬ ビこ ろで ある。 今渠 等の 成果の 主 
要なる ものを 擧 ぐれば、 次の 如し。 

1 一七  Developments  of  Japanese  Buddhis.nl. c^ y  A.  Lloy p- Tokyo.  ( ^ §5。茲§5 
the  Asiatic  Society  of  Japam ^ Q〆  ン 

一一 八  Japan  ;  its  historyjtraditions  and  reli 内  ions  ;  with  t ^ narratw ri OJ  a d lslt  in  H8J9- 
N oo oo o.  By  E.  Z.  Reed.  1889 
一一 九 >3 ^ ^- .§ «- /。/§、々. By  p  A.  CGbbold.  1894. 

g The  religion  of  Japan. t^ y  •〆. cp x.^i  ヂ  1 00 95. 

11 一一  The  Development  of  Religion  in  Japan.'OY  New  York  and  London, 

1 907. 

s The  Creed  of  Half  Japan.  By  A.  Lloyd.  London,  1911 • 
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s Studies  in  Japsese  Buddhism;  By  A.  K •一 R.eischauer.  New  York,  1917 , 

右の 中 (一 5 は、 日本 硏究 の雜誌 ン7>§3&.§.5- ^ 5. 、 ^ ぎ？  ^ > ( 『日本 亞細 
亞學會 紀要』) 第二 十二 卷の 一部。 ビ して 出した もので、 わが 國佛敎 各 宗の發 達 史實を 叙說 せる も 
ので ある 〇  ( 一 K) は、 その 題號の 如く、 わが 國 の歷史 •傳說 及び 宗敎の 各面に 亘 つて ゐるが 、就中 
佛 敎に關 して 記述す る どころ 精細を 盡 して ゐる 。特に 新興 佛敎た る眞宗 その他に 就いて 大に注 
意を 怠らざる 形迹を 認め 得る 〇  (完)ニーーー 3 は、何れもわが國の宗敎を說く、特に後者は佛敎の記 
事が 甚た 多い。 (1 一一 一) は、 簡單な がら、 新說 推すべき ものが ある。 ( S ) は、 註して、 t  Historical 
sketses  of  Japane  e  Buddhism- ど いへ るが 如く、 わが 國佛敎 史實の 要項を 傅へ む どせ る もの 
で、 著者の 該博なる 日本に 關 する 知識は、 大に 傾聽に 値 ひする ビ ころが ある。 (一一 一 e は、 著者が 
曾て 一ー ユー ョーク 大學に 依つ て企圖 されし 哲學の 講座に 於て 講演せ る もの、 修正に 成れる もの 
で、 實に 外人の、 わが 國佛敎 硏究書 ビ して、 最新の 發表に か、 る ものである 。その 內容 佛陀當 
時の 思想界ょり 起筆して、 三國怫 敎 々史の 大勢を 迪 b、 殊に わ •か 國佛敎 の 叙說に 委しく、 この 
間、 或は 敎義を 叙し、 經典を 記し、 又は 佛敎 思想 V」 わが 國民 精神 VJ の關 係を 述べて、 過去を 顧 
み、 現在を 語り、 未 來を考 ふる 等、 叙說大 に その 意を 得てゐ る。 實に 類書 中の 恰好 書 どして 推 
稱す べきで ある。 


以上 研究資料の 須要 書類を 列擧 したゎけ であるが" その他" なほ 探り もて 行か ば、 その g 係 
文書 決して これに 止るべく も あらす。 殊に ゎが 國敎史 の 硏究に 於て 見遁 すべから ざるは、 美術 
方面に 關 する 考察に して、 これが 資料 文書 もまた 尠くは ない。 され r これ 等は" E に 別途の 專 
攻に俟 つ こど、 して、 本 項には 述べす、 た > そ の硏學 に 方つ ての 留意を 警促 する に 止める。 

四  其  他 

旣に いへ るが 如く、 (本篇 「敎史 の 範圍. ，一の 下參照 r 佛敎 の傳播 範圍は 廣汎 各地、 決して 一 小 限 
定され たる 地域に 止つ てゐな い。 從つて 上 來の印 度 a 支那。 H 本 三國に 就いての 叙 說の 如きは、 
た) その 主要 地域た るに 他なら す、 決して これで 以て 敎 史の範 圍を盡 せる もの どして 滿足 する 
こどは 出 來ぬ 。されば 敎 史の專 ra 的 精究を 遂げむ ビ には、 ょし それ 等の 廣汎な る 各々 地域の 全 
部を 盡し 得す VJ する も、 少く ビ も 如上 三_以 外、 なほ 敎 史上の 重要 位置に 居ろ 錫 蘭 •西藏 及び 
朝鮮 等の 史實を 考察す るの 要を 認む る。 さりながら、 今 初學の 入門に 擬す るが 趣旨た る 本講に 
あつて は、 到底 それ 等 各々 の 詳細を 盡すべ くも あらねば、 こ、 には 凡て これを 省略す る こ ^ ゞ 
せぅ。 た  >  し 、なほ 一言すべき は、 旣 1: 述べし 參考 文書 中、 これ 等 諸 國の敎 史硏究 に 資すべき 
要 典の ある こ VJ である。 例へ ば、 錫蘭佛 敎の硏 究に對 しては、 『島 史』. 『犬 史』 等の ある あ b、 
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(一三 七頁參 照)、 西藏佛 敎の硏 究に對 しては、 ロ タク ヒル •ター ラナ— トハ 等の 諸 書 あり、 (九 

四 頁 及び 一三 九頁參 照)、 何れも 旣揭の 解題を 案じて、 以て 各々 砑究の 資料を それに 仰が ば、 
蓋し その 方 隅は 了知され ょぅ VJ 思 ふ。 朝鮮 佛敎に 至つ ては、 曾て 今 西 龍 氏が、 雜誌 『佛敎 史學』 
上に 「朝鮮 佛敎關 係 書籍 解題」 ど 題して、 懇篤なる 指導を 示された る あり、 (同誌 第一 編 第一 號 
1 第三 號參 照)、 學徒 必ず 披讀 して、 以て その 指南 すべきで ある。 その他の j 々に 就いて 
は、 こ ゞに盡 すべく も あらす、 偏に 學 徒の 勤勉に 俟つべ きのみ 。たぃし、 初心 もし 如上 本篇の 
叙說を 適用して、 以て その 專攻に 一分け 入らむ には、 希く は 這 箇各總 敎史の 討究に 就いての 方針 
は、 自ら 發明會 得せられむ か。 然 り、 た  >  それ 自らの 發明會 得を 尙ぶ 、千 百の 理論的 說明 は、 
畢竟 これ 權假の 方便た るに 遇ぎ ざる こ を 知るべし 〇冀 くは 諸士 、眞摯 なる 努力を 這 箇敎史 の 
開拓に 盡され むこ ビ を。 


第 四 懿 敎理篇 

第 I 章  教理の 研究 

それ 敎理の 硏究は 、佛敎 の硏究 中に あつて、 實に 第一義 的 主眼を なせる ものである 〇こ は必 
す しも 佛敎 の硏究 のみに 止ら す、 凡そ 如何なる 宗敎 にあ つても、 その 敎理の 何もの たる かを 知 
る こごは、 洵に その 宗敎の 全面を 盡 せる もの どい はねば ならぬ 〇され ば、 上來 、藏經 を 叙し、 
佛傳を 討ね、 敎史を 究めし 所以の もの、 一に この 敎理 の眞 面を 明確に 把握せ むた めの 豫備 的硏 
究な ぅどい ふ も 不可では ない。 何ビな れば 、藏經 の硏究 は、 卽ち 敎理の 由つ て 立てら るべき •聖 
典の 由來 •組織 等を 明かに する もの、 また 佛傳 の討査 は、 敎理の 由つ て 流れ 來 りし 本源た る怫 
陀 の記傳 •思想 等を 委しく する もの、 また 敎史 の檢尋 は、 敎理 の傳播 •弘 布、 さては 變遷 •發達 
の迹を 究めて" その 內容 yj の 交涉を 詳に する ものな れば これ 等の 硏究は 1 何れも 敎理 硏究 
をして、 完備 圓滿 の實を 期せし めむ がた めの 手段な り どい はねば ならぬ 〇もビ ょり、 各々 蜀立 
して 一個の 學たる 面目を 保てる こ ビ は、 いふまで もない ごころ であるが、 而も それ 等の 綜合の 
上に 眞の敎 理硏究 か杲遂 さる、 を 思へ ば、 げ にこの 硏究 こそ、 實に佛 敎硏究 の 最須最 要、 いは 
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ゆる 第一義 的の ものビ いはねば ならぬ ひかくして 佛敎 の硏究 は、 こ、 に抵 つて その 大系を 盡せ 
る もの VJ 謂つべき である。 今 乃ち こ、 に敎 理篇の 一部を 設けて、 これが 檢尋の 南 針に 擬 せむ、 匕 
する 所以、 蓋し 本 講中の 首腦を なせる ものた るを 知らねば ならぬ。 

さ b ながら、 こ、 に 注意すべき は、 凡そ 敎理 の fF 究に 就いて、 f?! 話 的 方法 V」 達意 的 方法 どの 
兩面のあるこビこれである。いはゆる訓話的方法どは、た>硏究すべき典籍の詞辭章句を捉へ 
て その 意義を 論じ 用法を あげつら ふ 等、 主 ^ して 文字の 穿鏊 に拘 はる 方法を いふ。 いは ゆる 達 
意 的 方法 V」 は、 妍究 すべき 典籍の 全局を 一貫せ る 思想 內容を S 握して、 その 一部の 所詮を 了 得 
體會 する に 力む るを いふ o( 訓話 的 *- 達意 的 V」 は、 その 名辭 甚だ 舊套 を帶 びて、 意義の 表現に 巧妙 
を 缺 くビ雖 、從來 の 償 用 上、' 姑く その 稱呼を 用ゐて 置く)。 この 二者 互に 相俟って 硏 究の完 美を 
期せら るべき もので、 卽ち 訓詁 的 方法は、 達意 的 硏究を 約 確に 根據づ ，、る もの、 また 達意 的 方 
法は、 訓詁 的 硏究の 方向を 益々 奥深く 進取せ しむる ものな れば 、硏學 に たづ さはる の 徒、 必す 
この 雨 面の 方法を 缺い ては ならぬ わけで ある。 

然るに、 從來學 者の 採り 來 りし 態度を 見る に、 何れも 單に 訓詁の 一面に のみ 滯 つて、 少しも 
達意の 了 得に 念 ひを 須ゐす 、從 つてた  >た> 文々 句々 の 解說に 腐心 努力して、 一部の 思想を 把 
握し 得す、 矧む やその 思想の 由來 する ビ ころ、 四周の 影響す る. VJ ころ 等、 いは ゆる 歷 史的、 側 


面 的 考察の 如きは、 全く 無視 不 顧の 狀態に ゐて 而も 不足な きの 有樣で あつた。 吾人が 旣に 敎史 
の 研究の 劈頭 これを 絕叫 して、 その 不當を 指摘せ る 所以、 洵 にこ、 に存 せる ので あつて、 かく 
の 如きは、 決して 研究の 當を 得た る ものに あらざる ビ 共に、 またも VJ ょりその 完美を 期せら るべ 
きもので もない。 向後の 學者が 、古來 先 覺の殘 せる これ 等 幾多の 訓詁 的 成果を 運用す るに 當つ 
て、 特に この 點に 意を 注ぎ、 徒らに その 同 轍を 繰 返す に 止まる こ <£ なく、 卽ち かの 成果を 楷梯 
ビ する も、 而もょ く 全局の 思想を 達觀 する の 態度を 忘る、 こ ^ なくん ば、 これ 學究の 方法を 得 
たる もの ど 謂つべき である 〇 たぃし、 かくいへ ば ビ て 吾人は、 決して 訓詁 的 硏究を 排斥せ む vj 
する ものでは ない。 近代の 學者 、かの 從 來の學 風の 反動 V」 して、 動 もせば、 偏に 全局の 槪觀に 
面する に 止ま り、 更に 深奥なる 內 面の 訓話 的 穿鑿を 顧み ざら む (f する 傾向の 尠な からざる は、 
甚だ 寒心に 堪えぬ ビ ころで ある。 曩 にもい へる が 如く、 總 じて 訓詁 的 研究は" 達意 的 硏究に 的 
確なる 极 據を與 ふるものな れば 、大 にこれ を 尊重せ ねばならぬ VJ ころで ある。 もし 然らざ るに 
於て は、 徒らに 私見 獨斷に 走り、 思は ざる 誤解 謬 說に陷 るで あらぅ。 敢て 初心の 一考を 促す 所 
以で ある。  . 

因みにい ふ、 凡そ 廣く 硏究 方法 (£ して 論 T れば、 如上の 他、 なほ 批評 的 •比較的 等 谷 種の 方 
法が あつて、 何れもみ な 緊要 V」 するど ころで ある 。さ b ながら、 今 如上 雨 面の みに 就いて Ife 述せ 
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し rr 以の もの、 これ 從來 敎理の 檢尋に 方つ ては、 槪し てこの 雨 面を 以て 硏究 方法 cf して 云爲さ 
れ來 つたから、 (ょし 達意 的 一面は 閑却され た ごはいへ)、 今 乃ち その 慣用 名目に 準據 して、 姑 
くこの 兩面を 提示せ しまで  >あ つ て、 決して 餘 他の それを 顧みざる にあらざる こ (f を 心得ねば 
ならぬ 〇 

第二 章  硏究 の樣式 

然るに 敎 理を砑 究 する に當 つて、 その 順序 どして、 豫め これが 輪廓 要旨を 會 得して、 然る 後 
その 內 奥の 詳細に 分け入る は、 槪 して 這 般學路 の a 規ビ すべき cf ころで ある。 前者を 槪論 どし 
て 初學の 入門 VJ せ ば、 後者は 各論 ビ して、 更に 進んでの 專 門に 擬すべ きで ある。 これ 恰も、 哲 
學に 於て、 先づ その 槪 論を 講じ、 然る 後 諸般の 哲學間 題に 尋 討す るビ 、その 揆を 同じぅ する ^ 
ころ VJ いはねば ならぬ。 

さて、 いは ゆる 槪論 (佛 敎槪 論の 名稱 (f して 立てら る) にあつ て 取扱は る、 VJ ころは 如何なる 
內容な b やビい ふに、 すなは ち® 敎の 意義 •目的 •分類 等ょり 始めて、 經 典の 由 來、® 播の 歷史、 
敎理の 綱要、 修道の 規準 等、 凡そ 佛敎て ふ 名辭の 表現せ る あらゆる 問題を 槪論 する にある。 さ 
れば 、必す しもたぃ 敎理 入門の 楷梯 VJ のみに 限つ ては ゐな いが、 而も この 中に 取扱は れたる 各 


種の 事項は、 何れも 初心 怫敎 入門の 須 知の 要項の みなれば、 敎理 の硏究 者、 またも cf ょりこれ を 
楷梯 どして その 進路に 向 ふべき である 〇矧む や この 部 (槪 論) に屬 すべき 從來の 典籍は、 槪 して 
敎理の 綱要を 叙す るを 以て 主眼 ビ し、 自餘の 諸 項を 記載す る 如きは、 極めて 近代の 著書の みに 
限れば、 今、 敎理の 入門を この 部に 指示す る も、 必す しも 不當で はない ビ考 へられる。 

次に いは ゆる 各論 (各宗 •各派 または 各 系の 敎理 をい ふ) にあつ て 取扱は る、 VJ ころは、 如何 
なる 內容な b や VJ いふに、 これ 純粹 の敎理 の專攻 にして、 先 づ敎理 を、 その 思想 •系統を 異に 
せる 部類に 區 別し、 その 區別 せる 各々 敎理の 思想 發 達。 內容 組織 等の 討究ょり、 その 各々 敎理 
相互の 比較に 及び、 それ 等の 敎理が 成立 宗派 ビ しての 諸般の 要項を 論す る ものである。 かの 佛 
敎各宗 敎義ビ して 硏究 さる、 如きは、 まさしく この 部に 屬する もので 1) る。 而し てこは、 實に 
敎理の 面目を 専攻す る もので あつて、 佛敎 硏究の 首腦は こ ゞに存 し、 從つて その 困難の 尋常な 
ら ざる 程 も、 いふまで もない yj ころで ある 0 

た  >  し、 こ ゞに 注意すべき は、 如上 區 別せ し槪論 •各論 ビいふ も、 た  >た ぃ硏究 上の 樣式た 
るに 止つ て、 決して 雨 者 その 性質を 異にせる ものでは なく、 畢竟 各論は 槪 論を 詳細に せる もの 
に 他なら ない 。されば、 この 雨 者を、 全然 別個の もの どして 取扱 ふべき では 無論ない。 —— 極 
言せば、 槪論 中に もまた 槪論ど 詳論、 匕が あり、 各論 中に もまた 槪論ど 詳論 どが ある 如く、 これ 
，.第® 部敎 理篇  一三 三 
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た  >  硏學の 便宜に 備 へし 名稱た る II 過ぎざる こ ^ を 知らねば ならぬ。 

以下、 敎理を 中心 ビす る關係 要項を 叙 m. して" 硏究の 弄 切に 供へ よぅ。 

第 H 章  佛敎の 意義 

佛敎ビ は 何ぞ や、 その 意義 如何 (£ いふに、 凡そ 佛敎て ふ 名目の あらは す どころ は、 これを 三 
方面より 解釋 する こビが 出來 る ^ 思 ふ。 一に 怫に 依る の敎 (£ して 見れば、 佛敎な る 宗敎 は、 佛 
陀の 人格を 如來 •世 尊 ど 尊んで、 その 敎說 を泰す る義で あつて、 像 陀を 敎主ビ 仰ぐ 宗敎ど の義 
である。 よつ てこれ は、 佛陀中 心の 所談 VJ なる。 二に佛 陀卽敎 法 どして 見れば、 由來佛 陀の敎 
たる、 宇宙* 人生の 眞理を 開示せ る もので あつて、 この 眞理に 順ぅて 衆生を 化導す る ものな れ 
ば" 眞理の 宗敎ビ の義 である。 よつ てこれ は" 敎法 (眞 理) 中心の 所談 どなる。 三に 成佛 の敎ビ 
して 見れば、 かくの 如く" 佛陀を 敎主ビ 仰ぎ、 眞 理に隨 順す る 所以は、 衆生が 各々 智見を 開發 
し德 行を 成就して、 敎主ビ 等しく 佛陀覺 者たら むこ どを 理想 ビ せる ものな れば 、卽ち これ 衆生 
成佛 の宗敎 V」 の義で ある。 よつ てこれ は、 佛敎の 効果 中心— 從つて 信者の 11! 結た る 僧伽 中心 
の 所談ビ なる。 

佛敎 の內容 U、 かくの 如き 三方 面を 含んで ゐ る〇而 して この 三方 面は、® 次、 佛 敎の體 系を 


形成し その 內容 を充實 せし むる 佛 •法 •僧の 三寶 たる もので ぁつて、 この 三寶が 一體 たる 所- 卽 

ち佛敎 の 綱 格た る b けで ぁる。 ょつ て 佛敎の 意義た る、 卽ち 左圖の 如き 內容を 含める こ V」 を 知 
るべ し Q 

1 依 佛之敎 —— A fl l 一  , 


佛敎 — ； 


佛 陀卽敎 —— 法 (喊擔丫 
.成佛 之 敎——僧 gf}— 
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第 四 章  佛敎の 目的 

旣に怫 敎てふ 意義の 顯すビ ころは、 かく 複雜 多樣な れ VJ、 いは ゆる 佛敎の 目的 VJ する V」 ころ 
は、 '^ >佛陀 の 悟 境に 到達して、 その 同證を 得む ど j るに ある。 約言せば、 佛陀ど なる にある 
ので ある。 尤も、 廣く佛 敎を信 行す る もの、 中には、 その 志願 ど するど ころ、 なほ 他の 世間 m 
德の 完成に 置く もの あ b. ビ雖 "それ 等は、 畢竟す るに 枝 末の 目的 もしくは 附帶の 目的に して、 
決して根本の目的ビいふこビは出來ぬ。根本の目的は、必す佛陀同證の境地に悠遊せむどする 
にあらねば ならぬ。 抑々 怫陀は 、無 漏の 正智を 以て 宇宙の 眞理 に體 達し、 その 眞理 に順應 して 
行動せ るいは ゆる 覺行 究滿の 聖者に して、 吾人が よつ て 以て 最高の 理想ぐ」 して 歸 仰す べき もの 
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である 。俊つ て 吾人が その 同證の 境地に 到達せ むこ ごを 欣ふ は、 まさに 當然の 次第 どい はねば 
ならぬ 〇而 して その 目的を 愜へ む C1 せ ば、 須 くその 佛 陀の敎 法を 信仰し、 その 敎 法を 解 了し、 
その 敎法 のま、 に實行 せねば ならぬ。 その 敎 法を 信す る こどに よつ て拔苦 與樂の 目的を 愜へ得 
ベく、 その 敎 法を 解す るこビ によつ て轉 迷 Fra 悟の 素志を 全ぅし 得べ く、 その 敎法 のま、 に 行 ふ 
こ w によつ て 廢惡修 善の 趣旨を 達し 得べき わけで ある。 而 して、 この 拔苦 與樂 •轉迷 開悟 •廢惡 
修 善の 三者は、 實に佛 敎の目 的の 三大 綱領に して、 前者は その 宗敎的 方面" 中 者は その 哲學的 
方面、 後者は その 道德的 方面に 契當 し、 順次 吾人の 精神 作用の 三面た る 情， 智丄思 に對 配して そ 
の克 成を 見るべき もので" 而も また この 三者は" 佛敎の 內容綱 格を なせる ものに 相應 する ので あ 
る。 されば 卽ち 、これを 前章の 所 明 V」 綜合して、 左圖の 如き 關 係を 認める。 

I 依 佛之敎 (佛 (信) 抜 苦 與樂— 

怫敎— 佛陀 卽敎 (法) 解) 轉迷開 悟— 目的 
—成 佛之敎 (僧) ——( 行) 廢惡修 善 1 

これによ つて 案す るに、 抑々 宗敎は 信仰に よつ て 跪り 立てる ものにして、 而 して 今 b が 儸敎 

は、 佛陀の 人格を 如來 •世 尊 (£ 尊んで、 その 敎說を 奉す る もの、 - 換言せば 佛陀の 敎說に 信 

仰歸农 する ものな れば 、この 信仰の 漂 ふ どころ、 卽ち諸 苦の 懊惱 を遁れ て、 悠々 の 安 適を 得ら 


s 、 b けで ある。 また、 0 /J> 傭 敎 は、 佛陀の 敎說卽 ち眞堙 の顯 現な れば 、この 敎法を 正 當に解 了 
すろ V」 ころ、 卽ち迷 闇の 彷徨より 轉じ て、 悟 脫の開 覺を 得らる、 b けで ある。 更に また わ が 弗 
敎は 、衆生が 佛陀 同證を 希ぅて これを 奉行す る ものな れば 、その 如實に 奉行す るビ ころ、 卽ち 
諸悪の 罪 濁を 去つ て、 善极の 高德を 得らる、 わけで ある 0  . 

これを 要するに、 怫敎の 意義 內容は 、卽ち 佛 •法 •僧の 三寶た り、 その 目的 歸趨は 、卽ち これ 

を 信 •解。 行して、 佛 陀同證 たらむ こ ど を 期す るに ある 〇され ば ® 敎 徒たら む もの、 先づ以 つて 

この 三寶に 歸依 して、 その 信念の 確立を 計らねば ならぬ 〇古來 、いは ゆる 三歸 ビ稱 して、 敎徒 

行 狀の依 憑を これに 取りし 所以、 洵に 尤もの 至りで ある 〇而 して' また、 佛敎硏 究者こ 就いて い 

ふ も、 この 歸恢の 心は、 實に その 研究の 精神 根 紙 ほして、 もし これを 他に して 佛敎 の眞 相を 如 

實に解 了せ むこ ビは 、決して 望む Y くも あらぬ。 されば 行 - 卽ち實 際の 踐修 は、 卽ち 三歸の 

隨一た る V」 共に、 また その 總體 ど も a 傚 さるべき わ けで、 洵 にこの 實踐 こそ、 佛敎が 宗敎ビ し 

ての 最も 著しき 標_| せる も f いはねば f ぬ。 佛敎の 中には， 極めて 幽玄なる 哲理を 談 

するごころあれ (1 哲理の所談それのみを以て、決して佛敎の面目どすべきではない0攀實な 

る實跷 ありて こそ、 そこに 條敎た る 面目を 認むべ きで、 これ 卽ち 、單 なる 理智を 弄ぶ lir 間の 學 

術ビ大 なる 逕庭を 存 する V」 ころ cf いはねば ならぬ 。往昔、 唐の 白樂 天が、 鳥窠_ 1 g に 問ぅて、 
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如何なるを 佛敎 どい ふや どい ぅた どころ、 禪師は 直に 七怫通 誡偈卽 ち 「諸 惡莫/ 作、 衆 善 奉行、 
自淨11其意、1是諸佛敎」ごいふを以て答へた。するご樂天更に問ぅていはく、か、るこどは今更 
聞かす ども、 三才の 幼童 も旣に 知れる こ' みで ある v co 禪師 すかさす 言葉を 繼い で、 三才の 幼 
童の 知れる ど ころも、 白髪の 老翁 猶且行 ひ 難し ビい つた S こビ である。 げに 實踐の 必要を 說 
破し 得て 巧みなる もので、 佛敎の 面目は、 た V た b 實踐 修道に ある こどを 領すべ きで ある。 

，  第五 * 佛敎の 分類 

佛敎の 敎說總 じて 八 萬 四千 V」 稱 せられ、 その 包含 内容の 多岐なる、 實に 各種 宗敎 中の 尤 にく 
らゐ してゐ る。 されば、 古來 各種の 名稱の 下に これが 分類 按排され" 以て 相互の 秩序 及び 關係 
等を 明かに せむ V」 力めら れてゐ る わけで、 sf 敎芻 f 稱し'  各宗の 祖師が その 立敎 
開 宗に 際して 敎說の 組織的 判定を 試み、 ょつ て 以て 自己 所 奉の 法 門の 地位を 詮顯 せむ ビ カめた 
る も、 また その 分 頷 按排た るに 他なら ぬ。 

さて、 その 分類の 形式は、 實に 各種 多樣 にして、 決して 一 準では ない が、 最も 普遍的に 認容 さ 
れた るビ ころは、 いは ゆる 大小 •權實 •聖淨 •顯密 •敎禪 等の 名目に ょつ て 按排 さる、 ^ ころ これ 
である。 そ $ 他、 天台の 五 時八敎 、華 嚴の五 敎十宗 等の 如き 分類 も 有名なる もの -d: して 廣く钿 


られて ゐるが "これ 等は、 各々 自宗の 法 門を 中心 V」 する 特殊の 立脚に 居せ る ものな れば 、彼此 
の 見解 互に 乖隔 して 如上の 普遍的た るに 比ぶべく もない 〇而 して 今 本章に あつて は、 もどより 

一般 分類を 標準 ビし て談す るを 以て、 如上の 各種 名目に 據 して、 その 解說を 試みる こ ^ ゞせ 
ぅ。 

先づ 最初に 大小 卽ち 小乘 t 大乗 >f は、 凡そ 小乘 •大乘 の 目は、 佛敎 入門の 最初に 於て 聞くべき 
ど ころで あつて、 これは 主 cf して 佛敎 の敎理 的內容 より 分類 さる、 區別 である。 元來乘 (Y pi na) 
は 運 載を 義 ど し、 卽ち これによ つて、 衆生を 運 載して 生死の 迷 海を 超 度し、 解脫の 彼岸に 到達 
する こどを 意味す る ものな れば 、總 じていへ ば、 佛敎 の敎理 は、 直ちに これを 乘どい ふべき で 
ある。 然るに、 怫敎の 思想が 漸次 發 達する に 及んで、 その 思想の 淺深に よつ て ' に小乘 •大 
乘の區 別を 見る に 至っ た。 しかし、 それ ビて 、最初は 後世に いふ 如く、 これが 褒贬の 意味を 以 
て區 別され しには あらす、 た  >對 比 的の 名 VJ して 稱 せられし に 過ぎな かつた。 よつ て、 小乘經 
典 中に も 大乘の 目は 存 して、 た) 深遠なる 佛說の 敎理そ の ものを 指示す る語ビ して 用ゐ られて 
ゐた ので ある。 然るに、 いは ゆる 大乘敎 の 興起す るに 至る や、 この 區 別に 褒贬の 意味が 附 せら 
る、 やぅに なり、 別して 大乘敎 徒は、 小乘敎 理に對 して 激しき 攻撃の 矢を 放ち、 小 乘敎徒 また 
これに 默せす 、かくして 爾來轉 た 雨 者の 爭諍を 見る に 至つ たので ある。 今 左に、 この 名稱が 褒 
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貶の詮 表を 以て 用ゐら る  >意 義を檢 霰せ う。 

さて、 大小 二乘の 相違は、 洵に 多種 異樣で 、一言を 以て 盡し 難い どころ であるが、 これを 大 
體 、その 目的 •智解 •修道： 證果の 上ょ b して 考へ てみ る。 先づ 目的 は、 小乘 は、 いは ゆる 自 
調 己 度 •自己 獨濟 にして、 唯々 自身の 得脫を 計る を これ 志願 <f し" 餘 他の 濟 度の 如何は、 少しも 
問 ふ VJ ころでは ない 。然るに 大乗は、 いは ゆる 自利々 他， 自他 兼濟 にして、 管に 自身の 得脫を 計 
るの みならず、 他人の 濟度を も 計らむ (f する。 されば これ、 個人主義に 對 する 博愛主義 VJ して 
見ら るべき であらう 。次に 智解 VJ は、 雨 者の 哲學的 思索に して、 先づ 世界 觀に 於て、 小乘 は、 
萬 有の 生滅 窮りな き 差別の みを 認むる 現象論に 居し、 大乘は 、生滅 差別の 現象 以外に、 更に 生 
滅差別 を泯絕 せる 平等 絕對 の眞如 を認 むる 本體 論に 就く。 また 人生 觀に 於て、 小乘 は、 た > 消 
極 的に 現世の 苦 相の みを 觀すれ ざ、 大乘 は、 更に 積極的に 解脫 の樂鄕 を觀す 〇次に 修道 どは、 
小乘 は、 た  >  見 思 二 惑を 斷じて 人 空の みに 立て V」、 大乘は 、更に 塵沙 •無明を 斷 じて、 人 法 二 空 
に 居す。 次に 證果 ど は" 小乘 は、 いは ゆる 灰 身 滅智に 入り、 大乘 は、 いは ゆる 妙 覺怫果 を 全う 
する ものである 0 

これ 等の 他、 佛陀に 就いて 小乘は 生身 一佛を 立て、 大乘は 三 身 多怫を 立て、 行 位に 闘して、 
小乗は 隔歷不 融を談 じ、 大乘は 融通 梠卽 を談す る 等、 幾多の 相違が ある。 これを 要するに、 古 


來领 敎學 者が 大小 二乘を 解して、 小に 小 •少 ，劣の 三義を 立て、 大に大 •多* 勝の 三義を 設け、 兩 
者に 截然たる 褒貶を 劃せ し 如く、 如上の 解說は 、卽 ち、 小乘は 小 機の 托する 敎 、大乘 は 大 機の 
托する 敎たる わけで ある。 而 して、 更に 雨 者の 槪括的 面目を 見る に、 小乘は 、嚴肅 主義、 消極 
的の 態度に 傾き、 大乘 は、 自由主義、 積極的の 態度 1: 出で、 ゐる VJ いひ 得る。 これ 卽 ち、 小乘 
は、 比較的 鮮明に 原始 怫敎の 面影を 傅へ、 大乘は 、更に 後世の 發達 佛敎の 風格を 帶び たる もの 
ビ認 むべき であらぅ 。さりながら、 如上 雨 者の 區別 は、 も？ ょりた t 一往の 所談に 止れ る もの 
であつ て、 決して 絕對的 儼然たる 區 別を 下す こビ は S 來ぬ 。何 どなれば、 小乘 中に も、 大乘的 
色彩を 帶び たる 所談 をな せる あり、 また 大乘 中に も、 小乘的 形式に 類せ る 構想を 示せる あつて、 
這般の 相違は、 輕 々に斷 すべから ざる ビころ である。 されば、 兩者 の區別 は、 も ご 敎理 上の そ 
れなれ ざ、 推 鑿の 窮まる VJ ころ、 畢竟 敎理 上の 區 別を 明確に 劃き 得ざる に 至れる 趣きがないで 
もない。 學者須 く 心して、 一槪 にこの 名稱 に捉は れ 、思考の 跼蹐に 陷るこ VJ のなから むには、 
泡に 學 幸の 至り ^ いふべき である。  飞 

次に 權實卽 ち 權敎 •實敎 VJ は" 權は 權假 にして 方便に 亘る をい ひ、 實は眞 實に して 方便に 亘 
らざ るを いふ。 その 本 來の區 別は、 華嚴 一家に 於て、 自他 敎說の 優劣を 分つ 目 (f: して 用ゐ られ、 
特に 法相 • 二 論を 以て 權敎ビ し" 自家 法 門を 以て 實敎 VJ せる に 基せ る やぅで ある。 さりながら、 
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爾來 この 目は、 相對 優劣を あらは す备種 の區 別に 用 ぬらる、 やうに な 例へ ば、 右の 大小 二 
乘に 就いて いへ ば. 小 乘は權 にして 大乘は 實たり 、また 聖淨二 門に 就いて いへ ば、 聖道は 權に 
して 淨土 は實た りビ いふが 如く、 各々 自家の 敎說を 以て 實 どなし、 餘 他の それを 以て 權ビ なす 
に抵 り、 その 用途 比較的 廣汎 に亘れ る やうで ある。 さ b ながら" 大乘 中、 いは ゆる 華 •天 •密 • 
禪を 四家大 乘ど稱 して 實敎 ごな すに 對し 、法相 • 二 論を 權敎ご 目 せらる、 は、 一般に 是認され 
たる 稱 呼の やうで ある 0 

次に 蜜淨卽 ち聖道 •淨土 どは、 主 して 實踐 修道の 上より 立てし 分類で あつて、 聖道 どは、 こ 
の 世界に 於て 證果を 得 ' d 立つ る 法 門、 いは ゆろ 此土入 聖の敎 であり、 淨土ビ は、 佛力 によつ て 
淨 土に 往生して 證果を 得 ど 立つ る 法 門、 いは ゆる 彼 土 入® の敎 である。 かく 彼此 二 土の 和 違よ 
b して佛 力 加護の 如何が 分れ、 かくて この 分類は、 やがて 自力。 他力の 區別ビ なる。 卽ち聖 道は 
自力な り、 淨土は 他力た る ゎけで ある。 かつまた" 自力は 修道の 困難 あれば、 いは ゆる 難行た 
り、 他力は 修道の 容易を 得れば" いは ゆる 易 行た る ゎけで ある。 よつ て總 括して いへ ば。 聖道 
は 自力の ゆ 忌に 難行、 淨土は 他力の ゆ ^ に 易 行 ビな る。 なほこの 分類の 中に も、 その 內容 を檢 
せ ば、 幾多の 複雜を 醸し、 自力 中に も 他力の 形式を 談する あり、 他力 中に も 自力の 要素の 認め 
らる、 あつて、 敎義の 左右、 所談の 相違、 區々 どして ゐる 3 


次に 顯密卽 ち顯敎 •密敎 ごは、 主 ど して 眞言 一宗に 於て 用 ゐら る、 分類で あつて、 總じ て佛敎 
を その 敎 主に靜 いて、 驛 S 所說 •犬 rn 所說 yj して 區別 せる ものである。 卽 ち顯敎 は、 應 身 ^ 陀 
たる 釋迦の 說くど ころ、 その 說相 、對 機の 淺深 高下に 順應 して 施設せ る ものな れば 、勢 ひ 方便 
に 亘 るを 免れす ビな し、 密敎 は、 法身佛 驼たる 大日の 說く どころ、 その 說相 自身 內證の 秘奥を 
その 眷屬に 直說 せろ ものな れば 、純 乎た る 眞實を 開顯 せる ものである どい ふ 0 

次に 敎禪卽 ち敎宗 •禪宗 VJ は b 特に 禪門 一家に 於て 用ゐら る、 分類で あつて、 凡そ 大小. 權 f 
等の 如何を 問は す、 經論 各種の 文字 說 相の 上に 滯るを 敎宗 どなし、 文字 說相 をからす、 敎 外別傳 
して、 直爾に 成佛の 的 示を なすを 禪宗 VJ する。 いは ゆる 頓敎ビ 稱 せらる、 肝 以 、こ、 にある。 

さて、 上來 述べし 分類を 各々 宗派に 對 配せば、 俱舍 ，成 實 •律宗 等は 攝 して 小 乘に屬 し、 法 
相 •三論 •天台 •華 嚴‘眞 言* 禪宗 B 日蓮* 淨 土諸宗 等は 悉く 大乗に 屬 する 〇大乘 の 中、 法相 •三論は 
權敎 にして、 餘他は 實敎で ある。 また 大小。 權賞等 の 如何に 拘らす 、淨土 諸宗以 外の 各宗は 凡 
て 聖道 門に して、 淨 土諸宗 のみは 淨土 門で ある。 また 同じく 大小。 權實 等の 如何に 拘らず 、眞言 
以外の 各宗は 凡て 顯敎 にして" 眞言の みは 密敎 である。 また 同じく 大小。 權實 等の 如 可に 向ら 
す、 佛心以 外-の 各宗は 凡て 敎宗 にして、 佛心 のみは 禪宗 たる わけで ある 0 

以上は、 先に もい へる 如く-'. 最も 普遍的に 認容され たる 佛敎の 分類で あつて、 かの 各宗 祖師 
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によつ て 試みられし 敎相剑 釋なる ものは、 これ 等の 上に 立てら る、 b けで ある。 その 敎相判 釋 
によつ て 各種の 敎格が 査定され、 かくして 佛敎の 分類は、 最も 微細に 盡 さるべき わけで あるか 
ら "それ 等の 攻究 またも vj よ b- 緊要 ごす る (f ころでは あるが、 今は た  >  普遍的 一面の 叙說に lh 
めて、 餘 他の 言及を 見合せ よう。 

第 衾 章  敎理 の內容 

旣に 佛敎の 敎說は 、かく 廣汎 多岐に 亘つ てゐ るが、 もし これを 總 括して その 體 系を 立 つれば.* 
卽ち緣 起 論 ど 實相 論 (f の 二種 論 脈に 結歸 する こどが 出來 る。 いは ゆる 緣起論 どは、 萬 有 現象の 
依つ て 生す る 本源を 究め" その 本源より して 現象の 開發 する 趣旨を 說かむ V」 する もので あつて、 
卽ち竪 に 萬 有の 緣起 する 所以を 示さう S する。 いは ゆる 實相論 ビ は、 旣に 表現され たる 萬 有 現 
象に 就いて、 その 實相本 體を詳 かにせ む ^ する もので あつて" 卽ち橫 に 展開せ る 現象 そのもの 
、本體 を 探らう ^ する。 されば" 緣起 論に あつて は、 萬 有の 因緣 生起を 論す る ものであるから、 
その 所 談は 時間 的に して、 萬 有が、 その 能 生の 本源よう 開發 し來れ る さまを 論理的に 說明 せむ 
•VJ する 態度を 取り、 實梠 論に あつて は、 萬 有の 實相 本體 を究 むる ものであるから、 その 說明は 
空間 的に して、 而も 直覺的 に實踐 主義の 態度を 取る。 


尤も この 緣起 *實 相の 雨 面は、 啻に 怫敎 のみに 限らす、 凡そ 何れの 學術 討究に 於ても、 必中 
思考 さるべき 態度で ぁる 〇例 へば、 水を 說明 して、 水素 二 ど 酸素  一 ^ ょり 成る (f いふ I 卽ち 
H 2  (r なる 方程式に てぁらは さる ど の 如き 化學的 解釋を 下す 場合 ^ 、 また 水は 透明の 液體 にし 
て、 浸潤の 性質を 帶び てゐる どの 如き 物理的 解釋を 下す 場合 ビの雨 面が ぁつて、 前者は 水の 成 
立因緣 を述 ぶる ものな れば 、卽ち 緣起論 的說 明に 當り 、後者は、 水 そのものに 就いての 當 面の 
觀 察を 下す ものな れば 、卽 ち實相 論 的說明 に當 るが やぅで ぁる。 (こ、 に 化學的 •物理的 <£: いへ 
るは たま^-倒 證 (f して 擧げ たまで > ぁつて、 これが その まゞ夫 々緣起 論 的。 實相論 的ビ いふ 
ど 同じ 意義で ない こどは いふまで もない) 0 諸種の 經 論、 その 所說 、何れも この 雨 面の 何れ かに 
相當 L、 而して それ 等の 經論を 所依ビ して 立敎 せる 各宗の 面目 また この 二 系の 何れ かに 攝屬し 
てゐ るので ある」 

さて、 その 緣起的 方面に 據 して、 試みに、 萬 有 現象は 何ものょり 生じ 來つ たか ビい ふに、 弗 

敎に 於て 談す るビ ころは、 專ら 衆生の 內界に 重きを 置き、 以て 諸 法の 開發を 論す る ものでぁる 

から、 敎理上 緣起論 系に 屬 する ものを 分類して、 業感緣 起* 賴耶緣 起* 眞如緣 起 •法界 緣起 •及 

び 六 大緣起 等の 諸說が 立てられる。 その 業 感緣起 ごい ふは、 卽ち 毘曇宗 (後に 俱 舍宗) 等の 說 

くど ころで ぁつて、 諸 法の 緣起 する 质以 は、 全く 衆生 各々 の 業 力の 所感で ぁつて'  卽ち 善惡の 
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業 力は 善悪の 果報を 感じ、 その 果報の VJ ころに 更に 業 方を 積んで-また 果報を 感じ" かくして 因 
果 循環 盡 きざる ものである ビ ：' ふ。 その 賴耶緣 起 いふは" 卽 ち法梠 宗 等の 說くビ ころで あつ 
て" 萬 有 開發の 本源は、 衆生の 心 識たる 阿頼耶の 中に あり" 卽ち賴 耶本識 中に 攝在 せる 生果の 
功 能た る 種子よ-して 諸 法を 顯現 する ものである VJ いふ。 佛敎 々學 中に あつて、 最も 唯心論 的 
fi 彩の 鮮かな る rr 談に 出づる ものである。 その 眞如緣 起 (或は 如來藏 緣起ビ もい ふ) VJ いふは、 
卽ち 『起 信 論』 等の 說くビ ころで あつて、 宇宙 一切の 萬 有は、 みな 一心 * 如の 理體 より 生起せ る 
ものである ビ いふ。 いはく、 如 來藏心 一度 無明の 妄 染に熏 せら るれば、 湛然 たる 大海が、 恰も 
風向の 緣 によつ て 千 波萬浪 無量なる が 如く、 こ、 に 染淨の 諸 法が 生起 さる、 に 至る。 卽ち 『起 
信 論』 に 三 細 六麁を 以て 說ける ものが これで ある。 その 法界 緣起 (或は 無 盡緣起 V」 もい ふ) ど い 
ふは、 卽ち華 嚴宗 等の 說く vj ころで あつて、 法界の 諸 法 塵々 悉く 諸 法を 攝 具して 緣起 し、 その 
關係 重々 無盡 、.單 に眞 如の 一法の みを 以て 緣起の 本源 どす るに あらす、 いは ゆる 主 伴 相 卽 、擧 
一 全收の 妙趣を 說 くもので ある" その 六 大緣起 vj いふは、 卽ち 眞言 宗 等の 說くビ ころで あつて、 
萬 有の 諸 法、 何れも 地。 水。 火 •風 •空 •識の 六 犬よ b 縁起し、 卽 事而眞 、六大 無 礙を談 する もの 
である 0 

次に その 實相的 方面に 據 して、 試みに 萬 有 現象の 體 用を 推究 すれば、 その 所 談の淺 深 相違す 


る VJ ころ、 空 無論 •中道 論 等の 諸說が 立てられる。 その 空 無論 VJ いふは、 これに 相對 的* 絕對的 
の 二種 あり、 前者は、 卽ち成 實宗 等の 說くビ ころで あつて、 萬 有に、 假有 •實有 •眞空 の 三面 あ 
b ビ 立て、 而 して その 眞空を 以て 究竟 第一義 (f なす。 而も これ、 た V 現象 上、 有 空相對 しての 
空論た るに 止れば、 卽ち 相對的 空論 VJ いはねば ならぬ。 (これに 對する 相 對的有 論は、 かの 毘 
曇宗 等に 說くど ころで あつて、 由來 小乘敎 にあつ ては、 た V 現象の みを 談 じて 本 體に 及ばす、 
而 して その 現象 悉く 實 有の ものにして、 その 體—— 本體 にあら す ——過 •現 •未に 亙つ て 恒存す 
'<£ いふ。 いは ゆる 三世 實 有、 法體恒 有の 所談 これで ある。 今成實 宗に說 くど ころは、 これに 異 
つて、 その 所論の 深遠なる、 殆ん V」 大乘 の累を 摩せむ どす るの 觀あれ ば、 古來分 通 大乘ビ いは 
れてゐ るく らゐ である) 0 後者は、 卽ち三 論宗 等の 說くビ ころで あつて、 諸 法の 本體は 不可 得絕 
想の もの ビな し、 言陳設 表を 拂ふ乙 ころ、 これ 眞 如の 妙理 である ビ立 つる もの なれば、 卽ち絕 
對的 空論 ビいは ねばならぬ ◦その 中道 論ビ は" 卽ち 天台宗 等の 說くビ ころで あつて" 有 空 相卽。 
三諦 ill 融の妙 旨の もど、 現象 ど 本 體どは 鎔融 無礙 にして、 いは ゆる 中道 實相な bvj 立つ る 0 先 
の緣起 論 系に 於け る 法界 緣起 の所談 (£ 相俟って、 佛敎 哲理 中の 最高 最 深の 極說 である。 

然るに、 この 緣起 •實 相の 二 系は" 本來 決して 相反せ る說 にあら すして" たぃその 敎理 構成 
の要點を異にするに 11: るのみでゐる。されば兩者須叟も乖離すべきものにあらす、互 1: 相依り 
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相俟つて" 以て その 敎理を 賢 成すべき ものなる こビを 知らねば ならぬ。 殊に 法界 縁起， 六大緣 
起 及び 三 諦圓融 等の 說に あつて は、 旣に緣 起。 實 相の 論旨 全く 調和され て、 た > 敎理の 思索、 說 
明の 形式を 異にす' るに 過ぎざる が 如き 觀を呈 してゐ る。 學者 決して 截然たる 區 劃を これに 思惟 
すべきでは ない 0 

さて、 佛敎 々理の 構成は、 大要 如上の 緣起 •實 相の 諸說 に收攝 される わけで あるが、 先に もい 
へる 如く、 佛敎の 目的は、 衆生が 三界の 迷 境を 脫 して、 佛果の 悟 地に 達せむ (£ する にある 。ょ 
つて 直接 這般の 目的を 主眼 cf して、 修道 實踐を 力 說 して 立てら る、 ものに 戒律 宗あ り。 また 成 
怫の卽 身 速疾を 期し、 これが 直截簡明を 旨ビ して 立てら る、 ものに 佛心宗 あ り、 日蓮 宗 あり、 
更に 佛陀 大悲 の救濟 を 信仰して、 最も 宗敎 的實 際を 標榜して 立てら る、 ものに 淨 土諸宗 あり。 
これ 等を 綜合して、 いは ゆる 理論 ❸實 際の 各般を 統ぶ。 かくして 佛敎の 全面、 悉く 展開され た 
りビ 見る を 得む か。 學者 乃ち これ 等の 各々 敎理 を究盡 して、 以て 佛敎 を遍學 せる もの ご 謂つ ベ 
きで あらぅ 0 

第 七 章  砑究の 困難 

如上 路說 する 敎理の 一 班を 以てしても、 佛敎 思想の 內容 の、 如何に 複雜 にして 而も 深遠なる 


かを 知らる、 〇而 して これを 研究す るに、 かの 浩漭な る 藏經の 披閱を 先途に、 各種 補助 知識の 
傾倒を 必要 (£ して、 如 河に その 困難なる かに 嗟嘆せ ざるを 得ないで あらぅ。 加 ふるに、 同一 
敎 相の 如く 見 ゆる ものに 於ても、 各宗 各派、 夫々 獨 得の 解釋 ありて、 到底 簡單な る 一般 槪念の 
みを 以てょ く果さ るべき ではない。 更に 加 ふるに、 古 來硏鑽 の 悠久なる、 いは ゆろ 屋上 架屋の 
煩 鎖なる 學說を 醞釀 して、 枝葉 紛糾、 百出 蜂起、 洵 (: 初心 茫洋の 困惑を 痛感す るビ ころで あら 
ぅ。 こ、 に 於て か、 古 來學者 中に あつて、 佛敎の 硏究に 方り、 先づそ の 极抵を 探り、 理想を 討 
ねて、 以て これが 綜合 統一を 計らむ VJ 企てし ものが 出で し、 Q けで あつて、 近くは、 明治の 中葉、 
材上 博士が 『佛敎 一貫 論』 を 著し、 更に 『佛敎 統一 論』 を 出して、 その 敎理 綜合の 趣旨を 宣言せ し 如 
き、 最も 著しき 例で ある。 その 學術約 の 批評は 姑く 別 VJ して、 VJ にかく 佛敎に 一貫の 根柢を 探 
br その 獨自の 面目を 領 して、 以て 餘他不 共の 特色を 把握す る こ V」 は、 初 學硏究 に たづ さはる 
もの、 最も 必要 vj すべき (£: ころで、 而し てこの 用意の も VJ、 摯着な る 努力を これに 傾倒せば、 
さしもの 困難を も 容易に 排除して、 進行の 持續を 期待 さる、 わけで ある。 かつ それ、 啻に 怫敎 
のみに 限らす、 何れの 學術に あつても、 その 砑究は r 決して 容易に 果遂さ るべき ものでは ない。 
されば 只管 誠實な る 好學的 精神を 以て、 孜 々VJ して 猶屬 すべく、 かくして 這箇 知識の 彼岸は 決 
して 遙遠な るに あらす。 要は 唯々 その 努力の 如何に あるの み 〇學者 希く はこの 趣旨を 忘る、 こ 
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ミな く" 専心 硏鐄の 前途に 勇往邁進すべし。 

第 A 章  參考の 書目 

„  槪  論 

以下、 敎理 硏究に 就いての 參考 文書を 列ぬ るに 方つ て、 便宜上、 旣述の 槪論 •各論の ® 別の 下 
にこれ を 述べょぅ。 先づ槪 論の 部に 就いて、 近代 著作の ものを 見る に、 明治以 來 T の 種の 刊行 
されし もの 隨分 夥多し きを 數へ 得る 〇蓋 しこれ、 佛 徒の 信仰 情操の 亢 上ょり、 普く # 敎の 流布 
を期せるビ、かつまた、一般學術の進運に伴ひ、佛敎々義の科學的硏究の風潮が勃興せるビに 
由來 する V」 ころ VJ 謂つべき でぁらぅ。 そのいは ゆる 佛敎槪 論の 性質を 帶びた る もの どして は、 
左の 諸 書が ぁる。 

一 佛敎或 問 一 卷齋藤 聞 精 著 (明治 二十 二 年刊) 

1 一佛敎 一貫 論 一卷衬 上專精 著 (明治 二十 三 年刊) 

11  一佛敎 大綱 一卷材 上 專精著 (大正 三 年刊) 

四 大乘佛 敎百話 一卷加 藤咄堂 著 (明治 三十 三 年刊} 


进佛敎 統一 論 三 卷村上 專精著 (明治 三十 四— 三十 八 年刊) 
K 大 乘佛敎 大綱 一卷 加藤咄 堂 著 (明治 一 二十 六 年刊) 

七日 本佛敎 哲學一 卷小野 藤 太 著 (明治 三十 六 年刊) 

八 大乘哲 學一卷 井上 圓了著 
九 1 1 怫敎 要義 一卷 加藤咄 堂 著 (明治 三十 八 年刊) 

一 Q 怫敎 原論 一 卷釋雲 照 著 (明治 三十 八 年利) 

二 佛敎 哲學汎 論！ 卷 石原卽 聞 著 C 明治 三十 八 年刊) 

二 一 佛敎槪 論 一卷衬 上 專精著 (■治 岡 十二 年刊) 

一一 一一 佛敎 學槪論 一卷齋 藤 唯 信 著 (明治 S 十 年刊) 

一四 佛敎哲 學新論 一卷紹 慶密應 著 (明治 四十！ 年刊) 

S 日本佛 敎一卷 井上 圓了著 (大正 元 年刊) 

一六 佛敎槪 論 一卷 高木 俊 一 著 (大正 五 年刊) 

一七 佛敎槪 論一卷 加藤咄 堂 著 (大正 六 年刊) 

一八 佛敎槪 論一卷 佐々 木 月 樵 著 (大正 六 年利) 
一九佛敎の新硏究一卷上宫敎會編(大正七年邗) 
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S 怫 敎槪 論一卷 金子 大榮著 (大正 八 年刊) 

右の 中、 (一) 『佛敎 或 問』 は、 迷 悟 •緣起 •無始 •唯 心 等の 十 項に 分ち" 問答 體に よって" 先づ佛 敎 
の 目的は 轉迷_ 悟に あり ビ のこ ビよ b 說 いて、 その 結局 他力 救濟に 至つ て 窮まる こどに 及び" 
最後に 敎 徒の 生活は 二 諦相資 を 以て 完全た るべき こビに 終つ てゐ る。 その 所說 極めて 簡潔に し 
て、 なほ 盡さ >るマ」 ころ 多く、 も (f よう 後出の 類書に 比ぶべく もない が、 一篇の 組織 大に 要領 
を 得、 當時 にあつ ては、 極めて 恰好なる 入門 手引 VJ なつた わけで ある。 (一一) 『佛敎 一貫 論』 は、 
先に もい へる 如く、 著者が 佛敎 々理 統一の 企圖を 起せる 先驅 をな せる もの (£ 見做すべき で、 そ 
の 內容は 、題號 の 如く、 佛敎 々理の 各般に 一貫せ る 理論を 叙說 せる ものである。 0 一一) 『佛 敎大 
綱』は、佛敎の要義を解說せるもので、0)ビ同じく、所說簡明なれダ」、その組織要頭を得たる 
ものである。 (四) 『大乗 怫敎百 話』 (£: ( 六) 『大 乘佛敎 大綱』 ビは 、大乘 佛敎に 就いての 名目 •要義を 
解說 せる もので、 極めて 通俗 平易に 叙述され てゐる 〇  2) 『佛敎 統一 論』 は、 著者が その 自序に 
もい へる 如く、 實に その 畢 世の 願望 ビ して 企圖 せる ビ ころで あつて、 洵に 明治怫 敎學界 稀に 見 
る 名著た るを 失は ぬ。 その 通 部の 綱 格 五 編よう 成 う、 「大綱」 •「原理」. 「佛 陀」. 「敎 系」. 「實 踐」 の 
各面より 佛敎 全體を 通觀 し、 敎理の 統一を 企圖 せる もので あって、 論旨の 堂々 ど 理路の 井然ど 
は、 洵に著 者 獨自の 壇場 ど 謂つべき である。 その 所 說微に 入り 細に 亘 つて、 廣汎な る佛 敎全體 


を 縦 橫に 論議して 餘すな く" 特に 著者が 燃 軍なる 歷 史的 眼光 ど 透徹せ る 批判的 態度 ごは、 從菸 
の佛敎 學界を §より 轉 覆せし めし 趣きが ある。 蓋し 今日よ. 〇 見れば、 その 硏學の 態度 まさに 
しか ある v く、 何等 新 創の 方法 i 做す v きでは なけれ ざ、 硏究 上、 科學的 態度の 未だ 普く 會 
得され ざ. りし 當時 にあつ ては、 洵に 破天荒の 新創ビ して 世人の 驚愕せ しど ころも 無理では ない。 
果然 本書に 對す る褒贬 の 世評 囂 々 V」 して 盡 くる？ 」 ろを 知らす、 甲は 目して 佛敎を 破壤し 信仰 
を 無視す る ものな り どし、 乙は 呼んで 佛敎を 刷新し 學 解を 大成す る ものな り どした。 7]c 月 菴£ 
それ 等の 世評を 輯めて 『佛敎 統一 論 批評 全集』 なる ものを 編纂 刊行し、 更に 漸次 後 評の 續 出を 待 
つて その 震 •續 々輯を 出さむ どし、 また 江村 秀山 氏は 『佛敎 統一 論始 評』 を 綴り、 更に 伊響英 
氏は 『佛敎 統一 論評 論』 を 書いて、 本書 叙說 の 一々 に 就いての 批評を 加へ た。 特に この 『評論』 の 
步 きは 五 S 活字 二 _ 白 頁に 餘る 詳細を 以てし、 優に 獨立 せる 一部 著書た るの 觀をな した 〇淘に 
力く の 女き は廣く 一般 書 史上に 於ても 稀に 見る ビ ころで あつて、 本書が 如何に 問題の 雄 著たり 

しかを 追想す る こ 志 岀來 よぅ。 本實 、かく 叙馨 門の 微細 基め、 も^, よ 文 門の 槪論ど 
して. 餘他の それ ど 同 例に 見るべき ではない が、 著者の 明快なる 筆致は、 よく その 専門的 難 項 
を 平 叙して 巧みな れ ば、 學者 心して 讀せ ば、 蓋し その 會 得に、 さまでの 困難を 感する こども 
な 力 らぅ。 特に 必讀 を勸 むる 〇因 みに いふ、 本證 部の 綱 格は、 當初 如上 五 編より 成る 雲で 
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あつたが、 漸く 前 三 編の 刊行を 見し のみで" 爾來 久しく 後編の 續刊を 見す" かくして 永く 未完 
の 名著 £ して、 恐らく 中絕に 終る こビ 、思 はれる が、 洵に 遺慽の 至りビ いはねば ならぬ 。蓋し 
今日の 學界ょ 5 見て、 本書に 於け る 著者の 所論には、 異論を 挾むべき 點 なきに あらす、 恐らく 
著者 自らに 於ても 夙に それ 等の 點を認 知して、 乃ち その 計晝を 中止せ るには あらざる か。 さは 
れ著者の老壯なる、更に捲土重來の-意氣を這面に示さる、こビのなしどせす、吾人は讀者ビ共 
に その 實現を 期待して、 學界潑 鋼の 活氣を 望む や 切で ある。 (七) 『日本 怫敎 哲學』 は、 通 部五篇 
に 分れ、 先 づ哲學 e 宗敎 ，.定義ょり 說いて 佛敎の それに 及び、 次に 三 國に亘 つて 敎理發 展の歷 
史を 叙し、 更に 各 宗の判 敎を 述べ、 また 佛敎に 一貫せ る 要義を 說き 、後に 各宗の 綱要を 示して 
ゐる 。その 叙 說 各々 の 枝葉に 亘 り、 槪論ど して 一讀を 値 ひする ビこ ろで あらぅ 。本書は、 上揭 
の如く最初明治三十六年に刊行されたが、その後大正岡年に至り、單に『儸敎哲學』ビ改題して 
再刊され た ◊(八) 『大乘 哲學』 は、 題號の 如く 大乘 敎理を 叙說 せる ものであるが、 大 乘佛說 •非佛 
說に 就いて 論す る VJ ころ 比較的 詳劍 を盡 して ゐる 〇  ( 九) 『II 怫敎 要義』 は、 その 題號の 如く、 佛 
敎の 要義を 極めて 通俗に 解說 せる もので、 槪論 V」 して 初心の 會 得し 易き vj ころ ど いつて ょい。 
(一 e 『怫敎 原論 I は •先の 『怫敎 一貫 論』 (一一) に似て、 佛敎 全般」 通じ、 その 原理 特色を 叙せ る も 
のである。(二)『儸敎哲學汎論4は、博文館刊行の帝國百科全書中の一編であつて、先の『日本佛 


敎哲學 j(t 同種類、 同形 式の もので U5 『佛 敎槪 論』 は、 佛敎 一般の 要義を 詳說 せる も 
ので 明快なる 博士の 筆致は、 難解なる 敎理 の 核心を 表現し 得て 極めて 巧みで ある。 (一き 『佛 
敎學槪 論』 は、 佛敎 々理の 各般に i て詳說 せる もの— つて、 先づ 、佛敎 の體系 どして， 1 
論 ど 實相論 V」 の 二 f こ 募 述べ、 而 して その 各々 に 就いての 霞を ば、 廣く經 論を 援⑺ 
して 精 鉬に 叙述され てゐ る。 入門の 槪論 (f いふょりも、 專門 硏究の 參考に 資すべき もの どして 
最も 價値の 重きを 覺ゅ る。 學者 の必讀 せねば ならぬ どころ である 〇  ( 一四) 『■敎 晳學新 論 一一は、 # 
敎 々理を 、哲學 研究の 分類に 從つ て、 その 範圍 所屬を 明かに せむ どせ る もので あつて、 主 どし 
て 認識論 VJ 形而上 學 論 ^ を 叙して ゐ る。 通 部 七 百 頁に 上る 尨然 たる 大著な れざ 、叙 說過讓 に S 
れる どころ 尠な からず、 所論 またし ばし ば 肯綮を 缺く〇 かの ロ シアの 口} ゼンべ レグ 氏 ( 0 3。 

1 vpssberg) かその 誤解を 指摘して 挪楡 せる もの、 洵に 尤もの 沙汰 ビい はねば ならぬ。 (『宗 敎硏 
1』 氮三年 第 十二 號 S  — 大正 九 年刊^ ^ ^參照 0) (1 S- 『日本 佛敎』 は、 日本の 佛敎 そのものを 叙 
せる もので あつて、 S 組織 大に 恰好なる に 加へ て、 記事 極めて 平明に して、 初學の 奮く 解 
了し 得る？」 ろ であ る。 入門の 手引 W して、 初心の 一讀 すべ— ころで f ぅ。 (5 『佛 敎旣 
論』 は、 この種 同名の 書中" 最も 表題に ふさは しきもので あつて. 凡そ 怫敎 知識 どして 知ら a 

ばなら ぬ 要項は、 細大 拽さず 網羅され、 就中、 餘 他の 類書が た 3 .敎理 の 理論的 | 面の 叙 說に止 
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れ るに 異 つて、 大に 實踐的 方面の 叙 說 にも 及び、 極めて 綿密 詳細に 記述され てゐ る。 蓋し怫 敎 
の槪 念は、 本書 一 卷に盡 くる どい ふ も 不可な からぅ。 また 必讀の 良書 どい はねば ならぬ。 (一七) 
『佛 敎槪 論』 は、 曾て 講義録 誌上に 揭 載され しもの、 別册 單行で あつて" 著者の 平易なる 叙 說は、 
本書 r- 於ても、 最も 遺憾な く 示されて ゐる 。(一八) 『佛 敎漑 論』 は" 怫敎槪 論 どい へ V」、 餘他 同名 
の 諸書ビ 全く その 內容を 異にし、 宗敎 どしての 佛敎が 、吾々 に 如何に 接觸 すべき かを 主眼 どし 
て 叙 說 せる もので、 行文 幾多の 揷話を 織 成して" 興味の 津 々たる もの あり。 學者が 佛敎 思想に 
對 する 考察の 方 程を 立つ る 上に 於て" 一讀 して 參考に 資すべき である。 (一九) 『佛敎 の 新 硏究』 は、 
現在 佛敎 各宗 中の 代表的の ものに 就いて、 敎界 知名の 學者が 通俗 解說 をな せる ものである Q 
(一一 e 『佛 敎槪 論』 は、 また 怫 敎を槪 論せ る ものな れ V」、 從來の 同名 書類 ど 全く その 形式を 異にし、 
飽くまで 新 創に か、 る 組織 VJ、 洗練され し 表現 VJ を 以て、 生命 ある 硏究を 示さむ VJ 試みし もの 
である。 通 部 三篇* 敎相學 •敎 理學 •修道 學これ にして、 こは 卽 t 順次 依怫 之敎 •怫陀 卽敎‘ 成怫 
之敎を 開顯 せる もので、 乃ち この 綱 格の もビ 、佛敎 の 全 班を 見む どせ る ものである。 思惟の 形 
式を 敎示 せる點 に 於て、 先の 佐々 木 氏の それ (一八) の 態度に 似通 ひ、 敎理 の內容 を解說 せる 點に 
於て、 一般* 敎槪論 どや、 その 揆を 一にして ゐる 。同じく 學者 必讀の 良書 どい はねば ならぬ 0 
右の 他、 その 範圍 特に 原始 怫敎 のみに 限れ V」、 娣崎 博士に ょつて 出された る、 


一二 根本 佛敎一 卷姊崎 正 治 著 (明治 四十 三 年刊) 

の ある こ VJ を 紹介せ ねばならぬ。 本書は、 著者が その 自序に いへ る 如く、 世上 佛敎の 硏究ど し 
いへ ば" 何れもた > 傳播 枝葉の 末端に のみ 走つ て、 何等 その 极幹を 顧みざる を 慊らす ビな し、 
乃ち これを 叙して、 巴漢兩 典の 比較に 基づき、 佛陀弘 化の 眞 面目を 發揮 せむ ど 試みし もので あ 
る。 實に 本書は、 根本 佛敎 獨自の 面目を 縱 橫に檢 討し 得て 豐か に、 特に 四諦の 敎理に 就いての 
叙說 は、 始終 詳細を 極めて ゐ る。 また その 附錄 S して 巴漢の 精密なる 參照 •引用文 句を 添加せ 
る 如きは、 學者に 至大の 便宜を 與ふる こ (£ であらぅ。 專 門の 參考ど して 必讀 すべき どころ であ 
る。 なほ、 同じく 根本 佛敎に 就いて、 記事 通俗な れ ざ、 

!一 一一 根本 佛敎 講話 一 卷保阪 玉 泉 著 (大正 七 年刊) 

て ふ あり。 その他 旣述の 『原始 佛 敎史』 * 『小 乘佛敎 史論』 等の 中" また 同種の 記事 あり。 もし そ 
れ 『大 乘怫敎 史論』 に 至つ ては、 大乘 敎理の 史的 發展を 最も 明饶に 論 叙せ る もの どして、 特に 披 
見すべき であらぅ。 また 主要 經 典の 解 說を 知らむ には、 

S 佛 典の 硏究 一卷松 本文 三郞著 (大正 三 年刊) 

一一 四佛 典の 解 說一卷 常 盤 大定著 (大正 七 年刊) 

等 あり、 松 本 博士は、 佛 典の 本文批評に 於て 學界 の權 威た るの 人、 常 盤 博士は、 漢譯怫 典の 造 
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稽に 於て、 餘 人の 追 蹤を許 さいる もの あ \ され ば、 これ 等の 書が 如何に 價値 あるかを 窺 ふこ 
どを 得べ く、 特に i) は、 1$ 學究 的の 立場に あつて、 著者が 深遠なる 學識を 傾倒した る迹を 知 
ら る、。 なほ また、 敎理の 槪說ビ して、 先の 敎史篇 の 下、 H 本の 項に 於て 述 V し各宗 綱要 諸 書 
(二 〇八頁 (ii (一八) 參照) が、 その 恰好なる 參考を 値 ひする こビを 注意せ ねばならぬ。 彼處を 
衡 見して 知るべし。 

次に b が 國 古昔の この種の 文書 ごして は、 凝然の 

S 八宗 綱要 鈔二卷 凝然著 

を 唯一の 良書 ごすべく、 今な ほ 旺ん に學 徒に 修習さ る、 を 以て 見る も、 その 價 値の ほ V」 を 知ら 
る、。 從つ てこれ が 講義 解說 も多禪 S で、 就中、 楠 潜 龍 氏の 『啓蒙 錄』 (二 卷) は 稍 專門に 亘 り、 
織 田 得 能 氏* 境野哲 氏寺の 各 『講義』 は 幾分 平易に 記されて ゐ る。 

藏經 中、 印度の 馬 鳴の 作 (f 傳 ふる 『起 信 論』 VJ、 支那の 宗密の 作た る 『原人 論』 どは、 幾分 11 敎 

々理を 通論せ る 趣き あつて、 古 來初學 必修の 佛典 中に 數 へられ たれば、 一一 言 紹介を 加へ て it か 

ぅ 0 

一一 六 大乘起 信 論 一 卷馬鳴 菩薩 造 梁 眞諦譯 (來 十) 

一一 七 大乘起 信 論一卷 馬 鳴 菩薩 造 唐實叉 難陀譯 ( 來 十) 


この 二者は、 同 本 異澤で あつて、 前者を 舊譯 、浚 者を 新 譯 ご いひ、 普通 前者が 多く ^ 用され 
てゐ る。 抑々 この 論は、 一心 こ 一門 •三 大 •四 信 •五行の 綱 格の もど、 眞如緣 起の 法 門に より、 巧 
A i /t fp c の r 理 v l jli: 顯 せる もので あつて、 古來織 讀 の莊ん なりし こビ 、佛典 中の 第 j にくら 
ゐ せる もので あ气 從 つて、 これ S 疏 •>」 して 出で しもの、 實に汗 牛充楝 の 觀？ 。就中、 慧 
遠の 『義疏 』 四卷 、元 曉の 『疏記 』六卷 、法藏 の 『義記 』七卷 は、 古來 「起 信の 三疏」 ど稱 せられて、 
この 論 解 說の權 威 V」 認められて ゐ る。 若し それ 近代 刊行の 講 解に 至つ ては、 一々 こ、 に擧ぐ 
る遑 ちない ほ V」 である。 なほ 本書は 鈴 木大拙 氏に よつ て、 その 新譯 より 英譯 され、^^ §‘ 

ghos.a.s  Dissmse  on  the  awaldng  of 

督敎 牧郎 たる テ， ィ モシ，、 ダ チャ 5 ド 氏 (Timothy  Richard) によつ て、 その 舊譯 より 英 » され、 

〆=///1/ ち shlhai,  190 7 どい ふ。 彼此 對 見して、 以て その 會 得を 深む る ど 

ころ 多から ぅ。 

ーー八 原人 論 一卷唐 宗密述 (陽 三) 

この 書は、. 美 同じ 丄 種の 佛 敎槪？ も晨 すべき もので、 儒道 二 敎に對 比して 佛敎の 優 

秀 なるこ— 高調し、 怫敎 中、 淺敎よ A 敎に— 、漸次 義 5 して 各般 sf 解說 して 

ゐる これ まナ 古这よ り g んに絡 霞され し？」 ろで あつて、 その 註疏の 夥多なる ほざ も、 いふ 
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まで もない 。なほ'  これ 等の 諸 書に 因んで、 廣く 一般に 繙讀さ る、 ものに 『四十 二 章經』 •『法 句 
經』 等 多種 あり、 今 詳述す るの 遑がな いから、 凡て これを 省略す る。 

泰西 學者 のこの 種怫 敎槪 論の 成果は、 極めて 寥 々どして ゐ る。 蓋し 曩に もい へる 如く、 (九〇 
頁參照 r 渠 等の 討究は" 主 どして 南方 # 敎卽ち 巴 利 語 系統に ある。 從つて その 對象 は槪 して 原 
始佛敎 の 範圍に 止り、 後代の 大乘 怫敎の 如きには、 その 調査の 筆鋒を 進む るこビ 、極めて 稀 有 
たる わけで 5) る。 ょつ て、 佛敎全 班に 通せる 槪論 (f して 適當な る ものは、 甚だ 覚め 難い ^ ころ 
である。 されば、 今 左に" 二三 その 主要なる ものに 就いて 叙說を 加 ふるに 止める こビ 、せぅ。 
1一九 衾—/ ^ ^ />&§  /を をぎ  _  %  H.  Kern,  stisburg,  1896 •  {crmldnss  aer  Ina? 

AHSChbiF^uologie  umi  AlteHumskunde.VAYll.'} 

a 0/ ミ/ 7§ ^ 、>/s  衾 7 al / ミ b3 s をを. s.  By  D.  Suzuki.  Lond 〇  n,  1907 • 

一  i 一一  ミミ By  Lakshmi  Narasu.  1907. 

s 5 、s ^ v.y ^- ^ /§3、 b3 民を 5/， By  A.  K.  Reischauer.  New  York,  1917 • 

右の 中 ノー  ー e は、 旣に一 言 述べし ビこ ろで あつて 乂一五 〇—一 五 二頁參 照)、 啻に 敎理 のみに 限 
らす "佛 傅* 敎史 等の 叙說 もまた 甚だ 要を 得て ゐ る。 立 花 俊 道 氏 これを 邦譯 して、 『パ# 佛敎 大綱』 
(大正 三 年刊 ：ービ いふ。 以て 容易に 被讀 すべきで ある。 ( g ) は、 題號の 如く、 大乘 佛敎の 大意を 


示せる もので あつて、 特に 支那 •日本 所傳の それに 就いて 叙說 し、 その 平明なる 記述は、 大に歐 
米 學界を 稗 益 するど ころが あつた。 (一ー ニ) は、 また (一一 九) に 同じく 敎理 そのものを 解釋 せる もので 
はない が、 飽くまで 科學的 精神に 立脚して 佛敎 思想を 叙說 せる もの どして 別趣の 價値を 存 する。 
著者は、 印度 マドラス 大學 (Madras  U.) に 於て、 物理 •化 學の 講座を 擔 任せる 科學 者な れば 、如 
上の 硏究に 於て、 洵に著 者 その 人を 得た b どい ふべ く、 この 書 一度 出づる や、 歐 米の 學界 は、 
非常の 好評を 以て これを 迎へた る もの、 實に 尤もの 次第で ある。 立 花 俊 道 氏 その 第二 版を 邦譯 
して 『佛敎 の 要諦』 (大正 七 年刊) ビい ふ。 (11 一一 一) に 就いては、 曩に b が 國の 敎史を 述ぶる 下 (ニー 
六頁參 照) に 於て、 その 恰好の 良書た る こどを 紹介した れば 、彼處 を 討ね て その 一 班を 知る ベ 
きで ある 0 なほこれ 等の 他、 主 V」 して 原始 佛敎 中心の 類書 どして、 かの リス、 デ# ズ 氏の 
i こや、、 ノ  i ァ ー 氏のへ M  .M§l/ ^ b3 ミ/，//// ざ/こ 等を 始め、 幾多の 雄 著を 指示し 
得らる、。 それ 等の 主要なる ものに 就いては、 上 來屢 々言及せ るビ ころで あるから、 こ、 には 
これを 省略して 置く 0 

M  各  論 

叙說 ■次に 各論の 部に 就いては， 便宜上、 如上 述べし 敎理の 各種を 面目 VJ して 敎綱 ff 立て 
第 四部敎 理篇  二 5. 一 


二 五 二 

たる ft 宗夫 々の も ごに t 文書を 類聚して 述べる こ (£ にせぅ。 さりながら .-: 宗敎義 の參考 資料に 
於て さへ、 その 詳細の 擧示を 勘せば 實に 夥多し きに 亙るべき に、 矧むや 各宗の それに 於て は、 到 
底 小 紙の ょく 網羅 さるべき ビ ころでは なく、 かつまた 斯 くの 如きは" 徒らに 煩雜 に陷 るの みの 嫌 
ひがないでも ない。 由 來本講 は、 初心に 佛敎硏 究の槪 要を 提撕 する が 本意で あつて、 その 深遠 
なる 專門 討究の 如きは" 學者が 漸次の 硏鑽を 經て會 得さるべき 自然の 啓 發に俟 つべき わけで あ 
るから" その 煩 鎖な ろ 細 叙の 如きは、 こ、 には 悉く 省略せ ねばならぬ ビこ ろで ある。 而 して そ 
の 叙 說の樣 式 どして、 たま/、' 箭田 博士が、 曾て 『學佛 南 針』 なる 良 著を ものして、 (明治 三十 
八 年刊 同氏 著 『修養 ビ 硏究』 .中 收輯) 、書中、# 敎各宗 正 依の 典籍を 略叙し、 衬上 博士、 また そ 
の 名著 『佛敎 統一 論 第二 編 原理 論』 に 於て、 幾分 詳細に 各 宗硏究 の參考 書目を 列擧 された る あれ 
ば、 今 それ 等の 綱 格を 倣 似して、 各宗 夫々 肝要なる 典籍の 紹介の みに 止めて 置かぅ 0 

俱會宗 本宗は 、主ビ して 業 感緣起 論に 立脚せ る もので、 宗旨 ビ して わが 國に獨 立せ る こど 
はなく、 た >法 相宗に 附庸 して 存せ しに 止れ VS その 學解が 佛敎の 基礎知識を 附與 する もので 
あるから、 古 來唯識 の硏鑽 V」 共に、 學 解の 討究 VJ して、 最も 旺んな る狀 態を 保ち 來つ たわけで 

ある。 その W 究要書 ど しては 左の 如きが ある 0 


一 佛說長 阿含經 二十 一一 卷後 秦佛陀 耶舍 •竺拂 念 共 譯 (昃九 ) 

一一 中 阿 含經 丄ハ 十卷東 晋瞿曇 僧伽 提婆譯 (庚 五-- 七) 

I! 雜阿 含經五 十卷宋 求那跋 陀羅譯 (辰 ニー 四) 

四 增一阿 含經五 十一 卷東 晋瞿曇 僧伽 提婆譯 (昃  一— 三) 

右を 總 じて 「四阿 含」 VJ いひ、 小 乘の 根本 經典ビ 見做すべき ものでぁる。 もし それ 南方 所 ^ 卽 
ち 巴 利 『阿 含』 にぁつ ては、 更に これに 『小 集』 (ミ ^ ^ へを ^ |を 01 、％)を加へて、「五分」を數へて 
ゐる〇 

11 一阿毘 達磨 品 類 足 論 十八 卷 尊者 世 友 造唐玄 羿譯 (冬 十) 

内 阿毘 達磨 識身足 論 十六 卷提 婆設摩 阿羅漢 造唐玄 弊 譯 「冬 九) 

七 阿毘 達磨 法 蘊足論 十ー ー卷 尊者 大目 乾 連 造 唐 主 羿譯 (秋 四) 

八阿毘 達磨 界身足 論 三 卷 尊者 世 友 造 唐 玄笄譯 (冬 十) 

九 阿毘 達磨 集 異門足 論 二十 卷 尊者 舍 利子 說唐ナ >1 笄譯 (秋 一) 

右の 五部に 大迦 多衍那 造の 『阿 毘 達磨 施設 足 論』 を 加へ て、 いは ゆる 「六 足 論」 ビい ふ。 

一 0 阿 毘 達磨 發智 論-一十 卷 尊者 迦多衍 尼 子 造 唐主莽 譯 (秋 五) 

この 書は、 前の 「 六 足」 に 基いて 構成せ る ものな れば 、これを 『身 論』 ど稱 し、 r 六 足」 は その 很 
第 部敎理 翁  二 五 ; H 
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祗な るを 以て 『足 論』 VJ いふ 0 

一一 阿毘 達磨 大毘 婆沙論 一一 百卷 五百大 阿羅漢 等 造唐玄 笄譯 (收 一— 八) 

これ かの 迦 腻色迦 王の もど、 第 四 結集に 於て 成りし VJ ころで ある。 

一 1 一， 阿 毘曇心 論 四卷耸 者 法 勝造晋 僧伽 提婆 •惠遠 共 _( 冬 十一) 

二 一一 入阿毘 達磨 論 二 卷塞 建陀羅 阿羅漢 造唐玄 羿譯 (藏 一) 

これ 等は 何れも 『毘婆 沙』 を 相承 略說 せる もので、 特に (一 a は 『入 論』 の 略稱に 於て 普く 繙讀さ 
れてゐ る 0 

一四 俱舍論 これに 二 譯が ある。 

ィ 阿毘 達磨 俱舍釋 論 一一 十一 一 卷婆藪 槃豆造 陳眞® 譯 (冬  一 •二) 
u  阿毘 達磨 俱舍論 三十 卷 尊者 世 親 造唐玄 羿譯 (收 九 * 〇) 

これ 卽ち 本宗正 依の 論 典で あつて、 前者は 舊譯 、後者は 新譯ビ 代稱 され、 普通 後者が 最も 多 
く 依 用され てゐ る。 この 論は、 世 親が 有 部の 敎義 に、 經 部の 眼光を 以て 秕評的 見解を 下し、 萬 
有 肯定の 論鋒を 以て、 いは ゆる 三世實 有、 法體恒 有を 高調せ る もので あつて、 その 撰述の 來歷 
に 就いて、 極めて 興味 ある 插 話の 存せ るは、 普く 學 徒の 知れる どころ、 蓋し 小 乘論典 第一の 代 
表 的 名著 ど 謂つべき であらぅ。 


一 五 阿 毘達磨 順 正 理論 八十 卷 尊者 衆 賢 造唐玄 弊 譯 (冬 三— 六) 

これ 卽ち衆 賢が、 先の 『俱舍 論』 に 對 して 反 駿的 論議を なせる もので、 も ビ 『俱舍 S 論』 (f 名け 
しど ころ、 世親視 て、 これ 『俱 舍』 を發 明す る ごころ あり どして、 かく 『順 正 理論』 ど 稱 ふるに 至 
つたビ傳へられてゐる〇 

一六 俱舍論 記 三十 卷唐 普光述 
一七 俱舍 論疏三 十卷唐 法寶撰 
1<  俱 舍論疏 三十 卷 0S 七 卷現 存：}  唐 神泰述 

右は、 『俱 舍』 本論の 三大 註疏 ビいは れ 、特に 前 二者は、 いは ゆる 『光記』. 『寶 疏』 ど略稱 され 
て、 本論 硏究 の權威 VJ 見做されて ゐる 。また 本論の 晦澀を 平易に せる ものに、 

一九 俱舍論 頌驛疏 一一 十九 卷圓 暉述 

あつて、 普く 依 用され てゐ る。 これ 等は 河れ も、 單 行の ほか 『續 藏』 中に 收輯 され、 容易に 披讀 
され 得る。 その他、 遁麟 •慧暉 等の 註疏 あり、 また わが 國學 匠に ょつ て 成れる どころ も 甚だ 多 
い。 曩に もい へる 如く、 本 宗敎學 は、 佛敎の 基礎 學ご して、 各宗 何れの 學 徒に も必す 修 習され 
しビ ころで あるから、 その 學解 註疏の 夥多なる こど、 复に餘 他に 擢ん で、 ゐる〇 今一々 記述す 
るに 遑 あらす、 た  > その 要 典を 擧示 する に 止む るの み。 
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1 一 〇有宗 七十 五 法名 目 一一 卷 撰者 未詳 
一二 有宗七 十五 法 記 三卷宗 藤々 山 著 

右は 入門 習 學の要 書 W して、 從來 初心に 依 用され しもので ある 〇洵 に 一 讀本論 所述の 要領を 
窺 ひ 得らる、。 その他 近時の 刊行に か ゞる もの ^ しては、 

一一 一一 俱舍哲 學一卷 舟橋 水 哉 著 (明治 三十 九 年刊) 

S 俱舍 要義. 一卷 高木 俊 | 著 (大正 八 年刊) 

等 あり、 舟橋 氏に また 『原始 ® 敎史 』* 『小乗 # 敎 史論』 の ある こ VJ 旣述の 如し 〇  (  | 二 五 •一二 九 
頁參 照 C また 最近、 荻 原 雲 來‘木 村 泰賢二 氏に ょつ て、 『俱 含』 本論を その 新譯 ょり 國譯 され、 
梵語 唯一の 原註た る稱友 (Ya gx m〖tra) の 3 義』 を 以て、 從來の 諸 註 V」 對比 勘考して" 精密なる 
脚註を これに 添加し、 『國 譯大 藏經』 中に これを 收輯 して 利 行され た。 洵に斯 論の 新 硏究書 どし 
て、 學者 の必す 披讀 せねば ならぬ ど ころで ある 0 

成 覽宗 本宗 は、 主 cf して 相對的 空論を 主張せ る もので、 また 宗旨 SC* J して b ♦か 國 に 獨立 せる 
ものに非す、た>三論宗に附庸して存せしに止まるのみである。その正依ごして、 

一 成 實論 十〗 ハ卷訶 梨跋摩 造姚秦 鳩 摩羅 什譯 (藏 二) 


あり。 傳へ いふ、 訶梨跋 摩は、 三 藏 中の 實義を 釋成 せむ yj して これを 撰述した V」 のこ どで ある。 
卽ち我 空 法 有の 毘曇宗 等の 所 說に異 つて、 人 法 二 空を 說くを 以て 四諦の 實義 V」 立つ るので ある 0 
この 論の 註疏 ビし ては、 現存の もの 一部 もな し。 た  >  近時 『國 譯大 藏經』 に收輯 された る、 境 野 
哲 氏の 國譯脚 註を 指示す るに 止まる のみで ある 0 

戒律 宗本宗 は、 修道 實踐を 面目 どし、 卽ち戒 律を 宗ビ して 立てら る、 ビ ころで ある。 もど 
いは ゆる 『四 律> 『五 論』 に 依つ て 戒律を 語られた ので あるが、 道 宣の四 分 律宗獨 b 發 達して" 

主 どして、 

一 园分律 六十 卷姚 秦佛陀 郡 舍ふ二 佛念 等共譯 (列 三— 六) 

を 正 依 vj され、 これに ® する、 

一一 四 分 律 行事 # 三 卷唐 道宣撰 
ゴ 11 分 律羯磨 疏 0 卷唐 道宣撰 
四 四 分 律戒本 疏四卷 唐 道宣撰 
を 「三 大部」 ど稱 せられ、 また、 

迫 拾毗 尼義鈔  一一 SX 現存 二 卷) 唐 道宣撰 
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內忠 丘 尼鈔三 卷唐 道宣撰  ' 

を 併せて 「五大 部」 ビ呼ば る、。 更に また、 

七 四 分 律 行事鈔 資持記 十 力卷宋 元照述 
< 四 分 律 羯磨疏 濟緣記 八 卷宋元 照 記 
九 四 分 律戒本 疏行宗 記 A 卷宋 元照述 
を 「三 大 記」 ど 稱せら る。 何れも 一宗 必讀の 要 典 どされ てゐ る。 また、 

一〇敎 誡新學 比丘 行 護 律儀 一 卷唐遨 宣述 
二 釋門歸 敬 儀 一卷唐 道宣撰 
1 1 1 釋門章 服 儀 一卷唐 道宣撰 
等は、 何れも 入門の 必す 習學す べき 要 書 どされ てゐ る。 なほ、 

1 1>一 律宗 綱要 一一 卷凝然 撰 

は 平易に 本 宗の槪 要を 叙せ る もの ビ して、 古 來廣く 繙讀 されて ゐ る。 その他 四 分 律宗以 外に 亙 
る 典籍に 就いても 多種 ぁ h。 

法 栩宗 本宗は 、いは ゆる 賴耶緣 起 論に 立脚せ る 純 粹唯心 哲學を 高調せ る もので ぁつて、 古 


來俱舍 の硏鑽 ど共に佛敎の基礎知識を養成するものどして、何れの學徒間にも必す修習されし 
どころ である。 ょつ ; --re その 學 解の 旺んな る 結果 どして、 硏究 註疏 もまた 實に 夥多し く、 古來佛 
敎 々學 第一の 難解 (1 されて ゐる ◦今 それ 等の 要 中の 要を 取つ て、 簡單に 紹介して 置沪ぅ 0 
一 解 深密經  五 卷唐玄 羿譯 (黃 八) 

右は、 本宗正 依の 經典 であ？、 その 內容 、性 相の 決擇 の井然 たる？」 ろ、 まさに 對 法論 典 

の 趣きを 備へ 、經典 中 特殊の 地位を 占めて ゐる ものである。 異譯數 種 あれ ざ、 たぃこの 譯のみ 
主用され てゐる 0 

一一 瑜伽師 地 論 百 卷彌勒 菩薩 說唐 玄笄譯 (來 一— 五) 

右は 彌 t (Maitreya) が、 中 印 阿 M 陀の 講堂に 於て、 四 ヶ月に S り 宣說 せる もの ビ傳 へられ、 
廣く 諸經の 要義を 採集して 一名 『廣 釋諸經 論』 の稱 あり、 性 相の 決擇  一 (£ して 洩 さる、 ごころ が 
ない。 實に 大乘 論典隨 一の 雄篇ビ 稱され てゐる 〇本宗 は、 いは ゆる 六經 •十一 部 論を 所 依 どす 

ど いへ V」、 就中 經に あつて は 先の 『深 密』 、論に あつて はこの 『瑜 伽』 を その 正 依 どされ てゐ るの 

である 0 

滅攝大 乘論本 三 卷無著 菩薩 造唐玄 羿譯 (來 九) 

B0 攝大乘 論 釋十卷 世 親 菩薩 造唐玄 羿譯 (往 七) 
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技 攝大乘 論 釋十卷 無性 菩薩 造 唐 玄笄譯 (往 九) 

六 顯揚 聖敎論 二十 卷無著 菩薩 造 唐 安 弈譯 (來七 ) 

七 大乘 阿毘 達磨 雜集論 十力卷 安慧 菩薩 糅唐支 笄譯 (來 八) 

これ 等は 何れも 瑜 伽！ 唯識の 思想を 發揮 せる もの、 中に 異 譯數禪 あ b 。 

< 唯識 二十 論！ 卷世親 菩薩 造 唐 玄羿譯 (來 九) 

九 唯識 三十 論頌 一卷设 親 菩薩 造 唐 支羿譯 (來 九) 

一 0 成唯識 論十卷 護法 等 菩薩 造 唐 支 羿譯 (柱 十) 

右の 『二十』 •『三十』 の兩 論は、 何れも 世 親の 唯識 思想を 高調せ る もので、 就中 『二十 論』 は 消 

極 的に 心外 無 境の 旨を 力說 し、 『三十 論』 は 積極的に 萬 法 唯識の 趣を 主張して ゐる 。『成 唯 識 論』 

は、 護法を 始め、 ■いは ゆる 十 大論師 の 人々 が、 前の 『三十 論』 を 註解せ る ものを、 玄羿が 合糅翻 

譯 せる もので あつて、 文 義の多 含 ど、 講 解の 困難 どは、 傷 典 第一 VJ 稱 されて ゐ る。 而も 通部徹 

底して 唯識緣 起の 論陣を 張り、 理路の 明確" 論議の 堂々、 一糸を 紊さす して 終始せ るビ ころ、 

洵に 慧學對 法の 面目 躍如たる もの あり、 乃ち 取つ て 本宗正 依の 本 典 V」 して 重用せ る 所以で あ 
る 0 

二 成唯識 論述 記 - 不卷唐 窺 基 撰 


. 一一 一成 唯 識論樞 要 四 卷唐窺 基 撰. 

11 一一 成 唯 識論了 義燈十 匹 卷唐慧 沼述 
一四 成 唯 識論演 秘十西 卷唐智 周 撰 

右の 中、 初の 『述 記』 は 『成 噔識』 本論 研究 上 不可 缺の權 威 V」 さる、 要 書で あつて、 ょく 本論の 
深義を 抉 剔彰顯 して ゐる 。後の 三者は、 いは ゆる 「三 箇 の疏」 ど稱 せられて" また 傳統的 價 値を 
認めら る、 yj ころで ある 0 

一 五 唯識論 同學鈔 四十 八 卷貞慶 撰 

右は 『述 記』 •「三 箇 J を 相承して、 唯 識敎義 の 蘊奥を 發揮 せる もの" 古來本 宗學解 第一の 要 書 VJ 
して 重ん せられ、 普ね く 依 用され しど ころで ある。 異本 調卷 同じから す、 近時 『大日 本 像 敎全 
書』 中に 收輯さ れたる もの、 最も 學術的 良 本 S いはれ ょぅ。 

一六 觀心覺 夢 # 三 卷良遍 撰 
一七 百 法 問答 鈔九卷 撰者 不詳 
一八 略述 法相 義三卷 聞證撰 

右は 初心 A 門の 適書ビ して" 古來 普く 學習 されて ゐる 。なほ 近時の 刊行に か、 る もの >£ して 

次、 
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一九 唯識 要義 一 卷花田 凌雲 著 (大正 0 : 年刊) 

あぅ。 また 『唯 識論 大綱』. 『唯 識 綱要』 等 も 見るべく、 その他、 旣述の 『唯 識發達 史論』 は 史的 槪 
念を 得る に 適して ゐる 。また 最近、 稿 者が 島 地大等 氏の 囑を 受け、 『成 唯識』 本論を 國譯 し、 『述 
記』 •「 三 箇」 をは じめ、 南都 古來の 口傳を 開示して 詳細なる 脚註 VJ なし、 『國 譯大 藏經』 中に 收輯し 
て刊行した。いさ、か本論披讀の便宜を附與する ^ ころビ信する。その他の|々に至つては、 
列擧盡 くる VI ころを 知らす。 

因みに、 總 じて 俱舍 •唯 識の佛 典を 講讀 せむ には、 怫敎 論理の 方 軌卽ち 因 明 學 、及び それに 
關聯 して、 六合驛 •八 嘴 聲の槪 要を 知らねば ならぬ 0 これ 等は、 佛敎 硏究の 補助 學坪ど して、 
何れの 敎義に あつても 必要た る わけで あるが、 特に 性 相の 決擇を 眼目 せる 俱舍 •唯識 にあつ 
て その 切要を 認むる V) ころで ある。 されば 古來主 ど して これ 等の 學者が 多く 攻究に 從ひ 、その 
成 杲も靜 からす 示されて ゐる 。今一々 叙述の 遑な きま/ \ 、こ、 には 省略 こ從次 ia x なら QO 

H 論 宗本宗 は、 かの 絕對的 空論に 立脚して、 萬 有の 否定 卽中 道の 開顯 ビ 主張す る もので、 
その 正 依の 三論を 以て まさしく 宗名. とせる ものである 。三論 (f ょ、 

一中 論— I1 I I1 姚秦鳩 摩羅 什， (暑 一) 


一一 百 論  一 i- ii l sl 姚秦鳩 摩羅 什譯 (暑 1 w 
11 一十 二 門 論 一卷 寵樹 菩薩 造 姚秦鳩 摩羅 什譯 (來 十) 

これで あつて、 何れも 無 相 皆 空の 思想に 立ち、 古來通 申 論 ご 稱 せられ、 これに 對 して、 

3 大智度 論 百 卷龍樹 菩薩 造 後秦鳩 摩羅 什譯 (往 ーー 五) 

を 別 申 論 <£ いひ、 同じく そ 0 所 依 V」 して 用ゐら る。 いは ゆる 通 申 •別 申ビは 、諸經 通じての 釋 
義を m 申ビ いひ" 別して 一經に 局れ る 釋義を 別申ビ いふ。 則ち 『智度 論』 (S) は、 『大品 般若』 の 
註解な れば 、別 申 論た る わけで ある。 た  >  しこの 論の 說 相" 浩游な る卷軸 中ょ く大乘 中の 要義 
を 網羅して 餘すビ ころな く" 宛然儸 敎百科 全書の 觀を呈 して" 先の 『瑜伽 論』 ビ 共に 大乘論 典の 
雙璧ビ 稱され てゐ る。 

或 中論疏 二十 卷隋 吉藏撰 
六 百 論 疏九卷 隋吉藏 撰 
セ 十二 門 論 疏六卷 隋吉藏 撰 

右は n 二 論疏>」 稱 して" 斯學 硏究の 權威ビ されて ゐる S ころで ある。. 

八 三論 玄義 一一 卷隋 吉藏勑 撰 

右は 三論の 槪要を 知る に 最も 適せる もの、 古來 普く 披讀 されて ゐ る。 近時 TO 行の ものに ノ 
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加 三宗論 綱要 一卷 前® 慧雲著 へ 大正 九 年刊) 

ぁ b、 これ かの！ n 立義』 の講 解に して、 かつて 『三論 玄義講 話 錄』 <£ 題して 刊行され し V」 ころ、 初 
學 入門に 最も 適當 せる 良書で ぁる。 その他、 なほ 類書 ® くは ない。 

天台宗 本宗は 、卽ち 三 if 圓融 9 中道 實相の 妙 旨を 主張し 3 大乘敎 中 深奥の 哲理に 立脚せ る も 
ので、 その 正 依〜」 しては、 

一 妙法 蓮華 經七卷 後秦鳩 摩羅 什譯 (盈 一) 

を 以てし、 これを 本經 VJ いひ、 更に、 

一一 無量 義經 一卷簫 齊曇摩 倣 rb 瑶舍譯 (盈 一) 

一ー ー佛 說觀 普賢 菩薩 行 法 經一卷 宋曇無 蜜多譯 (盈 一〇 
を sn へ、 前者 S を 開經 、後者 S を 結經 V」 稱し 、併せて 「法 華 三部 經」 ど 稱され てゐ る。 隋 朝の 
智顗 、この 經の 眞髓を 搜 討し、 いは ゆる 「三 大部」 を 演暢 す。 いはく、 

四 妙法 蓮華經 支 義二 十卷隋 智者 大阚說 (呂九 ) 

式 妙法 蓮華 經 文句 iT 丁 卷隋 智者 大師 說 (調 一) 

六 摩訶止 觀ーー 干卷 g il 12! (陽 四 •五) 


これにして、 何れも 灌 頂の 筆 錄する VJ ころ、 本宗敎 義は こ、 に その 綱 格を 成した ので ある。 後 
湛然 これに 註解を 加へ、 

七 法 華 支 義釋籤 二十 卷唐 湛然述 (呂 十) 

八 法 華 文句 記 三十 卷唐 湛然述 (調 二 こ 11 ) 

九 止觀輔 行 傳弘決 四十 卷唐 湛然述 (陽 五-! 七) 

S いふ 0 

一 〇鸥 敎義六 卷隋智 顗 撰 (陽 八) 

二 十 不二 門 I 卷唐 湛然述 (陽 十) 

一一 一十 不二 門 指 要鈔二 卷宋智 禮述 (陽 十) 

一一 一一 止 觀義例 二卷唐 湛然述 (陽 七) 

一四 Ih sl 大意 一卷唐 湛然述 (陽 七) 

一 五 金剛. P 一 卷唐 湛然述 (陽 十) 

一六 始終 心 要 一卷唐 湛然述 (陽 十) 

これ 等は 何れも 本 宗敎義 を 知る 上に 肝要なる 寶典ビ されて ゐる 。初心 平易の 適 書 V」 しては" 
一七 天台 四敎 儀一卷 高麗 諦觀錄 (陽 十) 
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あり、 古來 、先の 『四 敎義』 (一 3 が 『大 の RH 敎義』 ど 呼ばる、 に對 して これは 『小の 四敎 儀』 ビ稱さ 
れ 、また 『諦 觀錄 F もい はれて ゐ る。 入門 必讀の 要 書で ある 〇近 時 f!J 行の ものビ しては、 

一八 天台宗 綱要 一卷前 S 慧雲著 ^明 治 四十 四 年 W ) 

最も 要を 得た る 良書で ある。 その他の 類書 羅縷 に遑な し C たぃし、 茲に 注意すべき は、 古来、 
如上の 典藉を 依 憑 ビ して 攻究す る <£ ころは、 た  > 支那 天台の 系統た るに 止り、 少しも 日本 天台 
のそれに # 手されな力つた £ みのあるこビである。今更いふまでもなきこマ」ながら、由來日贮 
天台は、 傳敎が いは ゆる 因 種 相承に 齒來 し、 大に 支那の それ (f 趣きを 異にせる ものである。 さ 
れば學 者 は" 奮って 欺 面の 啓拓に 奉仕し、 いは ゆる BS 頓一乘 の眞 面を 發軍 されょ 0 

鼙嚴宗 本宗 は、 主 VJ して 法界 緣起に 立脚して、 諸 法 各 具、 重々 無盡の 極理を 高調し、 實に 
大乘 哲理 最高の 所談 たる もの VJ いはれ てゐ る〇 その 正 依は、 卽ち 『華 嚴經』 を 以てする Q 
一 華嚴經 これに 三譯が ある 0 

ィ 大方 廣佛 華嚴經 六十 卷東 晋佛 駄跋陀 羅譯 (天 七— 九) 

口  大方 廣佛 華嚴經 八十 卷唐實 叉 難陀譯 (天 一— 四) 

、ノ  大方 廣佛華 嚴經 四十 卷唐般 若譯 (天 五， 六) 


この 中、 前 二者は 全譯 、後者は 抄譯 である。 通常 卷 數に從 へて T 六十 華嚴』 •『八十 華厳』 •『四 
十 華嚴』 (£ いふ。 

一一 十 地經論 十一 一 卷天親 菩薩 造後魏 菩提 流 支等譯 (暑 九) 

式 大乘 法界 無差別 論 一 卷堅慧 菩薩 造 唐提雲 般若 等譯 (暑 一) 

これ 等は 何れも 本宗關 係の 要 書で ある。 

四華嚴 經搜玄 記 五 卷唐智 儼 記 

式 華嚴 經探玄 記 二十 卷唐 法藏述  、 
これ 等は 何れも 『華 嚴』 本 經の 註疏に して、 特に 後者は 驛 義の權 威た る もの、 本 宗敎學 を硏究 
する もの、 必中 檢討 せざる ベから ざる 要 書で ある。 

六 華嚴 一乗 敎 義分齊 章 四卷唐 法藏述 (陽 二) 

これ 法 藏が立 敎開宗 の 本 典で あつて、 一名 『華 嚴五敎 章』 ど稱 し、 一宗 敎 義の眞 髓擧げ てこの 
中に 叙說さ れてゐ る。 

七 大方 廣佛 華嚴 經隨疏 演義 鈔 九十 卷唐澄 觀述 (歲 五— 十) 

こは 普通 『大 疏鈔』 ど 呼ばれ、 本經講 解の 最も 詳密なる ものである。 

< 華 嚴經旨 歸一卷 唐 法藏述 (陽 二) 
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九 修苹嚴 奥旨 妄盡還 源觀 一卷唐 法藏述 (陽 三) 

一 0 華 嚴金師 子 章 一卷唐 法藏述 (陽 三)  1 
二 禪 源諸詮 集 都 序 四卷唐 宗密述 (陽 三)  . 
一一 一原 人 論 一卷唐 宗密述 (陽 三) 

これ 等は 河れ も 一宗の 要 典で あつて、 なほ* この 他 r- も 法 藏-澄 觀* >宗密 等の 所述は 甚だ 多い。 
ゎが 凝 然の 述作 中 また 本 宗に關 する もの 夥多し く、 特に 『五 敎章通 路 記』 五十二 卷 (『大日 本佛敎 
全書』 所收) •『探す 記 洞 幽鈔』 百 二十 卷 (『日本犬 藏經』 所收) 等、 その 最も 著しき ものである。 近時 
刊行の もの VJ しては" 

ニー ー華 嚴 大系 一 卷湯次 了榮著 (大正 四 年刊) 

一四 華 嚴學 綱要 一 卷齋藤 唯 信 著 (大正 九 年刊) 

等を 推すべく、 特に 前者 (一一 0 は、 本 宗敎學 各般の 事項を 精究 して 盡 さぃるな く、 洵に學 徒專攻 
の 究竟 要 書で ある。 その他 旣述の 『華 嚴發 達史』 等に ょら ば、 史的 發達の 一面を 窺 ひ 得べ く、 並 
に餘 他の 類書 も ® くは ない。 

因みに、 『圓 覺經』 及び 『起 信 論』 の 思想は、 本宗敎 學ビ關 係す るビ ころ 最も 密接な れば 、古來 
本宗學 者に ょつ て 胚んに 討究され しど ころで ある。 されば* 專攻に 入る もの、 這般の 硏鐙を 洩 


t:  が 出 來ぬゎ けで ある。 

眞 裏本宗 は、 かの 六大緣 起に 立脚して、 色 心 不二、 卽身成 怫を談 じ、 大に實 際 主義 备 
目ビ する ものである。 その 正 依 VJ して 次の 二經あ り。 

一 大毘盧 遮 那成怫 神變加 持 經七卷 唐 輸波迦 雜譯 (関 二 
一一 金剛 頂 一切 如 來眞實 攝大乘 現 證大敎 王經 H 卷唐 不空譯 (関 二) 

この 中 •前者は 通常 『大日 經』 の 異名を 以て 知られ、 後者 <£ を 併せて、 いは ゆる 「兩 部の 大經」 

S 稱され 、更に、 

兰 蘇 悉地羯 羅經三 卷唐輸 婆 迦羅譯 (関 三) 

を 加へ て、 いは ゆる 「三部の 密經」 ビ呼ば れてゐ る。 

四 金剛 頂瑜伽 中 發阿耨 多羅 三藐三 菩提心 論 一 卷唐不 空 P (関 一) 

其 釋摩訶 衍 論十卷 龍樹 菩薩 造 姚秦筏 提摩多 譯一餘 十) 

右は 正 依の 論 典に して、 何れも 龍樹が 密敎 思想を 發揮 せる もの ビいは れてゐ る〇た V し" 後 
若に 就いては 眞 撰。 僞 作の 問題 あり、 卽ち かの 『起 信 論』 問題に 關聯 して、 最も 論議の 多き もの 
である 〇 
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K 大毘 盧遮那 成 佛經疏 一一 十卷唐 一行 記 (餘七 •八) 

セ 金剛 頂 經大瑜 伽 秘密 心地 法 門 義訣三 卷 C 上卷現 存) 唐 不空造 (續 三七ノ ー) 

これ 等は、 それぐ 『大日 經』 •『金剛 頂經』 の 註疏 どして 根本の 權威た る ものである。 

八十 住 心 論 十 卷空海 撰 
九秘藏 寶鑰三 卷空海 撰 
一〇 辨顯 密二敎 論二卷 .空 海 撰 

この三書は、立敎開宗の寶典ビして最も重要さる、どころであつて、げにこれにょつて密敎 
は 一宗 開立を 見る に 至つ た ビい ふべき である 。なほ 空 海の 撰述 甚だ 多く、 何れも 本宗の 要書ビ 
さる、 どころ である。 近くは 『弘法 大師 全集』 (五 卷) に 就いて 知るべし。 後賴瑜 ，宥快 等 出で て 
述作 甚だ 多く、 杲寶 の所述 また 尠な からず。 近時、 

H 眞言 宗 綱要 一 卷浦上 隆應著 (明治 三十 八 年刊) 

1 1 1 眞言 哲學一 卷小野 藤 太 著 (明治 三十 八 年刊) 

一》】 密敎 綱要 一 卷權田 雷 斧 著 (大正 五 年刊) 

等 出で、、 初心 また 容易に この 秘密 佛 敎の內 奥を 窺 ひ 得らる ゞ〇 


佛心宗 本宗 は、 一念 頓悟 卽佛 V」 談 じて、 不立 文字、 敎外 別傳を 面 -a どす る ものな れば 、正 
依の 經典ど して 擧ぐべ きものがない。 但し 本宗關 係の 典籍 <£: して、 『縮 藏』 諸宗 部禪宗 下に 收む 
る ^ ころ、 延壽の 『宗 鏡錄』 百卷 、道 原の 『景德 傳 燈錄』 三十 卷等を 始め、 その 數尠な からす。 ま 
た 各祖の 語錄に 至つ ては、 『續 藏』 に收 むる ^ ころ、 實に 夥多し。 その他、 H 悟の 『碧 巖錄』 十卷 
は、 古來 宗門 第一の 書 VJ 稱 せられて 重視され、 道元の 『正 法眼 藏』 九十 五卷 また 最もょ く 提唱 さ 
れる 。もし それ 一々 の 詳細なる 書目は、 『縮 藏』 •『續 藏』 の 『目録』 に 就いて 盡す べきで ある。 近 
時の 刊行には、 小 野 藤 太 氏の 『禪宗 哲學』 、加 藤咄堂 氏の 『禪學 要義』、 秋 野 孝道 氏の 『禪學 綱要』 
等數 種を 指摘し 得らる〜。 

e 蘧 宗本宗 は、 唱題 成佛を 標榜して、 同じく 實際 主義を 面目 V」 せる もの、 も V」 天台宗 ビ同 
じく 『法 華經』 を 正 依 どす れ V」、 主 ^ して その 本 門開顯 に據 して 一宗の 規模を 張れる ものである。 
その 硏究 書目、 先の 天台宗の それは" 自然 檢討の 要 あるべ く" それ 以外 宗祖 日蓮の 『遺文』 錄內 • 
錄 外を 討ぬべし。 小川 泰堂氏 これを 總輯 して、 『日蓮 聖人 御 遺文』 (明治 三十 七 年刊) ビい ふ。 最 
も 便利に 披見され 得べ し。 その他 近時 本宗關 係の 類書の 刊行 さる、 こビ頻 々VJ して 應接に 遑な 
きくら ゐで ある。 さりながら、 その 极抵み なかの 『遺文』 を 本 どせ る ものな れば 、かれの 精究を 
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緊要 ^ すべき わけで ある 0 

I 鼓 I 淨土 門に 屬 する もの、 淨土宗 i (宗 及び 融通 念 佛宗等 あり、 就中 淨土宗 及び 眞 宗を以 
て 主部 (£ する。 兩宗 何れも その 正 依の 經典は 、いは ゆる 「淨 土の 三部 經」 にある 0 
一 佛說 無量 壽經二 卷 曹魏康 僧鎧譯 (地 八) 

一一 怫說觀 無量 壽佛經 一 卷宋畺 良 耶舍譯 (地 十二) 

ゴー 佛說阿 彌陀經 一 卷姚秦 鳩 摩羅 什譯 (跑 十二) 

これ 等には 異譯 多く、 今は その 正 依を 擧 ぐるの み 〇なほ 淨土宗 にあつ ては、 これに 天 親の 『淨 
土 論』 一卷を 加へ、 いは ゆる 三 經一論 稱 して 正 依に 數 ふ。 また眞 宗に あつて は、 龍樹 •天 親 
等い は ゆる 七祖の 著書を 以て 相承の 聖敎ビ する 〇左の 如し 0 

四  十 住 毘婆沙 論 易 行 品丄卷 聖者 龍樹造 後秦鳩 摩羅 什譯 

这 無量 壽經優 波 提舍願 生 偈一卷 婆 藪槃豆 菩薩 造元魏 菩提 流支譯 
六 往生 論 註 二 卷魏 曇 * 註解 
七 讃阿彌 陀佛偈 一 卷曇鸞 造 
八 安樂 集 一一 卷唐 道綽撰 


九 II 無量 壽經疏 四卷唐 善導 集 記 
一〇 淨土 法事 讃ー ー卷唐 善導 集 記 
二 觀念法 門 一卷唐 善導 集 記 
一一 一往 生禮讃 一卷唐 善導 集 記 
二 一 一般 舟 讃一卷 唐 善導 撰 
一四 往生 要 集 六 卷源信 撰 
一 五 選擇 本願 念佛集 一一 卷源空 集 

浄土宗の 依 用す る (£ ころ、 大略 また 同じく、 特に 『無量 壽經優 波提舍 願生偈 (a は、 いは ゆる 
『淨土 論』 にして、 かの 三經 ど 共す る 一 論たり。 また 『選 擇 本願 念 佛 集』 5 ) は 、一宗の 本 典 どし 
て、 特に I?」 ろで ある。 I、 この 宗の所 f して、 產源 空の 撰述に 成れる も i 
な 力ら す、 具に 『法然 土人 全集』 中に 收 めら る。 また 眞宗 にあつ ては、 

一六 敎行信 證六卷 親鸞 集 

を 以て、 一宗 開 藺の本 典— る こどい ふまで もな く、 並に 宗祖の 著述 具に 『親鸞 聖人 全集』 中に 
收む るが 如し。 なほ、 淨土宗 ，眞宗 の 何れに も あれ、 自宗 所要の 硏究 典籍は、 『淨 土宗 全書』. 『眞 
宗 全書』 •『眞 宗大 系』 等に 收載刊 f れ たれば、 取つ て 以て 檢討 に備 セへ し。 その他 近時 刊行の 
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ものに 至つ ては、 枕 上 博士の 雄 著 『眞宗 全史』 等を 始め どして >  1 々枚 擧に遑 がない。 今は 凡て 
これを 省略せ ぅ。 

因みにい ふ、 由來淨 土の 法 門は、 最も 宗敎 的實 際を 標榜して、 人間 心 靈の 慰安を 誘致す るを 
その 面目 ビせる ものな れば 、這 箇敎義 の 上に 力說 さる、 修養 信 # の 書類は なは だ 多く、 佛敎各 
宗中 、貪に 餘趨に 擢んづ る cf ころで ぁる。 就中 絕對他 力を 高調す る眞宗 その 第一に くら ゐ して 
ゐる 。而 して それ 等の 書類は、 もビょ り 學解 そのものを 本來の 趣旨 (f せる ものでは ない が、 而 
も 一面 學 解の 實際的 表現 VJ も 見 傚す こどを 得て" これを 眞摯 に玩讀 する に 於て は、 硏究ご 修養 
VJ の雙々 相俟つて 會得 する ^ ころ ® > なからざる もの * > ぁる。 學者 幸に して 這 面の 注意を ^ らざ 
れ〇 


第五 懿 參考 篇 

第一章  補助の 學科 

拘々學術の硏究に方つて、單なる當面の檢討のみに止らす、更に側？反面よりあらゅる關系 
の 考察を 加へ、 かくして 始めて 歸納 的斷 案に 到達す V き 態度を 示せる は、 近代 科學思 想の 普及 
されし 結果 行 はれた る 方法で ある。 こゞに 於て か、！！： れの學 術を 硏究 する にも、 これが 補助 學 
科の 必要を 云々 さる、 わけで、 例へ ば、 史 學の檢 討に、 言語 學 .地理 學 .系譜 學及び 古文書 學等 
の 知識を 必要 V」 する が やぅで ある。 佛敎 の硏究 またも どより 然るべき わけで、 特 こ弗敎 にあつ 
ては その # 播 '^; 歷史 三千餘 歲の 久しき に 互り、 敎 系の 分岐 十數 宗派の 多き に 達すれば、 これ 
が 硏究に 方つ ては、 最も 廣沉 各種の 學識を 要す. ベき わけで ある 〇例 へば、 言語 (: 於ても、 佛敎 
の傳 播の區 域、 印度 •支那 •日本は もどより" 南方に ては、 錫 蘭 二進羅二縱 甸等 、北方に ては、 西 
藏滿 •蒙* 朝鮮 等の 各地に 亘れば 、從 つて" 梵語 V 巴 利 語を 始め VJ して、 それ 等傳播 各地の 言語 
■の 知識を 必要 VJ すべく、 近時、 泰西 學 者の # 敎硏究 の肢ん なる よりして、 それ 等の 諸 語 もまた 

必要た る わけで ある。 言語 學の 知識の 必要なる こど 旣に然 り、 その他、 考古學 •地理 學 .植物 學 
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等 もまた これに 準じて 須要た るべ く、 曩に一 言せ し 因 明學丄 ハ合釋 •八 囀聲 等、 同じく 類 知す ベ 
く、 もし それ 美術の 知識に 至つ ては、 特に， 佛 敎硏究 に 不可 缺の切 要を 認むる わけで ある。 本講 
その 當 初に、 硏究 資料を 文： S ビ 藝術ビ の 二 面 VJ して、 佛敎 典藉の 調査に 對 して、 佛敎 美術の 檢 
討を 指示せ しも'  ひ VJ へに これが ためなる こ ビ を 知るべき である。 

かくの 如く、 眞に 研究の 周到なる 用意を 果さ むには、 まさに 各種の 補助 學 科の 考察を 盡すべ 
き b けで、 學術 調査の 面目は、 實に 這般の 態度に 於て 窺は る、 ので ある。 本講 また その 部門を 
設けて、 これが 考察を 試みる の 要 あり。 さりながら、 かくの 如きは、 格段の 專 門に 亘る べき 性 
質を 有し、 かつ 煩 鎖なる 一々 の 詳細は、 到底 小 紙の 盡すべ き vj ころに あらざる ど、 並に 本 講書 
史を 主眼 どす る 上に 然 く適當 せざる ふし ある (£ の點 ょうして、 こ、 には 凡て これが 削除に 從ふ 
こぐ する 〇而 して" これに 代 ふる 叙說 ビ して" 凡そ 佛敎 硏究に 通じて 參考 たるべき 佛敎擗 書の 
各面に 就き、 この 參考篇 の 一部に 於て これが 紹介を 加 ふるこ V、 せう。 元來辭 書の 性質た る、 
學者 をして その 硏究の 方針を 啓示し" その 綱 格の 大概を 會 得せし むる にある 。されば、 學 術の 
硏究 には、 必す しも 辭書そ のま、 を 依 用すべき ではない が、 依つ て 以て 硏究 の見當 を定 むべ く 
切要を 値 ひする ものな れば 、乃ち これが 解說 紹介 U、 必す しも 無用の 沙汰では なから う。 


第二 章  聲考の 書目 

さて、 辭 書 (f して 近時 刊行され しもの、 主なるを 擧ぐれ ば" 左の 如きが ぁる 0 
一  Handlbook  of  Chinese  Buddhism, ^ y  ン • t^ \\. ^ . ^ Qvy J:) l ^ Q J> , 

一一 梵語 字典 (枳橘 易 土 集) 一卷 慧晃撰 (明治 三十 八 年刊) 

1 一一佛 敎大 辭典 三 卷望月 信亨編 (明治 四十 ニー 大正 五 年刊) 

四佛敎 辭典 一卷浩 々洞 編 (明治 四十 二 年刊) 

式 佛敎辭 林 一卷 藤井宣 正編 (大正 元 年刊) 

六 佛敎大 辭彙二 卷佛敎 大學編 (大正 三— 五 年刊) 

七 敷 | 佛敎 辭典 一 卷荻原 雲來譯 (大正 四 年刊) 

八 |, 1| £ 翻譯 名義 大集 一巻# 亮三 郞譯 (大正 五 年刊) 

ン九儸 敎大 辭典 一卷織 S 得 能 著 (大正 六 年刊) 

右の 中、 (一) はいは ゆる 『アィテルの 梵漢辭 興』 にして、 その 內容 、旣に 藏經篇 の 下 (四 二 頁 一 
に於て叙說せるビころでぁる0(ーー)『梵語字典』は、 諸經論 中の 梵語 名辭を 取 b 出し、 これを 五 

十 音 順に 排列して 譯解 せる もので ぁつて、 廣く音 義を參 酌し、 普く 經論を 引抄 して 詳細を 盡し 
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てゐ る。 その 『枳橘 易 土 集 』ど の 題意は、 江 南の 橘を 江 北に 移せば、 枳 どなる て ふ 語に 取つ て" 
梵漢對 翻の 意を 示せる もので あつて、 もビ眞 言 宗の學 僧 慧晃の 撰 するど ころに か、 り、 總 じて 三 
十一 卷あ り。 後" 葛诚慈 雲 ]: h 丘が これを 『梵 學-津 梁』 中に 敉輯 したが、 明治 三十 八 年、 更に 『梵 
語 字典』 V」 題し、 今® 一卷ビ して 單 行した。 洵に 古來學 徒の 重寶 せる ごころ である。 ( e 『佛敎 
大 辭典』 は、 編者 望月 氏が 大規模の 下に 編纂 計 書せ る もので あつて、 科學的 一® 纂 に 成れる もの 
どして は、 斯界、 一の 簡易 辭書 すら もな き 時に あつて、 始めて 企 圖 せる 綜合 辭書で ある。 從つ 
て その 當初 は、 學 者の 囑望 夥多し きものが あつたが、 不幸、 出版の 遲延は 、刊行 當路 者の 蹉跌 
どな \ か くして 本書の 運命 ゃ洵に 數奇な る變遷 を迪り 、爾來 荏苒 遲 々S して 進埗 せす、 明治 
四十 二 年、 僅かに 假册分 本初 卷を岀 し、 ょ b、 大正 五 年までに 續いて 漸く 二卷 、卽ち 全部の 通計 
ァ ょりナ の 初めに 至る 紙 數殆ん V」 一千 頁の みに 止つ てゐる C この間に、 この 書の附 卷 たる 『佛 
敎大 年表』 の 如き 良書を 出した が、 本文の 刊行は" 箭途な ほ 遼遠の 嘆を 禁せざ るを 得ぬ。 さて 
その 編纂の 樣式は 、斯界 辭 書に 始めて 試みた る 科 學的組 織を 以て、 佛敎 各種の 方面の 解說に 及 
び、 特に 史傳の 如き、 大に 力を 注げる 迹を窺 ひ 得る。 もし それ これが 完成を 見たり ど せむ か" 
實に 佛敎辭 書の 先 驅者ど して 長く 聲 價を存 すべきな れ ざ 、 恐く 終に 未成の もの ビ して 杜絕し 了 
る こ w なきやを 危惧せ ざるを 得ぬ。 な a 、 この 書ビ 類を 同じぅ する 大辭 書た るべき もの、 他 K 


(六) •(九) の 二種 あり。 (六) 『佛 敎大 辭彙』 は.， b が 本願 寺が、 その 宗祖の 聖 忌を 紀念 せむ ため、 佛 
敎大學 に 命じて 編纂せ しめし もので あつて、 その 規模の 甚大ビ 、費用の 多額 ビは 、到底 前者の 
比肩 さるべき ビ ころでは ない。 本文は、 通 部三卷 、(ほかに 索引を 附 する 豫定) 、四千 五 百 頁に 
上り、 洵に 佛敎の 綜合 辭 書の 代表 どして、 名 實形神 共に 第一に 推稱 さるべき ものである ◦殊に 
この 書の 特徵 ど 見るべき は、 佛敎 々理 及び 歷史 の辭 書た るに 加 ふるに、 佛敎社 會辭 書た る 性質 
を 有せる こ ^ これで ある。 則ち この 書は、 單な る敎理 の解釋 、歷 史の說 明の みに 止ら す、 锦敎 
の 實際社 會に顯 はれた る 各種 事項を 說 示せる 佛敎 百科 辭書 たる ものである。 而し て、 殊に 佛 
敎解說 の 主體た る敎 理の說 明に 至つ ては、 さすがに 同大 學所 藏の豐 富なる 佛典を 傾倒して 努力 
せる (£ ころ どて、 その 詳細を 盡し 、精緻を 極めし 成果は、 實に 斯界 獨歩に して、 恐らく 類書 第 
一の 雄 著た るに 乖かぬ であらぅ。 大正 五 年末、 第二 卷刊行 以後、 杜絕 されて ゐたが 、近時 更に 
續卷 刊行の 運びに 至 り、 不日 その 刊行を 俟 つて、 こ、 に 全部 三卷の 完成を 見る に 至る わけで あ 
る。 洵に 斯界 空前の 偉觀 どい はねば なるまい 0  S 3 敎大 辭典』 は" 編者 織 田 氏が 多年 その 事 
業に 奉仕し、 終に 茜 病を 獲て、 而もな ほその 企圖を 中 ih せす、 かくして 終に その 事業に 殉せる 
悲慘な る 因緣を 有せる もので あつて、 氏の 孩後 、主 どして 高 楠 博士の 盡力 にょり、 同士の 扶助 
を 得て 完成した わけで ある。 その 特色、 一卷の 中に ょく 佛敎 凡ての 解說を 包含せ る どころ にあ 
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识 して その 內容 、敎理 の 一面に 力を 注げる どころ 多き が 如く、 また その 解, こ、 各 IF1 ハ 可 , V) レ 
も 的確なる 典據を 明示せ る 如きは、 その 最も 力を 注げる ビ ころ ど 謂つべく、 なほ 各項の て 國文 
學中 にあら はれた る 文句を 引抄 せる 如き も 1 また その 別趣の 特色 ど 見做すべき で、 これにょ つ 
て、 國 文解驛 の 用に も 供へ 得べ く、 それが 專攻 方面に 利便を 與 ふる どころ 決して 尠くは ある ま 
い。 その外 形 尨 然たる 容積を 有すれ ざ、 一卷を 以て 始終せ るた め、 解說の 極めて 簡單 にして、 專 
門學 者の 稍 不足を 感する ころな きに あらす j さはれ そは 止む を 得ざる ^ ころ ど 謂つべく、 而 
も 一々 的 示せる 典據に 注視し、 有爲 にこれ を 使用せば、 また 大に 專門學 者を 會 得せし むる どころ 
力 ある ビ思 ふ。 以上 三 書の 長短。 關係 等に 就いては、 稿 者 かつて 『六 條學 報』 誌上に 於て 論せ しこ 
ぐ」 あり、 (同誌 第 百 八十 四 號 i 大正 六 年 二 月刊— 參照) 、ども あれ この 三 書は、 复か に餘 他の 
類書に 傑‘ H して" いは ゆる 名 實形神 相應 せる 大辭書 どして 推稱 する に 憚らぬ どころ である 〇  (四) 
『佛敎 辭典』：；： T 斯界の 『言海』 を 以て 任せる もので あつて、 ょく 小册 中、 廣汎に 亙れる 內容を 有 
する もの どして、 初學坐 右に 備ふる 適 書 (f して 推すべき であらぅ o s ) 『佛 敎辭 林』 は、 その ® 
纂の 方針、 國文學 中に あら はれた る佛 語を 解釋 する にあり 〇乃 ちその 編纂の 豫備ど f て、 先づ 
佛語 解釋に 就いての 適 書た る 『法 華經新 註』， 『大智 度 論』 •『翻 譯 名義 集』 •『釋 氏 要覽』 •『八 宗 綱要 
啓蒙 錄』 •『三 國佛法 傳通緣 起 典據』 •『七 帖 見聞』 •『眞 宗法 要 典據』 なる 八 種の 索引を 作り、 M して 


その 語句を 解釋 して 以て この 書 一篇の 成立を 見た わけで ある。 編者 藤 井 宣正氏 事業の 中途に し 
て 長逝し、 更に 島 地 大等氏 これを 補 校して 刊行され たので ある。 同じく 初學の 參考に 供すべき 
もので 殊に 卷末に 如上 佛典八 種の 索引を 附せ るは、 學徒を 益す る ころ 一層 多き を 加 ふる V」 
ころ cf いはねば ならぬ。 (七) •(八) は、 共に、 梵藏對 照の佛 敎名辭 集た る。 Malulvyutpattp- を 譯 
せる もので、 (さの 梵漢澍 譯た るに 對し 、(八) は 更に 藏和譯 名を 加へ てゐ る。 たぃし (八) は、 更 
に 續卷を 以て、 その 索引を 附 し、 考證を 加 ふる 豫定で ある どい ふが、 未だ；： p 行の 運びに 至つ て 
ゐない 〇 

以上は、 もどょり 怫敎の 各面に 通じての 辭書で あるが、 その他に、 なほ 一宗 一門に の A 技 1 
る 特殊の 辭書が ■くは ない。 左の 如し。 

一 <0 ||禪秣象器箋一卷道忠撰(明治因十二年刊) 

二 秘密 辭林 一卷 富 ffi 斅純編 (明治 四十 四 年刊) 

一一 一眞宗 故事 成語 辭典 i  l s^ fflft 編 (大正 二 年刊) 

S 禪學 辭典 一卷 11 SB5 I 共著 (大正 四年邗 、- 
一四 禪宗 辭典 i 卷山田 孝道 著 (大正 四 年刊) 

一 其 本 化 聖典 大辭林 三 卷師子 王 文庫 編輯 部 II (大 JE 九 年刊) 
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これ 等は" 何れも その 題號の 如く， 各々 宗門 特殊の 辭書 V」 して、 その 專攻學 者に 便益を 與ふ 
る ものである。 就中 (一 0)『|| 禪秫象 器箋』 は、 德 川の 中葉、 臨濟宗 の學倌 道忠の 撰せ る どころ 
であつ て、 原本 總じて 二十 卷 あり、 卽ち禪 家に 用ゐる 名目を 類聚し、 一々 その 典 據を 擧げ てこ 
れを釋 せる ものである 〇古來 寫傳を 以て、 大に 珍重され てゐ たので あるが、 明治 四十 二 年に 至 
う、 合 册一卷 して 單行 された。 (二) 『秘密 辭秣』 は、 從來 その 窺知の 困難な りし 密敎 々義に 就 
いて 明晰なる 解說を 加へ しもので あつて" 實に 斯界 破天荒の 企圖ド -稱 せねば ならぬ どころ、 か 
の敎獨 得の 事相の 說明は 本書に ょつ て 最も 容易に 會得 されょう。 (5 『本 化 聖典 大辭秣 』は" |3 
中智學 氏主汽 の 下に 親輯 大成され しど ころで あつて、 日蓮 敎義 硏究上 不可 缺の大 辭書ビ 謂つ ベ 
きもので ある。 た  > 終始 通じて、 その 叙說の 態度に、 最も S 者が 日蓮 主義の 色彩の 露出せ るは、 
硏究 手引た る辭 書の 性質 上 異樣の 感を惹 かぬ でもない。 さはれ これ、 やがて 編者が 獨自の 面目 
ど いふべき であらう 0 

以上の 他、 なほ 若 原敬經 氏の 『# 敎い ろは 辭典』、 兒島碩 鳳 氏の 『怫敎 字典』 等、 擧げ來 らば 數 
種を 求められる が、 何れも 皆舊 式の 編纂に か、 る もので、 現代 學 徒の 要求に かな ふべ くもなけ 
れば 、殊更 こ、 に 紹介す るまで もなから う。 たぃし、 上來 の解說 にど もな ひ、 なほ、 

一六 哲學大 辭書三 卷 (索引 一卷) 同文 館 編 (明治 四十 五 年刊) 


に 5 て i 々及す る 要が ある。 こ、 の *'' - ^. その 題 號の如 っ、 " 兀來哲 拳 そのもの、 解？ 主 IE: 
ビ セる ものであるが、 就中、 佛敎 哲學ビ して.. 特に その 解說豐 鏡に 記載され、 何れも 斯道 專門 
學者 の 執筆せ る？ f て、 說 いて 極めて 精？ S の， 卽ち 一面— 馨 J の f 具へ て 
ゐ る。® に學 徒の 參考に 資する？ 」 ろ ■なからざる ものである。 

因みにい ふ、 凡そ 辭 書の 編輯た る、 廣汎な る 各種 事項を 所定の 範圍に 縮 載す るを 要 どし、 加 
ふるに その 事に 11 もの、 大抵 多 敷 協 rpi の 所作に 俟つあ るた め、 秸互 意見の 不同は、 その 3S 
<の3 にしは し ■盾 •霊を 來す ざ〕 ろが® くは ない。 特に 聾の 大なる 麗ほざ その 失を 
免 S きゎけ で 如上. の 各 書を 以て/決し sf も— して 認む ベから ざ 5」 ころ 
f はねは ならぬ。 さ S これが 篇言 あつて は， 特に 這 般の點 に 心を 用ゐ "乃ち これ 等に 
麗の解 f 震— 決して そ S みに 止る こ— < 、更に fl に 就 搜討 する 
こ？— チ -$v ょつ て 以て 精確なる S 鑽を 果遂 せねば ならぬ。 かの いは ゆる 孫 引 等の 態度に 止 
つて、 何 霊 典の 黨を 試みる こ— か& むには、 これ 洵に 硏究 精神を 滅 せる 辭 書の 霜 者 ど 
いはねば ならぬ。 特に 學 徒の 三省を 促す 所以で ある 0 

次に 上代に 成りし ものに て、 猶且 佛敎辭 書た るの 性質を 備へ 、而も 如上 ^ It fli 一丁の それ 等の 
极據ビ なぅ しもの (f して、 藏經 中に 幾多の 類書を 指摘され る。 『縮 藏』 纂集 部に 收 むる どころ、 
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次の 六 種が ある。 

一七 諸 經要集 一一 十 卷唐道 世 集 (雨  一 •二) 

一八 經律 異相 五十 卷梁僧 旻寶唱 等 集 (雨 ニ ー四) 

1 九 法苑珠 秣百卷 唐 道 世 撰 (雨 五 1 一〇) 

一一 Q 翻 譯名羲 集 Z1 十 卷宋法 雲 編 (雨 十一) 

1 一一 大明三 藏法數 五十 卷明 一如 等 集註 (露 T 二) 

1 ご 一敎 乘法數 四十 卷明 圓 # 集 (露 三) 

右の 中、 (一七) 『諸 經要 集』 は、 廣く經 •律 等ょ 6 諸種の 事項に 關 する 要 文を 額 別 ® 輯し 、以て 
その 檢尋に 便なら しめたる もので 5 て、 次の 僧旻 等の 『經 律異 S に 倣ぅて 出せる ものである。 
いは ゆる (1<3 律 異相』 は、 こ 8 類書の 先驅 S せる— で 5 て >その前 序に、 「梦 一經律 
要 事 二 fps—、 令 Ji 裹 了> いへ る もの、 以て その 震— ふべき である。 (5 
『法 苑珠林 』 は、 また 前の 二 書 V」 同一 性質の もので あつて、 二 書を 大成せ る ; SL き あ、 り卽 ち f も 
精 網を 盡 して、 恰も 儸敎 百科 辭 書の 先驅 ビも見られ得る。古來學徒の珍重せるこ (£ 、洵に尤も 
の 至 J いはねば ならぬ。 義 『翻譯 名義 集』 は、 梵語 画の 名義を 匿せ しもので" 矣 S 
辭 書- yj して、 廣く依 用され し？」 ろで ある。 (一一 一) 『大明 三 藏法數 | は、 一ょり 八 ^ '© 千に 至る 土、 


で、 數 にょつ て 佛敎の 術語を 列ね、 これを 解 說 せる もので 1 由 來怫敎 には 數目 V/) 名辭が 甚だ 多 
きため、 この 書は これが 硏 究に應 する ものである。 (一一 一一) 『敎乘 法數』 .は、 また 前の S1) ど 同一 趣 
旨に 出で しもので ある。 なほ また、 

1 一一 一一 釋氏要 覽三卷 宋道誠 撰 

どい ふ あり、# 典 中の 名目。 故事 等を 解說 せる もので、 同じく 廣く恢 用され し ^ ころで ある。 

かの 『佛學 三 書 Jvj 名け、 # 敎硏究 の 要 書 どして 刊行され しものは、 卽ち 『諸 乘 法數』 •『翻 譯 名義 
集』 にこの 『釋氏 要覽』 を 合 @ せる ものである 。その他、 『藏乘 法數』 等" 類書な ほ ® なから す、 
而 して それ 等の 中には、 $ 代 翻刻され しもの も あぅ、 かくして 普く、 學 徒の 間に 需要され 來つ 
たわけで ある。 さりながら、 死て これ 等は、 槪 して 辭 書風の 性質を 帶び てゐ る ^ はいへ、 到底 
現 時の 科學 思想を 基調 ビ せる 編纂 法 (: 成れる 各種 辭書 VJ 同日に 語らるべき ものでは ない。 た) 
所詮は" 何れも 現 時の それの 根 紙 ビな りしビ ころ ビ して、 專攻學 者の 披見の 要を 認むる 所以で 
る  Q  / 
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上來 、章節を 重ね、 いさ、 か 書 史の體 裁に 擬 して、 佛敎 硏究の 方法を 敍せる わけで あるが、 今 
や篇を 終らむ VJ する に 方つ て、 なほ、 一部に 通す るいは ゆる 結論 V」 し T 、 現存 經典の 成立に 關 
す る 問題を 敍說 する は、 必す しも 無用の 沙汰では なから ぅ。 蓋し 先に もい へる 如く、 現存の 
經興 いは § る藏經 こそは、 懲敎姘 究に 於け る 文獻 資料 中の 首位を 占め ゐる もので あつて、 而し 
てこれ が 成立 問題た る や、 各々 經 典の 價値 、および、 それに 伴 ふ 敎學の 上に 最も 密接な o' 關係 
を 有する ものな れば 、學 者の、 須く 潛心 討査 すべき 緊要なる 硏究對 象 VJ いはねば ならぬ。 然ら 
ば、 この 問題 こそは、 實に本 講最轫 の 藏經篇 VJ 呼 應 して、 佛典解 說に_ する 飴 終の槪 念を 附與 
する もの いふべ く、 希く は、 初心の、 よつ て 以て'  經典 上の 一般 知識を 會得さ る、 所以で ある 
•VJ おも ふ。 

さて、 經 典の 成立た る •その 由 來は 、かの 數 度に 亙る 佛說の 結集に 起因せ る こどは、 いふ ま 
でもない。 さりながら、 釋尊 自らに あつて は、 も ミより 現今の 成形の 如き 經典を 著述され しわ 
けでは なく、 た V 隨 時隨娇 に 散 說され たるに 過 r ない。 その、 これを s » し 結集せ 乙 結果 すら' 
その ま、 現今の 成形に 於け る 經典ミ 見做すべき では、 決してない ので ある。 そもそも 佛 !>b の 人 


滅 に 際して、 その 亡き後は* 專ら說 き 遺せる 法ぐ」 律 ごに 依れ，、」 訓誡され し (五 五頁參 照) 金言は、 
いたく 佛徒 比丘の 腦裡 に銘 されし もの、 如く、 渠等は 、これを 以て 佛陀の 法身 ど して 尊重し、 
相承 舉 持して 以て 後昆に 傳へ たわけで ある。 併し その 當 初は、 かの 結集に 於ても、 た V 佛說を 合 
議 組織す VJ いふに 止り、 卽ち 口 誦で 以て 相傳 する に 過ぎす、 決して これを 書寫し 記錄 する ビい 
ふわけ ではな かつた。 その 書寫 記録を 見た るは、 確た る 年 時は 知られね ど、 どに かく 遙か後 伐 
のこ VJ たるは、 疑 ふべ くもない。 旣に 述べし が 如く (八 頁參 照)、 『錫 蘭 島史』 によるに、 紀元前 八 
十八 年に卽 位せる 錫 蘭の ァブ ハャ、 ダ ッタ、 ガ ー マニ 王の 時、 從來 口誦を 以て 相傳 されて ゐた土 
語の 聖典が、 始めて 記錄 された VJ のこ VJ であり、 また 『西域 記』 によれば'  第 PH 結集、 卽 ち迦腻 
色迦 王が 『毘 婆沙 論』 の 編纂を 終る や、 赤銅の 板に その 論文を 鏤刻し、 これを 石函に 密封して 奉 
持した v,i 傳 へられて ゐる 。蓋し、 これ 等を 以て、 印度に 於け る經典 書寫の 最初の 事 實ビ見 傲す 
べきで あらぅ。 1] して、 迦腻色 迦 王の 出世は、 紀元 第二 世紀の 初頭な れば 、卽 ち經典 成立の 基 
準を、 紀元前 後 VJ 定めて 大差な からぅ (£: おも はれる。 

さ、 りなが ら 、かの 四囘に 亙れる 結集の 史實 はも ビ よ り" それ 等の 經典 成立の 消息の 如き も、 
いづれ も 小乘經 典の みに 就いての 所談 であつ て、 大乘經 典に 就いては、'  何等 m たる 史實を ^ め 
られ ぬ。 普通 大乘經 典の 出現は、 馬 鳴の 時代、 卽ち佛 減 後 六 百年 頃 (紀元 第二 世紀の 中葉) に 至 
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つて 忽然 ごして流行せるも 0- 5如く傳へられ、而してその消息どても、極めて奇怪糢糊たる 
■に 出 rf。 た矣 4 集の 所談 t 要る も、 そは 極，？ 現實 Li 疎き 傳說 たる か- ま 
V7^ 明 力に 小 乘のそ れに 模倣して 捏造せ る 妄說た るに 過ぎない。 玆に 於て か、 佛 敎硏究 上の 
一大 問題 どされ た いは ゆる 大乘非 佛說の 論議が 釀 された ゎけで ある。 げ にこの 問題 こそは、 
經典 成立に 關 する 重大なる 事 fj して、 f 經 典の 價値 、および. それに 伴 ふ 敎學の 上に 雲 
なる 關係を 有する もの なれば、 古來 、敎 徒の/辯 難 論馨だ 努めた る どころ である。 されば 吾 
人は 經典 成立 問題 VJ して 當然 逢着すべき 這 般の涫 息に 競いて、 いさ、 か 考察 するど ころがな 
ければ ならぬ。 

それ 大乗 非 ® 說の 問題は、 近代に 至つ て 喧しく 論議され た C1 ころで あるが、 これが 濫觴は、 
極めて 丄代 にあつ たので 卽ち 佛滅 後餘 b 遠から ぬ當 時より して 唱道され たゎけで ある。 傳說 
— よす ば 佛滅後 程なく 擧行 された 五 百 結集の 際に あつて、 旣に 保. 守 ご 進取ぐ」 の兩 系相對 立し 
て 異論の 色彩を 示した ビ いふ。 その 事實の 是非は 姑く 別、、」 する も'  ぐし にかく、 當 時より して 
系統の 立派 Q 老 たこ V」 は、 否まれ？ ころで あ. 9、 而 して そ G 色彩 G 分岐が 漸產厚 V」 なつ 
て 終に 顯然 たる 敎 園の 分裂を 呈す るに 至つ た r いは ゆる 上 坐？ 大衆の 雨 部ぐ しなつ てあら はれ 
たので t その 形式的 分裂の 雲に 就いては、 南北の 雨篇說 を 異にし 一」 tv/ 旣に 分裂 


せる 以上* 自他 互に 反目 批難を 交す こ V」 は •いふまで もない VJ ころで ある" 卽ち ，雨 部が 互に 
自說を 眞 して 是認し、 他說 を僞ど して 否認した ので、 この 眞僞 是非の 態度 こそ、 やがて これ、 
佛說 (: 契 應せる ビ然ら ざるぐ」 を 揚言せ る もの マ」 認むべ く、 更に 明確に いへ ば、 佛說 •非 佛說の 
問題が こ、 に 起 b 來つた こ ビ、 なる ので ある。 然らば この 問題の 萌芽は、 實に 佛滅 後程な き 往 
時に 溯つ て 討ぬべき もの マ」 いはねば ならぬ。 た  >し、如上の佛徒分裂のこマ」たるや、齊しくこ 
れ 小乘敎 中の 事件な れば 、その 中に て、 今の いは ゆる 大 乘の佛 說** 非 佛說の 起源を 云爲 する こ 
VJ は、 一見 非理の 汝汰ビ 早計され ぬで もない。 さりながら" かの 小乘 進取 派の 思想は， やがて 
後代の 大乘 敎義を 釀 成すべき 素地を なせる もの なれば、 保守派の 敎 徒よ. りして、 これを 目して 
非 佛說ビ 斥けた る こざは、 卽も 大乗を 非 佛說ど 罵れる こ VJ、 同一の 意 _へ たる わけで ある。 

その後. 大乗 佛敎 興起して よ b は、 それ 等の 論歸は 、いづれ も P を 極めて 小 乘佛敎 を , E 倒し 
た。 これが そもそも 小 乘敎 徒の 反感を 買ぅて、 終に 大乘を *非 儀 說呼 ば、 りする 聲を 高めし むる 
やぅに なつた わけで ある* 上述の 如く、 大乘敎 の 興起は、 普通 佛滅六 百年 代に 置かれて ゐるが 、 
一方 支那に あつて は、 當時 、ほどなく 幾多の 大乘經 典が 譯出さ れゐた る點 より 推考せば、 本土 
にあつ ては.'  大乘敎 流行 ど 同時に その 經典の 成立した る こ ミ も ^ 5 得らる、。 されば、 現今 成 
形の 大乘經 典は、 少 く ' £ も かの 迦腻 色迦王 時代に 成れる 小乘經 典ど餘 b 時代を 隔てぬ 後代に 成 
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立せ る ものた るを 窺は るゞ ので ある。 た > "這般 の 消息に 關する 文獻の 確た る 明徵な きは、 甚 

だ 遺 慽 V」 すべき どころ なれ ど、 如上の 事情よ b 推して、 大小 雨 乗 その 思想の 新舊は VJ にかく* 
その 經典の 成立に 於て は" さまで 距離 間隔が なかつ たこ ^ 、 思 はれる。 

然るに、 この 雨乘の 間に 於て、 激しき 反目を 來し S 佛說 a 非 佛說の 論 爭の釀 された のは、 雙 
派異 計の 確魏 もさる こ マ」 ながら" 上の 如く、 大乗 論師が 極力 小乘 佛敎を 罵倒せ るた め、 小乘敎 
徒の 反感 甚だしく、 終に この 現象を 見る に 至つ たこ ^ 、 いはねば ならぬ。 見よ、 爾後の 寵樹 * 
提婆 等の 大 乘論歸 は、 その 著書の 上に、 極めて 辛辣に 小 乘敎義 を 罵倒して ゐる ではない か。 
(『十 住 m 婆沙論 』 第 五® 『智度 論』 第 六十 三。 g 道 小乘 涅槃 論』 等 參照) 。小 乘敎 徒が これに 對 する 
唯一の 防禦 武器 ビし て.‘， 大乘 非佛說 論を 放言した こ (£ は、 蓋し 極めて 自然の 沙汰ビ いはねば な 
らぬ 。惟 ふに. •大小 兩乘を 比較 t るに、 その 敎 義の淺 深、 理路の 高下に 就いては、 小乘 はもぐ」 
よ h. 大乘！ J. 抗すべ 〜も あらぬ が、 もし それ 史的 考證の 一面に 就かむ か、 小乘は 大に 大乘に 優先 
して、 現 實に 契卽 せる ものが ある。 M マ」 なれば Y 大乗 經 典の 由來 たる、 旣に その 結集に 於て 曖 
昧なる 上に、 或は 卷 藉寵宮 に 潛 在して ゐた， /」 いひ、 或は 邊陬の 山顚よ b 墜下 して 世に 現 はれた 
ぐ しい ふが 如く、 到底、 常途に ては 首肯し 掲ざ る奇 潰が 傳 へられて ゐる。 *r 之、 その 內容に 於て 
も、 藻 思 華麗 典雅に して 極めて 詩的 風趣を 呈 し、 到底 素朴 質實 なる 表現 VJ は 認められぬ。 然る 


(: 小 乘經典 (: あつて は、 旣にそ の 成立の 上に 確固たる 史實を 有せる に 加へ て、 その 內容 極めて 
如 實單 純なる 敍說 に S で、 一見 誰し も、 その 何れが 原意の 直傳 なる かを 認む るに 難く はない、 
か/.、 して 興起せ る 大乗 # 佛說 論は、 實に 小乘敎 徒の 大乗 敎 徒に 對する 敵愾 運動 ど 見 傲すべく Y 
而 して その 目 約の、 或る 程度まで 成效 せし こピも \またまさにしかあるべき (£ ころどして首肯 
され 得る。 宜な るかな， 小乗 敎徒 のこの 來難に 辯 護せ し 人々 は.. 龍 樹 •提 婆の 後に あつても、 無 
著 0 世 親 •護法.， 堅 意 等、 何れも 大乘敎 徒 中の 鏘々 たる 偉人で あ ハ. 二'、 而も それ 等の 偉人を 以てし 
て1 なほ かつ その 辯 護に" 苦心の 迹歷々 た る もの あり 甚だ 暧昧 不通の 辯疏 に lh まるの やむな 
きに 至れる よ- ◊見る も、 這般の 勝敗 是非は 大槪 察知 さる、 わけで c> る。 

凡そ この 佛說❸ 非 佛說の 問題た る や、 これ 明かに 歷史 問題で あつて、 決して 敎现 問題では な 
.い。 卽ち "大 乘敎が 果して 釋 迦佛 r: よつ て說か れ しや 否やを 檢 M する もの なれは、 これ ® もな 
く歷 史上の 問題で なければ ならぬ" 非 ® 說 論者は- •さすがに 歷史的 の 考察より して 怫說論 者の 
牙城に 肉迫して 來 たので あるが、 -ffi 說論 者は、 何等 這般の 性質を 辨ヘ すして、 全然 史的 考證を 
無視せ る 辯 護を 執れる ため、 到底 非佛說 論者の 攻撃に. 耐へ 得らる、 わけでは なかつ たので あ 
る。 試みに 思へ* 歷 史上の 釋尊が 一代の 敎說 中'  何時' 何 處に 於て 大乘を 說か •れ たで あらぅ 力 
はた 如何なる 記 錄に‘ その 大乗 說法を 傳 へて ゐるで あらぅ か。 これを 歷史問 題 マ」 して 考察す る 
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?き、そこには、何等這般の消息を掇るこ ^ が出來ないではないか。かの普通いひ傳<らる、 

一 优 五 時の 敎說た る華嚴 。阿 含 丄 7/? 逢 T 般若* 法 華 涅槃の 次序の 如きは。 も VJ より 天台 大師が 思索 
討究の 結果に なれる 考案に 他なら す、 祝む や、 これを 年 時に 配 當す るが 如きは ノ華嚴 は 三七日 
間の 說法 .•阿 含は 十二 年 is の 說法ど の 如く)、 無論 一往の 假說に 過ぎない。 然ら ば‘ 釋尊所 說の史 
的 事實よ b 推せば.* 大 乘非佛說に對する辯護は、何人が試ムゾ$」も/極めて困難の沙汰ごいは 
ねばなる まい。 

さ b ながら もし これを 敎理 問題 V」 して 取扱は むか、 大乘は 立派に 佛說 ，ヒい はねば ならぬ" 
何 VJ なれば、 由 來大乘 敎理に あつて は、 佛陀は 決 ^ て釋尊 一人の みなら ♦して •實に 無量の 諸 
佛 あり 而 して それ 等の 諸佛 tr 各々 甚 深の 妙理を 演說 して 衆生 敎化を 行は せらる (£: いふ。 
然ら ば、 眞理 に契應 せる 大乘 の極說 は、 た ビひ 釋迦佛 の說 法に てこ そな けれ、 餘傯 の佛陀 の說 
法 VJ いふに 111 ： なかるべく、 さて こ， A \ 大乘の 佛說 /<: る こ £ を 優に 揚 t さるべき である。 況む 

や* 佛 々同 證の點 より 見て I 他 佛の說 法>  その ま、 釋 尊の 思想 _VJ 見做すべく、 - 否む しろ 

これ 釋 尊の 思想の 開 顯され たる もの VJ 見 傲して 然るべきでは ないか。 かつ それ、 大乘 敎理は 甚 
妙 至極に して I 到底 小 乘敎理 の •■よく 談を共 にすべき ビころ ではない。 されば. 一往は‘ •歷史 
的釋迦 佛の說 でない ビ する も、 何ぞそ の價 値に 傷く る <£■ ころが あらぅ か。 iM: トー 幾多の 怫 徒、 大 


乘を 非佛說 VJ tr にいは  > 、愕然 V」 して* 大乘 敎理の 崩 壤さ る、 が 如く 危惧す る もの あるは、 洵 
に 迷妄の 見解 VJ いはねば ならぬ。 

かくて、 印度 以來の 這 箇佛說 * 非佛說 の 問題は、 その後の 繼續 幾久しく、 支那を 經て わが 國に 
來 り、 近世 德 川の 中葉、 かの 富 永 仲 基 等に よつ て、 またもや 歷 史上よ b 非 佛說の 批難 あら はれ、 
ために、 敎壇 多少の 論議を 見た が、 更に 明治時代に 至つ て、 博士 村 上 專精氏 等， 大に愕 々の 論 
陣を 張つ て歷 史的 非儸說 を 云爲 し、 これによ つて、 敎界 •學界 上下に 震撼し、 洵に目 ざまし き 論 
戰が釀 された。 同氏の 『大乗 佛說論 批判』 は、 這般の 問題に 綜合 的 批判を 下せる 名著で あつて、 
如上の 歷史 問題 VJ 敎珲 問題 どの 區 別の 如き、 最も 明快に 敍述 されて ゐ る。 

さりながら、 かく この 問題を 取扱 ふに 方つ ては •歷史 ご 敎理ご の 雨 面を 甄 別して 論議す ベ 
きわけ では あるが、 凡そ 釋 尊の 如き 至聖の 思想を 窺 ふに 際して は、 單に 飽くまで 史實の 上の み 
に 拘泥して、 狹量な る 忖度を 恣に する が 如きは、 決して 正鴿な る解釋 に 就ける もの， 乙い ふこ V」 
は 出來 ぬ。 何 VJ なれば、 元 來歷史 は、 事 實の眞 相を 傳ふべ きものな れど 、その 事實の 皮相 外面 
は VJ にかく、 もし その 思想 內 面に 至つ ては、 これを 傳ふる 史家は、 尠くビ も その 眞相を 的傳し 
得る 思想 VJ 識見ビ の 所有者で なければ ならぬ。 然るに、 釋 尊の 如き 衆人に 超越せ る至鎏 にあ 
つては* 誰かよ く、 细實に これが 思想 內面 を粑 握し 表現し 得られよぅ。 恐く そは，‘ 極めて 困難 
0  論  一  i 一 


二 九 四 

の 沙汰 VJ いはねば ならぬ。 然らば 、今の 佛說 問題の 如き も I 單 にこれ が 記 錄 •史實 になければ 
VJ て、 ょつ て 以て 早計に ^ 說を否 定し 去る 如きは'  極めて 淺薄な る獨斷 VJ いふべき ではない 
か。 洵 に、 思想 討究 者の 潛心 三考 すべき 點は 、這般 に存 する わけで ある。 されば. 從來 の非佛 
說 論者が、 史的 背景に 倚って 攻撃せ し 論議の 如き も、 一往は、 如何にも 尤もらしき 態度 VJ 見 傲 
すべき わけでは あるが、 更に 再 往細考 を 運す に 於て は、 實に 由々 しき 缺陷を 殘 せる こ を 認め 
られ る。 されば 渠等が 論捷の 態度 も* 更に 深刻なる 思索の 洗練を 加へ むか、 早 晚一變 せざる ベ 
からざる 破目に あつたので ある。 かくて 學界の 趨勢は、 その後、 大乘の 非佛說 たる こ V」 は、 一 
往旣定 の 事實の 如く 是認され 來った わけで あるが、 果然、 最近 これに 關 する 學 者の 見 界に 、甚 
だ 從容 たる 解釋が 示され、 その 思索の 逕路 、犬に 圓 熟せる 結果を 認めら る、 に 至っ たので あ 
る。 卽ち 、かの 非 儸說 論の 主將で あった 村 上 博士の 如きは、 哲學雜 誌』 第 四百 八號 、及び 
: z き '  VoL  I,  NP2 に 書を 寄せ* 從 來の單 純なる 非佛說 論を 捨て、、 凡そ 佛 
陀释 尊の 說 法は、 これを 小乘ビ もい ふべ からす、 大乘 VJ もい ふべ か. ら す、 强いて 名くべく んば、 
た V 根本 f® 敎 •原始 佛敎ご いふべ く、 その 兩乘の 名義の 如きは、 何れも 後代の 稱呼で あって、 こ 
れ卽ち 發達佛 敎を 意味せ る わけで ある VJ いふに 至つ た。 その 說く VJ ころ、 殊更 新奇な 點を 認め 
られる VJ いふでは ない が > これ 卽ち 、總 じて 偉大なる 思想は、 その 含蓄 ® めて 多ければ、 正 反 


吋れ VJ も':， 5； し 得て、 決して 早計なる ®: 判を 下すべき にあらざる 如上の 見地よ b 炉 、る 結論に 出 
でし もの VJ いふ V きで、 洵に 思索 討究 者の 到達すべき 尤もなる 結果 ど 云は ねばならぬ。 この 意 
味を布衍せば*いはゆる大乘敎理の如きは、たどひ歷史的に釋尊の說法ご認むべき面影を探り 
得ざる にせよ、 釋 尊の 思想 中には、 もどより これが 思想が 含蓄され しビ ころで あつて、 從つ てこ 
れ を開顯 せる ものに： ■なら ざれば、 これを 稱 して 釋迦佛 の敎說 ごい ふに 何等 妨げな かるべ く  — 
されば、 かの 天台 五 時の 說 明の 如き も、 釋尊 所懐の 思想を 巧み. r. 分類 按排せ る もの ビ いふに 憚 
b なき V」 ころで ある。 あ、 佛說か 非 ® 說か 、その 何れに あ . f-t 凡 ••て 現今 成形 ^ r # r. る や こ 
れみな 原始の 素 型よ 5 漸次 發 達せる こ ミは、 否むべからざる ごころ であつ て.- 要は、 原始 金口 
の 直說な るを 以て 尊崇すべく、 後代 發 達の 結果なる を 以て 輕視 すべし •£ いふので はない。 眞理 
は、 說 者の 如何によ つて 輕重を 測るべき でない こ ^ は、 近時 問題 どなれる 『起 信 論』 の 作者が、 
たビひ印度の馬鳴にあらすして*まさしくは、支那に於て僞作されたものであるミしても該書 
の價 E に、 少しも 變るど ころな きが やぅで ある。 アリ スト テ レ ー スい はく、 「ブラト 1 ンは尊 む 
べし、 され ど 眞理 はな ほ 尊し」 V」。 わが 佛敎 にいは ゆる 「依 レ 法不 & 入〗 の 言 >£ 併せて、 深く 省 
慮す る vj ころなければ ならぬ。 かくして、 經 典の 成立 問 E を 討ね て 吾} の SX へらる、 どころ は 
現今の 藏經 中に、 佛說 どして 收め られ たる 經 典の 何れもは、 たど ひ、 その 小乘た る ビ大乘 たる 
結  騐  二 A 3I 


VJ に 論な く 1 何れも 佛說の その ま、 には あらす して、 後代に、 漸次の 發達を 經て •潤飾 加 增さ 
れたる ものに 相違な けれど、 而も こは これ、 悉く 佛陀の 思想を 體會 し-これを 如 實に 表現せ る 
佛說ビ して、 いょいょ 尊重すべき 至敎 たるを 了知す る 點に ある。 徒に 歷史 にの み 拘泥して、 至 
聖の 思想を 狹量 (: 忖度し、 以て 經 典の價 値にまで 左右を 及ぼさむ VJ する が 如きは、 かの 非佛說 
論の 叫聲 に、 ひたすら 驚愕の 眼を みはつて、 ゆ 1 なき 裙 憂の 態度に S づる 如き VJ 共に、 決して 
正當に 佛敎を 理解せ る もの VJ いふ こ VJ が 出來な いので ある® 
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チ： 

L ラロ 

ン グコ； レ ン立 

ダット 

137 

チヤ； レ マ 

—ス  82 

ダツフ 

15 し  154 

チ/レダー 

フ'  88 

智 顗 (智者， 天台） 40.163,167,  264,  26s» 

292 


5 


チ 


94 


祐啓旻 
It 曾 へ 11' 


智昇 
智 旭 


i8,  37,  38,  187,  188 
2S,  39.  40.  170 , リ 反 


ゾ/ ゾ^*-^^*' •/ 


聖空 

198 

聖德 太子 

192,  193 

宗鑑 

1»3 

宗性 

18¢, 210 

宗密 

249.  268 

宗藏 々山 

2  く 6 

釋迦牟 尼 

46 以下 

釋雲照 

241 

島 田蕃根 

25,  204 

島 地默雷 

125,  17(3>  2〇4 

島 地大等 

!77,  2^1 

竺法護 

瓜 73,  77,8 4, 1〇7, 157 

竺 大力 

76 

竺難提 

78 

85.87,  2 53,257 

竺道生 

竺法蘭 

156 

竺道契 

210 

竺叔蘭 

157 

神泰 

255 

神 保 如 天 

281 

直慶 

199,  26 1 

臟王 

49,  5 1 

猙影 

163 

E 諦 

16, 134,  140—142, 161, 163 

248,  254 

志 盤 

69,  170,  1S1,  183 

淸辨 

117,  124 

審祥 

194 

怒 恩 (窺 基 1 こ 同じ） 

窓 雲 

148,  278 

稱友 

256 

靑 目 

262 

舍利弗 

53, 阿 

聶道眞 

76 

聶承遠 

157 

商羯羅 

119 

朱 子 行 

157 

司 馬 光 

184 

紹 慶密應 

241 

闇 那峨多 

79,  1〇7,  1^3 

若那 跋陀羅 

89 

實 叉難陀 

165,  i66,  248,  266 

地 婆訶羅 

166 

順藝 (丹 山） 

24,25 

、ンュ ； レ ツエ 

73 

、ン フネ 7 レ 

94,  139 

ジュリアン 

145,  147,  191 

ジヨ ン スト 

ン I38 

ジ ヤイ ； レス 

144 

水月菴 

243 

給 木大拙 

249 

スタイン 

12,  136 

スパイ ヤー 

84 

ス  ミス 

121,  I46,  ISO 

世 祖 (元) 

16,  170 

坻? 見 (天 親) 

3〇,  1 16 — Il8,  l6l,  It>£；, 

255.  259.  26〇,  267,  272, 

设友 

HO,  141,  253 

齿 宗 (後 周） I6S 

善 賢 

7 

善導 

167,  197,  273 

善無畏 

nS,  166 

靜泰 

37 

逝 多 

54 

靑原 

168 

空 海 

168,  IQI；,  196 メ  210,  2プ〇 

主昉 

で 94 

空 也 

196 

主智 

2〇5 

鳩 摩羅 什 

16,87,113パ59,  256,  262—26 

幻 余 

20,  24 

4,  272 

幻 輪 

182 

火辨 

H7 

源 信 

19 6,  273 

灌頂 

264 

源 空 

?97»  273 

來馬琢 道 

2〇9 

彥惊 

!  46,  147 

黑板勝 美 

214 

賢 首 (法 藏! こ 同 〇 

楠潛龍 

248 

ケ ，レン 

57,  ^3, 84,  !5r， 25° 

求那 跋陀羅 

76,  253 

元嘵 

249 

康孟詳 

76 

元 照 

258 

康僧鎧 

157,  272 

グリ ユン ウ 

エーデ) レ  12 

康層會 

157 

襃 吉祥 

16,  38 

金剛 智 

17,  n8, 166 

契 高 

149 

弘 忍 

168 

堅 意 

291 

高辨 

199 

堅慧 

267 

護 法 

I  T7,  2.60,  291 

支 弗 

17,  69,  118,  141， 144,  145, 147, 

小 塚義國 

z8i 

148,  ior,  164 — 167， 172,  174， 

兒島碩 鳳 

282 

253— 255,  259,  260 

權田雷 斧 

27〇 

サ  行 


境野哲  125, 176,  2〇4— 2〇6,  2〇8,  248, 

257 

贊寧  185,  186, 189 

最澄  195 

佐々 木憲德 177 
佐々 木 月 樵 178,24 1，246 
綱 亮三耶  135,  277 

齋 藤聞樯  24〇 


支 遨迦纖 
支 謙 
支 彊梁接 
師練 
師蠻 
師子 比丘 
親 勝 
親懋 
聖光 
聖勇 


16, 156 
16,  76,  157 
157 

200,  209 —— 211 
210 
134 
117 

197,  198,273 

198 

S3 


延壽 

169,  271 

1 大屋 德城 

61 

永觀 

197 

大村西 道 

130 

榮西 

198 

大 內靑巒 

204 

戳尊 

199 

小 栗 栖香頂 

2〇8 

江村 秀山 

243 

小 野 藤 太 

241， 270, 271 

エド キ ンス 

95, 19〇 

小川 泰堂 

271 

小 野 玄妙 

67, 129 

王永從 

19 

荻 原雲來 

66,  126,  139,  140,  2i;o,  277 

王 勃 

69 

織 田 得 ■能 〔生 田）12 5,  ”6,  204,  248,  277,278 

王曼頴 

191 

才； レ デン ぺ 

; レヒ  86,9 0,91， 121， 137 

力 

行 

覺音 

9,  86 

カウエル 

73,81， 8み  135 

覺岸 

69,  17〇,  I82 

力 ； レノ、 ナ 

136 

覺如 

200 

カン ニン カ、、 ム  145 

加 藤主智 

6l 

加藤咄 堂 

24〇,  24I,  271 

吉迦夜 

§4,  133 

迦留陀 伽 

77 

吉藏 

163,  263 

迦 紙 色迦王 

113,  IM,  116,  124,  254,  287, 

脇 比丘 

JI4 

289 

水 村泰賢 

13 1， 256 

迦 菜摩騰 


[56 


迦多衍 那 (迦 多衍尼 子）  253 


■谷 聖馨 
狩 野廣崖 
M 梨跋麼 
戒賢 
嘉祥 
河 野 法 雲 
金子 大榮 

mrm 
m  e 


61,  178 
94 

116,  256,  257 
1 1 7, 1 24 
142 
178 
242 
19 


畺 莨耶舍  i6i,  272 

熙仲  “2 

鈥明 天皇  192,211 

翦 地 亮三耶 205 

窺 基 (怒 M)  M2, 16 6,  1C7,  1 73,  260,  261 
義淨  17,8 4,  85, 147*  166, 172, 

l89 

凝然  I26,  r32»  lSo,  lS5,  199,  2io, 

211,  24S,  2KS 

堯恕  i  So 


194 


人名 索引 


T  行 


安设高  が, 155 

安慧  117,260 

安然  195 

安法鈥  134 

安藤 文英  281 

阿育 王  49,  ih， U3, 122, 123,  131， 

135, 14〇 
阿難 陀  54 

阿那律  54,  1〇5 
阿闍世 王  1〇9 

朝 倉龜三  22 

赤 沼智善  92 

秋 野 孝道  271 

姑 崎 正 治  6i， 66,  67,  125,  131,  246,  247, 

アイ テ； レ  42,  277 

アラ パスタ  ー  93 

井上哲次郎 61， 62,  64,66 
井上 固 了  131，241 

伊藤 義賢  125,  176,  2〇5 

伊藤 哲英  243 

生 田 得 能 (標田 得 能! こ 同じ） 


隱 

元 

23,  201 

石 原卽聞 

2〇5,  241 

今 

西 龍 

2lS 

遍 

I98 

— 

休 

200 

行 

273 

一 如 

284 

優 波 離 

54 

馬 田 行啓 

67,  126 

上田 敏 

9S 

梅 田 謙 敬 

177 

浦 上隆應 

270 

ウイ ノレ ソン 

57,  59 

ウッ パム 

13^,  139 

慧詢 

83 

慧覺 

8^ 

慧生 

143 

慧立 

146,  147 

慧超 

149 

慧 違 

15^,  163,  249,  254 

慧光 

163,  167 

慧沼 

166,  261 

慧能 

168 

惠皎 

162,  1S5,  186,  191 

惠 日 

167 

惠空 

212 

惠葜忍 成 

6l 

圆照 

38,  188 

圓 仁 (慈 覺) 

16s,  1S0,  m  196 

圆參 (智 證) 

1 68,  180,  195 

圓 輝 

255 

m  m  234 


m 


龍藏  2〇,31 
龍樹 菩薩 傳  133,  134 

楞伽經  151 
理惑論  I56 
律 註 (巴 文） ％ 

律宗 綱要  256 

略述 法相 義  261 

梁 高® 傳 


歷代 三寶紀  37,  69,  i〔'4,  i3i, 182 

歷遊 天竺 記傳  143 

歷朝釋 氏資鑑  ^2,  i84 

六 條學報  98,  135»  23〇 

六十 華嚴  267 


.摩訶 僭祇律  85 
摩 誠 止觀  264 

マノ、ー グン サ （大 統史）  1〇2, 1 1〇,  137, 

138, 140,217 

词  （夕氏 英譯）  夏 37 
飼  （ヰ 氏 英譯）  137 

マノ、— ダス ッ （梵 文）  79 

-明本  20,25 — 26,  32, 4^,  7^,  88 

明續蔵  20,  26,  34,  41 
明 藏目錄  41 

髂沙塞 部籾醯 五分 律  §5 

彌蘭陀 問 （巴 文）  〇3 

密敎 綱要  270 

ャ 

.瑜枷 師迆論  3〇,  1^5,  259 

-瑜 伽論釋  3° 

又績藏  33, 41 

遊行 經  印， 8S 

遊方簿 叢書  M4,  M9 

难謐發 達 史論  5  29,  130，17 8,  262 

ラ 

洛陽 伽藍 記  M4, 1S8 

ラ リク， ギス タラ （梵文 印度 版）  73 

同  （梵 文獨逸 版）  73 

同  （英 譯）  74 

词  （怫譯 :）  74 


無量 義經  264 

無量 壽經優 波提舍 願生偈  ^ 

馬 鳴 菩薩 論  以9, 130 

馬 鳴 菩薩 傳  133“34 

名僧 簿  162 
名僧 簿抄  18  5 

名僧 廛要 文抄  “5 

明治 諸宗 綱要  2〇8,  2〇9 
鈔法 蓮華 經 (法 華 經の具 名） 

妙法 蓮華 經 文句  264 

文珠師 利 問經  140，141 


沒亍 

唯識論 (唯 識 三十 論頌）  3〇»  〇7»  161,260 

唯識 二十 論  26〇 

唯識論 同學鈔  261 

唯識 要義  262 

唯識論 大綱  262 

唯識 綱要  262 

行 

ラ， フォンテーヌ  85 

ラージ 十 タ ランギ ニー (梵 文）  136 

同  （英 譯）  136 

楞觀本  20 


佛說 十二 遊經  77,  78 

佛說衮 許 摩 訶帝經  73,  79 
佛說 大方 廣善巧 方便 經  78 
拂 •說 譬喻經  84 

傍 祖統紀  7, 69,  7〇,  71, 17〇»  i8i,  183, 184 

佛祖歷 代遨載  69,  182,  i84 

佛 所行 讃  71，7 2,  SS 

佛 所行 讃 (英 譯）  72 

傚坨の 生涯 及 事業 (獨 文）  72 

佛 本行經  7§ 

佛本 行集經  79 

掷本 生譚 (英 譯）  82 

傯般 泥洹經  87,88 
佛垂般 涅槃 略說 敎誡經  37,83 

傑陀  9° 

傍陀論  6 ! ， 63 

彿陀傳 (英文）  142 

怫陀， 其 生涯， 其敎義 其敎會 (獨 文）  9〇 

同  （英 譯）  SO 

傀 古傳論 (傲 文）  91 

佛 弟子 傳  1〇7,  1〇3 

怫本 行集經  2〇7 

傚 五 百 弟子 自說 本起經  1〇7バ〇3 

怫典 結集  129,  13〇 

佛書 研究  132 

ブツダ チヤ y ク （梵 文）  71 

同  （英 譯）  72 


碧麝錄  i^9, 27i 
碧 出 目錄  2〇5>  2〇7 
平敍日 本佛敎  205,207 
辨顯密 二敎論  27〇 

法旬經  3〇,  250 

法顯傳  142,  143 

法 輪 (英文）  53 

法華經  f  5 1 , 1 5 9;  264,  271 

同 （佛 譯） 1〇 

法 華 支 義釋鐵  265 

法 華 文 旬 記  265 

法 華 經新註  23〇 

法然 上人 全集  273 

法 苑珠抹  284 

本願 寺通紀  2〇5 

本朝 高僧 僂  210,212 

本 化 聖典 大辭林  281,  282 

補續 高僧 蓐  1^5,  1^7 

翻譯 名義 集  139,  2So;  2S4,  285 

方廣大 莊嚴經  5-  74 

ボ ロブ ド— ァ 寺院 彫釗 f 弗 隙 (獨 文) 

菩薩 本 生鬉論  S3 

梵語 字典  2/7,  2/3 

IS 佛敎 辭典  277 

||露1 翻譯 名義 大 蕖  277 

梵學津 梁  2；8 


マ  行 


滿 洲藏經  13 

萬歷本  20,  23 


卍藏經  26,  27,  4^,  41- 

卍績藏  34 


‘祕 密辭林  281,282 
美術 上の 釋迦  62, 65 

|:£盖 緬甸 佛庳  92 

ビルマ 佛傳 (英文）  92 
比丘尼®  IS9 
比丘尼 紗  258 


部 執 異論  141 

部轨 異論 疏  !42 

普曜經  94 

付法藏 因緣傳  H 3，134 

分別 部 論  Hi 

佛國記  ！4,  143,  149,  159, 1^5 

同  （佛 譯）  143  . 

词  （ビ氏 英譯）  J43 

m  ( レ 氏 英譯）  W3 

同  0 氏 英譯）  143 

怫敎 大系  35 

佛啟 三藏 (英文）  42,  19〇 

佛敎 小史  57,  6 し62 s  67,  125,  126 

佛敎 統一 論  63,  13:， 179,  2〇8,  24〇,  252 

H 繁編佛 花 論 6l>  63 
佛软咭 代 の 印度 (英文）  Hi 

佛敎 史略  2〇4 

佛敎 史論  208 

佛敎 十二 宗 綱要  2〇8,  2〇9 

怫敎 各宗網 要  2〇8,  2〇9 


滞 敦槪論 

241.  242:  245,  246 

佛敎 學窗論 

241， 245 

佛敎哲 學新論 

241， 245 

佛敎の 新 研究 

241， 240 

索 

佛敎 統一 論 批評 全集  243 

佛敎 統一 論始評  243 

m 

佛敎 統一 論評 

論  2 43 

彿 敎史袜 

6ア， 1〇2,  131， 179,  2〇6,  2〇3 

佛敎 半代考 

67,  129,  130 

傑 敎大 年表 

67,  153,  27s 

镪敎 史學 

67,  14°*  20 8,  218 

惙敎(贼）  92 
i 同 （獨 譯）  92 
同 （獨 文） §3 
悌敎 聖典 集  §4 

佛 敎哲學  244 

佛敎の 本質 (英文）  25〇 

佛敎の 要諦  251 

佛敎大 辭典  277—279 

佛敎 大辭繁  45, 沾， 277, 巧9 

佛敎 辭典  277,  28〇,  282 

傍 敎辭秣  ”7,  2So 

彿敎 いろは 辭典  282 

佛學三 書  285 
佛 典の 研究  247 

佛 典の 解 說  247 

佛說良 阿含經  253 
怫說觀 普賢 菩薩 行法經  264 

佛說 無量 壽經  272  九 

佛說 量 壽佛經  10951  272 

佛說阿 彌陀經  272 
佛說 普曜經  73 

佛說 太子 瑞 M 本起經  76,  77 


佛敎或 間  240,  242 

佛敎 一貫 論  24〇,  242,  244 

佛敎 大綱  24〇,  242 

佛敎 原論  24 り2 44 

-掷 敎哲學 汎論  241， 244 


チ 


行 


那先 比丘 經  n3 

南海 寄歸 內法傳  M7, 1#， 165 

同  （英 譯）  J47 

南都 高僧 傳  21°»211 

尼 波 羅西藏 之 言語 文 學宗敎 論 (英文) 
尼 波羅拂 敎文學 (英文）  8〇^35 

日本 古 刻書史  22 

日本 大藏經  34,268 

日本 百科 大 辭典  45,66 

日本 佛法史  2〇4,2〇5 

I 佛敦 史略  204,  2〇5 

H 本 佛敎史 綱  204,  206 

B 本 佛敎史  204,206 

日 本佛敎 通史  2°5»  2〇7 

日本 佛敎 小史  205,207 

日本の 佛敎  205,  2〇7 

日本 佛敎 外史  2°5»  2〇7 

日 本佛敎 史槪說 (英文）  215,  216 

B 本怫 家人 名辭書  2°7>  212 


IO 


日 本 宗敎史  2〇7 

日本 佛敎史 之 研究  208 

日本 十二 宗綱耍 (英文）  209 

日本 佛敎論 (佛 文）  2〇9 

日本 彿敎 の發達 (英文）  215 

日本 高僧 傳耍 文抄  210 
日本 高僧 蔭 指示 抄  21°.  211 

B 本， 其 歷史， 傳說 及宗敎 (英文） 

B 本人の 宗敎 (英文）  21 5 

g 本の 宗敎 (英文）  215 

R 本 宗教の 發達 (英文）  215 

日 本 佛敎の 研究 (英文）  216,  25〇 

日本 亞 細 亞學會 紀要  216 

日本 佛敎 哲學  241，244 

B 本佛敎  241,245 
3 蓮宗 全書  35 

B 蓮 聖人 御 遺文  271 

入阿毘 達磨 論  254 


涅鸣經  87,  89，159 ，比 〇 


ぶ、  行 


般若 經  Hi 

八 般 泥洹經  87,88 


顏伽本  19—21 

ヒ トーパ デー' ンヤ  84 


八十 華嚴  26； 

八 宗綱踅 紗  132，180,  2〇9,  248 
八 宗榈踅 啓眾錄  248,  28〇 
八 宗綱耍 講義  248 


百 法 問答 妙  261 

百 論  263 

百論疏  263 

祕藏 瑰鑰  27〇 


215 
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